


磐越自動車道関係発掘調査報告書

上ノ平遺跡C地点

新潟

財団法人

県教育委員会

新潟県埋蔵文化財調査事業団

1996





平成9年度に全線開通予定の磐越自動車道は、福島県いわき市と本県新潟市

を結ぶ高速自動車道で、太平洋側と日本海側とが結ばれるとともに常磐・東

北・北陸自動車道とも連結され、地域の発展には多大の役割を果たすものと期

待されております。

新潟県教育委員会では、磐越自動車道の建設に先だって数多くの遺跡の発掘

調査を行ってまいりました。本書は磐越自動車道阿賀野川サービスエリアの建

設に伴う上ノ平遺跡C地点の発掘調査報告書です。この遺跡では旧石器時代

から中世までのさまざまな遺構、遺物が発見されました。旧石器時代および縄

文時代草創期の調査は、同じ阿賀野川サービスエリアの上ノ平遺跡A地点、

吉ケ沢遺跡B地点とあわせて、県内でも初めての大規模な面積の調査であり、

当時の人間行動復元のためのきわめて貴重な情報を得ることができました。ま

た、縄文時代前期の遺構・遺物は当時の一時的なキャンプ地の姿を示すものと

して注目されます。中世のものと思われる焼土坑群は、山間地の利用形態を示

す資料となるものと思われます。

今回の調査成果が、旧石器時代、縄文時代を初めとした考古学研究のための

資料として広く活用されるとともに、県民の方々が埋蔵文化財に対する理解と

認、識を深める契機となれば幸いです。

最後に、本調査に参加された地元の方々、ならぴに多大なご協力とご援助を

賜った三川村・津川町・安田町教育委員会、日本道路公団新潟建設局、同津川

工事事務所に対して厚くお礼申し上げます。
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平成8年3月

新潟県教育委員会

平野清教育長 明



1 本報告書は新潟県東蒲原郡三川村大字上戸谷渡字上ノ山6270ほかに所在する上ノ平遺跡C地点の発

掘調査記録である。発掘調査は磐越自動車道の建設に伴い、新潟県か旧本道路公団から受託して実施し

たものである。

2 発掘調査は平成3年度は調査主体である新潟県教育委員会が、平成4・5年度は財団法人新潟県埋蔵

文化財調査事業団(以下、埋文事業団)に調査を委託して実施した。

3 整理および報告書作成にかかる作業は平成7年度に実施し、埋文事業団職員、埋文事業団作業員か'こ

れにあたった。ただし、接合資料の実測用写真の撮影は、小川忠、博氏に委託した。

4 出土遺物と調査にかかる資料は全て新潟県教育委員会が保管している。遺物の注記記号は「上ノ平C」

として遺物番号、遺物によっては出士地点・層位を併記した。

5 石器石材にっいては、新潟県教育センター地学研究室の河内一男氏にご教示を賜った

6 文中の註は全て脚註とした。また、引用文献は著者および発行年価周を文中に〔〕で示し、巻末

に一括して著者、発行年、論文名、出典などを掲載した。

7 本書の執筆、編集は沢田敦(埋文事業団文化財調査員)が担当した。ただし、第Ⅸ章は株式会社古環境

研究所に委託した。

8 発掘調査から本書の作成に至るまで、下記の方々から多大なご教示・助言を賜った厚くお礼申し上

げる(敬称略、五十音順)

阿部朝衛、石川恵美子、荒木繁雄、岡村道雄、,」頂凱専史、小野昭、織笠昭、小林克、桜井美枝、

菅沼亘、須藤隆司、諏訪問順、閧口博史、高尾好之、高橋春栄、田中耕作、谷和隆、立木宏明、

津島秀章、堤隆、中島庄一、中村由克、西井幸雄、比田井民子、藤塚明、藤原妃敏、本田秀生、

増子正三、本橋恵美子、柳田俊雄、山川史子、吉井雅勇、渡辺哲也、三川村教育委員会、津川町教同

委員会、安田町教育委員会

9 本遺跡の調査成果にっいては『現地説明会資料』『財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団平成4年度

年報』『財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団平成5年度年報』『埋文にいカサU などの埋文事業団刊行

物の他に、下記の刊行物でその内容を紹介したが、本書の記載内容がこれらに優先する。

沢田敦 1992 「新潟県三川村上ノ平遺跡の調査」『第5回長野県旧石器文化交流会一発表要旨一』
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かみと や と う凡のた{、ら

PP.42~46

沢田敦 1992 「新潟県三川村上ノ平遺跡の調査」『第6回東北日本の旧石器文化を語る会予稿集』

PP.16~18

沢田敦 1993 r三川村上ノ平遺跡の調査一旧石器を中心としてー」『新潟県考古学会第5回大会

研究発表会発表要旨』即.6 ~ 9

沢田敦.飯坂盛泰 1993 r新潟県三川村上ノ平遺跡・吉ケ沢遺跡の調査」『第7回東北日本の旧石

器文化を語る会予稿集』即.17~20
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石器実測図では磨擦痕、敲打痕(ツブレ)、節理面を下図のとおり表現した。

口
・"、、ツプレ

ノノ
節理面

,ノノ

凡

磨擦痕

2 旧石器時代、縄文時代草創期の実測図番号の後に遺物番号を()内に記した。

3 石器実測図の白抜きの剥離面は後世のものである

4 旧石器時代、縄文時代草創期遺物観察表における器種の略記号は以下のとおりである。

KN・・・ナイフ形石器 BU-・・彫亥1」刀形石器 PO・ーー・尖豆頁器

BF-・・・両面加工石器 RF-・ーニ次加工ある剥片(石刃) BP-・・彫刻刀形石器母型

CO-・・・石キ亥 BL・・・・・・石刃 FL・・・・・剥片

BS・・・・周つ刻刀削片 CH・・・・チッフ゜ PB・・・・・・礫

5 旧石器時代、縄文時代草創期遺物観察表における石器石材で岩石名すべてを表記できないものは以下

のとおり略した。

珪頁・・・・・珪質頁岩凝灰・・・凝灰岩 所t糸文一・・所i糸文吉吉;チャ・・・・・・チャート

鉄石・・・鉄石英 粘板一ー・粘板岩 黒曜一ー・・黒曜石 イヒ尚一ー・1を崗岩

女山・・一安山岩 無斑一・・一無孜王晶質安山岩

6 土色・士器胎土・母岩の色調の表記は、農林水産省農林水産会議・財団法人日本色彩研究所監修『新

版標準土色帳』によった。

7 遺物観察表の北南・西東は大グリッド内での平面座標である。座標原点となる大グリッド杭は当該グ

リツドの北西隅に位置する。

例
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磐越自動車道は福島県いわき市を起点として常磐自動車道から分岐し、郡山市で東北縦貫自動車道と連

結、さらに会津若松市を経て新潟市で北陸自動車道と結ぱれる総延長212師の高速道路であるこの高速

道路の完成によって、阿武隈山系および奥羽山脈を越え太平洋側と日本海側の生活圏か直結されることに

より、沿線地域の産業、経済、文化の交流が促進されることが期待されている

第1章

磐越自動車道の新潟~津川間は昭和53年12月に基本計画が決定され、昭和57年1月に建設大臣から日本

遭路公団新潟建設局(以下道路公団)に調査の開始指示が出された。昭和59年8月道路公団は新潟県教育委

員会(以下県教委)に対して、新潟~津川間の計画路線内およびその周辺の分布調査を依頼した。県教委は

これを受けて、同年10月に周知の遺跡の分布調査結果および平野部や段丘上には未周知の遺跡が存在する

可能性があり、引き続いて分布調査および第1次調査を実施する必要性があることを回答した。

昭和60年2月には、新潟~津川間の工事施工命令が、建設大臣から道路公団に出された。道路公団は、

県教委の行った分布調査の結果を考慮して、法線の再検討を行い、赤坂山遺跡をはずすなど、路線の計画

変更を行っている同年3月には新津~安田間、Ⅱ月には安田~津川間、翌年8月には新潟~新津間の最

終的な路線を発表した。

これに伴い、埋蔵文化財遺跡分布調査が昭和62年H月24~27日に県教委によって実施された。この時点
1)

では阿賀野川サービスエリア(以下阿賀野川SA)予定地内では遺物は発見できなかったが、地形上遺跡の存

在する可能性があるので、第1次調査を行ケ必要がある旨を道路公団に伝えた。その後、平成元年3月6

7日に磐越自動車道津川工事事務所管内発掘予定地の踏査が行われた。当時の上ノ平遺跡の状況は畑地

およぴ杉の植林地で遺物は採集できなかったが、踏査の結果この遺跡は阿賀野川の河岸段丘上に立地し、

より上流部ではこうした河岸段丘面上に多くの縄文時代の遺跡が立地しており、ここでも遺跡の存在する

可能性があること、そして何より、小林弘氏、高橋春栄氏らの研究者によって阿賀野川 SA予定地内およ

びその周辺で旧石器時代の遺物が採集されていることから〔小林・高橋198幻、今後第 1次調査を行うとい

う方針をもって、道路公団と協議を行った。

これらのことを受けて、平成2年Ⅱ月19日~12月7日には阿賀野川 SA予定地内の第 1次調査が実施さ

れた。その結果、円形土坑などの遺構や磨石類、剥片などの遺物が得られた。このことから、東西に走る

谷の北側の段丘面を上ノ平遺跡(A・B・C地点)、南側の段丘面を吉ケ沢遺跡(A・B地点)と命名した。

調査に至る経緯

1 上ノ平遺跡A地点の報告書では三川サービスエリアとしていたが、その後阿賀野川サービスエリアに名称が変更

された

言



旧石器時代

遺跡周辺の環境については、すでに上ノ平遺跡A地点(以下A地点)の報告書で詳述した〔沢田ほか1994〕

したがって、重複を避けるため本報告書ではA地点報告書刊行以降に調査が行われた周辺の旧石器時代、

縄文時代の遺跡についてのみ述べることにする

第Ⅱ章遺跡の環境

安田町上野林J遺跡は1992年に安田町教育委員会によって発掘調査が行われ、台形様石器、石核、剥片

などが出士した。石器群の内容から姶良Tn 火山灰降灰以前の石器群と考えられる〔田中・増子ほか1994〕。

同じ安田町の円山遺跡では財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(以下埋文事・業団が北陸自動車道建設の

ための士取りに伴い発掘調査を行い、東山型ナイフ形石器、エンドスクレイパーなどを組成するいわゆる

東山石器群を調査した〔高僑1995〕

旧石器時代

磐越自動車道建設に伴い、阿賀野川中流域で数多くの縄文時代の遺跡が調査された。

三川村蟹沢・上城遺跡は平成5年度に発掘調査が行われ、密度はあまり高くはなかったものの、縄文時

代後期の南三十稲場式期の遺構、遺物が得られた〔佐藤M、1995〕。同村牧ノ沢遺跡も平成5年度に発掘調査

が行われ、士坑20基や縄文士器が得られた〔1恐尺ほか1995〕。津川町大坂上道遺跡、猿額遺跡、中棚遺跡は平

成 4 ・ 5年度に調査が行われ、前期末、中期前葉、後期中葉を中心、に遺構、遺物が出土した〔滝沢ほ力、1995〕

特に、猿額遺跡では前期末葉の大木5~6式の土器が比較的まとまって出士した。

上川村北野遺跡は沼沢火山の噴火に伴うと考えられる洪水砂層(以下沼沢火山灰層)の上下から遺構、遺物

が出土した〔高橋1995〕。上層からは中期末~後期初頭の集落跡、中期前葉、中葉の住居跡、フラスコ状土

坑群が検出され、下層からは前期末の集落跡、早期後半の土器などが出士した。遺構、遺物の密度の高さ

から、上層、下層ともに当該期、当地域における拠点的集落であった可能性が高い。同村七堀道下遺跡は

平成6年度に埋文事業団によって発掘調査が行われ、やはり沼沢火山灰層の上下から遺構、遺物が出士し

た。上層からは中期前葉、末、後期中菓の土器、石器が出士し、下層からは土器は出士しなかったものの、

18点の石器が出土した〔飯坂1994〕。同村上小島遺跡は平成7年度に埋文事業団によって発掘調査が行われ、

縄文時代早期を中心、とした遺構、遺物が得られた。

同村キンカ杉遺跡は平成5・6年度に村教育委員会によって発掘調査が行われ、中期中葉のフラスコ状

土坑群と多量の遺物が得られたという。同村大谷原遺跡は平成6・7年に村教育委員会によって発掘調査

が行われ早期中葉、中期初頭の遺構、遺物が得られた特に、早期中葉は竪穴住居跡、士坑などが検出さ

れた

2 . 縄文時代
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第1次調査

既に述べたように阿賀野川 SA予定地内の第1次調査は平成2年に行われた。この結果を受けて、平成

3年に第2次調査を行ったが、この調査により上ノ平遺跡C地点、吉ケ沢遺跡B地点の調査範囲が大き

く拡大することになり、平成4・5年に継続して調査が行われた。この時の範囲拡大の経緯は上ノ平遺跡

A地点の報告書に詳しく述べられている。ここでは平成3年以降の調査を第2次調査として、 A地点報告

書との重複を避けるため、第2次調査については平成4年以降の調査を中心に説明する

第Ⅲ章調査の概要

A調査方法

調査対象面積は56,400がで、対象範囲の全面に対して調査を行った。この時点で遺跡の状況は畑地と山

林であったので、調査は畑地にっいてはバックホーを用いて、山林は人力で行った。トレンチはバックホー

か'2 × 5 m、人力掘削がI × 1mで183か所を任意に設定した。確認、調査面積は上段で723m.であった

B調査経過

5 か所のトレンチから遺構が検出され、21か所のトレンチから剥片などの石器を中心に遣物が出土した。

この結果から、東西に走る谷の北側では段丘面東端の10,300ゞ、段丘面中央の1,020ゞ段丘西端の90on゛

で第2次調査が必要と判断され、それぞれ上ノ平遺跡A地点・B地点・C地点と命名された谷の南側で

は段丘面東端の800が、段丘面西端90olrfで第2次調査が必要とされ、それぞれ吉ケ沢遺跡A地点.B地

点と命名された。

C調査体制

調査主体新潟県教育委員会(教育長堀川徹夫)

管理大島圭己(新潟県教育庁文化行政課長)

吉倉長幸( 課長補佐)0

指導横山勝栄( 埋蔵文化財第1係長)0

本問信昭( 埋蔵文化財第2係長)0

庶務藤田守彦( 主事)0

担当山本肇( 主任)0

藤巻正信( 主任)0

関洋介( 文化財専門員)0

第 1 次調査
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A調査方法

第 2 次調査

(1)グリッドの設定

平成3年の発掘調査で範囲を大幅に拡張する必要があることが判明したため、平成4年度の発掘調査で

は範囲の拡大に伴いグリッド名称を大きく変更した。グリッド名称変更の経緯にっいては既に A地点報

告書の中で触れられているが、重要事項であると思われるのでここでもう一度説明することにする。

グリッドの基点となるのは平成3年に設定された UC-1~ 4であり、その国土座標上の位置は第2表

に示したとおりである。グリッドの基準線は UC-1~ 4 をそれぞれ結人で延長したものであり、真の東

西南北方向に合わせてある 10mグリッドを大グリッドとし、平成3年度は北から南へローマ数字で1、

Ⅱ、Ⅲ一ーーとあらわし、西から東へアルファベットで A、 B、 C-ー・・とあらわした。それぞれ、 UC-1 は

M一Ⅳ、 UC-2 は 0一Ⅳ、 UC-3 は M一Ⅵ、 UC-4 は 0一Ⅵになった。大グリツドはさらに 5行 5 列に

25の小グリッドに分割され、西から東、北から南に向かって 1、 2、 3-ー・23、 24、 25と呼称した。した

がって、北西隅が 1、北東隅か'5、南西隅か'21、南東 第2表グリッド基準杭の国士座標

隅が25である小グリッドまでの呼称は A一Ⅱ一 5 の

Ⅲ調査の概要

ようになる

平成4年度の調査では発掘区を拡張する必要が出て

きたため、グリッドの呼称方法も見直すこととした

■■■■男彪髭鼻髭髭髪語選蓑蓑盡菱壽、
圃鯛臣Z男威荏騨互翫醒優霧茜謹蓑蓑寒'
語響唇男謬房霧=■髪牙酉■■■転薩壽
翻盈髪杉誘弓幽'醒■■■皿■■

優房謬/後'雫.■.亜■、曳匡■醍哩
蕪襲壁陛瓢則●'■■畜厘賠醍情
望讐謹蓑遷嚢翼聖圃亜而画■区鰹圏■幡
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毛盲画画命禽慧腿喜塗聾鰻■隙臘N信語
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.

囲■■亜圃
■■■■■
■■■■圃
■■■■■
囲■■■囲

旧杭名新杭名

UC-1 AE7

UC-2 AE9

UC-3 AG7

UC-4 AG9

. .

国土
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72322.366)

' .



2 第2次調査

グリッドの基点と基準線は平成3年度のものをそのまま継承し、北から南へアルファベットで AA、 AB

ー・・-AZ、 BA、 BB・・・ーと、西から東へアラビア数字で 1、 2、 3 -ーーとあらわした。そして、 A 地点と C

地点を同一座標上で調査できるように、 UC-1(M一Ⅳ)を AE7、 UC-2(0一Ⅳ)を AE9、 UC-3(M一Ⅵ)、

を AG 7、 UC-4 (0一Ⅵ)を AG9 とした。平成 3年と同様に、大グリッドはさらに 5 行 5 列に25の小グリッ

ドに分割され、西から東、北から南に向かって 1、 2、 3-・・・23、 24、 25と呼称した。したがって、北西

隅が 1、北東隅か'5、南西隅が21、南東隅が25である小グリッドまでの呼称は AE9 -15のようになる

②調査方法

まず、表土除去をバ・ソクホーを用いて行ったが、第 1次調査によって遺物集中地点のあることがわかっ

ている範囲については人力で表士除去を行った。表士除去の後、南北基準線の10・12ライン、東西基準線

のAGラインに士層観察用のべルトを残して人力で包含層除去を行った。この時点ですでに判明していた

遺物集中地点の範囲についてはより詳細な調査が必要なため、包含層除去の範囲から除外した。また、包

含層除去で旧石器時代の遺物が複数出士した範囲についても遺物集中地点の可能性があるため、その時点

で包含層除去をやめた。

遺構検出は基本層のⅡb層の上面とⅢ層の上面で包含層除去と並行して行った。上ノ平遺跡C地点で検

出されることが予想された遺構の多くは、歴史時代の焼土坑で縄文時代の包含層であるⅡa層を切って掘

り込まれており、本来遺構検出はⅡa層上面で行ケ必要がある。しかし、Ⅱa層上面で遺構を検出して調

査したA地点での調査成果から、①遺構密度が低い、②Ⅱ0層上面から掘り込まれている焼士坑は焼け面

の存在、埋土の特徴から明らかに縄文時代以前の遺構と区別できる、③焼士坑の埋士上層から遺物が出士

した例がない、ことが判明していたのでⅡb層以下で遺構確認、を行った。したがって、縄文時代の遺構と

歴史時代の焼土坑を同一確認面上で調査したことになる。確認、した遺構は全て半戡、士層断面写真撮影・

実測、完掘、完掘写真撮影・実測を行った。ただし、集石遺構は写真撮影・平面図作成の後、半裁、土層

断面写真撮影・実測を行った。実測は、集石遺構の平面図、断面図を1/10、それ以外の遺構はν20で行った。

旧石器時代、縄文時代草創期の遺物集中地点の発掘は移植ごて、小ジョレンを用いて行い、可能な限り

微細な遺物の検出に努めた。一回の掘り下げは5mとし、一回ごとに炭化物の集中、焼土や遺構.の有無を

確認、しながら、掘り下げを繰り返した。掘り下げは 2 回連続して遺物が出士しないことを基準として、や

めることにした。結果として、各遺物集中地点とも基本層のV層中位まで掘り下げた。出士遺物は柱で残

し、出士状況写真撮影後取り上げた。なお、遺物は集中地点であるないにかかわらず、全て座標、標高、

出土層位を台帳に記録して取り上げた。遺物番号は、集中地点出士遺物は集中地点ごとの通し番号、それ

以外の遺物はその全体での通し番号としたなお、調査はほぽ全面同時進行で行ったため、集中地点以外

から出士した遺物は10ライン以西(以下西地区)は 1からの通し番号、以東(以下東地区)は1001からの通し番

号とした。また、ブロツク 3 ・ 5 にっいては徒熊田遺物の検出のため、ふるい選別を行ったふるい選別は

ブロツクの範囲を50mグリツドに分割し、各グリッドの一回掘り下げ分づっを士嚢袋にサンプリングした

後、水洗選別した。したがって、 1つの取り上げ単位はおよそ12,50OCCである。ふるい選別用士壌サンプ

ルの採集はⅢ層上面から2回行った。したがって、悉皆採集ではないが、 A地点でのふるい選別の結果か

ら、微細遺物の分布等はある程度実態を反映していると考えてぃる

包含層発掘の終了後、より下層の遺物の有無を確認するため、 2 × 2 m(Ⅶ層上面まで)と 2 × 4 m(Ⅲ層

上面まで)のトレンチを設定し深掘を行った(図版4)。



B

平成4 ・5年の調査について記す

調査経過

①平成4年度の調査

調査期問:平成 4年4月22日~ 7月22日

当初、平成4年度の調査は A地点調査班とは別の調査班が行うことになっていたのであるが、遺跡東

側の2,500'にっいて道路公団から工事工程上早期の引き渡しを要請されたので、 A地点調査班が同時並

行で行うことになった

上記の2,500がにっいて 4月22日から表士除去を行い、この後、遺構確認、・発掘を行った。この範囲では、

土坑9基、ピット4基を検出しこれを調査した。その後、旧石器時代の確認、調査を行い、ブロツク 5 を検

出したブロック 5 の調査を終了し、平成4年度の調査力珠冬了したのは 7月22日であった

②平成5年の調査

調査期問:平成 5年4月12日~ 8月24日

平成5年の調査は、上ノ平遺跡C地点と中峰遺跡、吉ケ沢遺跡B地点にそれぞれ別の調査班が入り並

行して行う予定であったが、道路公団からの上ノ平遺跡C地点の早期引き渡しの要請により、中峰遺跡

の調査終了後、中峰遺跡・吉ケ沢遺跡B地点の調査班の応援を得て発掘することとなった

4月12日器材を搬入し、まず表土除去を行った表土除去は 5月7日に終了し、引き続き包含層発掘に

入った。 5月中旬から中峰遺跡班の作業員も加わり60名を越える作業員で発掘作業を行った。この後、主

に発掘区の西地区を本来の上ノ平遺跡C地点調査班が調査を行い、東地区を中峰遺跡・吉ケ沢遺跡B地

点調査班が調査を行った。両地区では主体となる時期が異なるため以下は西地区と東地区に分けて経過を

説明する。

西地区では、 5月7日から包含層発掘を行った。遺物は主に縄文時代前期末の士器、石器が出土した

また、調査区南側の斜面からも遺物が出士し、ここで予想以上に手問取ってしまった 6月中旬以降、遉

構精査.発掘、遺物集中地点の調査を並行して行った検出された遺構は、歴史時代の焼士坑、縄文時代

のピットなどである。また、大型の両面加工尖頭器の存在などから、西地区のブロックカ苛畢文時代草創期

のものであることも明らかとなった。また、 7月に入って、 AG5 区に焼士をまばらに含む土層が分布し

てぃることがわかり、遺構の存在が予想されることから慎重に遺構確認、を行い、 sn を検出した。 7月中

旬以降はブロック 1の調査、 S11の調査を行い、また、旧石器時代の深掘トレンチの発掘を行った。

東地区では、 5月中旬から包含層発掘を行い、 5月下旬から並行して遺構確認、・発掘を行った。検出さ

れた遺構は、歴史時代の焼土坑、縄文時代の集石遺構などである。また、包含層発掘では縄文時代中期前

葉と思われる士器、石器のほかに旧石器時代の遺物が集中して出士する地点があることがわかり、第1次

調査で確認されたもの以外にも遺物集中地点があることが判明した。 6月下旬から旧石器時代の遺物集中

地点の調査に入りブロック8・3・4・フ・9の順で調査を行った調査の結果、ブロツク3~8はナイ

フ形石器をブロック 9 は尖頭器を出士することが判明しメ'また、 7月上旬以降可能なところから旧石器

時代の深掘トレンチの発掘を行った。

以上の経過で発掘調査は進行し、全ての調査が終了したのは8月24日であった。

Ⅲ 調査の概要



3 整理作業

C

①平成4年

調査主体新潟県教育委員会(教育長本問栄三郎)

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長

管理藍原直木(事務局長)

渡辺耕吉(総務課長)

茂田井信彦闇査課長)

戸根与八郎(調査課調査第1係長)指

沢田敦( 0 専門員)

中沢毅( 0 主任)

関洋介( 0 専門員)

飯坂盛泰( 0 専門員)

山田昇( 0 嘱託)

小池右子( 0 嘱託)

庶務藤田守彦(総務課主事)

②平成5年

調査主体新潟県教育委員会(教育長本間栄三郎)

調査財団法人新潟県埋蔵文化財調査事業団(理事長

管理藍原直木(事務局長)

渡辺耕吉(総務課長)

茂田井信彦儒査課長)

藤巻正信(調査課調査第1係長)

飯坂盛泰( 0 専門員)

大川原英智( 0 主任)

中沢毅( 0 主任)

沢田敦( 0 専門員)

小池右子( 0 嘱託)

大杉真実( 0 嘱託)

庶務藤田守彦(総務課主事)

調査体制

A方

出士遺物の大部分は石器で、旧石器時代・縄文時代草創期のものが多い石器はまず水洗、注記を行い
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その後、遺物台帳を作成した。この遺物台帳は報告書の観察表になるものでこの時点で所属時期の決定、

分類、計測を行った。作成した台帳はコンピューターに入力し、台帳管理などを行った。実測は旧石器時

代、縄文時代草創期のトゥールは全点行うことを原則とし、その他の石刃、剥片、削片や縄文時代の遺物

は選んで実測した。実測は、主に作業員が簡易実測器〔鈴木・高橋199幻を使用して行ったが、石器の稜線、

リング、フィッシャーの記入は調査員が行った。石器実測は点数が多かったこともあり最も多くの時間を

要した。石器接合は実測と並行して行ったが、特に縄文時代草創期で良好な接合資料が得られたこともあ

り、この作業に約4 力月を費やした。土器は、平箱で約 3箱とそれほど多くなかった。接合、復元の後、

作業員が実測、採拓したものを調査員が点検・修正した。

図面は台帳作成、点検・修正を行った後、遺跡全体図などの作成、トレース、レイアウトを行った

B

①経

経過と体制

出士遺物の水洗、注記、図面・写真の整理・台帳作成、遺構力ード作成は基本的に発掘調査と並行して

行い、残ったものは調査終了後、埋文事業団曽和分室で行った。

本格的に整理作業が始まったのは平成6年12月からである平成6年12月~平成7年3月までは調査員

2名で行ったが、平成4年4月以降は調査員 1名で行った。他に、作業員約5名が調査員を補佐した。

まず、平成7年1~2月は遺物台帳作成を主に行い、これと並行して縄文土器の接合、石器実測、石器

接合作業を行い、縄文土器接合はこれを終了した石器接合は主に作業員が中心となって行い、 7月まで

これを行った。石器実測Ⅱよ作業員が稜線を実測し、調査員がチェツク、りング・フィツシャー入れを行い、

途中 5月に調査員が発掘調査に出るなどの中断もあったものの、10月25日にこれを終了した。遺物実測図

のトレースは実測作業と並行して8月からⅡ月中旬まで行った 12月以降図版・挿図作成および原稿執筆

を行った。

過

Ⅲ調査の概要

②体

(調査課調査第 1係長)

( 0 文化財調査員)

( 0 嘱託・平成6年12月~ 7年3月)

制

藤巻正信

沢田敦

山田昇
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基本層序

第Ⅳ章遺跡の概要

遺跡の基本層序は A地点と基本的に同じである〔沢田肋、1994〕。 1層は表士で、縄文時代の包含層である

Ⅱa層の堆積は薄く、段丘面上では合わせて30~40cmである焼土坑がⅡa層上面で確認できることから、

Ⅱa層の年代的な下限が中世であることがわかる。ただし、Ⅱa層上面は後世の耕作等で削平されている。

Ⅱb層はいわゆる漸移層であるが、縄文時代前期末の遺物か'Ⅱb層と全く区別できない層から出士した。

また、竪穴住居跡である S11の埋土もⅡb層との識別かきわめて困難であった。こうしたことを考え合わ

せると、本遺跡では土層の堆積速度が極めて遅いため、黒色士の発達が極端に悪く、縄文時代の包含層で

あっても褐色を呈しているものと考えられる。したか'つて、Ⅱb層の年代的な下限は縄文時代前期まで下

るものと思われる。

Ⅲ~V層がいわゆる口ーム層で層厚は約lmである縄文時代草創期の遺物は表土からⅣ層にかけて出

土し、旧石器時代の遺物は表土からV層にかけて出土した。どちらにも礫群を伴うブロックがなかったた

め、推定はA地点ほど確実ではないが、遺物の出士状況から縄文時代草創期の生活面はⅡb層からⅢ層

にかけて、旧石器時代の生活面はⅢ層の中にあったと考えている。ただし、両者は地点を違えて出士し、

全体に土層の堆積が薄いため層位的な上下の根拠は不十分である。 A地点(沢田ほか1994〕、吉ケ沢遺跡B地

点(未報告)で火山灰分析を行ったこともあり、本遺跡では火山灰分析は行わなかったが、 A地点での分析

結果ではV層上部が始良Tn火山灰(AT)、Ⅲ層上部が浅間一草津黄色軽石(AS-Ypk)の降灰層準に推定さ

れているⅥ層は砂・岩片混じりの口ーム層で何らかの水の影響を受けていると思われる。 A地点での植

物珪酸体分析でⅥ層から植物珪酸体が全く検出されなかったことから、水成堆積である可能性が高い。Ⅶ

層以下は砂礫層でこの層以下は明らかに水成層である。

本遺跡のある段丘面上には微小な起伏が認められるがⅢ層以下の口ーム層はこの起伏に沿って堆積して

いるので、これらの起伏が旧石器時代には確実に存在していたことがわかる

本遺跡の基本層の特徴は以下のとおりである。

1層:表土。

Ⅱa層:黒褐色シルト層厚約10~30cmで、縄文時代の包含層である。

Ⅱb層:褐色粘士層厚約10~20cmである。黒色土と口ーム層の漸移層である。

Ⅲ層:黄褐色粘土層厚約15Cmで、旧石器時代の生活面はこの層の中にあると考えられる。

Ⅳ層:明褐色粘士。層厚は約15Cmである。ローム層の中では最も*占性が強く、色調が赤みを帯ぴてぃる

径5m程度の白色士粒を含む。

V層:明褐色粘土で層厚約15Cm。Ⅳ・Ⅵ層よりも淡い色調を呈し、白色土粒の含有量も少ない。 A地点

での火山灰分析の結果によれぱ本層上部が始良Tn火山灰(AT)の降灰層準である

Ⅵ層:明黄褐色粘士。しまりは口ーム層中で最も強い径1師以下の岩片を含む。層厚は30m程度で、

A地点に比べると薄い

基本層序佛3圃
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2 遺跡の概要

上ノ平遺跡C地点では旧石器時代の遺物集中地点7か所、縄文時代草創期の遺物集中地点5か所、縄

文時代の竪穴住居跡1棟、ピット1基、集石遺構3基、歴史時代のものと思われる士坑47基、その他の遺

構14基を検出した。遺物は旧石器時代の石器、礫など694点、縄文時代草創期の石器、礫など924点、草創

期以外の縄文時代の遺物が735点、その他の遺物3点である。

以下、本遺跡の概要を時代ごとに述べる

2 遺跡の概要

旧石器時代の遺物集中地点は 7 か所で、それぞれブロック 3a・ 3b・ 4 ・ 5 ・ 7a・ 7b・ 8 と呼称す

る。これらのブロックは東地区で検出され、南北約30mX東西40mの範囲に収まる。母岩の共有関係か'認

められることから、これら7か所のブロックは同時期に形成されたものと思われる。それぞれのプロック

はその大きさと遺物点数から、比較的大型で数十~百数十点の遺物で構成されるものと、小型で20~30点

で構成されるものとに分類できる。ブロック 3a・ 5 ・ 7a が前者で、 7b・ 4 ・ 8 が後者にあたる。 3b

は両者の中問の規模を持ついずれも、遺物の密度は低く散漫な分布を示す遺物は、最大80伽の上下差

を持って出土しているが、いずれのブロックも遺物の出土ピークからⅢ層中に生活面があると考えてい

る。 A地点での火山灰分析によればV層上部に始良Tn火山灰層の降灰層準があると考えられる。 C地点

の基本層序は基本的にA地点とおなじであるので、 C地点の旧石器時代のブロック群は始良Tn火山灰降

灰以降のものであると考える。

出士遺物は、ナイフ形石器、彫刻刀形石器、石刃、彫刻刀削片などで、石核は出土しなかった。ナイフ

形石器は杉久保型、彫刻刀形石器は神山型を主体としている。また、石刃が多く出土するものの石刃石核

が出士しない点、石刃以外の剥片が極めて少ない点、彫刻刀削片が多い点を出士石器群の特徴とすること

ができ、これらの特徴はA地点出士石器群の特徴と非常によく似ている。

A 旧石器時代

縄文時代草創期の遺物集中地点は 5 か所で、プロック 1・ 6 ・ 9 ・10・Ⅱと呼称する。これらの内、ブ

ロツク1・6・10・Ⅱの間では母岩の共有が認められるので、これらは同時に形成されたものと思われる。

これら 4 か所のブロツクは西地区で検出されており、ブロック 6 はブロック 1の西約14mに、ブロック10

はブロツク 1の北東約22mに、プロツクHは南西約16mに位置している。ブロック 9 はほかのブロックと

母岩の共有関係がなく時期が異なるものと考えている。検出された場所も AHH区でほかの3 ブロックか

ら離れている。

ブロツク 1は多量の剥片類と石核が出土したこと、これらの問に接合関係力靖忍められたことから、剥片

生産を主体とした石器製作が主に行われていたことがわかる。ブロック6はブロック1に比べて遺物点数

も少ないが、石器製作が行われていたと思われる。ブロック10・11は大型の石刃や剥片を主体としており、

母岩の共有関係からプロツク1から持ち出された、あるいは廃棄されたものと考えてぃるブロック9は

チツプを主体としており、トゥール製作に関連するブロックと考えられる。尖頭器が3点出士しており、

旧石器時代の終末から縄文時代草創期のものであろう。

B 縄文時代草創期



縄文時代の遺構は竪穴住居跡]棟、ピット1基、集石遺構3基である。これらの遺構の内、竪穴住居跡、

ピットは西地区から検出され、周辺から出士した士器から縄文時代前期末のものであると考えられる。

竪穴住居跡は壁の一部と柱穴、地床炉の一部を検出したのみであったが、径5~6mの隅丸方形を呈す

るものと思われる壁は北側のみで検出しただけであったが内側に周溝がめぐっていた柱穴は4本であ

つた。ピットは縄文前期末の土器を出土するものである。集石遺構は東地区で検出され、 1号集石遺構の

近くで新崎式の土器片がまとまって出士したことから中期前葉のものであると考える 3基とも集石下の

士坑は検出されず、いずれの集石遺構でも礫が被熱していた。

西地区から士器234点、石器368点、礫13点が出士した。土器の大部分力珠電文時代前期末の士器であるこ

とから、石器も基本的にこの時期のものと思われる。石器は、石鍬、箆状石器、両極剥離痕ある石器、不

定形石器、石核などである。東地区から出土した遺物は土器片数十点、石器82点、礫43点で、土器で時期

のわかるものは先の新崎式の破片のみである。したがって、出土石器も中期前葉のものが主体を占めるも

のと思われる。石器は、石匙、箆状石器、打製石斧、磨製石斧、不定形石器、石核などである

C 縄文時代陣創期を除く)

時期不明の士坑が47基検出された。これらの大部分は埋土に炭化物・焼士片を多量に含み、底面や側面

に焼け面を持つものもある。また、ほぼ円形の平面形を持ち上端の直径は1~2mである。地面に穴を掘

つた後、火を焚いた遺構であると考えられるが、中には床を張った後に火を焚いているものもある。明ら

かに縄文時代の包含層を切って掘り込まれていることや平安時代の遺物が包含層から出士していることか

ら A地点ではこれらの焼土坑は平安時代のもので〔沢田肋、1994〕、その性格を炭焼きのための土坑と推定

した。今回、これらの土坑の内4基で放,ナ性炭素年代測定を行い、その結果からこれらの土坑の所属時期

は主に中世であるという結果が得られた(第Ⅸ章参照)

D 歴史時代

Ⅳ遺跡の概要



第V章旧石器時代の調査

上ノ平遺跡C地点で検出された旧石器時代の遺構は 7か所の遺物集中地点(以下ブロッケ)のみである

これらのプロックは調査区の東地区 AE~AG・11~15の範囲に分布しているブロックの名称は発掘時

のものをそのまま用いたが、発掘当初 1つのプロックと詔、識していたブロック 3 と 7 は調査の進展によっ

て、それぞれ 2 か所のブロックに分けられることがわかったため、ブロツク 3a・ 3b・ 7a・ 7b とした

これらの.ブロックは、比較的大型で100点を越える遺物によって構成されているプロック 3a・ 5 ・ 7a

と比較的小型で一十数点前後の遺物によって構成されているブロック4・7b・8と両者の中問の規模を

持つプロック 3b とに分類できそうである

フロック 3a(図版5

AE Hグリッド南東隅を中心に AE12、 AG H ・12にも分布が広がり、石器174点と礫 2 点で構成されて

いる。遺物はⅡa層からV層にかけて約70卯の上下差を持って出士しているが、Ⅲ層から出士したものが

最も多く当時の生活面はⅢ層中にあるものと思、われる平面的には約6m四方の範囲から遺物か'まばらに

出土している。遺物密度はあまり高くない

ブロック 3b(図版田

AEI0・Ⅱ、 AFI0・Ⅱに位置し、石器99点、礫 1点で構成されている。遺物はⅡa層からV層にかけて

約60師の上下差を持って出士している。出土層位を見てもⅡa層から出士したものが最も多く、原位置か

ら大きくはずれた遺物が多い。標高別の出士石器点数グラフの標高71.郭~71.599mにみられるピークは

こうしたⅡa層出士石器によるものであり、差し引いて考える必要がある。むしろ、標高71.3m付近のピー

クを生活面と関連づけて老えるべきであろう。したがって、平面的には約6m四方の範囲から遺物がまぱ

らに出士しているものの、Ⅲ層以下から出士した石器は AE 11-21・22、 AF 11-1 ・ 2 に集中しており、

ブロツク3bの本来の分布域を示しているものと考える。

フロック 4 (図版7)

AE13・ Nに位置し、石器24点、礫2点で構成されている。遺物はⅡa層からV層にかけて約60mの上

下差を持って出土しているが、Ⅲ層から出士したものが最も多い。平面的には約4m四方の範囲から遺物

がまぱらに出士している遺物密度は極めて低い。

フロック 5 (図版8)

AF15に位置し、石器191点、礫5点で構成されている。遺物はⅡb層からV層にかけて約80mの上下差

を持って出士しているが、Ⅱa層が削平されていたので、実際の上下差はさらに大きい。Ⅲ層からⅣ層に

かけて出士したものが最も多く、生活面はⅢ層下部からⅣ層上部に存在するものと考える。平面的には約

6 m四方の範囲から遺物が出士しているが、特に遺物が多いのは AF15-8 を中心、とした。約3 m四方の

範囲である。遺物の密度は今回検出した旧石器時代のブロックの中では最も高いが、これは主ににチップ

検出率の高さによる

構遺



フロックフ a(図版9)

AG 11・12に位置し、石器94点、礫 1点で構成されている遺物はⅡa層から V層にかけて約70cmの上

下差を持って出士しているが、Ⅲ層から出士したものが最も多い。したがって、当時の生活面はⅢ層中に

あったものと考える。平面的には東西約8m、南北5 mの範囲から遺物か'まぱらに出土し、特に遺物の密

度の高い部分は認められない

プロックフb(図版1の

AF、 AGⅡに位置するが、特に AGⅡ一 3付近でまとまって出士している石器26点で構成される。遺

物は約80師の上下差を持って出土しているが、Ⅲ層からⅣ層にかけて出土したものが多い。生活面もこの

付近にあるものと考える遺物密度は極めて低く、小型で遺物の少ないブロツクのあり方を示している

プロック 8 (図版ID

AE12に位置するが、遺物の分布は極めて昔気曼で、中では AE12-12・13にわずかにまとまりが見られる

石器26点で構成される。遺物は約70cmの上下差を持って出土一ているがⅡb~Ⅳ層から出土したものが多

いほかのブロック同様Ⅲ層中に生活面があったものと思われる

2

V 旧石器時代の調査

A ノ『、

A地点の報告書〔沢田ほか1994〕およぴ本報告書作成にあたっては出土石器群の内容をできるだけ詳しくか

つ明示的に記述することを整理の基本方針とした。ところで、石器に限らず分類とは連続的なものを分節

化し言語化する行為であって、その過程と結果は分類の主体者に依存しているしたかって、出土石器群

の内容の記述といえどもそれが観察者の主観から離れた客観的なものであることはありえないし、分類と

いう行為は対象物が本来持っている実体を抽出するものではない。このように分類という行為が本質的に

持ってぃる恋意性を認、めた上で、ここでは本報告書における石器記述の方針を提示する

本報告書では石器の分類、記述を石器製作技術に基づいた形態学的な視点、いわゆる技術形態学に基づ

いて行う〔山中1979〕。したがって、石器を分類した結果に対して直接的に機能的な解釈を与えることはで

きず、本報告書で用いる器種という概念には本来的に機能的な意味は付加しない。石器が道具である以上

その機能.用途を明らかにすることの重要性はいうまでもないが、現在行われている機能推定の多くは石

器の形態と機能との相関関係の存在を前提として推定するものである。もちろん、これらの間には何らか

の関係が存在してぃることが一般的には想定可能なわけだが、これらの相関関係は石器の形態と使用痕や

石器の出土状況など石器の機能を直接反映する情報との照合によって検討されるべき問題であり、前提と

いうよりは検討対象というべきものである

出土石器はまずその製作技術の特徴、形態などからナイフ形石器、彫刻刀形石器などの各種トゥール、

石刃、剥片など剥片類、彫刻刀削片、チッフなどに器種分類した。分類に際しては従来の分類を可能な限

り生かすようにした。今日行われてぃる石器の分類・名称は、結局のところこれまでの研究の蓄積の結果

である分類者である我々か'こうした研究の流れの中にいて、分析者間での情報のやりとり、認、識の共有

分類、記述の方針

類

物遺
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化においてこれらが機能している以上、これを完全に否定してしまうことは好ましくないし、生産的でも

ない。本報告書における石器整理が石器群の内容の記述を第1の方針としているのであるから、現時点で

分析者間で「共通言語」として受け入れられている分類・用語を使用すべきであろう。もちろん、このこ

とは分類・用語を今後とも現在のまま固定化することを主張するものではない。これらが用いられる研究

史的な背景を整理したり、新たな分析結果を盛り込んだりすることによって、分類・用語に対して修正を

加えてゆぐ必要があるだろうし、ときには分類体系そのものもを見直すことも必要であろう〔仙庭1994〕

しかし、こうした修正も基本的にはこれまでの分類との対応関係を明らかにした上で行ケ必要があると考

える

②分

出土石器は、ナイフ形石器、彫刻刀形石器、彫刻刀形石器母型、二次加工ある剥片(石刃)、石刃、剥片、

彫刻刀削片、チップの各器種に分類し、このうち、ナイフ形石器、彫刻刀形石器、石刃をさらに細分した

ナイフ形石器

剥片または石刃の一部に刃つぶし状の二次加工が施され形が整えられた石器をナイフ形石器とする。し

たか'つて、二次加工が施されずに残された素材剥片(石刃)の鋭い縁辺を刃部と認定する。ただし、本遺跡

で出土しているナイフ形石器は基部加工の杉久保型を主体としているので、こうした概念規定が有効かど

うかは疑問であり、検討は今後の課題である今回は、基本的にA地点の報告書における分類を踏襲し

て 1 ~V類に分類した〔沢田ほか1994〕。

1類:基部に二次加工が施されたもので打面を残さないものさらに、基部の主要剥離面に背面からの

二次加工が認められるものを la類、認められないものを lb類とする。さらに、先端部が遺存

するものは二次加工の有無によって細分し、先端但峠象に二次加工の認められるものをla-1類、

認められないものをla-2類とした。

Ⅱ類:基部に二次加工が施されたもので打面を残すもの。さらに、基部の主要剥離面に二次加工が認、め

られるものをⅡa類、認、められないものをⅡb類とする。 1類と同様に先端部の二次加工の有無

でさらに細分した。

Ⅲ類:石刃などの先端部のみに二次加工が認、められるもの。また、基部側を欠損、し、基部の二次加工の

有無が不明のものもⅢ類に含めた。

Ⅳ類:一倒俳示の全部あるいは大部分とその反対但11縁の基部に一次加工が認、められ、いわゆる二但峡及加工

のナイフ形石器となるもの

V類:その他のナイフ形石器

ところで本遺跡出士の彫刻刀形石器には一見ナイフ形石器と区別できない基部加工が施されているもの

がある。したがって、先端を欠損し基部のみが遺存した石器はナイフ形石器か彫刻刀形石器なのかを厳密

に認、識することはできないここでは、これらの石器を暫定的にナイフ形石器として扱うことにする

彫刻刀形石器

石刃または剥片の縁辺に沿ってこれを取り込むような細長い一枚の二次加工剥離面を樋状剥離とし、こ

れが認、められた石器を彫刻刀形石器とする。また、この樋状剥雜を彫刻刀面、その打面を彫刻刀打面と呼

ぶ。彫刻刀面が素材の縁辺でなく背面に作出された場合、素材の縁辺が取り込まれないので厳密には樋状

剥離とすることができないが、彫刻刀打面作出が認、められた場合はこれも彫刻刀面とした。彫刻刀面が単

類(第 5 図)

V 旧石器時代の調査
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数、複数であるとにかかわらず、ある一連の手順によって彫刻刀面打面、彫刻刀面が作出されている範囲

を刃部と呼ぴ、その作出とくに彫刻刀打面作出方法によって 1~V類に分類した。したがって、一点の石

器に複数の刃部があるときにはそれらが併記されることになる。また、基部加工の認められるものをa類、

認められないものを b類とし、 1a類、 1b 類のように表記する。

1類:素材の端部に背面から主要剥離面に対して加えられた調整を打面として、肩ないし背面に彫刻刀

面が作出されたものいわゆる典型的な神山型彫刻刀形石器(以下、神山型彫刻刀)か'これにあたる

Ⅱ類:素材を断ち切るように加えられた主要剥離面への連続的な二次加工を打面として、左右両側緑や

背面に彫刻刀面が作出されたもの

Ⅲ類:素材の折断面を打面として彫刻刀面が作出されたもの。彫刻刀面は主に両側縁に作出される。

Ⅳ類:素材の端部に主要剥雜面から背面に対して加えられた調整を打面として、肩ないし背面に彫刻刀

面が作出されたもの。

V類:素材を断ち切るように加えられた背面への二次加工を彫刻刀打面とするもの

Ⅵ類:彫刻刀面を打面として樋状剥雛が加えられ新たな彫刻刀面が作出されたもの

Ⅶ類:その他の彫刻刀面。

石器の分類では最も新しい調整・加工を分類基準とするという原則に従えぱ、彫刻刀面がその他の調整

に切られてぃるものは彫刻刀形石器には分類できないしかし、 A地点や今回報告する接合資料の中に樋

状剥雜とその他の調整を繰り返しながら刃部再生を行うものが認、められるそこで、そのような石器はナ

イフ形石器、エンドスクレイパーなどの明らかに他のトゥールに器種替えされている場合を除いて彫刻刀

形石器に分類した

彫刻刀形石器母型

彫刻刀面が認められないものの、形態や施されている調整がその後の彫刻刀面作出を意図していると考

えられる石器を彫刻刀形石器母型とした。具体的には、彫刻刀打面の作出、樋状剥離をスムースに施すた

めの整形を意図したと思、われる調整の存在を基準とした

二次加工ある剥片(石刃)

剥片ないし石刃の一部に不規則な二次加工か力Uえられた石器を二次加工ある剥片(石刃)とする。ただし、

実際の資料認定はナイフ形石器、彫刎刀形石器などの定型的なトゥールに分類できないトゥールに対して

この名称を与えてぃる。出士点数も少ないため、これ以上の細分は行わなかった。

石刃

剥離長が剥雜幅のほほ'2倍以上で、両側縁と背面の稜線が平行する剥片を石刃とする背面構成によっ

て 1~Ⅲ類に分類した。ただし、この分類は完形の石刃にのみ行った。

1類:背面が全て主要剥雜面とおなじ方向の剥雜面によって構成されるもの。

Ⅱ類:背面が主要剥離面と同じ方向および逆方向の剥離面によって構成されるもの。

Ⅲ類:背面に主要剥雜面と直交する方向の剥離面を含むもの

なお、背面に打点の残る横方向の剥離面が認、められたり、打点を残さないものの連続した横方向の剥雜

面が認、められ、これをいわゆる石刃技法の稜形成による剥離面と判断できる場合は、この石刃を稜形成石

刃として観察表に記載した稜形成痕の判断は破損した石刃に対しても行い、上記の特徴か認、められた坊

合は全て稜形成石刃とした

V 旧石器時代の調査



2 遺 物

剥片・チップ

折断面、微細な剥雜痕、破損などを除いた最終剥雜面がポジティヴな石器で、石刃および彫刻刀削片を

除き最大長20m以上のものを剥片、 20m以下のものをチップとする。また、このポジティヴな最終剥雜面

を主要剥雜面と呼ぶ。

彫刻刀削片

剥雛面の観察から樋状剥雜によって生じたと判断された剥片類を彫刻刀削片とする。彫刻刀形石器の素

材の主要剥雜面(以下、素材主要剥離面)をその一部に持っていることが主な認定基準である。

出土石器の各説はブロック出土石器、プロック外出土石器、接合資料の順に行う。出土石器の石器組成

は第4表、石材組成は第5表で示したとおりである。各説で用いる石器部位等の名称の基準は第6図のと

おりである。観察表は出土地点のわかる遺物全点を提示した。また遺物属性表は、ナイフ形石器、彫刻刀

形石器、完形石刃のうち計測可能なものにっいて全点掲載した。観察表、属性表の計測基準は第6図のと

おりである。本文、観察表の遺物番号は発掘調査の遺物取り上げの際につけたものである。

B 石器各説

(1)ブロック 3a 出士石器(図版12~16、写真図版B2~134)

石器は手掘り85点、ふるい90点の175点出土した。石器組成は第6表、石材組成は第7表に示したとお

りである。

ナイフ形石器(1~ 5、実測図番号以下同じ) 6 点出土しており、小破片の B3 -916貴物番号、以下ブロック

番号は省略)を除く 5 点を図示した。全て 1類で、 94か'1a 類、 126 ・132か'1a-1 類、 30.41か'1b 類であ

る。石材は全て珪質頁岩である。また、基音朋夏面に認、められる調整は、いずれも背面への基部加工より新

しい。132は、先端に樋状剥離とツブレ状の微小剥雜痕が認められるこの石器が彫刻刀形石器である可

能性も否定できないが、衝撃剥離の可能性が高い〔御堂島1991〕

彫刻刀形石器(6~24) 21点出土した。143は石刃先端にわずかに施された主要剥雜面への二次加工を打

面として樋状剥雜か'1条左肩に施されて、基部両側縁に連続的な背面加工が施されてぃる。基部の折れ面

は横方向からのものである。 1a類、珪質頁岩製。46は焼けはじけによって彫刻刀打面の作出方法はわか

第4表旧石器時代の石器組成

ナイフ彫劃切その他

213a

3b

7a

7b

8

外

表

石刃
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Ⅱ
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ナイフ形石器
先端

方向

二次加工

左

D:主要剥離面を打面とした背面への加工
V:背面を打面とした主要剥雜面への加工

DV、 VD:両面への二次加工の順序

"暫"島三1Σ、上、
右

彫刻刀形石器

左

'"ー

打面

有:素材打面を残す

無:素材打面を取り去る

長さ

侵度 50毎の刻みの入った計測板を使用

先端

V 旧石器時代の調査

厚さ
幅

右

刃部位置打:素材の打面側基部加工:計測方法はナイフ形石器と同じ
先:素材の先端側

完形

ラ己:づモニ升三'舌
空机氷破損あり

彫刻刀面数:数字の前の+は彫刻刀面に先行する調整あ

彫刻刀面打面

腹調:背面から主要剥離面への調整
腹調t:背面から主要剥離面への素材を断ち切る調整

背調:主要剥籬面から背面への調整
背調t:主要剥雜面から背面への素材を断ち切る調整
折:折断面(V ・ D ・両極は折断方向)

無:無調整打面

石刃

右

先端角

打面厚J^i11、
打面幅

左

ナイフ形石器折れ

方向V:主要剥雜面からの折れ
D:背面からの折れ

末端H:ヒンジ状にめくれた末端

打点、折れ面の打点の有無

基部

剥離長■^1
゛▲
、＼、

左

打面側

21

豊邑角門今ハ m m ⑰ R

'ー"

右

右

剥離幅

打面の種類

調整:調整打面、打点のある複数の剥離面で構成される
単剥:単剥離面打面、 1枚の剥離面で構成される
複剥:複剥籬面打面、打点のない複数の剥離面で構成される
自然面:自然面打面、打面の全部が自然面

節理面:節理面打面、打面の全部が節理面

頭部調整

0:頭部調整あり
空机永頭部調整なし

平坦

打面形状

左

厚さ
先端

凸状 凹状

風D 月1邑Π

山型

S (salient)

ハ'ルプ形状

点状

<>

打点位置

<ニニニ><二>

D Φiffuse)

Ia Ib

F (Flat)

打,点1至

'ご>

Ⅱ

不明:打点不明瞭

空柵:計測不能

背面構成

1

ジy
第6図石器属性計測基準

Ⅲ

Ⅲ

0:該当する背面あり
空栢:該当する背面なし

剥離角

鳳

さ長

部基
さ厚Jぢ

1
 
W

1
4
ナ
イ

↓
,
、
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2 遉

らないが、削片との接合により1類であることがわかった。基部側を折れによって欠損するものの、両側

縁に主要剥離面への二次加工が認、められる la類である。珪質頁岩製である。43は稜形成石刃を素材とし

た1類の彫刻刀形石器で左右に彫刻刀面が作出されている。107は先端側にⅣ類の刃部、基部にⅥ類の刃

部を持つ彫刻刀形石器である。先端側の彫刻刀面は右肩背面への連続的な二次加工を打面として1条作出

され、基部の彫刻刀面は右側縁からの器体を横断する折れ面状の樋状剥雜を打面として左右両側縁に作出

され、主要剥離面側に傾いている珪質頁岩製である 96は石刃の先端左肩の連続的な背面加工を打面と

して右側縁に彫刻刀面が作出されたⅣ類の彫刻刀形石器で珪質頁岩製である。彫刻刀面から背面に荒屋型

彫刻刀に特徴的なフラットグレーバー状剥離〔綿貫・堤1987〕によく似た調整か力Uえられている。 34は左肩

に1条の彫刻刀面を持っ1類の彫刻刀形石器であるが、右側縁には彫刻刀打面に切られる古い樋状剥離が

残っている。珪質頁岩製である。37は両端が切断された石刃を素材としており、先端側の折断面から右側

縁の主要剥離面側にⅢ類の彫刻刀面が作出されている。また、左側縁主要剥離面側にはステップ状で連続

した大型の微小剥雜痕が認められる。珪質頁岩製。89・134は珪質頁岩製の1類の彫刻刀形石器である。

89・134とも石刃先端右肩の主要剥離面への調整を打面として左肩に彫刻刀面が作出されている 89には

彫刻刀面より新しい背面への調整が認、められ、134には彫刻刀面に先行する連続的な背面への調整が認、め

られる 134は背面からの折断面によって基部側を欠損する。142は石刃先端の左肩に一条の彫刻刀面が作

出されているが、彫刻刀面が右肩の背面加工に切られるため彫刻刀打面の作出方法は不明である先端お

よび両側縁には微小剥離痕が認められる。珪質頁岩製である。45は玉髄製の1類の彫刻刀形石器である。

フ7は玉髄製の厚手の石刃を素材とし、先端を断ち切るようにノッチ状に背面調整した後、これを打面とし

て左側緑に彫刻刀面が作出されている V類であるが、ノッチ状の背面調整に切られた主要剥雜面への加

第6表プロック3a石器組成表

母岩NO.ナイフ a矧切その他石刃剥片 礫チップ 量十
合計

2
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母岩外

ふるい

第7表プロック3a石材組成表
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工も認められる。72は珪質頁岩製のⅣ類の彫刻刀形石器である。右側縁の全部と左側縁の基部側に背面調

整が施され、基部主要剥離面への調整も認められる。この右肩への背面調整を打面として左肩に彫刻刀面

が作出されている。彫刻刀面に先行する背面加工が左肩に認、められる。42は珪質頁岩製の 1類である

130は珪質頁岩の石刃の両端にⅦ類の刃部が作出されている。基部側は右倒俳最から、先端側は石刃先端か

らいずれも彫刻刀打面を作出することなしに樋状剥離力坊缶されている。33は頁岩製の石刃の先端に刃部が

認、められる 1類の刃部で、彫刻刀面に先行する背面調整が残っている基部右側緑にはこの調整に切ら

れる折れ面があり、そこには微小剥離痕も認、められる。95もⅦ類の彫刻刀で右側縁から無調整で樋状剥雜

が施されてぃる。珪質頁岩製である 128は石刃先端の連続的な背面加工によって彫刻刀面の打点側が切

られてぃるため、彫刻刀打面作出方法は不明である全体的な形状から見ると1類の可能性が高い珪質

頁岩製で、基部にはナイフ形石器と区別のつかない調整が認、められる。

彫刻刀形石器母型(17) 145は la類の彫刻刀形石器の母型であろう。珪質頁岩製である。

石刃(25~44)石刃は33点出士し、このうち20点を図示した。石材は珪質頁岩28点、頁岩 2 点、凝灰岩

1点、玉髄2点である。完形の石刃は 1類の86、Ⅱ類の22・85、Ⅲ類の23・100のみである 100の右倒俳象

の横からの剥雜は石核調整痕であると思われるが稜形成の可能性も否定できない。20の背面左側縁付近の

剥雜面は主要剥離面に切られており、二次加工ではなく稜形成痕である。

彫刻刀形石器削片(45~55) 19点出士し、このうち11点を図示した石材は珪質頁岩が18点、頁岩か'1点

である。88は彫刻刀形石器の95と接合しているが、削片にも彫刻刀打面作出を示す調整はない。31'35'

40.70.76.104.109.131はいずれも素材主要剥離面への調整を打面として、左肩に作出された樋状剥

雜によるもので、 1類の彫刻刀面作出時のものである 99は素材主要剥雜面を取り込んでおらず、肩面に

作出された彫刻刀面からのものと思われる

(2)ブロック 3 b 出士石器(図版16・17、写真図版135)

手掘り47点、ふるい52点、計99点の石器と礫1点が出士した石器組成は第8表、石材組成等は第9表

に示したとおりである。

ナイフ形石器(56~59)出土した 4点全てを図示した。石材は10が玉髄、このほかの 3点は珪質頁岩であ

る 151は両側緑の背面と左側縁の主要剥離面への調整によって基部を整形したものである先端を背面

からの折れで欠損してぃるが、基部・先端とも尖っていたものと思われ、典型的な杉久保型ナイフである

b石材組成表第9表 ブロック3第8表ブロック3b石器組成表

器升 石礫彫削片チソプ剥片母岩NO.ナイフ彫刻刀その他石刃 △升礫石材名
手掘り ふるい2

珪質頁岩 353

頁岩

玉髄

凝灰岩

チャート

黒曜石2

鉄石英21

流紋岩

100合計 52
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2 遺 物

先端の折れは衝撃剥雜の可能性が高い。 1a類である。10は基部両側縁を背面加工によって調整した lb

類で、器形が三日月形を呈するものである。 H4は焼けはじけによって先端側を大きく欠損する la類で

ある。Ⅱ5もla類であるが、基部背面への加工はほかの2点ほど顕著ではない。素材石刃も先端ほど幅

の広いやや不整形のものであったようである。 3点のla類の基部主要剥雜面への調整は、いずれも背面

への調整より新しい。

彫刻刀形石器(60~66) 8点出土したうち、小破片の62を除く 7点を図示した。 150は珪質頁岩製の 1類

である。先端右の主要剥雜面と逆方向からの剥雜面も彫刻刀面の可能性があるが、主要剥離面との切り合

いが明確でなく彫刻刀面とは認定しなかった。 9も珪質頁岩製で基部左側縁の主要剥離面に調整があり、

Ia類である。 47は玉髄製の 1類であるが、基部側を新しい破損で大きく失っている。 53・111とも珪質

頁岩製の 1類で、 52は折れと焼けはじけによって器体下半と左側縁を、 H1は折れによって基部側をそれ

ぞれ欠損している。 U1には彫刻刀面を切る背面への調整と右側縁に顕著な微小剥雜痕が認められる。124

は玉髄製の厚手の石刃の先端をエンドスクレイパー状に調整した後、その先端主要剥離面に剥離を施し、

さらにこの剥雜面を打面として右肩に1条の彫刻刀面を作出している。ここでは主要剥雜面への加工を樋

状剥離とみなしⅢ類としておくが、これを彫刻刀打面作出のための調整とみなせぱ'1類のハ'り工ーション

となる。15は素材の先端を切り取るような背面への調整を打面として右側縁に樋状剥雜が施されたV類で

ある。珪質頁岩製。

石刃(67~75) 18点出士したうち、 9点を図示した。石材は珪質頁岩が14点、玉髄が3点、流紋岩が1

点である。完形品はⅡ類の71、Ⅲ類の123である。123の横方向の剥離面は石核の底面であり、稜形成痕で

はない。 H6は背面に稜形成痕を持つ。

彫刻刀削片(76~8D 手掘り出土7点のうち 6点を図示した。117が頁岩、118が玉髄の他は珪質頁岩製で

ある。54と64が右側縁の樋状剥離で生じたと考えられるが、これ以外は左肩ないし左側縁から剥雜された

ものである。また、打面が観察可能であった59・ H7・120は全て素材主要剥離面への調整を打面としてぃ

る。

(3)プロック 4 出士石器(図版18・19、写真図版135.136)

24点の石器と2点の礫が出土した。石器組成は第10表、石材組成は第Ⅱ表に示したとおりである。

ナイフ形石器(82~84)出土した 3 点全てを図示した。石材は 5 が玉髄で、 25.26が珪質頁岩である。 5
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は右側縁全体に背面への調整が施されているが、基部側を主要剥離面からの折れで欠損しているので基部

調整の状況を知ることができない。一倒俳象加工ないし二倒M尿加工のナイフ形石器かもしれない。25は小型

のlb-1類の完形品である。基部から背面の稜線への階段状の剥離は基部主要剥離面からの折断面ない

し二次加工が回り込んだものである。26は主に先端の右側縁に調整が施されたものである。左側縁にもわ

ずかに調整が認、められ、この調整に切られた小さな樋状剥雜も認、められる。彫刻刀形石器あるいは A地

点の報告書で錐形石器としたものと同じタイプの石器である可能性もあるが、今回はナイフ形石器に分類

した

彫刻刀形石器(85~90)出土した 6点全てを図示した。石材は全て珪質頁岩である。 23は石刃の先端左肩

の背面にノッチ状に施された調整を打面として右肩に比較的大きな 1条の樋状剥離が施されており、Ⅳ類

とした。また、この樋状剥離に切られた古い彫刻刀面が4条右但11縁に認、められる。19は基部側を新しい折

れ面で欠損する1類である。両側縁に連続する背面調整は彫刻刀面、彫刻刀打面に切られている。 3は素

材石刃の先端側左肩に右側縁の樋状剥離を打面として樋状剥離を加えて彫刻刀面を作出したもので、基部

には両但嚇象の背面への調整が認、められる。Ⅵa類である。24は両端に彫刻刀面を持つ先端側の彫刻刀面

は典型的な1類で樋状剥離に先行する背面への調整も認、められる。基部側は右側縁の樋状剥離を打面とし

て左肩に4状の樋状剥離が施され彫刻刀面が作出されるⅥ類の刃部である 13も両端に彫刻刀面を持つ。

先端側の刃部は、左肩の主要剥離面に対して施された調整を打面として右側縁に彫刻刀面が作出される1

類の刃部で、彫刻刀面と主要剥籬面がほぼ直角になる。基部側の彫刻刀面は折れ面を打面として右側緑に

樋状剥雜が施されたもので、Ⅲ類にあたる。両端の彫刻刀面の切り合いは前者の方が新しい。20は先端に

1類の刃部が作出されたもので樋状剥雜に先行する背面への調整も認められる基部も錯交剥離によって

整形されており、この石器は la類に分類される。

石刃(91~94) 6点出土したうちの 4点を図示した。石材は全て珪質頁岩である。完形品はⅡ類の14、

10、 1類の15の 3点である。 14・15は先端をわずかに欠損するが分類、計測に影響を与えるほどのもので

はないので完形品とみなした。10は先端に石核の底面を取り込んでおり、背面先端付近の剥雜痕は底面か

らの調整と考え稜形成痕とはみなさなかった。

彫刻刀削片(95~97)出士した 3点全てを図示した。石材は全て珪質頁岩である。 1・17は左肩ないし側

縁、 8は右側縁から剥離されたものである。打面が観察可能な1・8とも主要剥雜面への調整を打面とし

てぃない。17もその形状から1類、Ⅱ類の樋状剥離で生じた可能性は低く、ブロツク4から出土した削片

かこの遺跡では例外的なもので構成されていることがわかる

V 旧石器時代の調査

(4)プロック 5 出士石器(図版19~23、写真図版136~139)

ブロック 5 からは、手掘り145点、ふるい46点の計191点の石器と 5点の礫が出士した。石器組成は第12

表、石材組成は第13表に示したとおりである。

ナイフ形石器(98~100) 5 点出土しているが小破片の46・88の 2 点を除く 3 点を図示した。石材は73が

玉髄の他は 4点とも珪質頁岩である。81はⅡa-1類で、基部調整は錯交剥離による。左側緑は基部と先

端の調整が連続しかかっており、二側縁調整のナイフ形石器に近似した形態である。先端を主要剥離面か

らの折れでわずかに欠損し、先端左側縁の刃音Ⅲこ微小剥雜痕が認、められる 73・87は破片資料で全体の形

を知ることができない。87は先端部の破片資料である。73は先端、基部のいずれかは不明であるが、本遺

跡やA地点では素材石刃の打面側をナイフ形石器の先端側とする例が確認、されていないことから基部の
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玉髄

擬灰岩

チャート

流紋岩

砂石

50 45 15

可能性が高い。

彫刻刀形石器(101~115)出土した15点全てを図示した。石材は玉髄の57を除いて全て珪質頁岩である。

51は両端に彫刻刀面を持ち、先端側に1類、基部にⅦ類の彫刻刀刃部が作出されている。基部の刃部は素

材の側縁から彫刻刀打面作出を行わずに樋状剥雜を主要剥雜面側に施すもので、樋状剥離に先行する背面

への調整が認、められる。97も両端に彫刻刀刃部を持つが、いずれも1類である。先端側の彫刻刀面はその

後の主要剥雜面への調整に打点付近を切られている。基部の彫刻刀面と主要剥離面との稜線には顕著な線

状痕と磨耗が認められる線状痕が稜線とほぼ直交していることからこの刃部がWhi比ling ないしScrap.

ingに使用されたことがわかる〔梶原・1河子島198U。 70は1幅広で大型の石刃の先端側に 1類の刃部が作出さ

れたもので、彫刻刀削片18・31との良好な接合資料がある個版33)。57は石刃の先端左側縁に無調整で樋

状剥離の施されたⅦ類でブロツク5唯一の玉髄製のものである。先端には微細な折れ面と剥雜痕が認めら

れ、これらは彫刻刀打面作出のためのものかもしれないが、使用痕ないし偶発剥離〔西秋1994 の可能性も

否定できないので彫刻刀打面とはみなさなかった。82は70と同様な幅広の石刃を素材とし、先端に 1類の

刃部が作出されたもので、やはり彫刻刀削片40、 B8 -8との良好な接合資料がある咽版32)両側縁に

比較的顕著な微小剥雜痕が認、められる。10も1幅広の石刃ないし剥片を素材として先端に1類の刃部が作出

されたものである。図示しなかったが彫刻刀打面作出時のチップが接合している。右但11緑主要剥雜面に鋸

歯状の調整が施されている 47は両端に彫刻刀刃部を持ち先端側が1類、基部側がⅦ類の刃部である 1

類の刃部には彫刻刀面より新しい背面への調整がわずかに認、められるⅦ類の刃部は右但1絲象から未調整で

樋状剥離を施したものである。 9は石刃を素材として先端右肩に1類の刃部が作出されたものである。彫

刻刀面に先行する背面への調整が認、められる。45は石刃打面側の主要剥雜面への調整を打面として左肩に

2条、右側縁に1条の彫刻刀面を作出した1類の彫刻刀形石器である基部側は左からの折れによって欠

損しておりこの折れ面も彫刻刀面の可能性があるが、打点付近が発掘時の破損によって壊されており不明

である。左側縁にはかなり多くの微小剥雜痕が見られる 69・198は石刃の先端左肩に 1類の刃部を作出
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した彫刻刀形石器である。69は3条の彫刻刀面を持ち、基部左側縁に背面加工による調整が、両側縁に微

小剥雜痕が認、められる 198は 4条の彫刻刀面を持ち、基部側を節理折れで欠損している。 1・30は基部

調整のある彫刻刀形石器で先端左肩に彫刻刀面が作出されている。両者とも彫刻刀面の打点付近を背面へ

の調整で切られており、彫刻刀打面作出方法を正確に知ることはできないが、先端右主要剥雜面にノッチ

状の調整があり1類であると考えている特に30は基部加工と先端の彫刻刀刃部が連続しており、五泉市

薬師堂遺跡の菅沼による彫刻刀形石器Ⅱa類階沼1992〕、秋田県協和町米ケ森遺跡で荒屋型彫刻刀形石器

類似品とされたⅢ類〔富樫197フ〕にきわめてよく似ている。12は石刃先端に 1類の刃部が作出された彫刻刀

形石器である。彫刻刀面が器体を横断するように作出されているが、打面と器体の角度が原因であろう。

彫刻刀面に先行する背面調整と左側縁に微小剥雜痕が認、められる 77は素材打面側の左側縁に加えられた

樋状剥雜を打面として右側緑に彫刻刀面が作出されており、左側縁に4条、右側縁に3条の彫刻刀面が認

められる。両側縁とも樋状剥離に先行する背面調整が認められる。左側の彫刻刀面と背面との稜線には大

型のステップフレイキングが背面側にのみ連続しており、この稜線が刃部として Whittling ないし Scrap・

に利用された可能性が高いことを示しているIng

石刃a16~128) 20点出士したうちの13点を図示した石材は珪質頁岩が18点、頁岩 1点、玉骨遉が 1点

である完形品はⅡ類の41、Ⅲ類の42・44、 1類の95の4点である。 54は大型の石刃で完形品ではないも

ののⅡ類の可能性が高い 8 ・118・119も完形品ではないものの依存率の高い比較的形の整った石刃で8、

85は 1類、80はⅡ類の可能性が高い。 Uは入念な稜形成が行われた石刃で、稜形成調整の打面であった背

面左の剥雜面がポジティヴなので石核は剥片素材であろう。 5+48は折断面で接合したが、 5は右側縁、

48は両側縁に微小剥離痕が認、められ、切断後それぞれが使用されたことを示している

彫刻刀削片(129~153) 47点出士し、 25点を図示した。石材は全て珪質頁岩である。 18・31は彫刻刀形石

器70と、 74は77と、 193は69との接合資料が得られた。また、図示したものでは34・50・138が右肩ないし

右側縁から剥雜された他は全て左側から剥雜されたものである

V 旧石器時代の調査

(5)ブロックフa 出士石器(図版23~26、写真図版139~141)

ブロックフa からは、 94点の石器と 1点の礫が出士し、石器組成は第14表、石材組成は第15表に示した。

ナイフ形石器a54-159)出土した 6 点全てを図示した石材は全て珪質頁岩である。 51は la-1類の

完形品で、先端にっぶれと樋状剥雜、右側縁に微小剥離痕が認、められる。特に先端のっぶれと樋状剥離は

衝撃剥離の可ぢ曾性がある。 30・41・50・71はいずれも la類で先端側を折れで欠損している。こうしたあ

り方もナイフ形石器が主に槍先などの刺突具として使用されたことを示していると考える。また、背面加

工のない50を除き51を含めた4点の基部主要剥離面への調整はいずれも背面加工後に施されている。

彫刻刀形石器(160-178)出土した19点のうち小破片の124を除く18点を図示した。石材は珪質頁岩17点、

玉髄2点である。15は石刃の両端に刃部を作出したものである先端は 1類の刃部で彫刻刀面より新しい

背面調整が認、められる打面側は無調整の右側緑から樋状剥離が施されている。この樋状剥離は横方向か

らの折れ面の可能性もあるが、明確な打点が認、められたことから樋状剥雜とした。85は石刃先端の左肩に

1類の刃部が作出されたものである彫刻刀面に見られる鋸歯状の剥雜は発掘時の破損で調整ではない0

右側縁先端よりにタール状の付着物、基部左側緑に微細な調整が認、められる。20は石刃の両端に1類の刃

部が作出されてぃる。基部側の刃部にみられる背面への調整は樋状剥離よりも新しい。 8は玉髄の石刃先

端に 4条の樋状剥籬を施し1類の刃部を作出したものでB3 -103と折れ面で接合している。67は石刃の
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83

先端に1類の刃部を持つ彫刻刀形石器で基部側を主要剥離面からの折れで欠損している。樋状剥雜は4条

施されている。18は1類の刃部の先端である井通状剥雜が器体自身を横断してしまい下半が失われてぃる。

66は石刃先端の左肩に彫刻刀刃部を作出し、基部調整の施された彫刻刀である。刃部には樋状剥離に先行

する背面への調整も認められる。基部にも樋状剥離が認、められるが、これはしばしぱナイフ形石器の基部

調整などにも認められるもので彫刻刀面とはみなさなかった。78は石刃の基部側に1類の彫刻刀刃部が作

出されたものである。彫刻刀打面付近に大きな焼けはじけがあるが、主要剥離面への調整による彫刻刀打

面をかろうじて確認できた。88は石刃先端の右側縁から横断するように施された樋状剥雜を打面として右

側縁に1条、主要剥離面に1条の樋状剥雜が加えられたⅥ類である。左側縁の主要剥離面には小さな剥離

が連続している。52は厚手の石刃を素材として両端に彫刻刀面が作出されてぃる素材基部側は主要剥離

面に加えられた平坦な剥離を打面としてノッチ状に素材を断ち切る連続的な背面調整を施し、これを彫刻

刀打面として右側縁主要剥離面側に樋状剥雜を加えている。 V類に分類した。素材先端側は素材を断ち切

るように主要剥離面に施された調整を打面として背面に1条の樋状剥離が施されてぃる。ま六背面中央

と右側縁に彫刻刀打面に切られた古い樋状剥離が残っており、彫刻刀面作出が最低でも2回行われてぃた

ことがわかる。49は玉髄製の石刃の先端に 1類の彫刻刀面がイ乍出されたもので、被熱してぃる。右但嚇象に

微小剥離痕が認められる。87は薄手の石刃の先端に1類の刃部を作出したもので、一見ナイフ形石器と区

別のっかない基部調整が施されている。折れたナイフ形石器から器種替えされた可能性がある。86も石刃

の先端に1類の刃部が作出されたもので、左側縁基部側に鋸歯状の調整が認められる。彫刻刀面の縁辺に

は背面側に集中した微小剥雜痕が認、められる。57は石刃の両端に刃部が作出されてぃる。先端側の刃邦は

右肩に施された背面調整を打面として左肩に樋状剥雜の加えられたⅣ類で、彫刻刀面縁辺に微小剥雜痕が

認、められる。基部側には器体を横断するような 1類の刃部が作出されてぃる。92は石刃先端の右肩に施さ

れた樋状剥離を打面として左肩に樋状剥雜が施されて彫刻刀面が作出されたⅥ類で、左右両側緑に連続す
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る小剥雜痕が詔、められる。25は石刃を素材とし、先端側にV類、基部側にⅣ類の刃部が作出されたもので

ある。先端側は素材を断ち切るようなゆるいノッチ状の背面調整を打面として左右両側縁に樋状剥籬が施

されている。基部側は、左側縁の連続的な調整を打面にして右側縁に斜めに彫刻刀面が作出されている。

右但1絲象における彫刻刀面同士、左倒蛛象における基部側の調整と先端側の樋状剥雜の切り合いはいずれも先

端側の方か'新しい。12は剥片ないし石刃の打面側の両倶俳象に彫刻刀面の作出されている彫刻刀形石器であ

る右側緑は側縁に沿って施された樋状剥離を打面として彫刻刀面が作出されているまた、左側縁は素

材の打面から無調整で施されている。先端側の左縁辺にはエンドスクレイパー状の背面加工とこれより新

しい主要剥離面へのノッチ状の調整が認められる。132は、幅広の石刃の先端に器体を切断するような調

整を施し、これを打面として左側縁主要剥離面側に樋状剥雜を加えて彫刻刀面が作出されたもので、 V類

に分類した。基部は左側緑の主要剥離面への調整と右側縁の主要剥離面と背面への調整とによって舌部を

作り出すように整形されている。右倶俳象の調整は主要剥離面への調整の後に、背面に加えられておりナイ

フ形石器の基部加工とは明らかに異なる。

二次加工ある石刃(179)出土した 2 点のうち、 63の 1点を図示した。もう一点の32は小破片なので除外

した。石材はいずれも珪質頁岩である。63は石刃の折れ面に背面から連続的な調整が施されたものである

右側縁側に微小剥離痕が認められる。

石刃(180~187)出土した19点(接合の結果18点)のうち 9点(接合の結果8点)を図示した。石材は珪質頁岩

17点(接合の結果16点)、頁岩 1点、玉髄 1点である。完形品は 1類の24、Ⅲ類の 3 + 5 である。また、 36

は先端を、 4 は打面側を欠損しているものの遺存率は高く、いずれも1類の可能性が高い。完形の3 + 5

は背面に稜形成痕をとどめている

彫刻刀削片(1認~202) 25点出士したうち15点を図示した。石材は25点全て珪質頁岩である。図示した中

では、 9 ・10・123の 3点のみが素材の右肩ないし右側縁から剥離されたもので、他は全て左側から剣隅隹

されたものである。25点のうち打面を観察できた18点中17点が素材主要剥離面への調整を打面としてお

り、 1類ないしⅡ類の彫刻刀面作出時に生じたものである。また、 61は B3 -153と接合した。

(6)プロックフ b 出士石器(図版26・27、写真図版141

プロックフb からは、 26点の石器が出土した。石器組成は第16表、石材組成は第17表のとおりである。

ナイフ形石器(203~206)出土した 4点全てを図示した。Ⅱ6は珪質頁岩の石刃を素材とした la-1類で

第16表プロックフb石器組成表 第17表ブロックフb石材組成表
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ある。先端を背面からの折れで欠損するが、右側縁に先端加工が一部残っている。基部主要剥離面の調整

は背面加工よりも新しい。107・114・117の 3 点は先端のみが遺存しているもので、石材は107がチャート、

Ⅱ4が珪質頁岩、Ⅱ7が玉髄である。107は先端左の背面側に、 H4は先端左の背面側と右の主要剥離面に調

整が認、められ、いずれもⅢ類である。117は先端にも微細な加工が認、められるが、左側緑基部側にも調整

が認められ1類と考えられる。

彫刻刀形石器(207~213)出土した8点のうち 7点を図示した石材はⅡ1の玉髄を除いて全て珪質頁岩

である。Ⅱ0は石刃の先端右肩の主要剥離面への調整を彫刻刀打面として左肩の縁辺から背面にかけて4

条の樋状剥離が施され彫刻刀面の作出された1類である。左肩には樋状剥雜に先行する背面調整が、左側

縁には微小剥籬痕が認められるⅡ1は石刃の先端に1類の刃部が作出されたもので、素材打面側を焼け

はじけによって欠損する。108は厚手で幅広の石刃先端の左側縁に作出された樋状剥雜を打面として右肩

に刃部の作出されたⅢ類の彫刻刀である。両側縁には比較的大型の微小剥離痕がまぱらに分布し、基部側

を主要剥離面からの折れによって欠損している。103は石刃の打面側にノツチ状に背面加工を施して作出

した尖頭部から1条の樋状剥離が主要剥離面側に施された彫刻刀でV類に分類した基部側も同様な尖頭

部が作出されているがここには樋状剥離が見られずに先端に微小剥雜痕が認、められた。先端側の樋状剥雜

が使用痕であるとするならばこの石器は錐形石器に分類されるべきかもしれないが、ここでは樋状剣隅隹を

優先する 120は石刃の打面側に刃部が作出されているがご焼けはじけにより彫刻刀打面作出方法を検討

することができないので分類不能である。Ⅱ8は石刃の先端に 1類の刃部が作出されたものである。Ⅱ5も

石刃の先端に1類の刃部が作出された彫刻刀である。彫刻刀打面は右肩の主要剥雛面に施された1枚の剥

雜面で、これを打面として器体を横断するような樋状剥離が施されている。基部調整はナイフ形石器のも

のと一見区別できず、折れたナイフ形石器から器種替えされたものかもしれない。

彫刻刀形石器母型(214) 82は1類の彫刻刀形石器の母型と思われる。石刃先端の右肩の主要剥離面と両

肩の背面に連続的な調整が施されている。両者の切り合いは背面への調整の方が新しい。

石刃(215~219)出土した 9 点のうち 5点を図示した石材は 9点全て珪質頁岩である完形品は 1類

の105・126、Ⅱ類の102で、 102と105は接合する。また、 104は背面に稜形成痕をとどめている。

彫刻刀削片(220・22D 3点出士しているが、図示したのは 2点である石材は 3点とも珪質頁岩である

Ⅱ2は1類の彫刻刀面作出時のものであるⅡ3は上半を欠損している

(フ)ブロック 8 出士石器(図版28・29、写真図版142)

プロック8からは26点の石器が出土した。石器組成は第18表、石材組成は第19表のとおりである

ナイフ形石器(226~225)出士した 4点全て図示した。石材は全て珪質頁岩である。 5 ・13・16はいずれ

もla-1類で、先端を折れで欠損する。また、 3点とも基部主要剥離面への調整の方が背面への調整よ

り新しい。 6は背面調整のみで基部が整形された lb類で先端側を不規則な折れで欠損している。

彫刻刀形石器(226~229)出土した4点全て図示した石材は全て珪質頁岩製である 20は石刃の先端に

1類の刃部が作出された彫刻刀形石器である。19も石刃先端に1類の刃部が作出されたもので、左肩の縁

辺から背面にかけて4条の彫刻刀面が作出されている。基部側を背面からの折れで欠損する。15は石刃の

先端に1類の刃部が作出されたもので、彫刻刀面よりも新しい背面への調整が認められる彫刻刀削片4

・7との間で良好な接合資料・が得られた。22も石刃の先端に 1類の刃部を作出するもので左肩の緑辺から

背面にかけて2条の彫刻刀面が作出されている



第18表ブロック8石器組成表
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彫削片

2

石刃(230~234)出土した12点のうち 5 点を図示した。石材は珪質頁岩10点、頁岩 1点、玉髄 1点である

完形品は 2.27の 2 点で全てⅡ類であるまた、 3 +12、 26は依存率が高くそれぞれ 1類、Ⅱ類であると

考えられる。25は背面に稜形成痕をとどめている。

彫刻刀削片(235~24の出土した 6点全てを図示した。石材は 6点全て珪質頁岩であるまた、 6点とも

左肩ないし左側緑に作出された1類の刃部作出時に生じたものである 8が彫刻刀形石器B5-82、彫刻

刀削片 B5 -40と 4、 7が彫刻刀形石器15と接合する

(8)ブロック外出士石器咽版30、写真図版N3)

プロック外出土石器で確実に旧石器と判断できる石器は32点である。

ナイフ形石器(241~244) 4 点出士した。 198は AE5 区、Ⅱ3は AH5 区からの出士で旧石器時代のブロツ

ク群からは大きく雜れてぃる。 198はチャート製のやや不整形な石刃を素材とした lb-1類である0 基

部両側縁と先端左に背面への調整が認、められる 113は珪質頁岩の石刃を素材としている。背面側は基部

の両側縁と先端左に、主要剥離面側は左側縁全部と右側縁の基部とほか一部に調整が施されているほほ

全周に調整が施されてぃることになり、本遺跡で出士したナイフ形石器の中では特異な存在である。1098

は AF12区からの出土で、珪質頁岩の石刃を素材とした lb類である。背面からの折れで先端側を欠損す

る 212は頁岩製の石刃を素材とし先端と基部の両側縁に調整が施されている

彫刻刀形石器(245~247) 4 点出士した。 6Hは AG 8 区、 191は AE5 区、 1087は AF 11区からの出土であ

る。6Ⅱは珪質頁岩の石刃を素材としたⅡ類の彫刻刀形石器で、素材先端の左肩を断ち切るような主要剥

離面への調整を彫刻刀打面として左側縁と背面に彫刻刀面が作出されている左側縁には不規則な二次加

工が施されてぃる。1087は1類の彫刻刀刃部作出時の彫刻刀削片を素材とした彫刻刀形石器である素材

先端の主要剥離面から無調整で樋状剥離が施されているⅦ類に分類でき、石材は珪質頁岩である 191

は珪質頁岩のやや不整形な石刃の打面側の主要剥離面に断ち切るような調整が施され、これを打面として

両側縁に樋状剥離が施されたⅡ類の彫刻刀形石器である

石刃(248)出士したN点のうち、 1点図示した。1080は AFH区から出土した珪質頁岩製の石刃である

彫刻刀削片(249~25D 3 点出士した。 641は AF7 区からの出士でチャート製である。 1類の彫刻刀刃

音Ⅲ乍出時のものと思われる背面にはこの彫刻刀削片の剥離に先行する調整が認、められる 1200は AF12

からの出土で、 1類の刃部作出時のものである。やはり削片剥離に先行する調整か認、められる珪質頁岩

製である 369は AD5 区からの出士である。珪質頁岩製で、Ⅲ類の刃音新乍出時のものと思われる
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2 遺

(9)表面採集石器(図版30・31、写真図版143・144)

表面採集した石器のうち確実に旧石器時代の石器と判断したのは20点で14点を図示した。

ナイフ形石器(252~256) 5 点図示した。 252(実測図番号以下同じ)は玉髄製の lb-1類である。 253は la

1類、 254はⅢ類、 2郭は lb 類、 256は la-1類でいずれも珪質頁岩製である。 1a-1類の 2 点の基

部主要剥離面への調整はいずれも背面加工よりも新しい。

彫刻刀形石器(257~266) 9点図示した。全て珪質頁岩製である。257は石刃打面側の背面右肩への調整

を彫刻刀打面として左側縁に彫刻刀面が作出されたⅣ類である。258は石刃先端の左肩に1類の刃部を作

出したもので、樋状剥離に先行する背面への調整が認められる。右側縁主要剥雜面に平坦な調整が認めら

れるが、左側縁主要剥雜面の連続的な剥離は発掘時の破損である。259は石刃打面側の右肩に主要剥離面

への調整が施され、これを打面として左肩に彫刻刀面が作出されている。石器基部の右側縁に連続的な調

整が認、められる。260は石刃の先端側に1類の刃部を作出したもので、両側縁の主要剥雜面に連続的な調

整が認、められる 261は石刃を素材とし、先端側左肩の背面調整を彫刻刀打面とするものでⅣ類である。

263は石刃の先端側に 1類の刃部を作出したもので、樋状剥籬は 4条施されてぃる。262は石刃の打面側の

背面調整を打面として右側縁に樋状剥離が施されたもので、 V類にあたる。下半部は回り込んだ樋状剥離

によって欠損している 264は石刃の先端に右下がりの背面加工が施されたものである。エンドスクレイ

パーの可能性もあるが、確実ではないものの左倒絲及の背面加工に切られた小剥雛が樋状剥離と考えられる

ことから彫刻刀形石器としておきたい。

上ノ平遺跡C地点の手掘り出士石器のうち175点を35母岩に分類した。また、明らかに単独母岩資料,と

考えられる石器が12点ある。各母岩の特徴を第20表、出土点数と母岩の分類を第21表に示した。母岩の識

別は、色調、模様、自然面の特徴、粒度、光沢などを参考にして行った。出士石器には灰白色の極細粒緻

密で光沢を有する母岩が多く、特にチップ、彫刻刀削片ではこれらを識別することは困難であった。

A地点同様、遺跡内で行われた石器製作の工程によって各母岩を1~Ⅲに分類した。

1類:遺跡内で石刃生産およぴトゥールの製作・刃部再生が行われた痕跡を持っもの。石刃生産の痕跡

は、石刃、各種調整剥片、チップの多出、接合資料の存在を基準とし、トゥールの製作.刃部再

生は彫刻刀削片、チップの出士を基準とした。

Ⅱ類:遺跡内でトゥールの製作または刃部再生が行われた痕跡を持っもの。

Ⅲ類:遺跡内で石器製作が行われた痕跡を持たず、トゥールが搬入されたと思われるもの。

この結果、 35の母岩はⅡ類13母岩、Ⅲ類22母岩で、単独母岩資料12点もⅢ類と考えられることから、Ⅲ

類は34母岩あることになる。 1類の母岩は存在しなかった。ただし、サンプリングェラーや削片.チップ

における母岩識別率が特に低いことを考慮すると。Ⅱ類の割合が低く見積もられてぃるかもしれないし

上ノ平遺跡C地点出土石器群は珪質頁岩を主体とし接合資料も少ない。そこでA地点出士石器群同様、

主に母岩の共有関係からブロックの同n手性を検討することを目的として母岩の識別を行った。したがっ

て、母岩の識別の不確実な資料はたとえ同一母岩の可能性があっても識別不能とした。

C 母岩別資料

①母岩の識別と分類



第20表

母岩NO.

各母岩の特徴(旧石器)

岩石名色 調

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰黄褐色

珪質頁岩褐灰色

珪質頁岩褐灰色

玉髄灰白色

珪質頁岩黄灰色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩黄灰色

珪質頁岩灰黄褐色

玉髄にぶい褐色

珪質頁岩褐灰色

珪質頁岩褐灰色

玉髄青灰色

珪質頁岩灰白色

色珪質頁岩灰

珪質頁岩褐灰色

珪質頁岩黄灰色

珪質頁岩黄灰色

珪質頁岩灰色・黄灰色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩灰褐色

珪質頁岩灰白色

玉髄暗褐色

珪質頁岩灰黄褐色

珪質頁岩褐灰色

珪質頁岩灰白色

珪質頁岩にぶい黄橦色

珪質頁岩灰白色

粒度

極細

極細

極細

極細

細

細

光沢 特

白色の斑点状の模様

白色の斑点状の模様

にぶい赤褐色の墨流し状の模様

明黄褐色の夾雑物

縞模様

黒色粒子を含む

黒色粒子を含む

極細

中

細

細

細

細

極細

徴

V

明黄褐色表面なめらか

旧石器時代の調査

自然面の特

浅黄色で表面なめらか

縞模様

灰黄褐色の模様

黄褐色の斑点状のしみ

にぶい赤褐色の縞模様

浅黄色で表面なめらか

褐灰色の墨流し状の模様

明青灰色・灰白色の縞模様

徴

縞模様、黄榿色の粒子多量に含む

白色の粒子、焼けたもの灰白色

白色部分と灰色部分あり

縞模様

淡黄色の部分がある

黒褐色の斑点、網目状の模様

淡黄色の粒子

縞模様

やや色の濃い部分有り

極細

極細

細

細

細

極細

細

細

極細

細

極細

中

極細

灰白色で表面なめらか

灰黄色

浅黄色で表面なめらか

かし、もし仮に識別不能資料の中に同一母岩資料があったとしても、石刃生産が行われていたとは考えら

れず、 1類の母岩が存在しない点にっいては大きく変更される可能性は低いと考える

強

明黄褐色で表面凹凸あり

②プロック間での共有状況

縞模様

白色の模様

斑状の模様

にぷい黄榿で表面は細かな凹凸あり

母岩別資料の出土状況を図版36~41に、ブロック別出士点数を第22表に示した。ブロツク 30から8ま

で順に36点、 25点、 11点、 35点、 38点、 16点、 12点で母岩が識別され、全てのブロツクの間で母岩の共有

関係が認められる。したか'つて、上ノ平遺跡C地点の7か所の旧石器時代のプロツクは母岩の共有レベ

ルでの同時性が検証された。点数が少ないこともあり、母岩の共有関係における特定ブロツク同士の強い

結ぴっきは認められない各母岩とも各ブロックに散在しているように見える

褐灰色の模様

にぶい黄橦色

褐灰色でなめらか

D 接合資料(図版31~35、写真図版144~146)

石刃の折れ面での接合などを除いた12例を提示する

淡黄色
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第21表各母岩の出士点数と分類
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35

単独

分類

第22表

母岩NO.

各母岩のブロック別出土点数

^2
^3
2^ 6
1 1^ 12
^^ 5
1 ^^ 8
2 ^^ 5
1 ^^■
2 ^^ 3
2^^,
2 2^^フ
^■^ 3
■^^ W
^.
^6
1 ^ 2
2 ^^ 4
^^ 2
2^■

5^ 2^^ 12
64^ 50 15 紛^ 187

接合資料 1(B 3 -47+B 3 -118)

母岩20の彫刻刀形石器B3 -47と削片 B3 -118の接合資料である。接合距離は2.4mであるが、 B3 -

47はⅡa層からの出土で新しい破損を受けており信頼できる数字ではない。削片B3 一Ⅱ8の剥離によっ

て石刃端部に1類の彫刻刀面が作出されているが、削片の打面側と彫刻刀形石器基部側は欠損してぃる

彫刻刀形石器の欠損は新しいものである。

接合資料 2 (B 3 -95+AE 11・25 bl B 3 -88)

母岩21における彫刻刀形石器と削片2点の接合資料である。削片のうち1点はふるい選別で得られた。

接合距離は B3 -95と B3 -88の間で1.6mで、 AEⅡ・25も両者の間に位置する。石刃先端の右但味及から

打面作出が行われずに2点の削片が剥離され彫刻刀面が作出されているこれに先行する彫刻刀面がある

ことから、この接合資料は刃部再生を示していると考えられ、刃部が石刃の長軸方向に後退してぃること

がわかる

12

御仞その他石刃剥片
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接合資料 3 (B3 -40十B3 -46+B7 -8D

母岩28における彫刻刀形石器B3 -46、削片 B3 -40、石刃 B7 -81の接合資料である。接合距雜は B

3 -40と B 3 -46で5.8m、 B 3 -40と B 7 -81で17.2m である。 B 3 -46と B 3 -40の接合は周つ亥1」刀形石

器の刃部再生を、 B3 -46と B7 -81の接合は石刃剥離を示す。 B7 -81は打面側を折れで欠損する石刃

であるが、その形態から石刃の打面は折れ面からかなり遠いものと、思われる。 B3 -46の素材となった石

刃は B7 -81以前に剥離されたものであるから、その打面がB3 -46よりも近いということはありえない

途中折断などによる調整が行われていないとすれば、 B3 -46と B3 -40で示される一連の刃部再生に

よって石刃の長さが大きく減少していることがわかる

接合資料 4 (B5 -82+B5 -40+B8 -8)

母岩26における彫刻刀形石器と削片2点の接合資料である。接合距離は B8 -8と B5 -40で32.8m、

B5 -40と B5 -82で1.2mである。この接合資料も彫刻刀における刃部が石刃の長軸方向に後退してゆ

く刃部再生を示してぃると考えられる。これに先行する彫刻刀面が存在し、 B8 -8の先端でも素材石刃

が十分に厚いことから、この接合資料以前にも刃部再生が繰り返され、素材石刃の長さがかなり減少して

いた可能性が高い。この接合資料は1枚目の削片がブロック8から、 2枚目の削片と彫刻刀形石器がプロ

ソク 5から出土してぃるおり、 B8 -8糸嶋断糸彫刻刀形石器がブロック 5 に移動したと考える

接合資料 5 (B5 -フフ+B5 -74)

母岩22における彫刻刀形石器B5 -フ7と削片B5 -74の接合資料で、接合距籬は1.2mである0 樋状剥

雜を打面として削片B5-74が剥雛され、新たな彫刻刀面が作出される刃部再生を示す接合資料である

削片の剥離に先行する背面への調整が認、められる

接合資料 6 (B 5 -70+B 5 -18+B 5 -31)

母岩21における彫刻刀形石器B5 -70と削片 B5 -18・B5 -31の接合資料である。接合距離は B5

18と B5 -31で2.5m、 B5 -18と B5 -70で0.6mである接合資料2 や 4 と同様、素材石刃の長軸方向

に後退する刃部再生を示す接合資料である B5 -31とB5 -18の彫刻刀打面は同一ではなく、打面作出

と樋状剥雜がくり返されていたことがわかる

接合資料 7 (B5 -69+B5 -193)

母岩32における彫刻刀形石器B5 -69と削片 B5 -193の接合資料で接合距雛は2.2mである彫刻刀形

石器の先端左肩に削片が接合しており、 1類の彫刻刀刃部の再生を示している。

接合資料 8 (B 7 -105+B 7 -102)

母岩Ⅱにおける石刃同士の接合資料で接合距離は2.1mである。 2点の石刃の打面の高さか違っており、

B7 -102の剥離から B7 -105の条1隅隹の間に打面再生が行われたことがわかるしかし、この遺跡では同

一母岩の打面再生剥片や砕片など石刃生産に伴う遺物が出土していないことから、この2点の石刃は他の

遺跡で剥離されたものが持ち込まれたと考える

接合資料9 田5 -51+B5 -66)

母岩7 における彫刻刀形石器B5 -51と削片B5 -66との接合資料で、1類の彫刻刀の刃部再生を示す

B5 -66の背面には先行する彫刻刀面が残るが、この彫刻刀面を打面として、彫刻刀形石器、月面に連1宛的

な調整力坊包されてぃるまた、刃部再生が石刃の長軸方向に後退するように進行していたものと思われる

接合資料10(B7 -87+B7 -27)

母岩7 における彫刻刀形石器B8 -87と削片B7 -27の接合資料で接合距雜は3.1mである B7 -87は

V 旧石器時代の調査
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その形態から破損したナイフ形石器から器種替えされた可能性を既に指摘したが、この接合資料からはこ

れを証明することができなかった。削片B7 -27には背面への調整が認められる

接合資茅斗11(表採16+B7 -61)

母岩35における彫刻刀削片同士の接合資料である。彫刻刀形石器本体は出土せず、遺跡外に持ち出され

たことを示している。 B7 -61剥離と表採16の剥離の間には少なくとも一回の樋状剥離と背面調整が行わ

れている。 B7 -61に先行する背面調整も認められ、背面調整と樋状剥雜を繰り返しながら、 1類の彫刻

刀刃部の再生が行われたことがわかる。また、この接合資料でも接合資料2.4.6.9同様石刃の長軸

方向に刃部が後退しているようである。

接合資米斗12(B8 -15+B 8 -フ+B8 -4)

母岩27における彫刻刀形石器B8 -15と削片 B8 -フ・B8 -4 の接合資料である。接合距雜は B8

4 と B8 -7 で1.1m、 B8 -7 と B8 -15で3.omである。 1類の彫刻刀刃部の再生を示す接合資料と考

えられる。彫刻刀形石器の左肩に施された背面調整はB8-・7の剥離以後のものであり、この調整以降の

樋状剥雜は認められない。彫刻刀面や削片の背面にしぱしぱ認、められるこうした調整がいっも樋状剥離の

直前に行われるわけではないことをこの接合資料は示してぃる

ブロツク 3a.3b・ 5 では微細遺物の回収を目的として、士壌のふるい水洗を行った土壌を採集し

た範囲は、ブロツク 3a・ 3b がAE 11-6 ~25・ AF 11-1 ~ 5、ブロック 5 がAF 15全体である。この

範囲を50cmグリツドに分割し土壌採集を行った。また、士壌採集は調査期間などから限定して行わざるを

えず、 A地点でのふるい選別の結果を参考にして、遺物の埋没後の移動が少なく比較的出土点数の多いと

思われるⅢ層上面から5Cmずっ 2回行った。これはⅢ層のほぼ全てをサンプリングしたことになる。した

がって、今回のふるい選別は悉皆採集をめざすというよりはサンプリングェラーの程度を検討する意味あ

いが強い。使用したフルイは 3mmメッシュであるこれは今回のふるい選別の主な目的が、 A地点同様彫

刻刀削片の回収を目的としているためである。

ブロツク 3a' 3b からチツプ109点、彫刻刀削片33点、合計142点、ブロック 5 からチップ35点、周つ亥1」

刀削片U点、合計46点の遺物が得られた。ブロック 3a・ 3b ではⅢ層からチップ1点、彫列刀削片Ⅱ点、

ブロツク 5ではチツプ20点、彫刻刀削片22点を手掘りの遺構精査で検出してぃる。これらを比較するとプ

ロツク 3a' 3b とブロツク 5 の問で手掘り調査の精度に大きな差が見られる。いずれのプロックでも遺

構精査におけるトゥールや石刃の見落としは認、められなかったものの、比較的調査精度の高いブロック5

でも彫刻刀削片の3分の1を見落としていることになり、手掘り調査における微細遺物の回収には限界が

あることを示している。

ふるい選別資料のグリツド別出土状況を第23・24表に示した。ブロック 3a の AE Ⅱ一13.14.18.19

で多量の彫刻刀削片が出士しており、この周辺で彫刻刀形石器を使用した活動が盛んに行われてぃたもの

と思われる。ブロツク 5でも AF15-8付近に彫刻刀削片がわずかながらまとまってぃる

E ふるい選別資料



第23表ブロック 3a・ 3bふるい選別資料出士点数
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2 遺 物

第24表プロック5ふるい選別資料出土点数
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無
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第25表ブロック 3a 出士石器観察喪1)

逃物NO.図NO.大グ,bド北南西東馬標高

34 AE11 680 565 Ⅱa 71.617

AEⅡ 638 609 Ⅱb 71.606

30 AEⅡ 637 640 Ⅱb 71.483

AEⅡ 587 657 Ⅱa 71.719

28 AE11 578 688 Ⅲ 71.476

38 AE11 636 711 Ⅱ b 71.480

AE11 540 705 Ⅱ且 7」.739

41 AE11 618 767 71.649

71.569AE11 595 792

48 AE11 464 釘6 Ⅱb 71.581

5 AEI」 559 919 Ⅱ b 71.560

51 AE11 645 810 Ⅱ b 71.485

29 AE11 696 662 Ⅲ 71.478

71.59822 AE11 643 789

11 AE11 667 809 Ⅱa 71.638

49 AE11 696 793 Ⅲ 71.517

33 AE11 744 906 Ⅱa 71.683

12 AEⅡ 705 768 Ⅱb 71.517

AE11 722 878 Ⅱa 73.000

45 AEH 735 827 Ⅱa 71.791

3 AE11 733 807 Ⅱa 71.667

20 AE11 747 743 Ⅱ b 7」.592

8 AFI」 31 829 Ⅱa 71.826

AF11 」05 821 Ⅱ a 71.782

16 AE11 984 755 Ⅱ b 71.591

6 AFΠ 178 684 Ⅱa 71.670

AF11 189 駆0 Ⅱ b 71.576

AD11 988 673 Ⅱa 7].639

47 AEH 733 862 11b 71.586

19 AE11 501 594 1V 71.315

AE11 認8 639 1V 71.318

27 AEⅡ 665 540 Ⅲ 71.347

31 AEⅡ 6仭 700 IV 71.333

54 AE11 613 719 1V 71.340

18 AE11 830 31 V 71.228

AE11 606 890 V 71.255

35 AEH 317 971 Ⅱa 71.546

AEⅡ 598 945 Ⅲ 74.498

42 AE12 518 33 Ⅱ b 71.590

43 AE12 522 50 Ⅱb 71.644

" AE12 578 43 Ⅱb 71.592

39 AE12 673 Ⅱ IV 71.357

55 AE12 743 44 Ⅲ 71.465

13 AE12 743 15 Ⅲ 71.466

AEⅡ 765 995 Ⅱb 7」.655

AEⅡ 744 972 Ⅲ 71.437

AE11 768 948 Ⅲ 71.395

25 AEⅡ 683 9」5 Ⅲ 71.437

I AEH 694 900 Ⅲ 71.439

23 AEⅡ 708 890 Ⅲ 71.4郭

」O AEⅡ 725 892 Ⅲ 71.418

AEⅡ 698 875 Ⅲ 71.473

AE11 710 認5 Ⅳ 71.318

53 AE↓1 7H 858 Ⅲ 71.37フ

26 AE]1 701 805 Ⅲ 71.358

AE11 678 760 IV 71.37フ

AEⅡ 690 757 1V 71.355

40 AE11 704 756 1V 71,348

52 AE11 709 761 Ⅲ 71.443

AEⅡ 743 781 Ⅲ 71.416

分類 最大長
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22.5

51.3

23.9

51.8

45.5

24.1

45.4

53.3

24.6

32.9

25.3

60.9
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39.フ

30.5

66.フ

39.9

40.6

23.2
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93.0
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」3.8
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85.1

」フ.3
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30.9

31.フ
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18.5

5.フ
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79.4
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10.3

11.9

14.8
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15.8

10.1
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30.フ

15.フ

最大幅
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23.0
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4.9
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2.5
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1.18
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第26表ブロック 3a出土石器観察表②

高遺物NO.図NO.大グリソド北南西東層標

36 AE11 743 756 Ⅲ 71.295

9 AE11 760 780 Ⅲ 71.426

AE11 695 729 Ⅲ 71.400

50 AE11 705 739 Ⅲ 71.342

AE11 829 595 1V 71.247

4 AEⅡ 785 691 Ⅲ 71.420

AEⅡ 894 679 1V 7」.385

24 AE11 819 687 1V 71.370

AE11 772 704 1V 71.268

21 AEⅡ 998 715 1V 71.357

46 AEU 856 750 V 7」.167

2 AEU 804 765 1V 71.2郭

AE11 826 745 1V 71.244

14 AEH 822 7フ7 Ⅲ 71.322

AEU 8兜 862 Ⅲ 71.370

AE11 8謁 877 Ⅲ 71.394

AE」1 8」6 875 V 71.215

32 AE11 835 911 Ⅲ 71.458

AEH 813 924 Ⅲ 71.447

AEH 821 959 Ⅲ 71.498

AE11 808 961 Ⅱ b 71.628

15 AE11 895 971 Ⅲ 71.472

7 AE11 943 975 Ⅲ 71.463

AE11 972 999 Ⅱb 71.652

17 AE12 938 37 Ⅱa 71.760

37

第27表プロソク3b出土石器観察表a)

遺物NO.図NO.大グリ、ノド北南西東層標 高

AE11 657 403 Ⅱb 71.515

AEⅡ 664 350 Ⅱa 71.605

AE11 683 328 Ⅱa 71.610

AE11 661 309 Ⅱa 71.694

AE11 590 365 Ⅱ a 71.550

71 AE11 606 225 Ⅱa 71.713

61 AE11 641 224 Ⅱ且 71.720

58 AEU 577 105 Ⅱa 7」.519

AE11 640 1」9 Ⅱ且 71.632

AEI0 727 854 Ⅱa 71.584

66 AEI0 696 970 Ⅱa 71.579

70 AEH 888 159 Ⅲ 71.412

AEI0 646 810 Ⅱa 71.676

64 AF11 94 487 Ⅱa 71.6兜

AF11 303 331 Ⅱb 71.545

AF11 220 399 Ⅱb 71.583

AF11 147 390 Ⅱb 71.567

AEⅡ 986 499 Ⅱ2 71.598

AE11 973 398 Ⅱa 71.593

65 AF11 87 367 Ⅱa 71.680

76 AF11 108 372 Ⅱa 71.576

68 AF11 66 270 Ⅱa 71.696

AF11 156 136 Ⅱa 71.598

74 AFⅡ 95 兜Ⅱb 7」.551

80 AF11 85 49 Ⅱa 71.625

75 AF11 19 92 Ⅱa 71.640

AF11 20 62 Ⅱa 71.582

AFI0 10 925 Ⅱb 71.576

AE11 141 14」Ⅱ a 71.710

78 AEH 115 180 Ⅱa 71.726

69 AE11 616 253 Ⅲ 71.402

AE11 880 489 V 71.242

73 AE」1 802 86 Ⅲ 71.332

分類 最大長

101.6

59.4

17.5

22.0

28.5

89.6

23.6

45.4

26.4

49.4

27.5

64.0

53.3

65.3

12.フ

38.フ

10.2

63.9

10.9

12.1

」フ.フ

67.1

63.0

21.9

37.8

91.0

最大幅

66.2

25.6

10.2

8.3

12.8

8.8

19.4

15.1

16.フ

20.3

21.5

15.2

15.8

56.3

8.3

24.6

3.8

37.1

5.0

6.9

13.1

26.0

27.3

19.9

17.8

25.4

厚さ

11.8

12.5

5.9

4.フ

1.8

5.6

2.8

3.3

4.フ

4.0

10.5

4.0

2.フ

9.フ

2.0

3.0

0.9

12.6

1.6

0.8

2.5

8.1

6.2

3.6

5.1

8.」

重冕(9)
55.5

13.0

0.94

0.76

0.46

3.36

1.24

2.75

1.47

8.60

3.54

4.29

2.44

28.1

0.13

1.80

0.04

19.6

0.10

0.09

0.63

13.0

9.42

1.43

3.63

17.5

石制

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪貞

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪貞

珪貞

母岩被熱 破損

破損

完形

破損

元形

破損

備

破損

破損

破損

,じ牙1

尤形

破損

13

分類 最大長

23.9

29.2

11.3

20.9

37.フ

47.2

45.6

42.6

43.2

31.1

46.4

52.4

12.5

28.6

23.1

24.1

24.0

20.5

42.6

27.1

67.フ

36.5

22.9

62.1

19.3

31.0

15.4

12.3

33.0

35.2

41.9

12.6

35.3

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

RF

FL

17

最大幅

21.8

27.3

フ.8

16.4

19.フ

27.8

24.0

12.4

24.8

15.0

31.8

12.4

11.3

22.6

17.2

21.0

16.9

9.1

22.3

18.3

16.0

25.6

21.0

26.4

フ.6

30.フ

フ.フ

11.5

24.4

8.1

21.0

フ.8

20.4

厚さ

3.9

5.9

2.1

3.3

8.8

3.フ

5.3

4.2

6.4

4.0

15.1

3.6

2.3

4.フ

2.1

3.0

5.0

1.9

3.5

4.6

6.2

5.6

8.6

6.0

3.3

9.4

1.6

2.4

4.6

5.3

5.9

1.フ

3.6

重量(g)
2.13

3.1

0.15

0.9

3.24

4.フ

6.56

2.23

フ.65

1.27

21.0

2.86

0.3

2.72

0.83

1.34

2.35

0.27

1.92

2.15

5.88

5.66

3.57

10.5

0.33

8.28

0.14

0.3

2.82

1.85

3.9

0.15

1.86

破損

破損

破損

破損

完形

破損

石材

凝灰

珪貞

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

22

母岩被熱

破損

元形

破損

破損

破損

破損

元形

元Jf3

破損

完形

元汗3

元形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

備

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

チャ

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

1肌紋

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

破損



V

形
形
形

完
完
完

無
有
有
無
処
処
処
無
処
有
処
無
処
無
鉦

単
頁
頁
髄
岩
髄
頁

珪
珪
玉
頁
玉
珪 7

4

形

形

完

完

無
有
無
有
処
処
処
無
無
鉦
処
無
鉦
無
無
無
無
有
無
有
延
無
無
無
無
掘

U
L
N
N
L

B
F
K
K
B

7

1
2
3
4
5
6
7
8
9

単

頁
頁
崗
髄
頁
頁
頁
頁
頁
頁

珪
珪
花
玉
珪
珪
珪
珪
珪
珪

S
S
L
S
L
H
L
U
U
N

B
B
B
B
B
C
B
B
B
K

1
2
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
0
1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
2
2
2
2
2
5
5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

S
L
U
B
N
H
L
S
L
L
L
H
U
L
L
L
S
B
U
U
L
H
U
U
N
N

B
B
B
P
K
C
F
B
B
B
B
C
B
B
B
F
B
P
B
B
F
C
B
B
K
K

1
 
6
 
2

3
 
2
 
2

a
b
b
a
b
a
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

2

6
9

2
 
]

2
 
3
 
4
 
5
 
6

2
2
2
2
2

1

0
3

1
 
2

Ⅳ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅳ
Ⅲ
V

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

第28表プロック3b出土石器観察表②

遺物NO.図NO.大グリノド北南西東層標 高

63 AE11 875 144 Ⅲ 71.347

AE11 船8 111 Ⅲ 71.335

56 AE11 850 207 Ⅲ 71.327

59 AE11 923 247 1V 71.225

72 AE11 975 235 1V 71.223

79 AF11 48 187 Ⅲ 71.356

81 AF11 59 249 1V 71.27フ

AF」1 87 305 1V 71.205

30 300 Ⅲ 71.372フ7 AF11

AE11 971 365 1V 71.325

AE11 813 375 1V 71.292

67 AF11 U 420 Ⅲ 7」.356

62 AF11 73 450 Ⅱ1 71.345

60

57

第29表プロック4出土石器観察表

遺物NO.図NO.大グリ、ノド北南西東廟 標高

95 AE13 864 953 Ⅲ 71.713

AE13 9H 989 Ⅱa 71.87フ

87 AE13 900 901 Ⅲ 71.675

AE13 876 761 71.528

Ⅲ 71.53082 AE13 758 635

AE13 984 914 Ⅱb 71.725

AE13 995 817 71.555

96 AF13 47 925 71.625

AE13 992 796 71.556

71.59594 AF13 47 881

93 AF13 35 855 71.523

AF13 71.63678 882

89 AF13 71.46」14 781

92 AF13 104 731 Ⅱa 71.909

Ⅲ 71.65091 AF13 81 656

AF13 35 627 Ⅱb 71.692

Ⅳ97 AF13 71.54274 614

AF13 283 922 Ⅱb 71.815

86 AF13 197 813 Ⅱa 71.804

90 AF13 372 799 71.951

AF13 385 665 71.637

AF13 109 772 71.681

85 AE13 805 790 71.624

71.55488 AE13 795 865

84 AE13 845 780 71.684

71.51983 AE13 900 860

分類 最大長

79.3

19.フ

43.5

54.0

119.3

22.2

20.4

49.1

37.5

18.9

15.1

63.1

93.8

76.8

80.6

最大幅

24.フ

8.1

19.9

16.5

47.3

フ.3

6.フ

18.1

10.9

17.3

10.2

27.4

29.3

27.8

14.9

厚さ

9.4

2.6

4.5

4.9

12.8

3.3

2.3

4.1

3.3

3.1

3.6

フ.4

8.1

6.フ

3.8

重量(9)
16.2

0.33

3.02

3.15

51.3

0.5」

0.27

3.09

1.11

0.73

0.64

9.47

32.2

13.6

4.25

石材

珪頁

頁岩

旧石器時代の調査

完升3

完形

母岩

29

被熱

破損

完形

ヲC]f3

元形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元π3

29

分傾

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

最大長

16.9

22.4

45.8

」16.9

35.6

19.9

45.0

26.0

81.4

97.3

99.フ

16.1

72.フ

76.6

43.3

22.6

20.8

140.6

30.フ

56.3

29.5

17.9

54.5

72.1

47.8

69.フ

17

備

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

玉髄

珪頁

珪頁

20

最大幅

9.6

11.0

15.0

83.0

15.0

11.3

31.3

フ.0

15.1

28.1

36.フ

9.8

40.フ

21.9

18.0

フ.3

11.2

125.2

23.6

18.5

」4.9

12.8

34.2

35.フ

Ⅱ.6

17.6

22

稜形

厚さ

1.6

1.8

6.3

47.0

6.0

3.4

10.フ

2.1

3.3

12.2

9.4

2.3

16.3

10.フ

3.9

1.5

3.3

41.6

4.1

9.3

5.フ

3.2

14.0

14.4

5.0

5.フ

重量(9)

0.24

0.32

3.86

432.8

2.84

0.71

16.2

0.51

3.91

20.1

30.9

0.32

40.3

12.3

2.89

0.19

0.フ

1002.5

2.65

8.86

2.44

0.47

25.4

32.1

2.62

6.05

30

22

石材

珪頁

母岩被熱

完升3

破損

16

破損

元升3

破損

破損

ワ仁牙二

破損

破損

破損

完形

破損

備

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

花岡

珪頁

珪頁

凝灰

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

16



杉

ノ
ノ
ノ

杉

J

J

j

完
破
完

完無
延
延
無
無
無
無
延
延
処
無
処
処
処
有
掘
有
延
延
延
無
地
無
証

1
 
6

9

6

1

2
 
2

7

単
玲

7

無
無
地
延
無
無
無
無
無
有
処
延

U
H
H
S
L
B
L
L
U
U
H
U
L
S
S
H
B
S
L
L
L
S
H
H
H
H
H
H
U
S
H
S
L
H
H
S
S
S
L
L
L
L
U
N
U
L
S
S
U
H
S
L
S
H
U
S
H
H
H
S

B
C
C
B
B
P
B
B
B
B
C
B
B
B
B
C
P
B
F
B
B
B
C
C
C
C
C
C
B
B
C
B
B
C
C
B
B
B
B
B
B
B
B
K
B
B
B
B
B
C
B
B
B
C
B
B
C
C
C
B

1

無
無
無
処
無
無
価

2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
 
4
 
5
5
5
5
5

物

9
 
4

2
3

遺2

1
2
3
4
5
6
7
8
9

1
 
9

2
 
2

6
 
8
 
4

2
 
1
 
ー

0
1
2
3
4
5
6
7
8
0
1
2
3
4
5

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2
 
2

杉

杉

杉

}

完
完
完

完

無
無
無
無
無
無
無
延
無
鯉
無
無
処
無
無
無
証

第30表ブロック 5出士石器観察表(D

遺物、.同NO.大グリ、ノド北南西東屈

112 AF15 265 "0 Ⅱb

AF15 387 490 Ⅱb

AF15 3郭 432 Ⅲ

140 AF15 320 570 Ⅲ

127 AF15 250 528 Ⅲ

AF15 300 527 Ⅲ

AF15 295 225 Ⅲ

120 AF15 220 497 Ⅲ

108 AF15 554 420 Ⅲ

106 AF15 337 570 Ⅲ

AF15 525 373 Ⅲ

114 AF15 569 354 Ⅲ

128 AF15 480 500 Ⅲ

132 AF15 455 570 Ⅲ

AF15 440 608 Ⅲ

AF15 428 認0 Ⅲ

AF15 380 530 Ⅲ

133 AF15 280 570 Ⅲ

AF15 210 193 Ⅲ

AF]5 277 205 Ⅲ

117 AF15 512 237 Ⅲ

150 AF15 426 245 Ⅲ

AF15 320 370 Ⅲ

AF15 270 362 Ⅲ

AF15 272 333 Ⅲ

AF15 320 298 Ⅲ

AF]5 310 292 1V

AF15 150 52 Ⅲ

113 AF15 N5 510 Ⅲ

130 AF15 75 545 Ⅲ

AF15 50 410 Ⅲ

151 AF15 140 473 Ⅲ

126 AF15 195 325 Ⅲ

131 AF15 312 197 Ⅲ

AF15 311 247 Ⅲ

142 AF15 310 215 Ⅲ

AF15 305 280 Ⅲ

148 AF15 328 432 Ⅲ

Ⅱ9 AF15 155 430 Ⅲ

125 AF15 85 455 Ⅲ

118 AF15 12 600 Ⅲ

123 AF15 350 540 Ⅲ

109 AF15 405 550 Ⅱb

AF15 180 670 Ⅲ

107 AF15 180 700 "1

127 AF15 20 690 Ⅱb

B6 AF15 186 780 Ⅲ

137 AF]5 60 175 Ⅲ

10I AF15 351 203 Ⅲ

AF15 320 730 Ⅲ

134 AF15 340 660 Ⅲ

Ⅱ6 AF15 173 720 Ⅲ

147 AF15 237 223 1V

AF15 322 260 IV

104 AF15 246 250 Ⅳ

AF15 194 431 Ⅲ

AF15 343 450 Ⅲ

AF15 130 470 Ⅲ

AF15 395 458 Ⅲ

149 AF15 248 525 Ⅲ

72.005

72.000

71.952

71.932

72.000

71.992

72.021

フ」.917

71.884

71.951

71.952

71.995

71.967

71.938

72.0]8

71.870

72.030

71.965

71.986

71.938

71.843

71.875

71.951

71.951

フ」.883

71.918

71.838

71.958

71.945

72.095

71.965

72.068

71.880

71.829

71.846

71.860

71.914

71.885

71.933

72.005

71.955

71.9」8

72.003

72.010

72.015

72.156

72.037

72.004

71.894

72.090

72.065

71.935

71.799

71.フ70

71.フ76

71.876

71.837

71.857

フ」.842

71.967

分類 最大長

49.フ

18.1

8.0

17.3

49.9

37.0

23.6

82.9

61.1

66.6

15.5

58.3

41.2

27.0

18.0

8.6

37.0

29.5

」9.4

32.5

44.5

24.2

6.3

6.1

5.6

フ.1

フ.0

15.フ

49.1

57.4

14.0

23.9

53.6

9.4

8.2

17.1

34.2

21.2

70.9

32.2

33.0

73.8

62.0

4.9

51.0

56.2

42.フ

23.8

61.8

8.3

46.8

129.1

20.4

15.8

65.6

6.3

13.フ

9.2

フ.8

22.0

最大幅

15.6

9.1

6.1

フ.3

19.0

21.0

9.3

21.8

32.6

59.5

19.4

31.2

24.5

11.4

10.1

フ.3

22.9

12.9

15.1

15.1

26.1

11.8

4.3

6.0

4.6

5.4

4.4

11.3

20.8

18.2

Ⅱ.5

10.8

25.1

3.2

6.4

4.6

14.3

10.9

16.4

12.2

25.3

10.6

30.5

12.0

25.0

34.6

フ.5

9.8

32.フ

6.2

8.1

郭.0

6.5

Ⅱ.9

17.5

3.4

10.5

5.9

6.8

6.5

厚さ

5.3

2.5

0.3

3.6

3.2

17.0

2.36

5.フ

フ.2

10.8

1.2

9.2

フ.1

3.2

2.1

1.5

12.6

6.1

2.4

43.1

5.8

2.フ

1.1

1.フ

2.0

0.6

1.0

2.6

4.1

フ.1

1.フ

2.6

3.3

2.6

9.0

2.3

6.0

4.4

3.8

3.9

6.9

5.9

5.4

1.9

6.6

6.フ

4.3

2.2

6.8

1.3

3.2

9.3

3.1

].8

5.9

0.5

3.2

0.9

0.8

2.2

重呈(9)
4.3

0.44

0.02

0.42

2.9

12.1

0.49

11.6

13.2

39.6

0.21

12.6

フ.43

1.04

0.26

0.08

6.67

1.99

0.45

1.34

5.32

0.62

0.02

0.04

0.03

0.02

0.03

0.35

5.15

53.フ

0.22

0.9

6.08

0.05

0.05

0.16

2.59

0.74

3.96

」.45

4.48

3.72

11.8

0.34

フ.75

14

石材

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

雄頁

兆頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪典

珪頁

珪頁

赴頁

珪頁

砂岩

珪頁

珪頁

畦頁

畦頁

珪頁

珪頁

吐頁

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

U1貞

赴貞

珪貞

趾貞

1上頁

珪頁

珪頁

頁岩

珪頁

珪頁

赴頁

珪頁

珪頁

吐頁

珪頁

珪頁

赴頁

珪頁

吐頁

趾頁

珪頁

珪頁

赴頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

標高 母岩

22

被熱破損

破担

破損

元升3

破損

破損

フCJ杉

破損

元〕f3

完形

3EJf3

破損

破犢

元形

破偵

備

12

破捌

破摸

破損

破損

完形

元形

元形

元形

先形

完形

破損

完形

元形

完形

元形

破揣

破損

元形

完形

破損

ラモ11「3

完形

完形

破捌

破偵

元形

破損

元形

破扣

九形

破損

フC形

元形

元形

破禅

元形

元形

完形

Ⅱ

元形

破損

1.25

0.42

13.9

0.07

1.37

43.0

0.24

0.33

6.73

0.01

0.44

0.05

0.04

0.19

27



第31表フ

j杜物NO.図NO

63

64 138

65 144

66 」39

67 152

68

的Ⅱ0

70 103

71

72 153

73 100

74 143

75

76

フ7 115

78

79

80

81

82

83

84

85

86

ロック 5出土石器観察表(2)

大グ,bド北南西東屑

AF15 448 433 Ⅲ

AF15 496 436 1V

AF15 426 55 Ⅲ

AF15 443 640 Ⅲ

AF15 492 644 Ⅲ

AF15 268 36 Ⅲ

AF15 230 540 Ⅲ

AF15 320 692 Ⅲ

AF15 50 530 Ⅲ

90 530 ⅢAF15

AF15 2脇 580 Ⅲ

AF15 254 570 IV

AF15 3」0 530 IV

AF」5 370 603 1V

AF15 377 570 Ⅲ

AF15 420 540 Ⅲ

AF15 445 525 1V

AF15 320 496 1V

AF15 280 491 ハ

AF15 230 的7 1V

AF15 284 440 IV

AF15 74 400 IV

AF15 230 400 IV

AF15 456 284 1V

AF」5 253 758 1V

AF15 308 545 1V

AF15 382 432 1V

AF15 283 520 IV

AF」5 360 524 Ⅳ

AF15 335 524 Ⅳ

AF15 395 300 Ⅳ

AF15 344 487 1V

AF15 356 360 IV

AF15 357 500 八「

AF15 342 330 !V

AF15 288 400 Ⅳ

AF15 356 416 1V

AF15 368 390 Ⅳ

AF15 302 328 1V

AF15 205 758 1V

AF15 708 70 Ⅳ

AF15 378 500 IV

AF15 210 429 1V

AF15 232 490 IV

AF15 330 512 1V

AF15 264 510 Ⅲ

AF15 261 532 1V

AF15 56 554 1V

AF15 330 530 IV

AF15 322 507 1V

AFj5 319 504 1V

AF15 306 503 1V

AF15 320 199 1V

AF15 321 194 Ⅵ

AF15 318 191 1V

AF15 312 187 1V

AF15 297 171 1V

AF15 385 462 Ⅳ

AF15 213 572 1V

AF15 378 462 1V

AF15 344 482 1V

71.818

71.815

71.870

71.891

71.867

71.885

71.865

71.898

71.856

71.851

71.830

71.820

71.817

71.836

71.850

71.849

71.8」」

71.808

71.999

71.799

71.827

71.827

フ」.806

71.750

71.845

71.フ76

71.768

71.835

71.フ78

71.759

71.720

71.794

71.710

71.750

71.705

71.715

71.フフフ

71.720

71.684

71.828

71.749

フ」.737

71.750

71.740

71.808

71.835

フ」.865

71.835

71.750

71.698

71.716

71.715

71.730

71.715

71.723

71.732

71.7Ⅱ

71.722

71.730

71.702

71.710

分類

CH

BS

BS

BS

BS

CH

BU

BU

BS

BS

KN

BS

BS

CH

BU

BL

BS

BL

KN

BU

BS

BS

BL

CH

KN

KN

CH

CH

CH

CH

CH

CH

BL

CH

BU

BS

CH

CH

CH

CH

BS

BS

CH

CH

PB

PB

PB

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

CH

最火長

8.3

21.2

30.フ

25.3

29.8

14.2

92.0

75.0

9.フ

23.3

15.3

39.フ

28.4

3.フ

76.8

24.9

16.6

82.9

79.2

59.フ

15.9

19.5

84.6

9.6

34.1

13.0

14.4

5.4

6.6

14.6

14.4

6.1

48.3

4.9

70.4

14.2

5.フ

」2.5

9.5

」0.3

16.6

40.4

16.フ

5.9

49.6

80.2

72.4

18.8

6.8

5.3

5.3

3.0

3.5

2.4

1.6

2.6

6.9

13.1

11.2

13.4

9.6

最大幅

6.フ

H.2

フ.0

8.9

10.5

13.6

39.2

44.3

3.3

6.5

9.6

11.フ

12.9

2.8

44.0

16.3

4.3

19.9

20.5

42.2

フ.8

9.6

23.6

6.3

17.3

9.4

12.フ

3.2

3.6

9.4

8.0

3.3

29.3

4.4

22.4

フ.1

3.0

フ.4

73.1

フ.4

フ.0

13.9

11.フ

1.3

46.1

31.8

63.1

4.4

6.2

2.9

2.5

1.0

1.3

1.4

1.5

2.5

2.8

9.9

6.9

フ.3

フ.フ

13

1.1

4.0

2.9

5.2

3.1

1.9

8.9

フ.9

0.9

4.0

4.3

3.9

5.8

0.4

11.1

2.0

3.2

5.0

6.6

6.6

2.4

3.3

9.6

3.3

1.8

1.9

2.8

0.フ

0.フ

2.3

1.8

6.0

2.フ

0.4

フ.1

1.1

0.9

1.0

1.3

2.フ

4.1

8.4

2.6

1.0

20.1

12.2

9.8

1.6

」.3

0.6

」.3

0.3

0.5

0.3

0.2

0.6

0.9

2.4

1.0

2.9

1.6

重量(9)
0.05

0.8

0.43

1.06

0.71

0.3

33.4

28.9

0.02

0.42

0.5

1.82

1.9

0.01

38.」

0.82

0.23

6.39

10.2

29.5

0.35

0.55

14.1

0.2

1.22

0.22

0.41

0.01

0.02

0.27

0.23

0.02

4.82

0.02

13.2

0.15

0.02

0.11

0.1

0.16

0.26

1.97

0.48

0.01

36.4

19.1

25.6

0.1

0.06

0.02

0.03

0.01

0.01

0.01

0.01

0.01

0.03

0.26

0.1

0.25

0.09

V

石材母岩

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁 7

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁 1

玉舳

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

頁岩

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄単

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

頁岩

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

凝灰

凝疾

凝灰

頁石

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

頁岩

珪頁

99

旧石器時代の調査

90

91

92

鵠

94

95 124

96

97 102

98

的

」00

」0」

」02

132 129

133 146

134

135

136

137

138

139

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

被熱

有

証

掘

証

鉦

仙

仙

佃

慨

血

証

鉦

有

姫

掘

掘

抽

証

極

抽

価

盤

紐

右

証

証

妊

毎

価

鉦

柾

血

佃

価

証

証

証

有

1旺

佃

鉦

毎

慨

癌

妊

佃E

証

毎

毎

毎

盆

如モ

証

鉦

掘

1旺

掘

掘

価

証

掘

破損

破損

破損

完形

完汗3

完形

元形

完形

ラモニJf3

元形

破偵

破損

破拔

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

元形

元形

完形

破損

破揮

破摸

破損

づ己牙3

完形

ラ己"'3

破損

元Jf3

破損

元形

破損

完形

完形

元形

破損

元汗3

破損

完形

完形

元形

破損

完形

完形

破損

破妓

破損

元形

破損

破損

破損

元形

元牙j

元形

破損

元牙1

冗形

破損

7亡汗3

22

29

22

票高 さ厚

釘
認
釣

示

1
 
5
 
1
 
5
 
2

ー
ー
ー
ー
ー

詑
れ

8
 
3
 
6

1
 
2



升
非
牙
^
汗
汁
^
非
牙
^
汗
^
^
汗
^
汗
^
汗
汗
非
形
^
形

杉

完
完
完
破
完
完
破
完
完
破
完
破
破
完
破
完
破
完
完
完
完
破
完

完

無
無
無
有
無
無
無
無
無
有
無
無
挺
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
延
無
延
掘
無
価

9

H
H
H
L
S
H
H
L
H
H
L
L
S
H
L
H
S
H
H
S
H
H
H
S
S
H
H
L
U

C
C
C
B
B
C
C
F
C
C
B
F
B
C
B
C
B
C
C
B
C
C
C
B
B
C
C
F
B

U
H
H
U
L
H
U
H
U
H
L
U
S
S
L
H
N
L
F
L
H
H

B
C
C
B
B
C
B
C
B
C
B
B
B
B
B
C
K
B
R
F
C
C

物

当
,

.

.2

7

形}完

無
有
無
筵
無
無
無
無
無
延
処
無
有
無
無
延
無
有
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
鉦

4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
0
1
2
4
8
4
5
7
8
9
0
1
2
3
4
5
7
8

5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
7
フ
フ
フ
7
8
8
8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

1

4
3
4
0
4
1
6

ー
ー
ー
2
1
ー
ー

3
4
5
8
9
1
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー
2
2
2
 
7
8
9
0
1
2
3
4
5

S
B
L
L
L
U

B
P
B
B
B
B
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第32表ブロック 5出士石器観察表促)

遺物NO.図NO.大グリッド北南西東尉

AF15 348 472 1V

AF15 313 485 1V

AF15 264 548 {V

AF15 298 784 1V

AF15 334 476 Ⅳ

AF15 285 四2 Ⅳ

AF15 291 456 1V

AF15 279 387 1V

AF15 313 489 1V

AF15 208 475 1V

AF15 274 536 1V

AF15 258 598 1V

AF15 364 586 1V

AF15 320 505 1V

AF15 344 425 1V

AF」5 227 502 1V

AF15 254 496 1V

AF」5 274 459 1V

AF15 338 390 V

AF15 304 648 V

AF15 519 446 V

AF15 403 602 Ⅲ

AF15 200 603 Ⅲ

AF15 391 如0 Ⅲ

145 AF15 395 388 Ⅲ

AF15 392 418 Ⅲ

AF15 198 397 Ⅳ

AF15 790 195 Ⅱb

71.693

71.706

71.700

71.716

71.700

71.695

71.710

71.658

71.686

71.678

71.676

71.668

71.655

71.625

71.587

71.524

71.518

71.505

71.475

71.425

71.4」0

72.050

71.995

71.925

71.850

71.848

71.625

72.109

分類 最大長

5.6

1.8

10.1

46.1

6.6

3.3

5.1

25.8

4.フ

18.5

22.3

30.4

13.1

10.0

14.6

17.2

11.1

5.9

14.0

11.フ

12.6

3.3

フ.6

10.1

17.6

10.5

フ.3

28.6

81.4

最大幅

35.0

1.4

6.8

20.3

2.1

2.フ

3.0

6.8

4.4

11.1

8.1

20.5

8.フ

フ.2

9.4

12.4

3.0

4.5

9.2

フ.9

9.2

2.8

6.8

3.フ

9.フ

9.9

6.4

」フ.9

31.4

厚さ

0.6

0.2

1.2

4.2

2.1

1.1

0.4

2.2

0.フ

2.1

1.6

2.2

2.2

1.3

2.2

2.1

1.4

0.2

2.5

1.0

2.4

0.5

0.9

2.8

3.0

1.1

1.1

4.フ

フ.9

重量(9)

0.02

0.01

0.09

2.75

0.01

0.02

0.01

0.46

0.02

0.35

0.33

1.66

0.17

0.07

0.27

0.53

0.04

0.02

0.25

0.09

0.25

0.01

0.06

0.04

0.5

0.09

0.04

1.64

17.3

石材

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

吐頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

母岩被熱破損

第33表ブロックフa出土石器観察表a)

遺物NO.図NO.大グ,bド北南西東層標 高

1 191 AG12 21 594 Ⅲ 71.346

AG12 793 552 1V 71.289ワ

185 AG12 57 533 Ⅲ 71.394

180 AG12 46 497 Ⅲ 71.390

185 AG12 99 534 Ⅱb 71.496

163 AG12 225 524 Ⅲ 71.312

198 AG12 264 483 1V 71.302

202 AG12 202 454 Ⅲ 71.362

177 AG12 118 438 V 7」.700

AG」2 66 444 Ⅲ 71.355

AG12 41 378 Ⅲ 71.357

160 AG12 82 366 Ⅱa 71.620

AG12 96 396 Ⅲ 71.478

AG12 122 335 Ⅲ 71.356

167 AG12 224 402 Ⅱb 71.508

AG12 223 391 Ⅱ b 71.525

162 AG12 194 342 Ⅳ 71.346

AG12 380 407 1V 71.226

187 AG12 39 150 Ⅲ 71.謁4

AG12 19 86 Ⅱb 71.418

AG12 998 74 V 71.141

197 AG12 21 76 Ⅲ 71.335

AG12 18 Ⅲ 71.38045

AG12 75 49 1V 71.206

157 AG12 96 86 1V 71.173

AG12 56 124 Ⅲ 71.347

AG12 釘 145 Ⅱb 71.466

AG12 136 85 Ⅲ 71.288

AG12 139 80 Ⅲ 71.285

AG12 124 151 1V 71.186

標高

33

備

破損

26

分類 最大長

29.6

24.9

36.8

87.3

39.3

53.フ

18.フ

3」.8

41.4

14.1

8.1

48.3

28.2

12.フ

23.8

13.6

63.3

10.5

79.2

40.2

11.4

18.4

39.4

17.4

25.6

48.8

21.2

23.6

フ.1

14.0

最大幅

9.4

18.4

16.8

23.0

19.3

21.フ

4.5

11.6

38.0

8.0

5.8

24.2

」6.フ

5.3

16.4

9.フ

40.1

10.0

21.6

18.5

4.3

5.フ

10.5

フ.5

10.フ

13.0

17.1

12.8

5.フ

9.0

BS

BS

厚さ

フ.1

2.5

4.4

6.1

フ.0

8.3

2.9

5.5

8.9

2.4

0.6

6.2

3.1

1.5

4.0

1.フ

8.フ

1.6

5.1

5.9

1.4

4.5

4.4

2.6

2.6

3.0

3.3

1.フ

0.フ

2.2

32

重量(9)
1.3

1.46

3.3]

16.3

3.34

9.2

0.18

1.47

14.3

0.25

0.04

5.39

1.57

0.08

1.65

0.18

20.0

0.13

9.36

5.9

0.06

0.26

1.55

0.35

0.76

1.8

1.29

0.66

0.03

0.27

完形

元形

破損

,じjfl

完形

石材

珪頁

粘板

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

凝灰

珪頁

母岩被熱 破損

ラ己牙三

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元牙j

破損

元形

破損

破損

元形

破損

備

稜形成

稜形成

10

10

元牙づ

破摸

ラε汗3

元形

元形

元牙1

破損

破損

破損

破損

破損

元形

破損

破損



V

考

形
形
形

形
形
形
損
形

形

形
形

J

完
完
完

完
完
完
破
完

完
完

宅

無
無
無
無
延
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
無
有
無
無
無
有
無
無
延
無
無
錘
有
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
有
無
無
無
有
有
無
無
毎

2

ー
フ
3
2

L
 
L
 
S

B
 
B
 
B

2

0
 
3
 
4
 
6
 
7
 
8

0
2
2
2
2
2

ー
ー
ー
ー
ー
ー

9
0

1
 
2

H
H
N
S
L
L
H
L
H
S
U
N
N
U
H
L
S
U
S
S
L
S
L
B
L
H
U
U
N
S
S
N
S
S
S
H
H
U
H
U
U
U
U
S
S
L
U
S
S
L
S
H
L
S
U
L
S
L

C
C
K
B
B
B
C
B
C
B
B
K
K
B
C
B
B
B
B
B
B
B
F
R
F
C
B
B
K
B
B
K
B
B
B
C
C
B
C
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
F
B
C
B
B
B
B
B
B

4
5
0
3

2
 
3
 
2
 
1

6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
」
2
3
4
5
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
6
7

3
3
3
3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
フ
フ
フ
フ
フ
フ

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪

8

頁
岩
珪
頁

4

7
 
4
 
3頁

頁
圭
圭

3頁
頁
頁
山
頁
頁
頁
頁
頁
岩
頁
頁

珪
珪
珪
安
珪
珪
珪
珪
珪
頁
珪
珪

1

認
釣
卯

」
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
9

9
9
9
9
9
9
9

兇
内
部
舗
釘

第34表プロックフa 出土石器観察表②

遺物NO.図NO.大グリ・ノド北南西東屡標 高

181 AG12 141 153 Ⅱb 71.393

98 188 Ⅲ 71.338AG12

AG12 165 162 Ⅱb 71.412

AG12 112 203 1V 71.130

AG12 81 205 V 71.087

159 AG12 195 220 Ⅱa 7」.47フ

194 AG12 210 232 Ⅱa 71.635

184 AG12 232 164 Ⅲ 71.362

AG12 234 153 Ⅱ且 71.637

AG」2 216 142 Ⅱa 71.629

AG12 204 137 Ⅱ且 71.589

AG12 2」2 10l b 71.451

AG12 205 100 Ⅱb 71.463

171 AG12 200 86 Ⅱb 71.511

156 AG12 204 70 Ⅲ 71.285

154 AG12 301 362 Ⅲ 71.299

170 AG12 319 365 Ⅲ 71.325

AG12 320 352 Ⅲ 71.294

186 AG12 351 340 Ⅱb 71.434

AG12 348 354 Ⅱ b 71.430

176 AG12 506 237 Ⅱb 71.439

AG12 423 269 Ⅱ b 71.370

AG12 470 200 Ⅲ 71.269

182 AG12 342 245 Ⅱb 71.515

199 AG12 333 226 Ⅳ 71.184

AG12 Ⅱ4 302 Ⅱ且 71.596

179 AG12 102 303 Ⅱ b 71.469

AG12 61 241 Ⅱ b 71.449

AG12 72 238 1V 71.337

165 AG12 70 250 Ⅳ 71.225

164 AG12 278 262 Ⅲ 71.326

158 AG12 274 218 Ⅲ 71.335

AG12 265 239 Ⅲ 71.282

20I AG12 218 304 1V 71.238

155 AG」2 213 287 Ⅱa 71.郭7

25 Ⅲ 71.400AG12 136

193 AG12 142 17 Ⅳ 71.286

24 994 Ⅱa 7」.66520O AG11

AG」2 838 82 1V 71.178

67 964 Ⅲ 71.295AGⅡ

166 AG11 104 891 Ⅱa 71.572

59 849 1V 71.245AGⅡ

161 AG12 277 152 Ⅲ 71.200

173 AG12 314 160 IV 71.282

」72 AG12 328 67 Ⅲ 71.488

169 AG12 359 89 Ⅱb 71.47フ

192 AG12 348 33 Ⅱb 71.358

189 AG12 358 31 Ⅲ 71.355

AG12 381 37 Ⅲ 71.368

AG12 368 55 Ⅲ 71.432

195 AG12 430 122 Ⅱa 71.303

190 AG12 448 140 Ⅲ 71.337

AGⅡ 315 965 Ⅱb 71.392

196 AG11 310 97]Ⅱ b 71.386

AG11 518 907 Ⅱ b 71.208

AG11 353 940 IV 71.514

188 AG11 192 997 Ⅱa 71.695

10 Ⅱ a 71.616168 AG12 201

183 AG12 108 301 撹乱

AG12 239 148 Ⅱb 71.386

AG12 198 103 Ⅲ 71.293

分傾 最大長

76.3

9.6

フ.フ

6.6

8.9

49.5

14.8

62.9

15.2

13.1

25.9

5.8

15.1

65.2

18.2

90.3

64.4

19.フ

34.6

15.1

46.6

13.6

13.0

46.8

26.0

26.8

543.9

26.1

16.2

82.6

65.8

33.5

13.8

21.6

48.0

13.フ

24.3

16.フ

12.9

9.9

30.フ

9.0

80.フ

60.4

62.1

33.0

26.フ

21.0

22.0

48.1

21.8

37.2

40.8

24.5

18.1

42.5

30.フ

21.9

78.4

36.0

83.3

最大幅

24

9.3

5.8

5.9

4.フ

20.2

11.フ

32.5

13.3

フ.3

12.6

2.4

6.6

20.8

11.1

19.8

35.8

13.3

13.フ

6.4

25.4

9.3

フ.6

35.8

10.4

」6.5

30.1

17.0

9.3

20.8

34.3

20.4

5.2

13.0

17.フ

37.0

6.3

9.5

10.6

フ.5

22.9

5.3

30.9

32.3

21.4

22.3

20.5

6.5

15.0

17.2

フ.1

8.8

24.8

9.8

5.5

20.4

12.8

13.3

36.8

6.4

27.4

厚さ

5.8

2.8

3.3

1.3

1.0

6.4

4.9

フ.2

2.8

1.フ

3.6

0.5

4.0

5.3

3.5

フ.5

12.8

2.9

3、 4

4.4

6.4

3.3

4.フ

5.5

フ.4

8.2

6.6

2.フ

2.3

5.3

フ.8

3.6

1,フ

6.9

3.3

1.6

4.6

フ.4

1.4

1.0

4.9

1.1

フ.]

6.8

4.2

5.5

8.6

5.0

3.0

6.9

5.1

6.9

4.1

5.9

2.0

4.フ

4.8

4.4

9.5

5.8

8.1

重量(g)

H.6

0.16

0.05

0.03

0.05

6.5

0.43

8.2

0.44

0.12

0.9

0.01

0.27

9.87

0.57

9.4

34.1

0.43

1.52

0.18

フ.8

0.25

0.18

11.2

1.22

2.54

1.8

」.01

0.36

10.4

13.0

」.59

0.13

0.8

3.27

0.07

0.57

0.66

0.16

0.07

2.73

0.06

20.4

13.フ

5.3

3.94

2.89

0.36

0.78

4.99

0.46

0.82

3.74

0.59

0.44

2.55

1.73

0.98

20.2

1.33

15.2

石材

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

玉舳

珪頁

凝灰

珪頁

旧石器時代の調査

母岩

16

被熱 破損

破損

破損

破損

元汗3

破損

破損

完形

破損

破損

備

完形

20

破損

破損

破損

元形

完形

完形

破損

破損

破損

元形

破損

破損

完形

破損

完形

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元升3

完形

破損

完形

破損

完形

13

W

珪頁

33

29

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

完形

元升3

破損

破損

破損

完形

完形

破損

珪頁

完形

破損

完形



延
無
無
仙

材
頁
貞
頁
頁

石
珪
珪
珪
珪

1

無
無
処
無
無
無
延
延
延
延
皿
無
無
有
延
有
無
慨
無
無
無
延
有
有
延
仙

さ厚

形
形
完
完

材
頁
頁
頁
頁
頁

石
珪
珪
珪
珪
珪

4

9
 
1
 
ー

ー
ー
 
3

4
ノ
杉J

完
完

8
 
1
 
フ

1
 
2
 
2

7
 
6

2
 
2

H
S
U
L

C
R
B
B

1
 
0
 
9

3
 
2
 
2

L
L
U
L
L
U
L
L
H
N
U
L
U
U
S
S
B
U
N
N
U
L
U
F
S
L

B
B
B
B
B
B
B
B
C
K
B
B
B
B
B
B
R
B
K
K
B
B
B
R
B
B

凸
0標

1
 
5
 
3

ー
ー
ー

6

9
0
2
3

2
3
3
3

ー
ー
ー
ー

無
延
延
延
無
延
延
延
延
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
延
無
無
処
無
有
血

8
 
8
 
5

9
 
0
 
9

7
 
9
 
6

頁
岩
頁
頁

珪
頁
珪
珪

4
 
9
 
5

9
 
8
 
9

6
 
6
 
7

単
単

さ厚

3

5

S
L
L
S
N
N
S
S
S
S
L
L
N
U
N
L
L
U
U
L
U
L
L
L
L
L

B
B
B
B
K
K
B
B
B
B
B
B
K
B
K
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B
B

5

3
 
1
 
4

3
 
3
 
3

2
 
2
 
2

頁
頁
髄
頁

珪
珪
玉
珪

0
3

2
 
2

1
2
3
4
5
6
7
8
9

Ⅳ
Ⅳ
 
V

0
1
2
3
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

第35表ブロックフa 出土石器観察表(3)

」女物NO.図NO.大グリノド北南西東馬標高

AG12 305 」39 Ⅳ 71.107

V 71.085AG12

178 AG11 600 519 Ⅱb 71.440

第36表

遺物、

80

81

82

」01

]02

103

j04

105

」06

107

」08

109

1」0

Ⅱ1

112

Ⅱ3

Ⅱ4

115

Ⅱ6

Ⅱ7

Ⅱ8

Ⅱ9

120

121

125

BI

第37表

遺物MO

ブロックフb出土石器観察表

図NO.大グリノド北南西東屑

AF11 944 778 Ⅱb

AG11 451 787 Ⅱ b

213 AG11 324 725 Ⅲ

AF11 830 284 1V

217 AFⅡ 834 287 1V

210 AF11 849 313 V

215 AFⅡ 949 333 1V

218 AF11 95 426 Ⅲ

AF11 970 475 Ⅲ

204 AF11 889 583 1V

2仭 AF11 949 577 1V

5 507 Ⅱb216 AGⅡ

2 491 Ⅲ207 AG」1

208 AG11 58 439 Ⅲ

221 AGH 122 434 V

220 AGⅡ" 534 1V

206 AG11 133 508 Ⅱb

214 AGH 53 583 Ⅳ

203 AG11 83 625 Ⅲ

205 AG11 109 612 Ⅲ

212 AG11 101 654 Ⅱa

AG11 106 661 Ⅱa

2Ⅱ AG11 288 460 Ⅱb

AG12 213 6 Ⅱ a

AGⅡ 104 662 Ⅲ

AFH 857 228 Ⅲ

ブロック8出士石器観察表

図NO.大グ,bド北南西東塀

237 AE12 380 661 Ⅲ

232 AE12 433 495 Ⅳ

230 AE12 423 498 Ⅱb

240 AE12 532 495 Ⅲ

222 AE12 544 468 Ⅳ

224 AE12 580 580 Ⅱb

239 AE12 521 602 Ⅱb

236 AE12 542 478 Ⅱa

235 AE12 7弱 546 Ⅱa

238 AE12 709 540

AE12 570 385 1V

230 AE12 562 376 1V

225 AE12 476 413 Ⅲ

228 AE12 545 298 Ⅱb

223 AE12 515 329 Ⅱb

AE12 430 324 Ⅲ

AE12 485 171 Ⅱb

227 AE12 608 115 Ⅲ

226 AE12 715 郭Ⅲ

AE12 605 612 Ⅲ

229 AE12 790 490 Ⅱ

AE12 860 170 1

分頬 最大長

9.3

9.0

76.2

53.フ

最大幅

6.4

4.2

45.6

13.9

71.390

71.430

フ」.340

71.137

71.128

71.037

71.168

フ].194

フ].223

71.115

71.148

71.398

71.305

71.265

70.97フ

71.200

71.396

71.066

71.373

71.355

71.605

71.547

71.428

71.575

71.292

71.396

分傾 最大長

29.5

56.3

28.3

63.フ

118.3

45.1

96.2

」17.フ

10.9

39.0

103.5

43.5

52.5

41.8

16.0

35.6

39.6

58.5

70.8

40.2

38.5

27.0

47.0

40.1

16.5

68.4

1.9

1.フ

8.0

4.6

重量(g)

0.09

0.06

27.6

2.45

最大幅

20.1

18.8

22.0

41.2

28.5

33.0

36.1

30.6

フ.0

20.5

46.9

27.」

33.9

17.フ

10.1

8.1

18.8

17.9

18.5

14.8

15.5

20.4

24.1

28.1

9.6

29.9

厚さ

4.3

フ.3

5.6

9.4

8.2

6.フ

10.0

10.2

2.4

5.0

10.0

5.4

6.0

4.9

3.8

6.2

3.8

5.3

4.9

4.3

3.6

5.0

8.3

6.4

5.4

フ.フ

母岩被熱

重量(g)
1.65

6.15

3.41

20.6

32.1

8.8

32.8

25.2

0.1

2.84

50.9

5.68

B.2

3.23

0.57

1.39

2.24

5.02

6.38

2.29

1.52

1.29

8.5

5.48

0.4

13.2

破損

破損

元形

元汗3

破損33

母岩

15

28

イ肺

被才曳 破摸

破損

破損

破損

破損

珪貞

珪頁

珪頁

珪頁

チヤ

雄頁

珪頁

珪頁

玉倣

能頁

珪頁

此頁

1上頁

珪頁

玉髄

珪頁

珪頁

珪頁

凝灰

珪頁

珪頁

備

H

33

破偵稜形成

13

標 10」

71.508

71.310

71.495

71.409

71.257

71.559

71.575

71.666

71.323

71.723

71.349

71.344

71.459

71.596

71.610

71.336

71.628

71.417

71.502

71.548

71.579

71.739

破損

破損

破揮

破損

破損

元形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

7じ形

完形

破損

分畑 最大長

21.2

71.6

73.2

22.9

83.2

43.5

22.9

51.フ

28.フ

30.1

38.6

73.0

69.1

57.1

61.9

66.8

26.3

42.3

19.9

21.2

66.4

73.1

39.0

83.フ

105.4

33.5

最火幅

6.5

15.3

46.4

14.6

21.8

19.0

19.1

20.1

13.フ

9.フ

13.フ

51.6

18.0

35.2

19.2

12.6

11.2

27.フ

14.5

10.3

27.1

」フ.3

33.5

30.1

24.0

27.8

単

15

4.6

5.5

フ.4

2.8

4.2

3.6

4.8

6.8

4.6

4.8

3.8

5.6

4.9

8.5

3.8

3.2

2.9

フ.5

5.8

2.8

8.0

6.5

9.0

13.0

11.0

6.1

玉量(9)
0.59

3.92

31.8

0.84

フ.21

3.03

1.31

5.8

1.32

1.2

1.68

21.8

4.43

19.フ

4.4

2.78

0.84

8.21

1.41

0.フ

15.フ

6.03

9.57

25.0

20.9

3.73

石材

AE12

AE12

AE12

被空典

23

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪貞

珪頁

珪貢

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

破損

元形

完形

破損

元形

破損

破損

備

稜形成71.252

71.398

71.08

元形

破損

元形

破損

破損

破損

元形

破損

破娘

破損

破損

破損

破損

元形

破損

破損

破損

完形

破損

21

27

母岩

允形



第38表ブロソク外出土石器観察表

遺物＼0.図NO.ノ、グリノド北i村 i川束屑

113 244 AH5 485 994 Ⅱa

191 247 AE5 310 594 Ⅱb

198 241 AE5 134 698 Ⅱb

212 243 AD5 873 598 Πa

369 251 AD5 847 380 nb

小1 574 Ⅱb6」1 245 AG8

64」 249 AF7 920 805 Πb

1080 248 AF11 636 839 Ⅱa

1087 246 AF11 891 162 Ⅲ

1200 250 AF12 489 22 Ⅱb

第39表ナイフ形石揣属性表

1゛-1い"・'", 火

基都冶

Ia D V 認.1 2.、1 ;317.080.0

Ia-1 D V 30.7 1.3 7015.564.5

Ia-2 D 18.4 1.7 8055.0 17.0

r a -1 D 5.S 】.5 659.580.0

Ia-2 D 20.4 1.5 6016.522.55

D Υ 30.、 4.2 80Ia20.056 43.5

Ia D 、' 9.8 2.7 6557 15.580.5

Ib D 18.6 3.8 80Π.558 42.5

D 、' 17.5 」.0 おIa15.553.559

D 0 3.2 お

標高分M

69.566 KN

70.730 BU

70.633 KN

70.476 KN

70.N9 B S

71.249 B U

71.20O B S

71.657 B L

71.390 BU

71.603 B S

B 3 -94

B 3 -132

B 3 -'11

B 3 -126

B 3 -30

B3-1U

B 3 -151

B3-10

B 3 -115

B 4 -5

B4 -26

B 4 -25

B 5 -81

B5一幻

B ふ一73

B7 -51

B 7 ーフ1

B 7 -50

B 7 -30

B 7 -68

B 7 ー'11

B 7 一Ⅱ6

B 7 -107

B 7 -117

B7-1N

B8-5

B8 -16

B 8 -6

B8 【13

B外一 198

B外一 H98

B外一212

B外一113

村和

?、採、

衣採 3

衷採4

ム採5

嚴大長

80.8

76.1

69.1

38.3

51.2

86.9

46.3

90.2

61.3

34.6

D N.2 2.フ 75

址火11川埠さ

26.5 6.0

39.フフ.5

19.5 3.0

14 5 3.2

29.2 12.9

34.5 5.4

21.3 10.3

23.8 5.6

27.1 12.1

15.0 6.フ

DΥ 16.1 3.3 75

241 69.5 19.0

242 37.5 巧.5

243 38.1 14.0

244 80.5 21.0

252 50.0 14.5

253 65.5 15.5

Ia-1

Ia-1

Ib

Ia-1

[b-1

Ib

D 0 2.085

重呈(q)石材

Ⅱ.3 "頁

18.9 H頁

3.5 υ;ι紋

1.59 貝7;

10.5 nti

21.6 貝イ_1

8.1 鉄石

11.4 1110

15.3 Hfl

3.07 1上貞

DY J2.9 」'1 80

D、' 27.2 2.1 80

D 17.7 1.3 涌

D 、' 3! 1.1.3 80

D、' 0 2.2 85

D X' 26.6 2.2 85

DΥ 21.↓ 1.3 80

D 】1.6 3.8 85

D 3!. H.↓ 75

D 16 7 3.5 65

V D 30.8 5.5 90

254 49.5 16.5

D V 29.0 4.7 80

D O ?.370

D 37.2 !.フ 75

DΥ卯.2 3680

D 15.3 3.t 60

D 27.0 3.2 75

D 】8.7 3.8 75

Y D 帥.9 7.8 80

D 20.9 '.1 83

D 17.0 3.2 即

255 49.0 14.5

256 52.5 18.5

V 旧石器時代の嗣査

D 13.2 2.2 73

八

Ib-1

Ia-1

Ⅲ

[b-1

Ia

D 13.7 1.0 75

D !!.7 1.4 70

母岩

D 3.8 0.フ 70

D 20.レ1.2 80

DV 23.」 2.6 ;0

加

D Υ 12.2 2.9 55

D 28.8 2.1 75

D V 27.5 8.2 80

36.0

69.5

D 3!.8 4.」 80

D 31.9 30 75

D 32.3 2.7 90

D 8.6 2.8 75

D 33.2 2 0 印

D 31.9 3.0 73

D 36 3 3.0 75

D 9.6 2.1 83

8'1

D 6.3 1.985

98

15.0

16.5

11.5

20.5

(ガ向

亢

48.0

99

79.5

100

34.0

Ⅲ

Ib-1 D ]1.62.260

[ a-1 D、' 3ふ.8 3.2 80

Ⅲ

D コ 3.170Ib

I a -1 DΥ 29.3 5.フ 70

Ia D Υ 21.7 ↓.7 60

Y 11.1 2.1 80Ia

Ia D 」フ.8 2.1

仏

Ia

Ia-1

154

14.5

155

16.5

91.0

156

157

10.5

18.5

揺.5

18.5

!58 31.5 18.5

159 d9.0 19.0

17.5

15.5

、' D 】0.フ」.1 60

'皿■皿
囲■■■■■■
四■■■■囲■
医■■■■
■固■■■囲■
囲■■■■■■
■■■■■■■
囲■可■■■■
■■■■■■■
囲■■■■冒■
■■■■■■■
■回■■■因■
困回■■■
■■■■匪田■
■国皿■■
閥■■■■
■■■■因■
■■■■囲■■
四■■■■■■
囲■回■■■■
■■回■■■■
四■■■■■

■■
■■皿■■
■■■■■
■回■■■■■
■■■■■■■
■■■■■■■
囲■■■■■■
囲■■■囲匪■
■■■■囲■
■厨回■■■■
囲■■■■囲■
■■■■■■■
■■■■■因■
■田駆■■
■団■■■■■
困■■■■■■
■■囲■囲■■

11.5

10.5

203 71.0 18.5

D I.2 0.7 儒

、, D 30.1 5.2 75

D 16.0 3.3 85

D Ⅱ.8 2.2 75

D 】9.1 1.3 70

D I0.] 1.7 備

Υ 22.8 5.9 105

204 38.5 15.5

205 40.0 14.0

206 39.5 18.5

222 83.5 21.0

D 6.3 2.6 70

D ゜ 3.880

DV 23.2 1.1 75

D 15.」↓.」フ.5

、' 0 9 880

D 19.5 ?.8 85

V 13.7 4.'1 80

D 18.2 3.9 80

D 給.5 5.8 70

223 52.0 16.5

224 43.0 19.0

225 69.5 15.5

D V '12.2 5.0 85

DY 19.引.9邪

」
Ⅱ

'
揣先

さ長

一
.
L而右ー

"
L
"

2
 
3
 
4

Ⅱ
 
1
 
Ⅲ

貌
部



第40表彫刻刀形石器属性表住)

遺物番号図番号長さ

B3 46

B 3 -143

B 3 -43

B 3 -107

42.5 22.5 1

62.5 26.5 1a

45.0 20.5 1

60.0 25.5 Ⅵ

B3 96

B 3 -34

B 3 -37

B 3 -89

B3 134

B 3 -142

B 3 -45

B 3 -145

B 3 -フフ

B 3 -72

B 3 -42

分類
置■■■■■■打面
■■亜■■■■
因■■■■■■郎
因■血■■■■腹調
■■■■■■■獣
Ⅳ■■■■■■■背調
"■■血■■四■舗
1 ■■■■■■■郎
m 因■■■■四■馴如
,ま■■■■■■郎
1ボ■■■■■■腹調
■血■■■■延
1 ■■■■■■■際
咽■■■■■■■
"■■■■■■■帰
"因■■■■■■湖
,■■■■■■■卿
"■■■■四■■^
Ⅶ■■■■四■■無
■■■■■■■
■ ■■■■鰯整
■ ■園■■
'因■■■■■■憾
リ■■■■■■■呼
m ■■■■回四■.、樋
1 四■■■■■■峡
1 ■■■■■■■腹調
1 ■■■■■■■腹調
"目■■■■■■翻
Ⅳ困■■■■■■靜
"詔■血■■■■翻
1 囲■■■■■■腹調
取■血■■血■■樋
,詔■詔■■■■婦
Ⅵ四■■■■血■樋状
■■■■■■■舳油
■■■■■■■嬬小
■■■■■■■卿
■■■■■■■無
■■■■■■■腹調
■■■■回■■憾
四■■■■■■腹調
臣■■■■■■腹調
"匝■■■■圃■^
1末"■■四■■腹調
1 ■国■■■■■腹調
1 ■■■■血虜■卿
Ⅶ因■回■■■■^
1 因■■■■■■憾
,四■■■■■■卿
1 ■■■■■■■鄭
1 因■■■■■■婦
1 ■■■■鬮■■懐

位膨刻刀面数彫刻刀面刃角彫刀面

60.0 25.5

62.0 26.0

91.5 34.5

フフ.0 33.0

39.0 23.5

36.5 24.5

90.0 27.5

60.5 49.0

67.5 25.0

41.5 19.5

38.5 17.5

78.5 37.5

69.5 26.0

68.5 32.0

48.0 19.5

111

21.5 3.5 65 D

17

B 3 -130

18

19

B 3 -33

B3 95

B 3 -128

B 3 -150

B3-9

B 3 -124

B 3 -111

B 3 -47

B 3 -53

B 3 -15

B 3 -108

B 4 -23

B 4 -19

B4-3

20

21

基

22

左

Ⅱ2

立11

D

42.0 22.0

72.0 30.5

46.0 15.5

フフ.0 27.5

? 5.6 65

加

50.5 16.0

DV ? 4.6 80

工

45.5 23.5

90.0 28.0

78.5 20.5

18.5 22.5

25.5 」6.5

46.0 28.5

17.0 11.5

52.5 39.0

27.0 23.0

46.5 14.0

72.5 36.5

右

D ? 3.9 80

打
備老

B 4 -24

85

86

DV ? 5.6 65

B 4 -13

16.2 5.4 70 V

D V 43.2 5.0 85

B 4 -20

B 5 -51

89 73.0 42.0

D

90 56.5 18.5

101 60.5 29.5

B 5 -97

? 3.9 65

B 5 -70

B 5 -57

B 5 -82

B5 10

102 71.0 22.0

19.0 4.4 95

103 74.5 39.0

104 66.0 16.5

105 59.5 41.5

106 61.5 58.5

107 51.0 25.0
B 5 -47

B5-9

B 5 -45

B 5 -69

B 5 -198

B5-1

17.5 6.7 85

21.5 3.0 70 D

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
囲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

V

盲
田

6
 
7
 
8
 
9

0
 
」
 
2

3
 
4

巧
玲

3
 
4
 
0

2
 
2
 
6

田
能
郁
融
閃
舶

1
Ⅶ

釘
認

1
Ⅶ
1
ー
ー
ー

鵬
蜘
山



第41表彫刻刀形石器属性表(2

遺物番号図番号長さ

B 5 -30

B 5 -12

B 5 -フフ

B 7 -15

B 7 -85

113 48.5 20.5

1」4 57.5 26.5

115 76.5 44.5

160 47.0 19.0

161 80.5 27.0

162 63.5 40.5
B 7 -20

分類

B7-8

B 7 -67

B 7 -66

B 7 ーフ8

B 7 -18

B 7 -88

163 98.0 25.5

164 63.5 30.0

165 82.5 21.5

166 29.0 18.5

」67 23.5 15.5

169 22.5 19.0

170 64.0 35.5
B 7 -52

B 7 -49

B 7 -87

B 7 -86

17」 65.5 21.0

172 63.0 21.0

173 60.0 30.0

174 40.5 18.0
B 7 -25

B 7 -92

V 旧石器時代の調査

左

D V 40.4 3.5 70

基

B 7 -57

乱

B 7 -12

B7 132

B 7 -UO

B 7 -111

B 7 -108

B 7 -103

B7 120

B 7 -118

B 7 -82

B 7 -115

B 8 -20

B 8 -19

B 8 -15

B 8 -22

B外一661

B外一10釘

B外一191

B外一638

表採6

表採7

表採8

表採9

表採10

表採Ⅱ

表採12

表採13

表採N

表採15

175 48.0 17.5

176 46.5 23.0

D 19.3 7.2 85

加

43.3 27.フ

37.0 19.0

31.0 26.5

45.5 22.5

39.0 33.0

50.9 32.2

工

右

40.5 36.5

75.5 41.0

52.5 34.0

41.0 14.5

103.5 43.0

45.5 33.5

46.5 23.0

38.5 13.5

28.5 19.5

58.5 17.5

19.5 13.0

40.6 27.5

57.5 33.5

66.5 26.5

87.0 34.0

62.0 27.0

76.5 39.0

39.0 21.0

390 18.5

45.5 26.0

49.5 20.5

47.0 26.5

打

208

209

210

備考

D V 27.6 4.0 70

Ⅶ

2U

D 25.2 2.9 75

D V 34.7 2.8 60

D 30.4 3.6 65

257

258

259

260

261

262

V 21.8 7.0 85

■
■
■
■
■
■
冒
■
■
囲
■
■
■
■
■
■
■
■
囲
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
圃
■
■
■
■
■

D

面
面

刀ノ
ノ
ノ
丁

調
調
調
状
朋
調
調
訓
調
調
調
調
調
調
調
調
調
調
調
調
調
調
調
加

調
調
状
嗣
烱
調
調
調
調
調
調
調
状
調
調
調
調
調
調
調
状
調
調

背
腹
^
杣
背
腹
腹
腹
腹
腹
腹
腹
腹
延
腹
腹
背
腹
腹
腹
腹
腹
腹
背
背

^
慢
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
円
^
^
^
^
^
^
^
^

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

^
^
■
^
■
.
、
盟
囲
囲
囲
囲
囲
盟
冒
盟

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
四
血
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
血
■
血
■
■
■
■
■
■
■

■
血
■
■
■
■
四
血
■
■
■
■
■
■
■
■
.
■
■

■
■
■
醒
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
■
■
皿
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■
■

■
因
因
因
■
■
田
■
■
囲
因
■
■
■
■
■
■
四
■
田
因
因
囲
因
■
因
因
■
■
■
田
■
因
囲
因
■
■
■
因
囲
因
■
■
因
囲
因
邑
■
因
四
因

氾
犯
犯
鄭
勿
鄭
卿
獅
猫
川

メメ

D

盲
山

ー
ー
Ⅵ
1
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ⅵ
Ⅱ
V
1
ー
ー
V
Ⅳ
Ⅵ
Ⅳ
1

0

血市

鄭
蹴
獅
猫

D

V
 
1
 
1
 
Ⅲ
 
V

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ⅱ
Ⅶ
Ⅱ
1
^
ー
ー
ー
ー
ー
ー

V
Ⅳ

m
舵
町



2 j亘 物

第42表石刃観察表

遺物番号図番号剥雜長剥跳幅

B 3 -93

B 3 -74

B 3 -22

B 3 -32

B3 20

B 3 -75

B 3 -36

B 3 -18

B 3 -82

B 3 -23

B 3 -87

B 3 -26

B 3 -84

B 3 -85

B 3 -86

B 3 -123

B 3 -55

B 3 -71

B 3 -16

B3-8

B 3 一Ⅱ0

B 3 -58

B 3 -60

B 3 -12

B 3 -24

B 4 -15

B 4 -14

B 4 -11

B 5 -22

B 5 -43

B 5 -41

B 5 -80

B 5 -85

B 5 -44

B 5 -95

B 5 -42

B 5 -13

B 7 -36

B 7 -126

B 7 -43

B7-3+5

B 7 -24

B 7 -104

B 7 -109

B 7 -102

B 7 -105

B 7 -101

B 8 -3 +12

B8-2

B 8 -27

B外一1089

平坦

山1,.

凸

山型

平坦

分

52.0 19.3 Ⅱ

類

30

幅

16.1

10.4

打

31

33

厚さ神類

5.8 調整

3.0 調整

34

35

血

230

232

234

3.5 1.6

形状

9.1 4.5

6.6 3.5

45.8 10.7 Ⅲ

6.5

8.8

13.2

18.6

17.8

6.0

フ.4

9.8

U

71.4 16.6 Ⅱ

」05.2 22.0 Ⅱ

調整

コ'1整

調捗

司司,キ

訓整

複剥

調整

調整

調整

訓整

剖雜

調整

剥蹴

調整

削離

剥離

IJ乱,キ

調,主

複剥

朋整

自然

5.7 2.フ

LI

16.4 6.8

15.6 6.8

1.6 1.9

18.8 7.54

径

不明

1.フ

バルブ

平扣

乎扣

凹

平坦

平坦

1.3

","四■口■■困^雛加'
.回■■■■■■地
.回■回■■■回地
.回■回■■■■
.回■■■■■■卯
.回■■回回■■鄭
.回■■■匪■■血
回■回回■■■
回■■回■■■
回■■回■■■ 96

0■■回冨■■
,0■■■■■回"
.回■■■■回■"
.回回回■■■■"
.回■回■■■■川
回■■■■■■ 93

回■■回■皿罰
回■■■■回回 99

0■回■■■■
回■■■■■■
回■■■■■■
回■■■■■■
回■■■■■■
回■■■■■■ 123
■回■■■■■ 101

回回■回■■■
回■■■盟■■
回■回■■■■
回■閥■■■■
回回■■回■■
回■■■■■■
.回■回匪■■回
.回■回■■■回"
回■■■回■回 Ⅱ4
回■回回■■■
回■■■■■回 Ⅱ2
回回■■■■■
回■■■■■匪 109
回■■■■■■ 91

回■■■■回■ 102
回■■■■■■
回■回回回■回
回■■■■■■
回回■回■■■
回■■■■■■
回■回■■■■
回■■■■■■
回回■■■■■
回■冒■■■■ 94

回■回■■■■
回■回■■■■
回■冒■■■■

26.3 20.4 Ⅱ

31.0 14.6 1

62.1 33.6 Ⅲ

背面枇成

9.8 4.8

15.8 5.8

不明

不明

不明

1.4

不明

41.5 15.2 Ⅱ

9.8

2.0

12.2

点状

11」型

平坦

15.フ

り貞

不明

111翌!

5.9

5.8

17.3

6.0

不明

91

LI

22.3 20.3

山型

平胆

平坦

不明

不明

1.3

43.6 17.6

Ia

Ia

凸

平扣

平扣

1_1

平坦

4.2

12.3

76.5 22.5

117

1.5

14.4

13.フ

不明

不明

不明

不明

不明

不明

木明

不明

不明

不明

不明

Ib

Ⅱ

4.2

14.5

13.0

6.6

71.2 16.5 Ⅱ

平坦

Ia

Ia

不明

1.8

山!L

平坦

'、,1犬

山型

Π

平担

平坦

凸

平扣

凹

山型

平坦

稜形成

3.フ

74.0 11.5 Ⅲ

48.5 25.5 1

32.5 12.0 Ⅲ

]2.0

劉雌

剥蹴

4.3

6.フ

Ia

4.4

調整

ι11航

調宝キ

ι11航

1.4

1.4

不明

78.5 35.1 1

4.3

2.1

12.3

Ⅱ.5

」フ.6

22.8

フ.フ

16.5

平坦

平坦

稜形成

187

73.5 18.5 Ⅱ

79.5 22.5 1

1.4 剥航

1.2 剥離

フ.8 調整

3.5 調整

8.9 調整

6.8 調整

4.5 調整

5.1 調整

4.2 調整

1.4 剥誹

4.4 調整

3.9 調整

5.5 調整

9.4 剥離

2.5 剥籬

4.1 調整

4.4 調整

215

216

217

平坦

不明

0.9

1.1

不明

不明

貞状

218

」18.5 28.5 Ⅱ

1」フ.0 41.5 1

Ia

Ⅱ

1.1

考

旦
Π
一
伏

平
平
占

釣
凱
舛

凸
凸
凹

Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅱ

n
L

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅱ
Ⅲ
Ⅲ

部
闘
鮖
蛤

Ⅱ
Ⅱ

整調

Π
一
坦
旦

平
平
平

Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
 
1
 
Ⅱ

b
 
a
 
a

ー
ー
ー

Ⅱ
Ⅱ

5
7
8
9

2
2
2
2

8
 
9

3
 
3

1
位
Ⅱ
1
1
Ⅱ
1
ー
ー
ー
ー
ー
Ⅱ
1

此
賜

4
7
8
9
0
1
3

4
6
6
6
7
フ
フ
4
 
5

フ
フ

5
0
1
4
6
3
8

5
1
4
3
2
5
1

S
 
S
 
S

2
 
3

9
 
9

山
山
翊
地

S
S
S
S
F
S
S
S
S

2
 
2

9
 
8

9
7
2
5
5
7

6
3
2
1
5
0

畷
咽
怖
喫
矧
蜘
劇
畷

S
S
S
F
S
D

a
 
b
 
a

ー
ー
ー
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第Ⅵ章縄文時代草創期の調査

上ノ平遺跡C地点で検出された縄文時代草創期の遺構は 5か所の遺物集中地点(以下ブロ'"ク)である。

これらのブロックは西地区の AD~AH-5 ~ 8 の範囲に分布するプロック 1・ 6 ・10・ H、東地区の AH

Ⅱにあるブロック 9 である。ブロックの名称は発掘時のものをそのまま用いたが、ブロックⅡは遺物整理

の段階で新たに設定したものである。西地区の4か所のプロックの間では母岩の共有関係、接合資料か言忍

められ、これらは同時に形成されたと考える一方、ブロック 9とその他のプロツクとの間にこうした関

係は認められない。

ブロック 1(図版42)

AF6 ・ 7 の南寄りに位置し、石器661点、礫 1点の多量の遺物で構成され、剥片、チツプが多く、接合

資料が存在することから、剥片生産を中心とした石器製作が行われていたと考える遺物は南北10m、東

西 8 mの範囲に分布するが、特に AF6 -10・15、 AF7 -6・11の径3 mの範囲に集中する。ここが、剥

片生産の場であった可☆謝生が高い遺物は、約70伽の上下差を持って出土したが、Ⅱa~Ⅲ層から出士し

たものが多く、大型の剥片類や石核はⅢ層から出士したことから、生活面はⅢ層上部にあると考える

このような遺物の出土状況から縄文時代草創期のブロックは旧石器時代のものよりも層位的に上位にあ

るというのが発掘時からの所見であったが、本遺跡ではⅢ層の層厚が10~15mであることを考慮すると必

ずしも明確であるとはいえない

プロック 6 (図版43)

AF、 AG-5 に位置し、石器57点で構.成される出土遺物の大半が母岩6 の剥片であることから、母岩

6 の剥片生産を中心とした場であったと考える南北5 m、東西6 mの範囲に分布するが、 AF5 -22'

23付近の南北3 m、東西2.5mの範囲にまとまりがある遺物は約50cmの上下差を持って出土しているが、

Ⅱb層から出士したものが多く、出士遺物の下限はⅢ層である。

ブロック 9 (図版44)

AH12の北側に位置し、石器120点、礫1点で構成される。出士遺物の大半がチツプで、石器製作によっ

て形成されたものと思われる。遺物は約50伽の上下差を持って出土したが、Ⅱb層から出士したものが多

い。平面形は径2mのほぼ円形を呈すると思われるが、南半分は平成3年の確認、トレンチに切られていた

ブロック 10(図版45)

AD8 に位置し、石器7点で構成される遺物は約50cmの上下差を持って南北4m、東西2 mの範囲か

ら出土したが、その密度は極めて低い。出士層位はⅢ層のものが大半である

ブロック11(図版45)

AH6 に位置し、石器5点で構成される AH6 -7杭の北で4点、その北東約3 mで1点出土している

遺物の上下差は約20伽と少なく出土層位はⅡa層か'1点、Ⅱb層が4点である

構

Ⅵ縄文時代草創期の調査

遺



2 遺 物

上ノ平遺跡C地点から出士した縄文時代草創期のものと考えられる遺物は石器だけである。

2

縄文時代草創期の石器は、尖頭器(未成品を含む)、彫刻刀形石器、二次加工ある剥片、石刃、両面加工

石器、石核、剥片、チップに分類した。これらの石器はいずれも少量の出土であり、これ以上の細分は行

わなかった。また、彫刻刀形石器、二次加工ある剥片、石刃、剥片、チップの定義は旧石器時代の石器と

同じであり、ここでの説明は省略する。

尖頭器

剥片や礫を素材とし、連続的な加工によって尖頭部が作出され、平面形が木葉形、柳葉形などを呈する

石器を尖頭器とする。

両面加工石器

厚手の剥片や肩平な礫を素材とし、表裏両面のほぼ全体に渡る加工によってある一定の形状に仕上げら

れた石器を両面加工石器と呼ぶ。石核との区別が問題となるが、ここでは剥籬面の規則性を重視し、平面

形が楕円形で断面形がレンズ状ないしD字状のものを両面加工石器とした。

石核

最終剥離面がネガティヴな剥離面で、その大きさ、規則性などから刃部を作出するための調整と判断さ

れなかった石器を石核とする。

A分

物

類

B

①石器各説の方針

石器各説

ブロツク 1・ 6 ・10・11から出士した石器は後述する母岩の共有状況、石器の接合関係などから同時期

に形成されたものであることは確実である。また、トゥールの割合が少ない。そこで、まずトゥールと石

核をブロツクごとに説明し、母岩別資料の概要を説明した後、接合資料を説明する。剥片は接合資料のも

のを中心に図示した。

遺物観察表にはブロツク出士石器を掲載した。また、剥片属性表は接合した剥片で計測可能なものを掲

載した。観察表、属性表の計測基準は第5図のとおりである。遺物番号は発掘調査の遺物取り上げの際に

つけたものである。縄文時代草創期の石器組成は第43表、石材組成は第44表のとおりである。

(2)ブロック 1 出士石器(図版47・48、写真図版147.148)

ブロツク 1からは石器660点、礫1点が出士した。石器組成は第45表、石材組成は第46表のとおりである。

尖頭器(4 ・ 5 ・ 6、実測番号以下同じ)未成品を含め 3 点出土した。 BI -312(遺物番号、以下プロック番

号省略)は両面加工の尖頭器で、石材は黒曜石である。夾雑物を原因とする折れで先端側を欠損するが、

完形時は細身の木葉形を呈していたものと思われる。基部側には樋状剥雜が認められ、使用等による欠損

であろう 616は錯交剥雜によって調整されたもので珪質頁岩製である。剥片を素材とし、左側縁の主要

遺



第43表縄文時代草創期石器組成表

ブロックNO.尖頭器彫刻刀両面加その他

5

10

Ⅱ

外

表採等

升

石核

7

8

第45表ブロック 1石器組成表

母岩NO.尖頭器彫^1切その他石核

石刃

誕

2

剥片

497

32

14

チップ

Ⅱ3

21

103

5

礫

7

Ⅵ縄文時代草創期の調査

第U表縄文時代草創期石材組成表

石材部石器礫合計

珪質頁岩 292 292

608608

47

661

57

121

45

604

12

249

10

石刃

7

10

6

3

16

57

924

85

661

剥片

103

32

98

95

75

2

チップ

16

9

37

H

193

剥離面と右倒俳象の背面にブランティング状の調整力所包され、小型で木葉形の器形に仕上げられている0 調

整は両側縁の緑辺のみに認、められ、素材の背面、主要剥離面、打面を残している 679は凝灰岩製の尖頭

器未成品である。背面左側縁に自然面を残した剥片を素材とし、背面右側縁基部側と主要剥離面の両側縁

に調整が施されてぃる基部側半分を背面からの折れ面で欠損するが、この折れ面は製作時に生じたもの

であろう

彫刻刀形石器(フ) 1点出士した。 325はチャートの石刃を素材とし、両端に刃部が作出されている0 先

端側は先端左の背面への二次加工を打面として右側縁に2条の樋状剥離が施され刃部が作出されている0

彫刻刀面と主要剥雛面のなす角がほぱ直角で彫刻刀面と背面との稜線には顕著な微小剥雜痕か認、められ

る。基部側の刃部は、左1条、右2条と両側縁に樋状剥雜が施され彫刻刀面が作出されている0 」れらの

彫刻刀面を切る素材を切断するような背面へのノッチ状の調整が認、められるが、新たな樋状剥雜のための

キ丁面かもしれない。

二次加工ある剥片(石刃X8~10) 5点出土し、 3点図示した。 169は小型の石刃を素材として左但妹象打面

側と先端の主要剥雜面に調整が施されてぃる。被熱しており、左側縁先端の背面を焼けはじけで欠損する0

頁岩製である。485は珪質頁岩の石核を素材とし、最終剥離面の末端側に施された調整によって厚手のス

クレイパー状の刃笥仂ゞ作出されてぃる 544は背面と側面に節理面・自然面を残す厚手の剥片を素材とし、

主要剥離面の右側縁に平坦で連続的な調整が施されている。施されている調整か尖頭器の調整に似ている

ため、尖頭器の未成品である可能性もあるが、調整が部分的にしか認められず両面加工でもないことから、

2
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2 遺 物

尖頭器には分類しなかった。頁岩製である 0

石核(Ⅱ~13) 7点出土し、 3点図示した。522は両面体を母型とする石刃石核である。上端に打面調整

を施しながら石刃が生産されており、生産工程を示す良好な接合資料が存在する頁岩製である。533は

断面D字形の両面加工石器の可能性もあるが、実測図正面に示した縦長の剥片(石刃と呼んでもよいかもし

れない)が連続的に剥離された痕跡が認められるため、石核とした。後述するように剥離工程を示す良好

な接合資料が存在する珪質頁岩製である 541は珪質頁岩製であり、節理面が多く認、められていること

から、分割礫ないし大型の剥片を素材とするものと思われる。節理面を打面として打面転移・作業面転移

を頻繁に行いながら、幅広や縦長の剥片が剥雜され、甲高な亀甲状を呈する石核である。打面調整等も認

められない剥片剥雜を示す接合資料が存在する 632は珪質頁岩製の石核で分割礫ないし剥片を素材と

し、作業面の周縁で打面を横方向に移動させながら剥片か剥離され、その裏面に節理面を大きく残してぃ

る

121

(3)プロック 6 出士石器(図版46・48、写真図版147.148)

ブロツク 6からは57点の石器が出士し、石器組成は第47表、石材組成は第48表のとおりである。

尖頭器(1) 60は長さ27.omと極めて大型で柳葉形を呈する両面加工の尖頭器である。石材は流状構造

を持った無斑晶質安山岩で表面は風化が著しいきわめて大型の石器でありながら厚さはlmにみたず非

常に高度な製作技術をうかか'うことができる。また、同一母岩資料は他に全く出士しておらず、完成品で

搬入されたことは確実である。基部側を折れ面でわずかに欠損している。

両面加工石器(15) 1点出士した。34は珪質頁岩製の両面加工石器で片面に自然面を残してぃる左側

縁には削片状の剥片を剥雜した痕跡が認、められ、その後この剥離面の打面を取り去るような剥離が施され

第47表

母岩NO

プロツク6石器組成表

尖頭器 W妓11刀ナイフ両面加

単独

第49表プロック9石器組成表

母岩NO.尖頭器剥片チッブ礫

Ⅱ 2 7 49

12 5 40

母岩外 17

2 12 106

石核石刃剥片 チップ

0 0

第51表

母岩NO.

4

8

升

0

礫

ブロツク10石器組成表

石刃剥片計

23

計

58

45

18

121

第48表プロック 6
石材組成表

石材名石器

珪質頁岩 48

岩頁 8

無斑晶質
Z二、

57仁1

第50表プロック9石材組成表

石材名石器 礫 言

珪質頁岩Ⅱ8 Ⅱ8

頁岩

チャート

花崗岩

32

21

21

ブロツクH石器組成表
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2
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ている。

(4)ブロック 9 出士石器姻版46、写真図版147)

ブロック 9 からは120点の石器が出土し、石器組成は第49表、石材組成は第50表のとおりである。

尖頭器(2)出土した 2点は同一母岩の破片資料で、同一個体の可能性が高い。最も大きい破片である

22を図示する 22は両面加工の尖頭器の破片で、石材は珪質頁岩である形状から大型で木葉形の尖頭器

の一部と思われるが、ごく一部の破片資料であり確実ではない

(5)ブロック外出士石器咽版46、写真図版147)

尖頭器(3)流紋岩の横長剥片の周辺に平坦な両面加工で調整が施されたものである。調整は周縁のみ

であり素材の背面・主要剥離面を大きく残し、周緑を全周しないしたか'つて、両面加工の尖頭器の未成

品であると考える

C

①母岩の識別と分類

母岩別資料

Ⅵ縄文時代草創期の調査

草創期の石器はやや粗粒の頁岩や珪質頁岩を主体とし、模様などから母岩識別の容易なものが多かっ

た。特に、遺跡内で石器製作が行われていると思われる母岩 1~8 は、 1母岩あたりの資料'数も多い。手

掘り作業で出土した石器のうち748点を12の母岩に識別した。また、明らかに単独母岩資料と考えられる

石器か'7点ある。これ以外は、小破片であること焼けていることなどから母岩の識別に不確実さが伴う

母岩1~3は母岩の特徴が極めて似ており、特に小さい石器では母岩の識別が圈難であったが、それぞれ

の接合資制'と個々の石器を比較して母岩の識別を行った。各母岩の特徴は第54表、出士点数と母岩の分類

を第郭表に示した母岩の識別は、色調、模様、自然面の特徴、粒度、光沢などを参考にして行っメ'ま

た、遺跡内で行われた石器製作の工程によって各母岩を1~Ⅲに分類した。分類の内容、詔、定基準は前章

で示した旧石器の場合と同じである。

その結果、 12の母岩は 1類10母岩、Ⅱ類2母岩であり、母岩別資料748点のうち636点か'1類の母岩に帰

属してぃる。一方、単独母岩資料7点はⅢ類と考えられ、その多くはトゥールである。こうしてみると、

縄文時代草創期の石器は大部分が剥片剥雜を中心とした石器製作活動で生じたものと考えられ、わずかに

搬入されたトゥールが伴うというあり方を示していることがわかる

②ブロック問での共有状況

母岩 1.3.4.5.8 のブロック間での共有閧係から、ブロック]・ 6 ・10・11は母岩の共有レベル

での同a寺性が検証された(第56表)ブロック 1は母岩 1~10の母岩別資料748点のうち575点を占め、次項

に示す接合資料からも、ここが剥片剥離を中心とした石器製作の場であったことを示している。ブロツク

6は出士石器のほとんどが母岩6の資料で占められ、剥片等が多く出土していることから母岩6の剥片剥

雜の場であるといえよう一方、ブロック10・11は石器の出土点数は少ないしかも、出士石器における

母岩別資料の全てがブロック1と母岩の共有関係を持っことを考慮すると、ブロツク1から持ち出された

石器が使用などの過程をへて廃棄ないし遺棄された場と考えられる



2 遺 物

第54表各母岩の特徴(草創期)

母岩NO 岩石名

頁岩

頁岩
rj、1

頁岩
1ι1

ι」」

頁 ^

珪質頁岩
ι」」

頁 至吉

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪質頁岩

珪質頁岩

外

205 7105

粒度

粗

粗

粗

中

細

細

中

粗

粗

粗

細

中

S9

S I0

SU

S 12

灰オリープ

灰色・灰白色

灰白色

灰白色

灰白色

灰白色

褐灰色

灰黄褐色

にぶい黄糧

光沢 特 徴

灰色の斑点状の模様

灰色の斑点状の模様・にぷい黄褐色のしみ

灰色の斑点状の模様

灰色の筋状の模様がわずかに入る

暗灰色の筋状の模様

第55表各母岩の出土点数と分類

母岩NO.

SI

S2

S3

S4

S5

S6

S7

S8

S9

S I0

S 11

S 12

単独

計

尖頭彫却仞両面加その他

暗赤褐色の筋状の模様

灰色の斑点状の模様

45

中

なし

暗褐色の模様が入る

褐灰色の模様が入る

自然面の特徴

にぶい黄褐色で表面やめらか

にぶい黄褐色・灰色で2~3肌単位の凹凸

にぶい黄色・灰白色でゃやなめらか

浅黄色でなめらかだが3~10mの窪み、青灰色岩片

暗灰色でなめらか、灰白色でなめらか

浅黄褐色でなめらか

石核 石刃

10

10

剥片

109

33

104

96

75

23

13

2

15

2

チップ

16

9

38

Ⅱ

19

21

2

3

7母岩で9例の接合資料が得られたが、このうち主な7例を説明する。なお、模式図中のアルファベッ

トは作業面を、上下左右は作業面における剥片剥離の打面の位置を示している。

接合資料 1(図版54~60、写真図版149~153)

母岩1における剥片32点、二次加工ある剥片1点からなり、原石の形状がほぼ復元できる接合資料であ

る。原石は30.4XⅡ.5XⅡ.4Cmの四角柱状の礫で、下半部を除いて大半が復元された。 B面に図示した側

面は節理面、これ以外の側面は自然面からなる。接合した剥片の大部分はこの自然面、節理面を除去する

際に生じたもので、石核は出土しなかったので遺跡外に搬出されたと考える。

自然面・節理面の除去はまず A ・ B・ C面で行われた。 BI -617から BI -546までは稜線3 に沿って、

片面にっき 1~ 3回の剥離を繰り返しながら、 B面とC面の上半部の自然面.節理面が除去され、 BI

494からBI一脇0まで稜線2 に沿ってほほ交互剥離でA・B面下半部の自然面.節理面が除去されてぃ

る。また、 B6 -32に後続して、 E面の自然面除去も行われている。この段階で生じた剥片は、比較的横

長で厚手のものが多い。背面は自然面・節理面および主要剥雜面と同一方向の剥雜面で構成されてぃるこ

とが多く、複剥籬面打面を持ち、バルプが発達している。接合資料の後半は、おもにB面左側を作業面

としてゃや打面を固定しながら剥片剥離が行われている。これらの剥雜は、打面が固定的であること、剥

D

分類

第56表各母岩のブロック別出土点数

接合資料

母岩NO.

SI

S2

S3

S4

S5

S6

S7

S8

S9

S I0

SⅡ

S 12

単独母岩

計3

4

5755

6

486 2

9

し
し
し
し
弓
弓
し
し
し
し

な
な
な
な
弓
弓
な
な
な
な

色
色
色

調

白
白
白

色
灰
灰
灰

1
 
6
 
2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ

ー
ー

1
 
2

計

1
2
3
4

S
S
S
S

5
6
7
8

S
 
S
 
S
 
S

7
 
3

3
1
2
2 1

 
9
 
5

ー
ー

ー
ー

3
7

2
"

ー
ー

6
3
2
5
2
5
9
4
8
3
8
5
7
8

ー
ー
ー
ー
フ

7
 
2
 
6
 
3
 
2

ー
ー
ー
ー

2
0

9
 
0

4
 
4

W
5
Ⅱ
3

W
 
3
 
W
 
2

十
 
3
 
4
 
4
 
2
 
0
 
4
 
1
 
1
 
5

ー
ー
ー
ー
フ

9
 
6

5
4



片の升勿犬が整ってきていること、これらの剥片の中にブロック10に搬出されているものがあることから、

自然面・節理面除去に続く工程と考えられ、生じた剥片の中で形状の適したものが選択され使用されてい

ると思われる。あるいは、目的的な剥片を剥雜する段階といえるのかもしれない。実際、生じた剥片の中

に縦長のものや打面調整のあるものも存在する。中心部分は石核あるいはその母型として搬出されたと考

えるが、その形態は角柱状で長さ25Cmを越える大型の両面体であった可能性が高い

BI-513-BI0-1 ^BI-666

作業面 A上 BI-4印^印一61^BI-47フ

第9図縄文時代草創期接合資料2個体2模式図

,_側_印_.1"一仍1._則丁"一郷1._釧.,_御._,。_
・・・ 1
'、"ーー1:11器D左

E下

A
左

右 BI-466^BI-579^BI0-3^BI-525^BI-5刀^BI-489

工① BI-529^B-^ーーーー
B

面

Ⅵ縄文時代草創期の調査

BI-501^BI-481

.」、'、ー'、E下

接合資料 2 (図版62、写真図版154)

母岩2の剥片Ⅱ点からなる接合資料で、節理面で2個体に分割された後、それぞれの個体で剥片剥離が

行われてぃる個体1.2とも剥片は自然面および主要剥離面と同一方向の剥離面で背面が構成されてい

るものが多い。また、石核は出士しておらず、遺跡外に搬出されたものと思われる。

個体 1(図版63.64、写真図版154・155) 8 点の剥片で構成されている。 B I -64から B I -433まで稜線

1に沿って片面にっき数回の剥雜がA面とB面に繰り返され自然面・節理面が除去されているこの後、

A面では上下からBI-483.473が条幅隹された。最終的には、これらの剥雜による両面加工で仕上げられ

た石核が遺跡外に搬出されたと考えられる。

第7図縄文時代草創期接合資料1模式図

2

第8図縄文時代草創期接合資料2個体1模式図

個体2(図版65、写真図版155) 3点の剥片で構成されている。分割による節理面を作業面とする 3枚の剥

片が接合したが、石核は出土しておらず遺跡外に搬出されたものと思われる。

"1,_硴丁"ー"゜ー"一仍1._靭_._姻一._伽.一伽
上 BI-4給

左
右
左
右
左

A

B

C

作
業
面

右
左
左
C
D

作
業

作
業
面



2 遺 物

接合資料 3 (図版66~70、写真図版156・157)

母岩3 の剥片22点で構成される接合資料である。原石の形状がほぼ復元でき、 16.6×13.4×9.4mの亜

角礫であった。稜線1に沿って片面につき1~数回の剥離を繰り返しながら、 A面左半部、 B面右半部の

自然面が除去されている。この自然面除去が終了した段階での石核の稜線1の形状は石刃技法における稜

形成された稜線に類似するものであったと思われる。この工程で生じた剥片は、横長で複数の剥雜面によ

る打面、背面に自然面および主要剥雜面と同じ方向の剥離面を持ち、バルブが発達しているものが多い

BI-454は調整打面であり、この工程の初期の段階でも打面調整による剥離のコントロールが行われて

いた可能性がある。また、 A面右半部は稜線2からの剥雜によって自然面が除去され、 B面左には上面を

打面とした稜線3 に沿った縦長の剥片B外一225・BI-640が剥雜されている C面は上方からの連続的

な数回の剥雜によって自然面除去が行われているが、条幅隹面の切り合いからA・B面における自然面除去

のいずれかの段階に挿入されて行われたようである中心部分は石核あるいは母型として遺跡外に搬出さ

れたと考えるが、その形態は 1面に自然面を残して両面加工された石核で、石核整形と稜形成の終了した

石刃石核に類似したものであろう

Ig l-_、、、、、、、^'、、、'1'ーー1__1イ:-1-、、f' 1-ー
C 上 BI-587-BI-521 BI-519一印一557

②一B6-40-B外一225

上③C

接合資料4(図版71~79、写真図版158~16D

母岩4 の剥片33点で構成されている接合資料である。原石の形状がほぼ復元でき、 23.6×17.6×8.om

の肩平な円礫であった。原石右縁辺の稜線2 に沿った交互剥離によって BI-515と BI-192~BI-389

が剥離され、 A ・ B 面の縁辺付近の自然面除去が行われた(図版72・73)。また、左但11縁の BI -500も同様

の工程で剣隅隹されたものであろう。この段階で生じる剥片は、横長で背面の大部分が自然面に覆われてぃ

るものが多く、打面は単・複剥雜面のものが大部分であるが、初期の段階で創縞隹された BI-613.516は

自然面打面である BI-348以降は A・B面の中央付近の自然面除去およぴ石核整形が行われ姻版74

75)、稜線1に沿って片面 1~数回が剥離を交互に繰り返される。生じた剥片は、主要剥離面と同一方向

の剥離面と自然面で背面の構成されているものが主体である。中心部分は石核あるいは母型として搬出さ

れたと思われ、その形態は一部に肩平な円礫の緑辺を残した肩平な両面体であったと考える

BI-524一印一158

印一183

第10図縄文時代草創期接合資料3模式図

①
②
③

25B左
右
上

〔A
作
業
面
B



C 左 BI-500

BI-498

接合資料 5 (図版80、写真図版162)

母岩5 の剥片22点(接合の結果21点)と石核 1点で構成される接合資料であり、節理面で分割された後、

それぞれの個体で剥片剥離が行われている。

個体1(図版81.82、写真図版162)個体1 は、剥片 7 点、石核 1点で構成されているまず、 B面を作業

面、分割による節理面であるD面を打面として数点の剥片が剥離された後、 A面とD面を作業面として

剥片剥雜が行われた。A面には 1点、D面には3点の剥片が接合している A面の作業面の打面はD面に、

D面の作業面の打面はC面に固定されており打面転移は認、められない石核の作業面の観察からA面か

らは整った縦長剥片(石刃というてもいいかもしれない)が、 D面からはやや幅広な縦長剥片が連続的に創揺隹

されてぃたと思われる接合する剥片が少ないことから遺跡外へ搬出された可能性が高い

BI-231-BI-283

BI-548 BI-348

BI-389

Ⅵ縄文時代草創期の調査

第Ⅱ図縄文時代草創期接合資料4模式図

個体2(図版83~85、写真図版163・164)個体2 は剥片15点(接合の結果14点)で構成されている。主に石核

調整にかかわる剥片剥離を示す接合資料であると考えられるが、節理面が多く認、められるため、不規則な

剥雜が多くその解釈を困難にしている B面ではその上下を打面として4枚の剥片が接合している。生じ

た剥片は節理面を含む不整形なものが多い。一方、 D・E面を作業面として BI-71~38の剥片が剥雛さ

れてぃる打面転移が頻繁に行われ、剥片はやはり節理を含む不整形なものが多い。一方、 D面を作業面

とする BI-538.B6 -4 は節理も少なく比較的形も整っている。特に B6 -4 は分類上は石刃であり、

ブロック6 に搬出されてぃるこれは、原石のこのあたりに節理が少なかったためで、特に調整等によっ

て剥離がコントロールされてぃたわけではなく形状の整った石核調整剥片か貌1出され、あるいは使用され

てぃたかもしれないことを示す事例であろう。これらの、剥片剣隅隹の順序は BI -71~536が最も古く、

その後、 B面と D面を作業面とする剥片剥離、 BI -288・38の順で剥雜されたことがわかる最後に F

面を作業面として BI一Ⅱ3.586が条1揺隹された。個体2の中心部分は出士しておらず石核あるいはその母

型として遺跡外へ搬出されたと考える。

第12図縄文時代草創期接合資料5個体1模式図
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接合資料6(図版85、写真図版164)

母岩5 の剥片2点(接合の結果1点)と不定形石器1点で構成される接合資料である。剥片BI-2仭+B

1 -560が不定形石器 BI -485と接合し、接合面は BI -209+BI -560の主要剥雜面となっており、 B

1-485は石核素材の不定形石器である。 BI-209+BI-560の打面は節理による同時割れで欠損してお

り、また BI -209と BI -560への分割も節理による同時割れによるものである

接合資料7 (図版87、写真図版165)

母岩7の剥片3点、石核1点で構.成される接合資料である。それぞれの剥片が石核に接合しているが、

連続した剥離工程を示すような接合は認、められない石核の観察からも剥片剥雜は打面転移、作業面転移

の頻繁なものであったことか'うかがえる

第13図縄文時代草創期接合資料5個体2模式図

BI-551

BI-586

BI-133

BI-512

印一288 BI-38

第N図縄文時代草創期接合資料7模式図

接合資料8 (図版88、写真図版165)

母岩8の石刃 1点、剥片2点、石核1点で構成される石刃剥離の工程を示す接合資料である。石刃BI0

7か剥離された後、打面調整剥片BI-276と石核調整剥片BI-324が剥離されている。さらにこの後

に、 BI-276とそれに後続する]回の剥籬で調整された打面から石刃 1点が剥雜されている。石核は断

面がD字形を呈する両面体を母型とするもので、石核の裏面には大型の剥離による整形痕が認、められる。

接合資料1~4で遺跡外に搬出された石核の形状を示している可能性が高い。石質そのものも母岩1~3

に似ているが接合関係は認められなかった。

第15図縄文時代草創期接合資料8模式図
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第57表ブロック 1出士石器観察表a)

遺物NO.図NO.ナ、グリノド北南西東層

AF6 320 372 Ⅱb

AF6 413 423 Ⅱb

AF6 340 540 Ⅱb

AF6 350 585 Ⅱa

AF6 Ⅱ0 710 Ⅱb

AF6 170 725 Ⅱb

AF6 237 755 Ⅱb

AF6 380 672 Ⅱb

AF6 382 690 Ⅱb

AF6 450 632 Ⅱa

AF6 451 655 Ⅱa

AF6 457 687 Ⅱa

AF6 466 653 Ⅱa

AF6 473 釘3 Ⅱa

AF6 478 677 Ⅱa

AF6 486 580 Ⅱa

AF6 500 510 Ⅱa

72 ⅡaAF6 490

AF6 646 175 Ⅱb

AF6 530 522 Ⅱa

AF6 600 503 Ⅱb

AF6 547 554 Ⅱa

AF6 538 576 Ⅱa

AF6 郭4 607 Ⅱa

AF6 569 597 Ⅱa

AF6 561 615 Ⅱa

AF6 587 591 Ⅱa

AF6 509 654 Ⅱa

AF6 537 673 Ⅱa

AF6 504 667 Ⅱb

AF6 498 694 Ⅱa

AF6 503 704 Ⅱb

AF6 514 693 Ⅱb

AF6 578 703 Ⅱa

AF6 580 715 Ⅱa

AF6 606 695 Ⅱ且

AF6 6的 682 Ⅱa

156 AF6 620 642 Ⅱa

AF6 180 607 Ⅱb

AF6 575 652 Ⅱa

AF6 583 692 Ⅱa

6] 809 ⅡbAF 6

6 釘3 ⅡaA F 6

AF6 135 880 Ⅱb

AF6 135 933 Ⅱb

AF6 133 943 Ⅱb

AF6 144 970 Ⅱb

AF6 145 939 Ⅱb

AF6 165 938 Ⅱb

AF6 100 942 Ⅱa

I AF6 158 886 Ⅱb

AF6 171 881 Ⅱb

AF6 226 865 Ⅱa

92 AF6 258 855 Ⅱb

AF6 277 921 Ⅱb

AF6 276 937 Ⅱb

AF5 300 855 Ⅱa

AF6 313 838 Ⅱa

129 AF6 326 965 Ⅱa

70.991

71.037

71.089

71.158

71.133

71.163

71.158

71.091

71.096

71.100

71.099

71.130

71.098

71.123

71.128

71.161

71.163

フ].071

70.951

71.155

70.958

71.158

71.130

71.153

71.149

71. H5

71.063

71.131

フ」.166

71.066

71.Ⅱ6

71.069

フ].093

71.114

71.127

71.188

71.187

71.207

71.106

71.205

71.184

71.109

71.158

71.145

71.136

71.135

71.130

71.122

71.110

71.259

71.183

71.200

フ」.276

71.1」0

71.119

71.133

71.194

71.171

71.134

分類 最大長

21.3

15.8

26.フ

31.6

21.0

13.0

31.5

36.5

42.6

15.フ

13.1

23.9

24.3

13.2

20.4

17.フ

19.5

25.6

26.1

17.6

12.6

41.8

39.6

25.4

15.9

11.6

34.2

23.0

14.5

91.6

20.フ

13.2

27.8

28.8

18.4

43.0

11.2

73.2

28.9

9.0

14.8

51.4

21.0

26.5

46.フ

20.6

18.4

9.5

6.3

18.3

55.フ

22.8

40.6

60.8

31.8

23.9

16.8

56.4

75.2

最大幅

8.8

10.8

」8.4

23.2

15.フ

10.9

22.3

25.9

32.フ

フ.9

9.フ

17.2

14.1

12.6

12.フ

14.5

13.5

15.9

17.0

8.3

10.0

25.フ

22.フ

」4.フ

8.8

9.フ

16.9

20.5

11.3

63.2

」3.8

10.0

21.0

14.2

12.6

15.9

6.5

48.フ

15.4

8.4

10.2

29.3

13.0

14.0

26.1

12.9

12.3

3.5

4.8

9.フ

48.1

21.6

23.3

52.3

23.3

19.3

12.2

39.8

55.9

厚さ

3.9

2.0

4.1

5.1

3.6

2.0

4.2

6.3

8.8

3.5

2.8

3.フ

4.フ

1.6

2.4

1.4

2.フ

4.フ

4.9

5.3

1.6

8.9

5.フ

5.フ

2.8

1.フ

4.1

4.0

2.4

25.5

3.8

1.9

5.2

3.フ

2.5

フ.9

1.6

15.9

6.0

1.1

2.]

6.8

3.2

4.5

10.5

3.9

4.9

1.2

0.フ

3.1

19.8

3.3

3.4

12.0

5.9

4.0

1.9

12.8

14.9

重量 g)
0.48

0.24

1.61

3.51

0.99

0.25

2.93

4.82

10.2

0.34

0.2

1.26

1.54

0.19

0.52

0.33

0.55

1.33

1.37

0.44

0.」6

6.25

4.13

1.41

0.35

0.16

2.87

1.32

0.2

105.0

0.66

0.21

2.2

0.88

0.39

3.9」

0. j2

48.フ

1.61

0.09

0.32

8.66

0.72

」.29

9.41

1.09

0.75

0.04

0.03

0.51

37.2

1.3

3.13

27.6

2.06

1.17

0.34

27.5

40.0

Ⅵ縄文時代草創期の調査

石材母岩被熱 破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

備

頁岩

頁岩

破損

元汗1

元Jf3

破損

破損

破損

破損

元形

破損

破損

破損

破損

破損

元汗3

破損

破損

破損

破損

破損

破損

,じ升3

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

尤升3

CH

CO

FL

癒紋

標高



7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

8
8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9

[

無
延
皿 }

2
9
3
5
3
4
1
3
4
3
5
3
1

那
川
加
柾
仙
・
岻
地
仙
・
処
有
仙
.
雄
一
仙
・
仙
.
廸
川
地
血
仙

無
地
無
無
飢

1

L
L
L
F
L
L
L
L
L
H
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
H
H
F
L
L
H
L
H
L
L
L
L
L
L
L
L
H
H
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
H
L
L
H
L
L
H

F
F
F
R
F
F
F
F
F
C
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
C
C
R
F
F
C
F
C
F
F
B
F
F
F
F
F
C
C
F
F
F
F
B
F
F
F
F
B
F
F
F
F
F
C
F
F
C
F
F
C

5
 
3

4
 
7

9
 
3

3

9
 
5
 
3
 
5

川
一
0頁

4
5
3
2

頁
岩

川
乃貞
 
H
 
゛
ハ ー

ー
ー
 
5
 
3
 
4
 
1
 
1
 
3
 
3
 
5
 
5
 
4
 
5

無
無
地
延
延
川
有
無
処
無
皿
延
無
無
無
無
証

M
孑頁

仙

山
厶
山
七

貞
「
、

小
石頁

頁
山
a

H
 
一
貝

3

岩
岩
頁
頁

5
9

山
石頁

2
9
1
フ

那
処
処
鯉
皿
皿
処
無
仙

9
 
0
 
0
 
0
 
0
 
^
 
0
 
0
 
0
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー

ー
】
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
」
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
]

川
処
川
処
仙
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」貫物＼0

61

62

63

64

65

66

67

68

69

70

71

72

73

74

75

76

フフ

79

80

81

82

83

84

85

86

ブロソク 1出士石器観察表(2)

図NO.大グリノド北南西東屈標 高

70 AF6 332 965 Ⅱa 7j.134

AF6 325 325 Ⅱa 71.715

AF6 336 942 Ⅱa 71.186

144 AF6 333 934 Ⅱa 71.134

AF6 348 963 Ⅱ且 71.139

AF6 352 972 Ⅱ a 71.]37

AF6 353 946 Ⅱ a 71.】52

AF6 357 939 Ⅱ a 71.19]

AF6 342 931 Ⅱa 71.219

AF6 319 兜7 Ⅱa 71.205

149 AF6 332 903 11a 71.182

AF6 342 897 Ⅱ a 71.124

AF6 342 887 Ⅱb 71.127

AF6 307 釘4 Ⅱb 71.210

AF6 445 705 Ⅱ b 71.047

AF6 440 742 Ⅱ b 71.064

AF6 393 740 Ⅱb 71.101

AF6 409 756 Ⅱa 71.146

AF6 402 7フ7 11b 71.Π3

AF6 412 800 Ⅱb 71.092

AF6 335 666 Ⅱ b 71.127

AF6 329 794 Ⅱa 71.185

I AF6 345 793 Ⅱb 7」.138

AF6 356 793 Ⅱb 71.168

AF6 382 818 Ⅱa 71.190

AF6 謁3 824 Ⅱa 71.160

AF6 383 834 Ⅱa 71.150

AF6 373 839 Ⅱ b 71.131

AF6 390 845 Ⅱb 71.065

AF6 383 857 Ⅱb 71.107

AF6 393 868 Ⅱb 71.067

AF6 365 870 Ⅱa 71.201

AF6 418 851 Ⅱb 71.076

AF6 430 855 Ⅱ b 71.074

AF6 428 870 Ⅱ b 71.063

AF6 184 825 Ⅱ b 71.099

AF6 27 426 Ⅱb 71.040

AF6 62 405 Ⅱb 71.054

10O AF6 5 292 Ⅱa 71.141

AF6 」45 406 Ⅱb 70.989

56 AF6 406 920 Ⅱb 71.043

AF6 457 866 Ⅱb 71.081

AF6 458 879 Ⅱ b 71.07フ

141 AF6 479 871 Ⅱ b 71.000

138 AF6 492 871 Ⅱ b 71.112

AF6 504 893 Ⅱb 71.167

AF6 514 910 Ⅱ b 71.130

AF6 527 800 Ⅱa 71.125

AF6 539 816 Ⅱa 7」.17フ

AF6 531 8」8 Ⅱa 71'181

巧7 AF6 523 850 Ⅱa 71.200

AF6 518 870 Ⅱa 71.17フ

AF6 8兜 892 Ⅱb 71.158

AF6 541 885 Ⅱa 71.197

AF6 454 875 Ⅱa 71.186

AF6 471 898 Ⅱb 71.069

AF6 486 907 Ⅱb 71.080

AF6 502 917 Ⅱb 71.074

AF6 512 933 Ⅱb 71.066

AF6 517 937 Ⅱb 71.062

分1貞 城大長

75.3

27.0

25.9

58.2

23.4

18.2

22.82

19.6

21.4

16.0

37.8

22.8

20.0

21.6

32.1

20.フ

20.1

47.1

23.4

」9.8

12.8

18.5

36.2

18.0

20.5

16.4

25.」

14.]

40.4

26.8

66.8

45.1

24.フ

53.3

34.4

'18.6

19.0

15.1

72.6

66.1

75.8

40.8

46.6

62.フ

45.6

27.2

15.2

36.0

41.6

36.6

55.2

33.3

21.フ

15.5

40.3

34.8

9.4

51.0

18.】

15.6

最火幅

52.2

19.4

19.2

40.5

16.8

12.6

22.5

10.フ

17.5

9.3

18.5

17.8

5.0

14.9

19.4

16.2

10.1

44.フ

14.2

}4.フ

]1.3

13.4

32.0

16.4

20.1

13.3

19.5

8.1

2」.8

25.フ

36.6

24.フ

18.1

42.8

24.フ

31、 4

17.4

9.2

55.9

32.2

60.3

36.0

25.8

25.8

25.1

19.5

9.8

31.4

25.5

30.0

27.6

25.6

11.5

12.2

25.9

25.1

9.2

29.0

15.0

14.9

哩さ

5.2

1.6

2.3

22.4

1.8

2.5

2.0

3.4

3.2

1.2

9.フ

3.2

2.9

2.9

9.5

6.1

1.3

10.5

3.8

4.8

3.0

8.9

」8.9

1.3

3.3

3.8

4.3

1.フ

5.9

4.3

6.1

フ.6

5.1

12.9

2.フ

フ.6

4.2

1.1

9.5

12.1

9.フ

6.0

5.0

14.8

5.フ

4.5

2.3

6.フ

16.フ

9.2

5.2

フ' 1

4.6

1.5

3.9

5.2

1.0

4.4

3.8

3.4

重三!(9

17.4

0.71

0.9

44.8

0.64

0.5

石材

套!岩

頁岩

貨岩

ル貞

貞'岩

貞6

頁";

iiι市文

j二i 1き1

貞岩

砕貞

'!岩

典'岩

貞岩

H貞

貞岩

j兵1!ι1

良

才iンヨ

巌灰

頁'岩

1! 1、;

母岩 被熱

」Ⅲ

破摸

破臘

破摸

破描

0.46

0.87

0.15

6.34

1.Ⅱ

0' 28

0.フ

4.97

1.49

0.27

15.0

0.79

0.93

0.31

1.28

8.21

0.42

0.91

0.46

1.47

0.15

3.89

2.38

13.5

フ.3

1.41

19.5

1.98

9.71

0.94

0.13

22.フ

19.1

44.9

8.6

4.74

17.フ

4.79

2.01

0.25

5.89

14.1

5.0

6.3

4.24

1.27

0.26

3.57

3.33

0.09

5.4

0.96

0.48

破扣

破損

破捌

破樹

破矧

破扣

ル形

破損

破"

破拍

破損

破嶺

破川

破轍

破損

破川

破損

ノ亡形

兀形

破川

破扱

破批

破損

!、1」}「3

破矧

光形

元形

破川

破嶺

破嶺

破川

破繊

破損

破扣

ンじ形

元形

充形

破臘

元形

完形

兀形

破損

破損

破扣

破嶺

破捌

破捌

破損

破繊

破扣

破挿

破損

破扣

破損

破損

完形

頁料

H貞

斯灰

H悉!

玉伽

r!右

比貞

頁岩

貞桝

じ〔¥;

此頁

貞岩

j三1ンH

]上頁

1上頁

貞岩 10

吐頁

,{岩

頁岩

豆i羊;

喋i、,1;

貞岩

頁岩

貞岩

完形

井頁



形

形
損
形

完

完
破
完

無
無
無
無
無
無
無
無
無
処
延
無
無
柾
無
延
無
無
有
延
無
延
無
無
無
処
無
無
証

無
処
垂
延
毎

岩
 
3
 
5
 
3
 
3

母材
岩
頁
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
岩
岩
板
岩

石
頁
珪
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
頁
頁
粘
頁

ー
ー
ー
3
3
3
4

類
 
L
 
H
 
H

分
 
F
 
C
 
C

高一コ

2
 
4

3

岩
岩
頁
岩
灰
岩
岩
岩

頁
頁
珪
頁
噺
頁
頁
頁

L
 
L
 
H

F
 
F
 
C

3

H
L
L
L
L
B
L
L
L

C
F
F
F
F
P
F
F
F

3
2
4
4
3
4
3
2
3
3
1
3
3
3
3
1
2
5
1

H
L
H
L
L
L
L

C
 
F
 
C
 
F
 
F
 
F
 
F

L
L
L
L
L
L
H
L
L
L
H

F
F
B
F
F
F
C
F
F
F
C

H
L
L
L
L
H
H
L
L
L
L

C
F
F
B
F
C
C
F
F
F
F

3

1

3
 
3

ー
ー
3
3
1

L
L
F
L
L
L

F
F
R
F
F
F

5
 
1

無
鉦

延
無
無
無
有
無
有
無
無
無
無
無
毎

無
無
無
無
無
無
無
錘
掘
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遺物NO

124

125

126

127

128

129

130

131

133

134

135

136

137

138

139

140

141

142

143

144

145

146

147

148

149

150

151

152

153

巧4

155

156

157

158

159

161

162

163

164

165

166

167

168

169

170

171

172

173

174

175

176

17フ

178

179

180

181

182

183

184

ブロック 1出土石器観察表(3)

図NO.大グ'bド北南西東廟

82 AF6 542 953 Ⅱa

AF6 463 957 Ⅱb

AF6 478 975 Ⅱb

86 AF6 501 988 Ⅱb

AF6 527 930 Ⅱa

AF6 547 919 Ⅱa

AF6 550 924 Ⅱb

AF6 560 960 Ⅱa

AF6 580 932 Ⅱ且

AF6 600 943 Ⅱa

AF6 606 930 Ⅱa

AF6 598 880 Ⅱb

AF6 626 915 Ⅱa

AF6 621 910 Ⅱa

AF6 544 746 Ⅱa

AF6 566 776 Ⅱa

AF6 576 773 Ⅱ且

AF6 581 763 Ⅱa

AF6 618 788 Ⅱb

AF6 623 764 Ⅱa

AF6 655 769 Ⅱa

AF6 695 769 Ⅱb

AF6 706 898 Ⅱa

AF6 810 766 Ⅱb

0 ⅡaAF7 130

AF7 185 25 Ⅱa

AF7 22」 135 Ⅱa

AF7 226 180 Ⅱb

AF7 263 ]37 Ⅱb

AF7 270 125 Ⅱa

38 ⅡbAF7 278

AF7 283 82 Ⅱa

AF7 278 95 Ⅱa

95 AF7 300 66 Ⅱb

AF7 303 171 Ⅱa

AF7 329 56 Ⅱa

AF7 346 124 Ⅱa

AF7 344 179 Ⅱb

AF7 354 54 Ⅱa

65 ⅡaAF7 354

フ7 ⅡbAF7 357

90 ⅡaAF7 362

AF7 380 93 Ⅱa

8 AF7 387 78 Ⅱ且

AR7 383 190 Ⅱb

AR7 373 210 Ⅱb

AR7 422 80 Ⅱb

AR7 444 223 Ⅱb

29 Ⅱ2AR7 457

AR7 461 38 Ⅱa

AR7 367 64 Ⅱa

53 AR7 464 98 Ⅱa

AR7 475 243 Ⅱa

AR7 475 34 Ⅱa

60 ⅡaAR7 474

AR7 478 82 Ⅱa

AR7 518 53 Ⅱa

AR7 577 48 Ⅱa

54 AR6 295 898 Ⅱ且

71.164

71.072

71.075

71.085

71.197

71.194

71.163

71.211

71.157

71.166

71.204

71.104

71.145

71.141

71.143

71. N5

71.150

71.143

71.124

71.151

71.136

71.100

71.112

71.088

71.288

71.200

71.178

71.123

71.152

71.195

71.Ⅱ6

71.234

71.248

71.130

71.238

71.260

71.224

71.135

71.212

71.2B

71.156

71.211

71.212

71.176

71.147

71.179

71.039

71.115

71.211

71.205

71.160

71.129

71.193

71.184

71.195

71.190

71.189

71.175

71.069

最大長

50.2

15.5

」フ.0

59.2

26.5

32.2

11.1

14.6

37.8

39.6

34.2

40.6

33.フ

25.8

52.2

35.5

16.9

26.フ

17.0

5.3

39.2

25.2

99.3

24.8

3.5

22.6

34.6

40.フ

28.0

20.9

25.1

16.5

32.1

67.9

46.8

17.フ

20.6

17.8

31.2

47.0

58.3

23.2

33.9

43.8

32.3

59.6

75.3

70.8

12.9

39.2

35.6

64.3

30.1

16.3

14.フ

52.5

44.1

38.3

69.9

FL

最大幅

35.0

Ⅱ.8

12.4

40.1

24.」

22.6

9.1

18.6

20.6

23.2

21.2

32.4

17.6

15.8

44.6

26.1

10.8

16.3

10.0

40.8

33.6

14.5

48.8

15.4

18.6

18.1

23.4

13.3

26.1

15.3

18.2

フ.3

19.4

46.8

40.8

10.1

8.6

N.1

13.フ

32.9

45.5

15.フ

27.5

19.6

26.0

42.0

47.0

43.8

9.フ

24.8

28.0

37.4

20.6

13.8

8.1

41.0

24.2

18.6

44.フ

厚さ

8.6

2.6

1.4

8.0

6.8

3.9

0.05

1.6

6.9

4.9

4.9

3.フ

2.6

3.3

8.3

フ.1

3.フ

2.0

1.フ

8.4

8.2

1.フ

21.5

8.0

4.5

2.4

8.5

3.8

4.フ

2.フ

3.5

3.0

10.9

フ.4

10.6

2.0

3.1

3.3

6.1

9.1

9.4

3.フ

4.1

5.5

5.フ

22.0

5.2

14.4

2.4

4.フ

4.9

フ.9

2.4

2.6

1.3

13.4

3.9

6.3

5,6

重量(g)
13.0

0.37

0.35

16.3

3.48

2.27

0.06

0.13

4.65

4.82

2.81

4.78

1.47

1.22

頁岩11.4

4.76

0.59

0.69

0.29

14.5

フ.51

0.65

74.8

砂石2.07

1.58 頁岩

頁岩0.73

5.06 頁岩

頁岩1.78

21.3 頁岩

頁岩0.6

1.07 頁岩

0.33 頁岩

3.23 頁岩

20.1 頁岩

頁岩13.4

頁岩0.32

0.47 頁岩

頁岩0.58

頁岩1.65

10.6 頁岩

18.0 頁岩

頁岩0.99

頁岩3.81

頁岩4.24

4.47 頁岩

34.2 凝灰

頁岩17.1

頁岩33.9

0.22 頁岩

頁岩2.フ

頁岩3.91

頁岩13.6

1.51 頁岩

頁岩0.5

0.16 頁岩

頁岩29.8

頁岩3.5

珪頁5.8

頁岩]5.1

Ⅵ縄文時代草創期の調査

被熱 破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

兀形

破損

元汗1

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

備

FL

FL

FL

CH

FL

FL

FL

元牙3

元形

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

完形

破損

破損

完形

破損

破損

元形

破損

破損

元形

破損

破損

破損

破損

FL

毎

10

元形

破損

破損

破損

7亡Jf3

完形

破損

破損

破損

完形

破損

破損

フι]f3

元牙3
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遺物NO

185

187

188

189

190

191

192

193

194

195

196

197

198

199

200

201

202

203

204

205

206

207

208

209 160

210

211

212

213

215

216

217

218

219 51

220

221

222

223

224

225

226

227

228

229

230

231 114

232

233

235

236

237

238

239

240

242

243

244

245

246

ブロック1出士石器観察表④

図NO.大グリソド北南西束廟

AF6 318 965 Ⅱb

AF6 362 957 Ⅱb

AF6 376 950 Ⅱb

171 AF6 379 806 Ⅱb

AF6 480 897 Ⅱb

137 AF6 503 828 Ⅱb

108 AF6 465 828 Ⅱb

AF6 552 826 Ⅱb

AF6 568 798 Ⅱb

AF6 564 792 Ⅱb

AF6 586 779 Ⅱb

AF6 644 773 Ⅱb

AF6 611 680 Ⅱb

AF6 862 975 Ⅱa

AF6 875 兜0 Ⅱa

AF7 827 145 Ⅱb

AF7 856 101 Ⅱa

AF7 673 208 Ⅱb

AF7 685 116 Ⅱa

AF7 582 64 Ⅱb

AF7 526 37 Ⅱb

AF7 474 100 Ⅱb

AF7 466 46 Ⅱb

AF7 3" 181 Ⅱb

AF7 343 97 Ⅱb

AF7 198 36 Ⅱb

AF7 207 122 Ⅱb

AE6 924 347 Ⅱb

AE6 969 376 Ⅱb

AE6 992 374 Ⅱb

AE6 990 592 Ⅱb

A E 6 38 423 Ⅱb

A F 6 43 443 Ⅱb

AF6 釘四3 Ⅱb

AF6 375 464 Ⅱb

AF6 372 636 Ⅱb

AF6 327 753 Ⅱb

AF6 330 865 Ⅱb

AF6 328 890 Ⅱb

AF6 313 954 Ⅱb

AF6 329 953 Ⅱb

AF6 349 934 Ⅱb

AF6 371 946 Ⅱb

AF6 452 850 Ⅱb

AF6 481 910 Ⅱb

AF6 468 778 Ⅱb

AF6 943 775 Ⅱa

AF6 928 902 Ⅱa

AF 6 15 490 Ⅱa

A F 6 22 435

AF6 345 877 Ⅱa

AF6 360 868 Ⅱa

AF6 367 873 Ⅱa

AF6 375 932 Ⅱa

AF6 520 856 Ⅱa

AF6 557 962 Ⅱa

AF6 607 650 Ⅱa

AF6 615 650 Ⅱa

標高

71.155

71.110

71.082

71.076

71.044

71.085

71.058

71.036

66.820

71.039

71.098

71.054

71.059

71.103

71.199

71.088

71.202

71.]45

71.180

71.088

71.109

71.053

71.080

71.135

71.104

71.137

フ」.166

71.015

71.039

71.020

71.018

70.993

71.000

71.025

70.996

71.000

71.049

71.070

71.069

71.058

71.063

71.086

71.063

71.026

71.035

70.968

71.105

71.165

71.093

71.204

71.195

71.162

71.140

71.191

71.188

71.18]

71.165

71.116

分頻

FL

FL

FL

FL

BL

FL

FL

FL

FL

BL

FL

FL

CH

FL

FL

FL

FL

CH

BL

CH

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CH

BL

FL

BL

FL

KN

FL

FL

CH

CH

CH

FL

CH

FL

FL

FL

FL

FL

CH

FL

CH

FL

FL

CH

FL

BL

FL

最大艮

34.3

44.9

44.9

44.9

48.3

30.5

71.0

43.8

28.9

32.3

34.8

32.フ

15.0

34.1

30.9

50.1

33.3

13.1

24.0

19.フ

49.3

46.8

54.1

38.2

28.6

20.8

28.5

43.フ

68.4

40.8

22.3

12.6

64.フ

35.0

53.6

60.5

44.0

29.4

31.8

17.5

18.8

10.3

37.6

9.2

44.5

52.2

36.9

23.2

53.9

17.1

22.4

15.1

25.1

24.5

」3.5

31.0

19.0

24.5

最大幅

30.2

35.9

29.2

29.8

27.3

28.8

49.8

39.フ

23.3

17.2

28.フ

28.5

フ.フ

21.0

28.4

43.2

25.8

フ.8

19.0

19.1

26.6

21.フ

33.3

27.2

20.1

13.フ

18.8

31.5

36.5

37.4

16.フ

11.6

35.9

26.6

20.3

33.9

27.8

22.フ

16.フ

13.0

12.0

4.9

21.9

8.0

34.4

42.1

29.フ

19.8

32.6

14.6

15.5

10.9

9.1

18.3

5.9

21.0

10.5

」6.フ

5.6

3.0

4.5

フ.3

8.2

8.0

19.5

8.5

フ.6

フ.フ

4.4

フ.0

1.2

フ.6

10.6

10.0

3.9

0.8

3.9

3.3

6.フ

13.1

3.8

12.4

3.0

3.フ

3.0

13.フ

2.9

3.6

21.0

2.0

5.フ

3.2

フ.フ

6.4

6.1

6.2

6.9

4.4

1.3

1.6

4.6

0.9

8.フ

10.9

5.4

3.1

16.6

フ.0

3.3

2.8

2.5

3.2

2.9

4.9

1.5

4.5

重量匂
4.16

2.95

6.1

6.8

フ.3

4.92

45.9

12.6

3.41

3.フ

2.26

4.13

0.16

3.92

8.54

13.3

2.8

0.11

1.31

0.89

4.17

12.1

フ.93

8.フ

1.02

0.5

1.27

」3.5

10.1

4.88

0.79

0.26

11.3

3.07

6.56

10.5

フ.2

3.51

2.03

0.3

0.35

0.06

2.79

0,08

9.93

15.5

5.67

1.12

22.2

1.05

0.83

0.31

0.62

1.2

0.17

1.99

0.26

1.6

石材

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

凝灰

凝灰

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

母岩

5

5

4

被委曳

皿

証

証

掘

血

粧

延

血

妊

証

笹

仙

皿

仙

仙

鉦

鉦

11旺

血

組

狐

血

証

証

証

鉦

1Ⅲ

鉦

証

鉦

価

証

証

仙

仙

証

鯉

価

血

証

佃ι

征

鉦

掘

証

仙

証

掘

破損

完形

ラ己牙三

破損

元形

元汗3

破損

元形

破損

完形

完形

元Jf3

尤形

破損

元lfl

破損

破損

破損

破損

破損

元汗3

破損

完形

破損

ニ,C牙3

元形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

元形

破損

破棋

破損

破損

破損

元形

元升3

破損

破損

元牙1

元形

破摸

元形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

チヤ

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

砂石

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

玉髄

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

流紋

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

3

備さ厚

7
4
4
2
3

2
5
1
5
3
7
2
4

3
 
3
 
3
 
3
 
1
 
3
 
3
 
1
 
7
 
2

ー
ー
ー
5
1
1
4

4
 
1

1
3
4
9
5
1

無
処
無
無
無
有
無
無
無
毎



無
無
皿
無
無
延
無
無
堰
無
無
延
無
延
無
無
無
無
延
延
無
無
無
無
延
無
延
無
無
無
延
無
無
皿
無
無
無
延
延
延
無
無
無
無
無
無
無
無
無
延
処
無
無
無
右
無
無
無
無
無
無
癌

頁
頁
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
岩
岩
岩

珪
珪
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
頁
頁
頁

形一元

5
 
5

3
3
3
3
3
2
5
5
4
4
9
3
4
4
9
3
1
8
4
2
5
4

類
L
分
F

形{仁

L
 
L
 
L

F
 
F
 
F

L
L
H
L
O
L
L
H
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
H
L
H
L
L
L
H
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
H
H
L
H
L
H
L
L
H
H
L
L

B
F
C
F
C
F
F
C
F
B
B
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
C
F
C
F
F
F
C
F
F
F
F
B
F
F
F
F
F
F
C
C
F
C
F
C
F
F
C
C
F
F

8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8

8
8
9
9
9
9
9
9
9
9
9
9
0
0
0
0
0
0
0
0
0

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
3
3
3
3
3
3
3
3
3

}

7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
7
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
フ
7
8
8
8

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2 5

4
4
4
9
4
5
9
5
3
4
5
5
4
1
4
4
3
5
4
4
5
1
5

第61表ブロック1出土石器観察表⑤

遺物NO.図NO.大グ,上ノド北南西東層

AF6 597 684 Ⅱa

136 AF6 621 755 Ⅱa

AF6 539 821 Ⅱa

AF7 339 126 Ⅱa

AF6 318 939 Ⅱa

AF6 328 935 Ⅱa

AF6 377 836 Ⅱb

AF6 380 823 Ⅱb

AF6 451 877 Ⅱb

AF6 548 558 Ⅱb

AF6 553 930 Ⅱb

AF6 569 968 Ⅱb

AF6 620 879 Ⅱb

AF7 331 59 Ⅱb

AF7 478 74 矼b

AF7 454 66 Ⅱb

46 ⅡbAF7 517

98 176 ⅡbAF 7

AF6 400 773 Ⅲ

AF6 563 757 Ⅲ

AF6 脇4 825 Ⅱb

AF6 520 858 Ⅱb

AF6 467 785 Ⅲ

AF6 494 864 Ⅲ

AF6 476 823 Ⅲ

AF6 468 834 Ⅲ

AF6 459 870 Ⅱb

81 AF6 553 960 Ⅱb

AF6 512 961 Ⅲ

177 AF6 486 958 Ⅱb

AF6 4" 954 Ⅲ

AF6 414 967 Ⅲ

AF6 4」5 912 Ⅲ

AF6 400 893 Ⅲ

AF6 376 932 Ⅱa

139 AF6 3認 943 Ⅲ

113 AF6 386 930 Ⅲ283

AF6 392 907 Ⅲ284

AF6 392 890 Ⅲ285

AF6 392 865 Ⅲ286

AF6 3釘 856 Ⅲ287

154 AF6 3釣 851 Ⅲ

AF6 394 830 Ⅲ

AF6 385 814 Ⅲ

AF6 375 830 Ⅱb

AF6 372 720 Ⅲ

AF6 345 708 Ⅲ

AF6 332 753 Ⅲ

AF6 361 776 Ⅲ

AF6 356 795 Ⅲ

AF6 282 744 Ⅲ

AF6 272 732 Ⅲ

AF6 222 768 Ⅲ

AF6 322 819 Ⅱb

AF6 262 812 Ⅲ

AF6 187 744 Ⅲ

155 AF6 228 843 Ⅲ

AF6 260 873 Ⅲ

AF6 292 829 Ⅲ

AF6 295 893 Ⅱb

AF6 356 861 Ⅲ

AF6 338 881 Ⅲ

1票吊」

71.113

71.076

71.128

71.196

71.130

71.128

71.080

71.093

71.086

70.994

71.035

71.1Ⅱ

71.094

71.167

71.126

71.123

71.163

71.Ⅱ7

70.97フ

70.937

71.04」

71.137

70.953

71.015

70.961

70.966

71.053

71.115

70.958

71.042

70.953

70.970

70.955

70.955

71.189

70.955

70.997

71.005

70.972

70.999

70.972

70.968

70.994

71.017

71.075

70.953

70.989

71.002

70.994

71.009

71.027

71.027

71.004

71.040

70.993

70.999

70.975

70.972

70.970

71.019

71.053

70.981

最大長

31.0

22.フ

38.フ

19.8

26.9

21.8

36.4

12.8

41.4

39.5

16.5

23.0

10.1

36.6

35.0

35.6

19.フ

34.5

24.2

21.0

29.2

26.1

59.1

18.8

60.0

28.6

61.8

67.5

23.8

32.1

34.3

2.79

15.3

23.4

15.2

67.6

67.フ

42.6

18.4

70.8

29.6

67.3

49.0

30.9

26.フ

22.1

35.0

29.8

61.9

26.5

12.8

18.1

39.5

13.6

25.1

15.3

39,フ

25.1

15.9

15.8

34.2

22.4

FL

最大幅

26.1

12.2

31.フ

14.5

19.5

10.6

26.1

11.8

30.0

25.4

15.8

20.2

9.3

22.9

30.1

22.0

18.8

25.9

」4.フ

19.9

20.フ

17.1

56.3

13.4

42.2

22.9

37.4

51.4

17.1

18.0

20.0

24.3

フ.9

17.フ

13.4

41.4

51.9

37.0

8.4

44.8

23.3

41.2

36.8

13.5

18.2

8.フ

24.8

15.6

33.フ

18.8

フ.4

9.3

25.3

フ.6

21.6

12.6

26.フ

23.フ

フ.4

13.6

26.0

22.2

厚さ

6.3

5.フ

12.1

2.フ

4.2

4.4

3.8

4.5

5.0

11.フ

2.4

4.5

0.6

2.9

8.0

3.5

2.8

5.1

2.0

3.1

2.1

6.3

10.8

フ.4

8.4

6.1

フ.1

フ.8

2.8

5.フ

6.8

2.8

5.5

2.8

2.8

30.3

12.3

4.8

3.1

5.フ

4.フ

20.フ

フ.9

2.6

5.2

3.6

4.6

フ.5

10.1

1.0

1.2

3.6

8.5

3.0

5.フ

2.8

14.フ

フ.3

0.8

2.6

5.5

フ.1

重量(9)
4.43

1.28

6.71

0.62

1.88

0.69

3.53

0.46

5.89

フ.29

0.52

1.78

0.07

1.91

6.85

1.68

0.61

3.35

0.5

1.0

1.15

1.91

27.4

0.95

13.フ

3.05

Ⅱ.3

25.フ

0.99

2.5

2.48

1.37

0.45

0.93

0.53

39.6

29.3

6.29

0.52

14.9

2.22

45.6

12.2

1.01

1.69

0.63

2.54

2.75

15.フ

0.61

0.11

0.26

6.75

0.26

1.94

0.41

14.6

2.32

0.1

0.37

4.47

2.フフ

Ⅵ縄文時代草創期の調査

石材 母岩

5

5

2

7

9

2

9

5

4

被杢曳 破損

完形

破損

破損

破損

破損

元汗3

破損

元形

破損

備

完形

破損

頁岩

頁岩

珪頁

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

貞岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

鉄石

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

珪頁

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

珪頁

頁岩

珪頁

珪頁

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元形

完形

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完升3

完形

破損

破損

破損

破損

元形

完形

破損

完形

破損

元形

破損

元汗3

破損

破損

破損

破損

,じ汗3

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

完形



材
岩
頁
頁
曜
岩
灰
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
灰
頁
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
頁
岩
岩
頁
岩
岩
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
岩
頁
岩

石
頁
珪
珪
黒
頁
凝
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
凝
珪
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
珪
頁
頁
珪
頁
頁
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
頁
珪
頁

4
 
3
 
5

1
4
1
ー
フ
4
1
5
1

L
H
F
C

2
8

1
 
2
 
5
 
3
 
3
 
5
 
4

O
L
L
L
H
L
L
L
L
L
H
L
L
U
H
L
L
H
L
L
L
H
H
L
L
L
H
L
L
L
L
L
L
L
L
H
L
L
H
L
H
H
L
L
H
L
L
L
H
H
H
L
L
H
L
H
L
L
L

P
F
F
F
C
B
F
F
F
F
C
F
B
B
C
F
F
C
F
F
F
C
C
F
F
F
C
B
F
F
B
F
F
F
F
C
F
F
C
F
C
C
B
F
C
F
F
F
C
C
C
F
F
S
F
C
F
B
F

4
3
5
3
3
2
3
5
4
1
5
2
3
5
3
3
3
4

物

4
3
1
5
5
3
1
3
3
5
9
7

遺2

4
3
9
4
5
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遺物NO

309

310

3Ⅱ

312

313

314

315

316

3」フ

318

319

320

321

322

323

324

325

326

327

328

329

330

331

332

333

334

335

336

337

338

339

340

341

342

343

344

345

346

347

348

349

350

351

352

333

354

355

356

357

358

359

360

361

362

363

364

365

366

367

368

369

370

ブロック 1出士石器観察表(6)

図NO.大グリノド北南西東層

AF6 322 883 Ⅲ

AF6 315 883 Ⅱb

AF6 312 908 Ⅱb

4 AF6 352 927 Ⅱa

AF6 308 鮖5 Ⅲ

AF6 338 921 Ⅲ

1 400 ⅢAF 6

AF6 101 455 Ⅲ

40 540 ⅢAF 6

14 815 ⅡbAF 6

AF6 560 20 Ⅲ

AF7 394 27 Ⅲ

AF7 394 38 Ⅲ

AF7 395 35 Ⅱb

AF7 205 150 Ⅲ

AF7 455 48 Ⅱb

7 AF7 846 902 Ⅲ

AF7 664 978 Ⅲ

AF7 605 905 Ⅲ

AF7 447 887 Ⅲ

AF7 194 83 Ⅲ

AF7 220 87 Ⅲ

AF7 267 フ7 Ⅲ

AF7 358 138 Ⅱb

AF6 356 925 Ⅲ

AF7 329 114 Ⅲ

95 ⅡbAF7 347

AF7 327 62 Ⅲ

AF7 340 69 Ⅲ

AF7 391 133 Ⅲ

AF7 388 74 Ⅲ

AF7 473 186 Ⅲ

AF7 436 83 Ⅲ

AF6 328 875 Ⅲ

AF6 326 880 Ⅲ

AF6 522 867 Ⅲ

AF6 513 850 Ⅲ

AF7 305 44 Ⅲ

AF6 314 798 Ⅲ

H7 AF6 331 826 Ⅲ

AF6 322 844 Ⅲ

AF6 366 829 Ⅲ

AF6 362 838 Ⅲ

AF6 382 828 Ⅲ

AF6 346 862 Ⅲ

AF6 356 900 Ⅲ

145 AF6 386 885 Ⅲ

AF6 561 742 Ⅲ

AF6 522 772 Ⅲ

AF6 499 759 Ⅲ

AF6 569 849 Ⅲ

AF6 529 840 Ⅲ

AF6 495 830 Ⅲ

AF6 540 937 Ⅲ

AF6 502 951 Ⅲ

AF6 480 974 Ⅲ

AF6 458 951 Ⅲ

AF6 484 985 Ⅲ

AF6 480 972 Ⅲ

AF6 458 925 Ⅲ

AF6 446 862 Ⅲ

AF6 388 951 Ⅲ

71.026

71.052

71.029

71.170

71.024

71.031

70.933

70.983

70.985

71.014

70.881

71.030

71.007

71.023

71.079

70.995

70.972

70.975

71.000

71.000

71.047

71.044

71.025

71.078

71.045

71.026

71.066

71.040

71.033

70.995

71.027

71.037

71.010

70.97フ

70.973

71.005

70.947

70.989

70.883

70.870

70.870

70.969

70.974

70.871

70.921

70.9」4

70.886

70.897

70.853

70.863

70.856

70.900

70.870

70.848

70.873

70.996

70.941

70.900

70.914

70.936

70.914

70.897

分類 最大長

31.1

9.9

35.1

30.フ

29.8

28.フ

56.フ

18.9

31.2

20.3

22.フ

20.フ

21.3

15.3

17.2

64.2

107.3

」9.9

26.1

22.1

17.1

26.0

28.フ

38.6

13.5

18.2

59.8

20.9

22.フ

19.6

15.フ

28.2

27.3

20.フ

24.9

28.4

23.6

22.0

18.6

35.5

26.9

18.フ

26.5

19.6

18.1

26.4

20.0

15.2

23.3

22.1

21.9

18.1

16.3

19.0

32.4

21.9

18.9

26.フ

14.0

20.6

38.フ

23.5

FL

最大幅

13.8

9.3

19.4

18.4

20.3

16.3

32.8

10.8

22.フ

18.0

」2.3

19.0

12.フ

12.4

13.4

27.6

35.6

15.0

18.2

17.4

9.5

14.3

12.0

25.2

13.0

15.2

36.9

17.4

17.6

12.2

9.1

11.8

23.1

9.4

23.4

15.1

19.4

9.5

13.2

28.フ

21.1

13.9

25.3

11.1

13.5

11.6

12.フ

11.0

16.4

20.0

20.2

16.0

11.6

13.9

20.2

10.4

18.1

21.2

11.4

12.0

21.8

21.フ

厚さ

3.フ

1.2

4.2

フ.フ

3.8

5.3

6.6

1.9

5.9

3.0

3.6

5.4

3.5

1.9

1.5

5.2

フ.フ

1.6

2.フ

5.フ

3.3

3.1

4.フ

3.8

1.2

1.フ

フ.3

5.8

2.0

2.2

2.5

4.フ

2.2

2.1

3.2

3.1

2.4

4.0

1.8

5.4

3.フ

3.6

2.1

4.0

1.4

1.8

4.フ

1.0

3.8

1.9

1.5

1.8

1.3

2.5

3.0

2.フ

1.9

4.9

4.0

3.0

4.0

3.4

重量(9)
1.31

0.09

2.94

4.50

1.45

1.82

10.9

0.36

3.06

1.09

0.88

1.65

0.82

0.23

0.28

9.05

34.8

0.36

1.1

1.23

0.44

1.08

1.28

3.35

0.25

0.42

11.2

1.48

0.55

0.52

0.35

0.84

0.94

0.35

1.1

1.09

0.97

0.71

0.49

3.37

2.21

0.62

1.08

0.64

0.3

0.48

0.87

0.22

1.32

0.57

0.フフ

0.43

0.25

0.64

2.26

0.51

0.47

2.2

0.51

0.6

2.06

0.96

母岩 被奏具

鉦

鉦

毎

掘

鉦

証

証

証

証

鉦

有

証

毎

鉦

匪

掘

毎

毎

佃

掘

証

証

柾

鉦

証

鉦

柾

証

住

証

短

鉦

鉦

鉦

鉦

証

鉦

鉦

毎

毎

価

毎

証

征

証

毎

毎

毎

毎

鉦

霊

柾

毎

毎

柾

鉦

毎

毎

鉦

毎

毎

証

破損

元汗3

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

完形

元牙3

破損

元形

元牙3

破損

破損

破損

完形

破損

破損

完形

破損

破損

標高

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元汗1

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

元牙三

破損

元牙3

元牙3

備

i充紋



第63表プロック 1

遺物NO.図NO.大グリノト

371

372

373

374

375

376

37フ

378

379

380

381

382

383

A F 6384

AF 6385

A F 7386

A F 7387

AF 7388

Ⅱ5 AF 7389

AF 7390

AF 7391

AF 7392

A F 7393

AF 7394

AF 6395

A F 7396

A F 7397

A F 7398

AF 7399

A F 7400

A F 7401

AF 7402

A F 7403

AF 7404

150 AF 7405

A F 7406

AF 7407

A F 7408

AF 7409

A F 7410

AF 7411

A F 7412

AF 7413

A F 7414

A F 7415

A F 7416

A F 6417

AF 7418

A F 6419

A F 7420

AF 7421

AF 7422

A F 6423

AF 6424

AF 6425

140 AF 6426

A F 6427

AF 6428

AF 6429

120 AF 6430

AF 6431

75 AF7432

出士石器観察表⑦

北南西東層

385 922 Ⅲ

250 934 Ⅲ

291 919 Ⅲ

272 965 Ⅲ

301 967 Ⅲ

295 979 Ⅲ

319 943 Ⅲ

332 945 Ⅲ

415 928 Ⅲ

4部郭9 Ⅲ

345 990 Ⅱa

333 998 Ⅱa

2」9 997 Ⅱa

455 993 Ⅱa

447 999 Ⅱa

25 Ⅱa474

20 Ⅱa468

440 13 Ⅱa

25 Ⅱ b459

451 26 Ⅱb

441 21 Ⅱb

433 43 Ⅱb

7 Ⅱb412

382 915 Ⅲ

419 913 Ⅲ

1 Ⅱa374

2 Ⅱa383

368 15 Ⅱb

316 15 Ⅱa

0 Ⅱa301

298 13 Ⅱa

4 Ⅱb278

318 53 Ⅲ

337 47 Ⅲ

364 48 Ⅲ

339 32 Ⅲ

352 33 Ⅲ

367 34 Ⅲ

378 謁Ⅲ

415 80 Ⅲ

425 101 Ⅲ

386 139 Ⅲ

400 22 Ⅱb

319 115 Ⅲ

0 Ⅲ459

2 Ⅱb369

462 750 Ⅲ

455 」3 Ⅲ

351 872 Ⅲ

335 21 Ⅲ

341 21 Ⅲ

293 14 Ⅲ

430 892 Ⅲ

225 707 Ⅲ

238 716 Ⅲ

462 734 Ⅲ

530 778 Ⅲ

562 727 Ⅲ

568 967 Ⅲ

462 940 Ⅲ

476 961 Ⅲ

533 68 Ⅲ

70.951

70.860

70.938

70.935

70.893

70.899

70.924

70.933

70.922

70.844

71.152

71.169

71.227

71.141

71.165

71.211

71.158

71.142

71.102

71.07フ

71.019

70.950

71.054

70.857

70.879

71.200

71.170

71.128

71.172

フ」.17フ

71.167

71.100

70.992

70.990

71.017

70.952

70.943

70.940

70.999

70.894

70.948

70.993

70.994

70.948

71.038

フ」.135

70.905

70.979

70.885

70.92]

70.922

70.926

70.928

70.919

70.921

70.926

70.917

70.880

70.916

70.889

70.886

70.949

分類

FL

FL

FL

FL

BL

FL

FL

FL

CH

FL

RF

FL

FL

FL

CH

FL

FL

FL

FL

CH

FL

FL

FL

CH

FL

FL

FL

CH

FL

BL

CH

FL

FL

FL

FL

CH

FL

CH

FL

FL

FL

CH

FL

FL

L

FL

FL

CH

FL

CH

FL

CH

CH

FL

FL

FL

FL

FL

BL

FL

BL

FL

標高 最大長

29.2

21.6

23.8

28.8

22.1

27.3

24.0

21.5

16.フ

25.8

24.5

41.フ

20.2

21.2

15.8

28.3

23.4

31.0

52.8

16.4

31.6

26.8

38.フ

17.6

33.0

25.1

41.0

18.1

25.4

62.4

14.5

22.1

20.8

32.0

30.0

13.4

27.4

14.4

26.8

29.6

20.1

13.9

31.2

20.2

31.〕

27.1

28.0

16.2

23.1

17.9

21.5

18.2

16.0

32.6

28.2

48.8

61.フ

40.8

44.1

59.2

67.2

67.1

最大幅

14.フ

12.0

20.1

14.6

17.5

21.2

18.3

13.2

13.2

18.8

21.5

38.0

18.0

16.3

12.6

21.0

18.1

14.3

28.4

10.6

17.8

12.0

25.2

15.フ

24.9

21.6

22.2

14.6

18.0

25.フ

13.6

14.1

8.1

22.9

16.0

10.5

18.3

12.0

16.0

26.フ

15.1

4.9

19.8

14.フ

14.8

16.5

」フ.2

12.フ

14.9

Ⅱ.フ

6.0

12.9

11.2

20.3

22.5

35.1

49.1

30.9

36.3

31.9

31.5

55.8

厚さ

フ.0

3.3

4.4

2.8

4.5

3.4

フ.9

4.6

1.9

フ.0

8.8

3.9

3.6

4.8

1.2

8.2

4.フ

5.5

9.フ

4.4

5.2

2.1

6.4

1.8

3.8

4.3

9.9

1.8

5.1

8.3

2.1

2.3

4.8

6.3

5.フ

2.4

2.フ

1.2

3.3

4.6

1.フ

2.2

4.8

2.6

2.6

4.4

2.2

1.6

3.8

3.3

2.3

1.3

3.6

6.フ

3.2

5.9

18.2

5.5

9.2

5.4

6.8

8.6

重量(g)
2.3

0.66

2.08

1.2

1.28

1.67

2.13

0.85

0.39

1.52

2.61

フ.2

1.07

1.3

0.18

3.47

1.6

1.69

12.2

0.69

2.39

0.68

5.52

0.49

2.22

1.66

8.42

0.45

1.64

9.76

0.3

0.52

0.48

2.96

2.58

0.21

1.36

0.16

1.17

3.14

0.53

0.11

2.27

0.65

1.3

1.3

0.96

0.26

1.13

0.57

0.19

0.27

0.55

3.47

1.79

9.61

44.0

6.2

9.39

4.98

フ.57

17.フ

Ⅵ縄文時代草創期の調査

石材

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

母岩被熱

1 毎

3 鉦

5 毎

3 低

3 毎

3 延

毎

毎

毎

征

毎

鉦

柾

柾

掘

鉦

1匠

価

由正

妊

征

鉦

毎

征

鉦

鉦

証

1皿

佃

鉦

鉦

証

症

証

征

鉦

証

掘

価

鉦

鉦

霊

1匹

掘

証

鉦

1旺

毎

鉦

証

柾

毎

証

鉦

掘

症

鉦

,旺

毎

鉦

鉦単

2 延

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

元升1

破損

破損

元牙j

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

元升j

破損

完形

元牙3

破損

破損

破損

破損

破損

破損

尤形

破損

元升3

元升3

完形

破損

破損

元升3

元升3

備 考

7
 
4
 
5

1
3
7
2
5
1
3
4
3
1
5
5
4
4
4

3
5
4
3
5
2
3
5
3
2
2
4
3
1
3
3
2
1
2
3
3
1
ー
ー
3
5
5
5
5
5
9
4
4

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F

A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A
A



岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
頁

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
珪

9
5
3
5
5
1
ー
ー
5
1
ー
ー
ー
3
4
5
4
3
2
2
」
3
1
3
1
ー
ー
2
2
2
1
1
2
7
2
1
2
1
ー
ー
ー

L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
L
C
L
L
L
L
L
L
L
L
L

F
B
F
F
B
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
B
F
F
B
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
F
S
B
F
F
F
F
F
F
B
F

形
形
完
完

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
員
杉

破
破
完
完
完
破
完
完
完
完
破
破
完

物遺2

2
3
5
3
1
ー
ー
ー
3
1
3
1

第64表

遺物NO

433

434

435

436

437

438

439

440

441

442

443

444

445

446

"フ

"8

449

450

451

452

453

454

455

456

457

458

459

460

461

462

463

464

465

466

467

468

469

470

471

472

473

474

475

476

47フ

478

479

480

481

482

483

484

485

486

487

488

489

490

491

492

493

494

ブロック 1出土石器観察表(8)

図NO.大グ,bド北南西東層標 高

67 AF7 454 194 Ⅲ 70.915

AF7 420 146 Ⅲ 70.998

AF7 353 129 Ⅲ 70.921

AF7 314 150 Ⅲ 70.937

52 AF7 312 116 Ⅲ 70.910

AF6 338 924 Ⅲ 70.998

AF6 338 924 Ⅲ 70.931

AF6 342 888 Ⅲ 70.910

AF6 360 868 Ⅲ 70.924

AF6 365 888 Ⅲ 70.894

AF6 354 916 Ⅲ 70.910

AF6 388 943 Ⅲ 70.901

AF6 "8 860 Ⅲ 70.902

AF6 479 923 Ⅲ 70.926

AF6 452 969 Ⅲ 70.936

AF7 370 0 Ⅲ 70.910

AF6 459 997 Ⅲ 71.005

AF7 419 33 Ⅲ 70.919

52 AF7 444 30 Ⅲ 70.875

AF7 327 80 Ⅲ 71.033

AF7 303 70 Ⅲ 7」.005

84 AF6 275 937 Ⅲ 70.949

121 AF6 400 874 Ⅲ 70.916

AF6 399 917 Ⅲ 70.939

127 AF6 435 886 Ⅲ 70.943

90 AF7 310 12 Ⅲ 70.962

AF7 360 0 Ⅲ 71.003

69 AF7 370 14 Ⅱb 71.089

如 AF7 386 20 Ⅱb 71.033

AF7 353 22 Ⅲ 70.941

AF7 368 31 Ⅲ 70.960

AF7 379 38 Ⅱb 71.015

19 AF7 355 27 Ⅲ 70.釣0

28 AF7 349 32 Ⅲ 70.919

AF7 248 52 Ⅲ 70.989

74 AF7 342 81 Ⅲ 71.011

65 AF7 3郭 64 Ⅲ 70.948

73 AF7 367 53 Ⅲ 70.956

24 AF7 368 75 Ⅲ 70.932

AF7 374 61 Ⅱb 57.780

68 AF7 37フ 72 Ⅱb 71.018

174 AF7 369 96 Ⅲ 71.026

63 AF7 382 52 Ⅲ 70.927

50 AF7 388 57 Ⅲ 70.943

71 AF7 390 70 Ⅱb 70.979

AF7 383 82 Ⅲ 70.947

18 AF7 396 53 Ⅱb 70.931

AF7 403 」9 Ⅱb 71.017

46 AF7 411 31 Ⅱb 70.936

AF7 415 45 Ⅱb 70.890

66 AF7 408 59 Ⅱb 70.983

AF7 418 58 Ⅱb 70.982

159 AF7 408 74 Ⅱb 70.958

98 AF7 431 16 Ⅱb 71.072

AF7 421 20 Ⅱb 70.912

AF7 424 55 Ⅱb 70.867

34 AF7 446 82 Ⅲ 70.880

AF7 436 30 Ⅱb 70.923

AF7 448 4 Ⅲ 71.016

43 AF7 459 H Ⅲ 70.946

98 AF7 464 11 Ⅲ 70.931

16 AF7 4郭 36 Ⅲ 70.936

分煩 最大長

49.6

50.3

40.4

57.6

35.1

34.6

45.5

37.8

42、 5

32.2

38.2

34.フ

26.6

30.2

30.0

35.9

34.8

33.8

63.3

36' 2

40.8

55.8

39.3

56.4

50.4

46.9

96.9

62.8

62.1

48.5

61.フ

55.0

83.8

90.9

63.0

69.0

74.5

63.4

91.3

55.3

73.6

67.8

57.2

88.9

66.4

62.1

98.2

62.4

95.3

103.4

75.3

46.6

57.フ

73.9

72.4

89.3

93.6

78.3

45.5

78.9

42.5

64.4

最大幅

37.2

23.1

26.1

45.8

31.8

18.8

13.6

32.5

22.フ

26.0

31.8

28.5

23.フ

19.3

22.4

15.2

21.4

27.6

33.0

33.4

33.1

50.1

34.1

27.8

38.0

41.5

54.4

39.8

59.2

38.3

41.1

41.8

57.フ

62.4

45.8

55.6

71.1

53.0

71.9

29.8

63.3

51.6

47.8

55.9

56.1

58.6

59.0

47.フ

62.0

80.4

56.4

27.4

55.9

32.2

31.フ

58.8

48.0

57.5

35.5

59.8

40.1

34.フ

厚さ

13.1

13.2

4.2

8.フ

3.8

3.2

3.2

5.2

5.6

4.3

6.2

13.3

6.2

5.2

3.8

フ.2

5.8

2.5

4.5

5.3

6.4

8.0

11.フ

4.8

フ.2

6.8

18.9

10.2

14.9

フ.8

4.6

6.9

5.1

5.フ

23.8

10.6

12.9

フ.2

14.9

6.6

11.3

フ.1

フ.2

Ⅱ.0

20、 4

11.4

20.フ

フ.6

14.フ

36.8

10.4

3.5

22.5

10.9

8.2

27.6

フ.2

28.8

5.8

17.0

11.4

」0.5

重量(g)
20.3

8.3

3.01

27.9

4.41

1.54

1.95

5.6

4.74

3.26

5.2

10.5

2.21

2.0

1.81

3.19

3.28

2.35

8.フ

4.25

5.35

15.5

10.2

6.3

13.9

8.6

56.8

17.フ

46.5

10.4

13.4

14.5

40.4

39.1

30.2

41.4

53.9

20.6

130.1

14.0

41.0

23.2

20.1

45.5

52.0

45.6

100.6

18.3

55.2

219.2

35.1

5.フ

82.2

19.4

16.4

130.2

28.4

70.8

フ.9

52.8

15.5

16.3

石材 母岩

3

3

4

3

被立典

証

征

鉦

仙モ

価

征

症

価

価

佃

血

価

証

証

症

毎

毎

鉦

価

処

1旺

慨

柾

鉦

掘

鉦

毎

鉦

鉦

鉦

鉦

価

柾

仙

掘

鉦

征

延

証

鉦

掘

毎

証

価

住

鉦

証

毎

鉦

住

血

掘

毎

1旺

価

鉦

掘

征

証

証

毎

1旺

珪頁

珪頁

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元牙1

破損

破損

完形

破損

破損

元形

元升1

元牙3

破損

完"3

破損

元形

完形

完形

尤牙j

元非3

完形

完形

破損

尤汗3

元形

完形

完形

元升3

フU牙3

完形

破損

完形

破損

破損

破損

完形

破損

破損

完形

破損

元π3



形
形
完
完

無
無
無
無
佃

3
4
4
4
4
4
4
4
4
4
5
4
9
4
4
5
4
5
1
」
4
4
4
1
3
3
3
8
3
3
1
3
3
3
1
1
5
5
5
4
4
5
4
4
3
7
1
3
3
1
3
1
4
4
9
4
 
4

形
形
形
損

完
完
完
破

形

1
 
汗
升

完
破
完
完

岩
岩
岩

頁
頁
頁

形
損
損
形
形
形

完
破
破
完
完
完

岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩

頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁

高f

頁
岩
頁
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩

珪
頁
珪
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

無
無
無
無
延
無
無
延
無
無
無
無
延
無
無
延
無
無
無
無
無
処
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
延
無
無
延
処
無
有
無
無
無
筆
鄭
無
無
無
無
無
無
無
処
佃

岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
頁
岩
岩
岩
岩
頁

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
珪
頁
頁
頁
頁
珪

頁
岩
岩
岩
岩
岩
岩

珪
頁
頁
頁
頁
頁
頁

右
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
岩
頁
岩
頁
岩

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
珪
頁
珪
頁

第65表

遺物NO

495

496

497

498

499

500

501

502

503

504

505

506

507

508

509

510

511

512

513

514

515

516

517

518

519

520

521

522

523

524

525

526

527

528

529

530

531

532

533

531

535

536

537

538

539

540

541

542

543

544

545

546

547

548

549

550

551

552

553

554

555

556

ブロック 1出土石器観察表四)

図NO.大グ小が北南西東層

AF7 484 43 Ⅱb

AF6 407 846 Ⅲ

103 A6 4的 857 Ⅲ

110 AF6 4Ⅱ 860 Ⅲ

AF6 407 859 Ⅲ

116 AF6 419 850 Ⅲ

AF6 429 850 Ⅲ

111 AF6 429 858 Ⅲ

AF6 409 868 Ⅲ

122 AF6 4」7 868 Ⅲ

AF6 422 875 Ⅲ

AF6 429 872 Ⅲ

AF6 435 867 Ⅲ

106 AF6 407 900 Ⅲ

123 AF6 416 906 Ⅲ

143 AF6 432 897 Ⅲ

」24 AF6 426 910 Ⅲ

147 AF6 437 9ⅡⅢ

48 AF6 417 937 Ⅲ

36 AF6 428 933 Ⅲ

102 AF6 470 966 Ⅲ

104 AF6 463 896 Ⅲ

109 AF6 346 9ⅡⅢ

33 AF6 305 987 Ⅲ

78 AF6 318 999 Ⅲ

93 AF6 328 983 b

フ7 AF6 338 966 Ⅲ

175 AF6 356 949 Ⅲ

83 AF6 347 978 Ⅲ

94 AF6 362 979 Ⅲ

31 AF6 368 977 Ⅲ

88 AF6 3" 991 Ⅱb

34 995 Ⅲ87 AF6

釣 AF6 351 997 Ⅲ

37 AF6 353 964 Ⅲ

26 AF6 353 964 Ⅲ

361 831 Ⅲ162 A6

172 AF6 397 867 Ⅲ

142 AF6 351 897 Ⅲ

126 AF6 377 878 Ⅲ

AF6 392 認5 Ⅲ

151 AF6 393 894 Ⅲ

AF6 360 899 Ⅲ

AF6 425 865 Ⅲ

99 AF6 410 996 Ⅲ

AF6 418 993 Ⅲ

42 AF6 338 971 Ⅲ

7 ⅢAF7 278

4 ⅢAF7 300

20 AF6 3」5 996 Ⅲ

91 AF6 335 993 Ⅲ

謁 AF6 340 995 Ⅲ

AF6 408 873 Ⅲ

112 AF6 424 862 Ⅲ

AF6 420 871 Ⅲ

AF6 475 866 Ⅲ

146 AF6 426 896 Ⅲ

AF6 404 892 Ⅲ

AF6 395 897 Ⅲ

AF6 395 897 Ⅲ

AF6 361 867 Ⅲ

AF6 343 893 Ⅲ

70.982

70.893

70.912

70.898

70.906

70.886

70.867

70.930

70.898

70.912

70.901

70.872

70.869

70.924

70.922

70.909

70.906

70.900

70.878

70.885

70.928

70.828

70,928

70.971

71.053

71. OH

70.979

70.925

70.97フ

70.965

70.960

71.068

70.978

70.967

70.961

70.961

70.962

70.9」2

70.890

70.896

70.920

70.925

70.87フ

70.882

70.995

70.884

70.969

71.010

70.908

70.968

70.978

70.940

71.858

70.867

70.861

70.868

70.884

70.873

70.907

70.908

70.876

70.890

分類

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CO

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

RF

FL

FL

FL

FL

CO

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CO

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CO

FL

FL

FL

SC

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CH

FL

CH

最大長

52.1

54.2

97.9

73.6

22.1

107.1

88.2

83.1

55.3

67.フ

69.8

97.1

68.4

84.9

82.1

80.9

132.3

104.4

98.5

103.3

66.9

102.9

85.9

90.3

63.4

フフ.2

67.5

109.4

88.フ

72.0

92.5

69.2

86.0

97.5

75.5

Ⅱ2.5

61.2

69.8

91.9

85.6

66.3

68.6

73.8

74.0

71.8

114.8

90.2

42.0

44.2

1」1.フ

83.3

79.3

54.8

70.9

50.9

24.9

76.6

23.5

45.6

15.5

72.4

16.2

最大幅

44.フ

44.1

87.9

60.1

17.フ

64.6

43.1

47.2

38.8

郭.0

53.5

44.5

54.5

58.0

44.4

54.1

68.9

71.1

81.1

54.6

53.4

57.8

59.2

79.フ

60.2

60.6

5」.3

66.0

56.フ

71.3

68.0

53.6

60.8

引.1

43.6

82.9

40.フ

58.8

59.5

50.6

45.5

39.8

52.3

69.1

53.1

」01.8

51.フ

30.1

24.4

66.9

フ」.9

75.8

51.0

48.5

39.3

14.9

53.6

14.8

28.1

15.0

56.0

13.3

厚さ

フ.4

Ⅱ.8

26.8

12.4

3.8

23.6

14.9

13.2

6.0

11.1

23.6

31.3

」フ.3

14.フ

」0.6

22.2

14.1

20.8

12.5

20.8

19.1

13.4

10.0

9.6

13.2

10.2

6.2

21.9

9.0

4.3

フ.0

6.1

11.8

10.9

6.フ

21.4

15.0

」3.8

40.5

13.2

4.2

8.1

H.3

20.6

16.8

78.6

6.2

6.1

8.2

20.フ

11.9

12.0

13.9

9.5

5.6

4.フ

19.8

2.1

6.8

1.8

16.6

2.9

重量(g)
10.2

20.9

142.1

37.6

0.69

142.1

40.フ

45.4

15.4

38.3

67.5

99.」

43.2

56.2

20.フ

74.8

106.9

N6.3

86.3

74.0

36.8

85.6

49.8

54.3

28.6

40.0

25.0

163.0

60.0

27.1

31.3

17.3

67.4

45.4

19.6

Ⅱ5.3

29.9

49' 5

196.5

54.1

15.6

19.9

30.3

79.フ

45.8

745.6

33.フ

9.1

6.48

144.フ

52.4

50.1

20.6

18.1

6.1

1.07

59.0

0.53

9.2

0.3

62.8

0.52

Ⅵ縄文時代草創期の調査

石材

頁岩

頁石

頁岩

頁岩

母岩被熱 破損

破損

破損

破損

フ'子干三

破損

破損

頁岩

破損

破損

完形

破損

完形

完形

元形

元汗3

元升3

完形

元牙3

元形

元形

完形

元形

元形

破損

元牙3

元形

允形

破損

破損頁岩

頁石

元形

ラε牙1

尤形

完形

破損

完形

破損

破損

破損

完形

破損

完形

完形

完形

元Jr3

完形

完形

完形



岩
頁
岩
頁
岩
岩

頁
珪
頁
珪
頁
頁

物
中
.

ー
ー
ー
ー
 
5
 
5
 
3
 
4
 
3
 
1
 
3
 
r
0
 
7
 
ー
ー
 
3
 
4
 
5

2

1
 
4

1
5
3
」
4
4
4
1
3
4
1
4
5
4
5
3
無
無
無
無
毎
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遺物NO

557

558

559

560

561

562

563

564

565

566

567

568

569

570

571

572

573

574

575

576

57フ

578

579

580

581

582

583

584

585

586

郭7

認8

589

590

591

592

593

594

595

596

597

598

599

600

601

602

603

604

605

606

607

608

609

610

611

612

613 105

614

615

616 5

617 23

618

プロック 1出士石器観察表(1の

図NO.大グリノド北南西東層標 -r

79 AF6 351 962 Ⅲ 70.932

AF7 338 73 Ⅲ 70.910

64 AF7 368 103 Ⅱb 71.000

160 AF7 403 Ⅱ3 Ⅱb 71.036

AF7 374 70 Ⅲ 70.915

AF7 318 10 Ⅲ 70.929

AF7 331 11 Ⅲ 70.955

27 AF6 372 984 Ⅲ 70.907

AF6 435 883 Ⅲ 70.858

AF6 437 883 Ⅲ 70.858

85 AF7 363 3 Ⅲ 70.918

AF7 366 9 Ⅲ 70.995

AF7 379 13 Ⅲ 70.966

35 AF7 390 15 Ⅲ 70.957

32 AF7 395 17 Ⅱb 70.994

AF7 392 49 Ⅱb 70.872

AF7 396 54 Ⅱb 70.918

AF7 411 29 Ⅱb 70.907

AF7 465 10 Ⅲ 70.903

AF6 485 986 Ⅲ 70.888

AF7 372 102 Ⅲ 70.869

AF6 47フフ74 Ⅲ 70.833

29 AF7 394 2 Ⅲ 80.948

AF6 347 781 Ⅲ 70.846

AF6 375 805 Ⅲ 70.868

AF6 344 817 Ⅲ 70.871

AF6 402 826 Ⅲ 70.889

AF6 370 836 Ⅲ 70.849

152 AF6 427 874 Ⅲ 70.803

158 AF6 455 884 Ⅲ 70.820

76 AF6 348 887 Ⅲ 70.842

AF6 415 909 Ⅲ 70.839

AF6 391 962 Ⅲ 70.860

0 Ⅲ 70.9娼55 AF7 400

AF7 448 18 Ⅲ 70.862

AF7 327 22 Ⅲ 70.8郭

173 AF6 208 988 Ⅲ 70.960

AF7 434 193 Ⅲ 70.890

AF7 443 170 Ⅲ 70.888

10I AF7 416 48 Ⅲ 70.830

AF6 378 852 Ⅲ 70.830

148 AF6 389 855 Ⅲ 70.781

57 AF6 4お 845 Ⅲ 70.809

AF6 402 847 Ⅲ 70.785

AF6 4」4 860 Ⅲ 70.806

AF6 416 877 Ⅲ 70.825

AF6 419 878 Ⅲ 70.803

AF6 434 893 Ⅲ 70.793

AF6 433 918 Ⅲ 70.830

AF6 474 922 Ⅲ 70.826

AF6 421 150 Ⅲ 70.821

AF6 382 965 Ⅲ 70.817

AF6 396 986 Ⅲ 70.832

0 Ⅲ 70.93762 AF7 400

AF6 471 896 1V 70.フフフ

AF6 435 850 IV 70.748

AF6 416 868 1V 70.720

AF6 393 820 IV 70.743

AF6 450 911 Ⅳ 70.696

AF6 360 911 Ⅳ 70.093

AF6 336 907 Ⅳ 70.701

AF6 345 924 1V 70.754

分類

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CH

FL

FL

CH

FL

CH

CH

CH

FL

FL

FL

FL

FL

SC

FL

CH

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CH

FL

CH

FL

FL

BL

CH

FL

FL

BL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

PO

FL

FL

最大長

69.5

21.2

76.2

69.5

61.6

26.5

23.1

74.9

64.8

45.1

25.0

62.1

29.5

108.0

67.6

67.フ

57.2

5.0

33.8

37.2

18.9

25.6

89.9

19.9

34.4

14.5

19.3

15.9

89.6

64.2

65.5

21.8

20.2

83.4

33.3

15.9

67.9

47.0

22.8

54.6

33.8

66.5

76.3

19.6

25.6

19.8

23.5

38.3

25.フ

18.4

20.2

25.3

27.フ

83.フ

26.2

21.3

69.3

26.1

22.6

37.1

99.3

55.1

最大幅

66.8

8.6

67.4

44.1

37.9

17.フ

13.2

52.3

61.2

29.1

20.5

54.1

22.8

61.5

58.2

48.4

40.1

40.4

20.6

29.2

12.9

23.4

74.フ

10.5

24.1

9.3

13.0

12.0

54.9

41.0

45.5

19.0

17.0

52.0

17.2

10.4

34.1

29.5

14.6

39.8

25.0

44.5

43.0

11.フ

20.5

12.3

15.フ

19.フ

18.5

17.6

20.0

16.6

23.8

60.4

20.1

17.1

56.2

19.4

18.4

16.0

44.0

34.9

厚さ

14.5

3.2

12.9

18.4

11.0

2.5

3.0

4.8

13.4

4.1

5.フ

13.0

9.フ

10.6

8.1

11.5

5.3

5.9

9.8

6.0

1.フ

3.3

10.2

1.0

3.フ

2.フ

3.6

1.4

15.フ

8.フ

10、 9

3.0

2.1

10.6

5.9

2.5

13.0

6.9

5.1

3.5

4.2

15.1

13.6

1.4

6.6

2.4

3.8

5.0

4.フ

2.フ

1.6

3.6

5.9

フ.6

11.8

2.2

23.8

3.5

5.5

4.4

フ.1

13.2

重量(g)
78.2

0.33

64.1

49.4

26.9

1.04

0.74

26.5

38.3

4.49

2.21

28.9

3.91

フフ.4

27.2

42.9

12.3

15.5

4.46

5.9

0.47

1.72

57.フ

0.34

2.97

0.25

0.フフ

0.21

74.4

24.フ

17.4

1.07

0.5

36.5

2.1

0.39

22.6

フ.9

1.59

12.0

2.13

38.9

41.フ

0.3

3.03

0.31

0.フフ

2.フ

1.55

0.53

0.49

1.03

3.01

50.8

3.17

0.65

68.3

1.21

2.07

3.17

33.フ

14.3

石材

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

母岩

3

2

5

3

4

4

2

3

3

5

5

9

被杢具

症

霊

証

掘

毎

鉦

毎

{旺

毎

毎

柾

証

証

掘

掘

掘

証

価

価

住

鉦

抽

毎

鉦

毎

掘

鉦

盆

証

征

血

証

仙

掘

鉦

11正

毎

仙

,垂

証

鉦

毎

証

住

証

毎

鉦

毎

釦モ

証

掘

鉦

鉦

証

鉦

鉦

毎

備破損

元汗3

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

尤升3

完形

破損

破損

破損

破損

元形

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

元汗3

破損

元升3

破損

破損

元形

破損

破損

破損

破損

破損

元形

破損

破損

元牙つ

元非3

完形

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

元升3

元升j

破損

尤非3

完形

破損



無
無
無
処
延
無
無
無
無
無
延
有
無
無
毎

2
 
3
 
4

3
 
3

4
 
4

6

5
4
9
4
2
1

1

1

無
無
無
無
無
処
無
無
無
無
無
処
無
有
錘
柾

紙
無
無
無
無
無
無
無
処
無
有
延
無
無
無
無
無
証
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遺物NO

619

620

621

622

623

624

625

626

627

628

629

630

631

632

633

634

635

636

637

638

641

642

643

644

645

646

648

6ι9

650

651

652

653

654

6郭

656

657

658

659

660

661

662

663

664

665

667

669

670

671

672

674

675

676

67フ

678

679

ブロック 1出土石器観察表ω)

図NO.大グ小が北南西東層

AF6 308 878 1V

AF6 450 900 Ⅳ

AF6 423 907 Ⅳ

AF6 388 兜8 1V

AF6 379 973 Ⅳ

AF7 357 34 Ⅳ

AF7 405 105 1V

AF7 384 104 1V

AF7 356 105 Ⅳ

AF7 359 175 Ⅳ

AF6 458 865 V

107 AF6 425 847 V

AF6 430 949 V

14 AF6 457 866 V

AF6 482 874 V

AF7 352 69 V

AF6 368 938 V

AF7 415 49 Ⅲ

AF6 495 991 Ⅲ

AF6 265 858 Ⅲ

45A F 6 90

45 230AF 6

AF6 299 230 Ⅱ

AF6 247 625 Ⅱ

AF6 303 610 1

AF6 348 624 Ⅱ

AF6 418 510 Ⅱ

AF6 446 497 1

AF6 414 447 Ⅱ

AF6 635 532 1

AF6 638 535 1

AF6 642 530 1

AF6 403 623 1

133 AF6 430 644 Ⅱ

AF6 424 668 1

AF6 436 669 1

122 AF6 447 671 Ⅱ

AF6 417 683 1

128 AF6 438 684

47 AF6 403 697

AF6 402 766 1

AF6 403 778 1

AF6 404 799

AF6 405 803 1

41 AF6 436 800 Ⅱ

AF6 445 811 1

AF6 444 832 1

AF6 448 847

AF6 447 864 1

21 AF6 442 884 Ⅱ

AF6 416 955 1

70.755

70.672

70.660

70.693

70.704

70.663

70.787

70.フ78

70.786

70.792

70.631

70.613

70.597

70.589

70.655

70.652

70.575

70.655

70.662

70.658

71.039

71.058

71.241

71.101

フ」.156

71.196

71.121

71.151

71.086

71.181

71.181

71.181

71.161

71.101

71.206

71.196

71.Ⅱ6

71.136

71.116

71.201

71.221

71.196

71.201

71.166

71.116

71.156

71.116

71.156

71.191

71.126

71.211

分類

FL

FL

CH

FL

CH

FL

FL

FL

CH

FL

FL

FL

FL

CO

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CO

FL

FL

FL

CH

FL

RF

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

FL

CH

FL

PO

最大長

22.9

21.3

17.5

22.5

15.4

32.1

32.0

21.6

15.6

34.2

27.9

69.3

23.0

70.0

22.0

39.8

22.8

35.0

30.フ

26.2

97.9

86.フ

58.9

33.0

19.9

26.5

88.4

29.4

37.0

45.2

4j.4

51.9

40.2

82.9

41.2

35.0

46.0

67.5

68.4

43.0

47.9

28.4

47.3

32.6

65.2

28.0

23.6

50.2

32.6

51.1

37.5

66.5

16.0

29.1

73.5

最大幅

17.4

20.4

14.0

20.6

15.3

16.9

22.フ

16.5

11.3

21.8

15.1

53.フ

19.0

65.フ

16.5

25.3

21.1

19.1

20.8

14.5

61.5

68.2

38.5

18.6

15.8

20.1

68.2

24.0

34.8

39.3

37.」

34.6

34.5

67.0

40.6

17.フ

33.0

43.1

46.9

34.1

29.3

12.8

39.8

16.8

47.8

」4.1

16.4

29.5

28.3

41.6

24.8

59.4

15.3

14.2

37.フ

厚さ

2.1

1.3

1.6

4.フ

2.9

2.4

3.0

3.フ

1.1

1.フ

2.2

8.9

2.5

19.4

2.1

3.4

3.1

6.フ

2.5

4.4

16.フ

20.2

5.6

3.フ

2.0

5.8

18.2

6.1

15.6

21.0

6.5

H.3

8.3

12.0

8.1

2.9

5.5

4.フ

8.3

10.0

4.6

3.フ

3.8

4.1

フ.3

6.フ

10.1

5.0

3.8

10.5

6.5

14.6

1.フ

4.3

12.5

重量(g)
0.85

0.91

0.39

1.4

0.47

1.04

1.43

1.26

0.2

1.61

0.71

30.フ

0.59

87.5

0.69

2.69

1.39

4.13

1.47

1.59

119.8

Ⅱ8.8

12.14

1.84

0.57

2.61

99.フ

2.3

13.5

27.0

フ.0

14.5

9.45

65.9

9.1

1.83

5.98

11.フ

17.1

9.56

6.26

1.14

6.35

1.92

26.4

2.23

2.64

6.45

2.54

17.1

4.17

46.0

0.33

1.89

31.5

Ⅵ縄文時代草創期の調査

石材

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

珪頁

凝灰

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

凝灰

頁岩

珪頁

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

珪頁

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

頁岩

凝灰

母岩

9

5

3

4

4

4

5

4

3

5

4

5

被杢曳

毎

鉦

掘

掘

掘

鉦

破損

破損

尤升三

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元牙三

破損

元升3

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

元lf3

元升3

破損

破損

完形

破損

元升j

標高

完形

61

元升1

破損

破損

破損

元升j

元升3

破損

破損

破損

破損

元升1

破損

元升1

破損

破損

破損



形完
無
無
無
無
延
無
処
無
無
延
無
無
無
無
無
無
無
慨
無
無
無
延
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
証

6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6
6

b
a
b
b
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

物

b
b
b
b
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

遺2

6
6
6
6
6
1
6
6
6
6
6
6
3
4
4
4
6
6
6
6
6
6

a
 
b
 
b
 
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

1
2
4
5
6
7
8
9

4
 
5
 
6
 
8
 
9

3
 
3
 
3
 
3
 
3

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

b
b
b
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

b
b
b
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅲ

Ⅲ
Ⅲ

b
b
b
b
b
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

4
4
6
6
6
6
4
6

L
L
L
L
L
H
L
L
H
H
L
L
L
H
L
H
H
L
H
O

F
F
F
F
F
C
F
F
C
C
F
F
F
C
F
C
C
F
C
P

5
6
2
2

7
8
9
0

5
 
5
 
5
 
6

a
b

Ⅱ
Ⅱ

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4

即
器
豹
即
肘
訟
鈴

延
無
処
無
無
延
無
無
無
無
無
無
無
無
延
沌
無
無
処
証

処
無
無
住

第68表ブロック 6出土石器

避物NO.図NO.大グ切ド北南西東

AG 5 85 200

AF 5 82 200

AF5 983 53

AF5 930 35

AF5 931 99

AF5 907 202

AF5 872 292

166 AF5 851 300

AF5 703 374

AF5 747 380

AF5 764 3456

AF5 763 387

AF5 780 365

AF5 795 363

AF5 736 453

AF5 746 475

AF5 761 471

AF5 780 420

AF5 793 425

AF5 784 530

AF5 804 522

AF5 822 345

AF5 865 346

AF5 874 354

AF5 875 374

170 AF5 890 322

164 AF5 810 40

AF5 820 410

AF5 858 419

AF5 810 440

AF5 800 "5

AF5 857 448

15 AF5 812 462

AF5 826 四0

165 AF5 882 475

168 AF5 956 413

AF5 977 530

AG 540 8 55

AG 541 32 245

42 AG 5 50 255

AG5 131 30044

45 AG 5 51 404

46 AF5 915 353

47 AF5 925 328

AF5 957 32548

四 AF5 956 351

AF5 985 33450

51 AF5 450 445

52 AF5 365 494

53 AF5 420 623

AF5 804 353 Ⅱb54

AF5 824 33355 169

56 AF5 870 36

AF5 924 336

AF5 981 8

AF5 364 492

I AF5 570 274 Ⅱb

層 永 rel

Ⅱ b 70.615

Ⅱ b 70.615

70.630

70.652

70.595

70.620

70.557

Ⅱ b 70.550

70.フ70

70.630

70.553

70.550

Ⅲ 70.530

Ⅱ a 70.673

Ⅱ且 70.700

Ⅲ 70.505

70.632

70.67フ

70.635

70.673

Ⅱ a 70.665

70.602

70.643

70.637

70.550

Ⅱ b 70.482

Ⅲ 70,脇5

Ⅱ b 70.637

Ⅲ 70.550

Ⅱ a 70.758

70.707

70.630

70.690

70.675

70.660

70.500

Ⅲ 70.640

70.458

70.737

Ⅱ a 70.595

70.667

70.615

70.810

70.615

70.580

70.718

70.488

70.567

70.633

70.705

70.605

70.433

70.463

Ⅱ b 70.580

70.575

70.617

70.755

分類

FL

FL

BL

CH

FL

CH

FL

FL

FL

CH

FL

FL

CH

FL

FL

CH

CH

CH

CH

CH

CH

FL

FL

FL

CH

FL

FL

FL

CH

CH

FL

FL

BF

CH

FL

FL

FL

最大長

20.0

57.5

82.9

13.1

34.4

18.6

25.フ

53.0

20.3

15.3

27.9

22.2

16.0

30.2

31.4

16.4

19.1

15.3

16.フ

11.3

10.3

25.9

29.8

22.8

18.0

31.0

57.4

36.5

19.9

18.1

107.8

22.0

91.1

19.フ

58.2

45.3

22.8

58.3

73.3

84.2

66.3

24.9

15.1

33.9

25.0

14.5

14.4

53.1

69.6

66.フ

14.1

56.5

13.2

9.6

65.0

18.1

270.0

最大幅

14.0

29.3

38.3

12.3

19.1

14.4

20.6

23.9

11.3

13.1

23.5

18.8

15.2

20.6

16.8

14.6

15.フ

8.5

13.6

8.6

フ.9

15.5

23.3

14.8

14.9

30.」

36.6

25.3

14.4

14.5

100.3

17.3

55.フ

16.フ

33.1

36.0

20.1

47.4

41.3

64.4

39.3

20.9

11.1

25.4

17.6

12.2

U.6

40.4

56.4

52.4

Ⅱ.8

36.5

11.5

6.2

42.フ

17.5

57.フ

厚さ

2.1

9.5

10.3

1.1

2.8

1.フ

3.4

3.2

1.8

2.0

2.6

1.5

2.フ

1.9

4.フ

1.6

1.9

1.5

1.8

24.0

0.8

2.8

4.4

2.6

1.8

3.2

4.2

2.5

4.9

2.2

34.4

1.9

30.1

1.5

11.3

8.3

3.1

フ.4

フ.0

10.0

12.2

16.8

0.フ

8.9

3.9

1.8

4.1

10.1

11.1

4.3

1.3

6.8

1.0

1.1

11.3

5.3

11.5

重量(g)石材

0.68 頁岩

フ.38 珪頁

26.0 珪頁

0.16 珪頁

1.19 珪頁

0.46 頁岩

1.55 頁岩

2.71 珪頁

0.37 珪頁

0.27 頁岩

1.54 珪頁

0.6 珪頁

0.57 頁岩

1.49 頁岩

1.85 珪頁

0.34 珪頁

0.71 珪頁

0.18 頁岩

0.43 頁岩

0.21 珪頁

0.08 珪頁

0.フ7 頁岩

2.28 頁岩

0.7 頁岩

0.35 珪頁

2.98 頁岩

6.89 頁岩

1.61 頁岩

0.9 珪頁

0.58 珪頁

269.6 珪頁

0.69 頁岩

163.1 珪頁

0.43 珪頁

15.2 珪頁

8.9 珪頁

1.03 珪頁

21.9 頁岩

15.2 頁岩

48.2 頁岩

20.7 頁岩

2.05 凝灰

0.13 珪頁

6.75 珪頁

0.94 珪頁

0.24 珪頁

0.58 珪頁

15.9 珪頁

35.8 頁岩

15.3 頁岩

0.17 頁岩

10.56 珪頁

0.」4 珪頁

0.04 珪頁

27.5 頁岩

0.85 頁岩

171.8 無斑

母岩

6

5

5

6

6

6

6

6

被空典 破損

破損

備

元]f3

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元汗1

破損

破損

破損

フ亡汗j

破損

フじ汗j

完形

元汗j

破損

元形

破損

破損

破損

破損

元形

破損

元牙1

破損

破損

破損

元汗,

元汗1

破損

完形

破損

完形

破損

破損

完形

破損

破損

元牙,

破掬

破損



2
2
2
2

ー
ー
ー
ー

1
2
1
2
2
2
1
1
2
1
2

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

H
H
H
H

C
C
C
C

H
H
C
C

H
H
L
H

C
C
F
C

1
2
2
2

ー
ー
ー
ー

H
L
L
H
H
L
H
L
H
H
O
H
L
H
H
H
E
L
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
H
L
H
H
H
H
H
H

C
F
F
C
C
F
C
F
C
C
P
C
F
C
C
C
P
F
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
F
C
C
C
C
C
C

2
2
1
2
2
2

ー
ー
ー
ー
ー
ー

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9

2
1
1
2
1
2
」
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

ー
ー
」
ー

1
 
2
 
1
 
ー
〕
 
2
 
1
 
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

H
 
H
 
H

C
 
C
 
C

H
H
H
H
H
H

C
C
C
C
C
C

5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7

5
5
5
5
5
6
6
6
6
6
6
6
6

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
6
7
8
9
3
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
8
9
0
1
2
3
4

無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
無
有
毎

第69表ブロック9出土石器観察表①

遺物NO.図NO.大グリノド北南西東層

AH11 215 670 Ⅱb

AH11 188 668 Ⅱb

AH11 170 655 Ⅱ b

AH11 127 608 Ⅱb

AH11 150 595 Ⅱb

AH11 175 583 Ⅱb

AH11 193 602 Ⅱb

AH11 192 588 Ⅲ

AH11 206 606 Ⅱb

AH11 218 609 Ⅱb

AH11 211 603 Ⅱb

AH11 207 597 Ⅱb

AHⅡ 193 571 Ⅱb

AH11 200 559 Ⅲ

AH11 192 534 Ⅱb

AHU 187 556 Ⅲ

AH11 178 565 Ⅲ

AH11 150 552 Ⅲ

AH11 147 560 Ⅲ

AHH 136 554 Ⅲ

AI{11 154 519 Ⅲ

2 AH11 166 512 Ⅱb

AHH 163 500 Ⅱb

AH11 58 490 Ⅲ

AH11 76 446 Ⅱb

AHⅡ 127 448 Ⅲ

AHH 203 "7 Ⅱb

AH11 180 590 Ⅱb

AH11 203 438 Ⅲ

AH11 209 656 Ⅱb

AHI」」76 583 Ⅱb

AH11 185 587 Ⅱb

AH11 182 602 Ⅲ

AHH 136 592 Ⅱb

AH11 195 594 Ⅱb

AH」1 214 607 Ⅱb

AH11 207 597 Ⅱb

AH11 204 591 Ⅱb

AH11 194 587 Ⅱb

AH11 187 581 Ⅱb

AH11 185 566 Ⅱb

AH11 184 560 Ⅱb

AHH 192 567 Ⅱb

AH11 203 577 Ⅲ

AH11 206 585 Ⅲ

AHⅡ 192 529 Ⅲ

AH11 198 447 Ⅱb

AHⅡ 211 596 Ⅱb

AHⅡ 209 596 Ⅱb

AH11 215 604 Ⅱb

AH11 184 585 Ⅱb

AH11 197 576 Ⅱb

AH11 189 579 Ⅱb

AH11 185 581 Ⅱb

AH11 193 594 Ⅱb

AH11 186 599 Ⅱb

AH11 183 601 Ⅲ

AHH 181 595 Ⅲ

AH11 89 516 Ⅲ

AH11 219 561 Ⅲ

標高

71.245

71.25

71.279

71.274

71.161

71.248

71.162

71. N8

71.184

71.168

71.173

フ」.175

71.218

71.114

71.245

71.109

71.117

71.136

71.142

71.14

71.131

71.24

71.192

71.158

71.226

71.141

71.217

71.23

71.13

71.」95

71.157

71.165

71.109

71.328

71.133

71.169

フ」.159

71.136

71.134

71.175

71.128

71.125

71.163

71.129

71.128

71.135

71.192

71. H9

71.127

71.118

71.148

71.105

71.114

71.116

71.107

71.]09

71.」04

71.105

71.156

71.109

分類

CH

最大長

フ.フ

13.0

18.8

13.4

19.2

9.1

10.2

18.0

12.8

22.6

11.5

9.8

21.5

17.0

10.4

10.8

18.2

11.3

25.8

5.5

4.5

36.4

9.3

19.2

19.0

12.フ

12.フ

87.5

19.9

16.6

8.2

19.8

8.3

17.6

3.9

10.1

13.3

10.0

9.1

11.1

6.9

」4.フ

29.フ

16.フ

4.8

5.2

6.8

13.3

6.フ

8.2

フ.フ

フ.0

10.0

5.6

25.6

13.3

8.4

12.8

12.5

フ.9

最大幅

5.4

12.1

17.5

10.1

14.1

4.5

8.5

12.フ

フ.3

14.0

8.3

6.8

17.1

12.1

9.0

フ.6

15.4

11.2

12.3

4.5

3.2

18.フ

8.4

17.フ

15.5

8.5

10.1

60.0

13.0

8.9

6.9

12.9

8.0

9.5

2.4

8.3

8.3

6.3

6.5

10.0

4.4

6.6

15.0

12.9

4.0

4.9

5.2

H.5

3.6

3.4

4.9

3.9

6.4

5.5

13.1

フ.2

6.4

9.3

8.5

4.6

厚さ

0.6

1.3

2.6

1.6

1.8

1.3

1.9

3.3

2.8

2.」

1.4

0.8

1.フ

4.フ

1.9

1.6

3.1

2.2

4.2

0.9

0.4

フ.3

1.フ

3.フ

2.9

1.6

2.3

28.8

2.5

2.1

0.6

3.0

1.0

4.2

0.6

1.5

1.9

1.フ

1.5

0.8

0.8

1.3

2.フ

2.3

0.5

0.4

1.4

1.5

0.フ

2.0

0.フ

1.0

1.1

0.4

5.5

1.3

0.6

1.6

1.4

0.9

重量如
0.03

0.19

0.51

0.19

0.36

0.02

0.16

0.50

0.18

0.52

0.09

0.05

0.67

0.85

0.14

0.13

0.59

0.20

0.95

0.02

0.01

3.56

0.10

0.10

0.53

0.10

0.22

182.9

0.43

0.29

0.05

0.63

0.08

0.40

0.01

0.09

0.19

0.14

0.07

0.09

0.03

0.11

0.88

0.46

0.01

0.01

0.03

0.18

0.02

0.04

0.01

0.03

0.05

0.02

1.69

0.10

0.03

0.16

0.13

0.03

Ⅵ縄文時代草創期の調査

石材

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

頁岩

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

IE崗

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

チヤ

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

母岩

12

被声曳

鉦

掘

鉦

癌

鉦

毎

盆

毎

佃モ

毎

鉦

毎

鉦

毎

柾

価

証

毎

盆

毎

掘

鉦

症

掘

有

鉦

鉦

柾

慨

盆

1旺

毎

住

癌

鉦

掘

」皿

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

ラモ:升三

破摸

破損

破損

尤汗づ

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元牙1

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

CH

CH

Ⅱ



考

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
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珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
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珪
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珪
珪
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ー
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1
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C
 
C
 
C
 
C
 
C
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C
 
C
 
C
 
C
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C
 
C

2
2
2
1
2
1
2

ー
」
ー
ー
ー
ー
ー

物遺2

2
2
1
2
1
1
2
2
1
ー
ー
ー
2
2
2
1
2
1
2
1
2
1
ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

H
H
H
H
H
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H
H
H
H
H
H
L
H
H
H
H
H

C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
C
F
C
C
C
C
C 頁

頁
圭
圭

頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁
頁

珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
珪
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H
H
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H
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H
H
H
O
H
L
H
H
H
H
H
H
H
H
H

C
C
C
C
C
C
C
C
C
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P
C
F
C
C
C
C
C
C
C
C
C

3
 
4
 
5
 
6

9
 
9
 
9
 
9

2
1
ー
ー
ー
2
1

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

8
9
9
9

0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
0
 
1
 
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
 
6
 
7
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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第70表

遺物NO

68

69

70

71

72

73

74

75

76

フフ

78

79

80

81

82

部

84

85

86

87

88

89

90

91

92

ブロック 9出土石器観察表(2)

図NO.大グリノド北南西東層

AH11 203 542 Ⅲ

AH11 210 534 Ⅲ

AHⅡ 208 589 Ⅲ

AHH 212 595 Ⅱb

AHH 206 566 Ⅲ

AHⅡ 209 567 Ⅲ

AH11 211 554 Ⅲ

AH11 220 554 Ⅲ

AH11 207 576 Ⅱb

AH11 216 595 Ⅱb

AH11 207 574 Ⅱb

AH11 222 596 Ⅱb

AH11 209 585 Ⅲ

AHH 191 545 Ⅱb

AH11 184 515 Ⅲ

AH11 224 603 Ⅱb

AH11 198 505 Ⅲ

AHJ」 205 619 Ⅲ

AHH 169 616 Ⅲ

AH11 182 639 Ⅱb

AHⅡ 180 606 Ⅱb

AH11 189 565 Ⅱb

AH11 199 616 Ⅲ

AHH 185 577 Ⅱb

AH11 195 588 Ⅱb

AH11 158 644 Ⅱb

AH11 179 印8 Ⅱb

AH11 183 582 Ⅱb

AH11 190 569 Ⅱb

AH11 183 572 Ⅱb

AH11 180 582 Ⅱb

AH11 162 566 Ⅱb

AH11 164 590 Ⅱb

AHⅡ 160 581 Ⅱb

AHH 154 585 Ⅱb

AH11 162 567 Ⅱb

AH11 184 600 Ⅱb

AH11 155 590 Ⅱb

AH11 130 566 Ⅱb

AH11 160 652 Ⅲ

AH11 214 746 Ⅲ

AH11 17フ 730 Ⅲ

AH11 200 592 Ⅱb

AH11 210 631 Ⅲ

AH11 223 607 Ⅲ

AH11 176 585 Ⅲ

AH11 190 588 Ⅱb

AHU 190 592 Ⅱb

AHH 183 581 Ⅱb

AH11 203 605 Ⅱb

AH11 195 601 Ⅱb

AH11 194 553 Ⅲ

AH11 196 601 Ⅱb

AH11 195 599 Ⅲ

AH11 204 599 Ⅱb

AH11 204 599 Ⅱb

AH11 195 607 Ⅲ

AH11 165 640 Ⅲ

標高

71.097

71.086

71.102

71.1

71.103

71.097

71.062

71.046

71.096

71.096

71.067

71.069

71.054

71.058

71.045

71.07フ

71.042

71.072

71.078

71.073

71.07

71.067

71.059

71.072

71.088

71.072

71.058

71.086

71.058

71.069

71.068

71.083

71.109

71.111

71.118

71.064

71.068

71.104

71.13

71.071

71.14

71.115

71.072

71.051

71.025

71.033

71.013

71.006

70.997

71.154

71.132

70.991

71.13

71.052

71.074

71.074

70.875

70.939

分類 最大長

10.0

10.0

6.0

5.3

12.1

8.5

フ.2

Ⅱ.2

16.4

フ.0

フ.2

9.0

8.6

12.2

15.1

14.0

14.1

12.3

5.9

8.フ

16.3

H.9

14.4

15.3

12.4

10.2

フ.3

8.1

9.フ

17.3

17.2

10.3

18.2

8.2

14.3

9.5

5.6

5.9

13.3

17.2

9.フ

9.1

10.2

9.4

14.6

14.1

13.0

フ.9

11.4

18.2

8.3

21.0

9.4

16.9

8.6

18.0

24.4

11.2

8.0

12.9

10.0

CH

最大幅

フ.6

フ.フ

3.フ

4.2

フ.フ

6.9

6.0

フ.4

8.9

6.2

4.5

5.フ

フ.1

9.8

13.3

3.4

8.0

9.2

4.2

8.0

13.8

フ.3

6.フ

8.フ

9.8

9.0

6.9

5.3

6.6

14.9

11.2

フ.0

11.9

6.4

9.9

8.9

4.6

4.8

9.2

15.1

5.フ

フ.9

5.8

5.9

8.4

13.6

9.1

5.2

8.フ

12.2

フ.8

17.6

8.6

フ.4

フ.3

3.8

21.1

フ.1

フ.3

12.2

8.5

厚さ

1.0

1.6

0.9

1.1

0.9

1.0

1.1

1.3

0.フ

1.2

0.フ

0.9

1.0

2.4

1.5

2.2

1.8

3.0

0.フ

0.8

2.0

0.フ

1.2

4.9

1.0

1.1

0.5

1.2

1.3

2.9

2.6

0.8

2.5

0.9

1.6

0.9

0.6

0.9

1.8

1.フ

1.2

0.8

0.8

1.9

3.0

1.9

1.8

0.フ

1.3

5.0

0.フ

1.フ

1.0

1.6

1.0

1.2

3.5

1.1

1.3

1.フ

1.0

重量(g)
0.07

0.09

0.02

0.01

0.08

0.05

0.05

0.09

0.13

0.06

0.02

0.05

0.08

0.22

0.28

0.40

0.15

0.26

0.02

0.05

0.42

0.07

0.11

0.46

0.13

0.09

0.03

0.05

0.06

0.62

0.36

0.06

0.55

0.04

0.28

0.09

0.02

0.02

0.23

0.38

0.06

0.06

0.06

0.08

0.29

0.28

0.19

0.02

0.12

0.78

0.06

0.68

0.08

0.15

0.05

0.37

1.39

0.06

0.05

0.23

0.07

石材 母岩

12

Ⅱ

97

被空典

掘

住

毎

,皿

証

証

血

柾

証

毎

鉦

掘

鉦

狸

有

掘

掘

鉦

征

価

征

毎

掘

鉦

有

価

価

価

証

柾

掘

鉦

掘

鉦

鉦

毎

価

価

柾

証

証

証

鉦

征

証

優

鉦

毎

鉦

掘

症

11圧

鉦

証

毎

毎

毎

住

鉦

鉦

鉦

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元汗j

破損

元升つ

元汗三

完形

破損

破損

元形

破損

元牙1

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

完形

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

破損

元升3

元牙3

元牙3

破損

破損

完形

破損

完形

尤形

破損

破損

CH

CH

CH

CH

備

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁

珪頁
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79

L
L
L
F
L
F

F
B
F
R
B
R

0
 
3
 
3

2
 
1
 
0

ー
ー
ー

59

401

89

プ

501

処

バ

L
L
L
L
L

F
F
B
B
B

29

形

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー

占

3
 
4
 
2

1
 
0
 
0

ー
ー
ー

S
S
S
S
S
S

7
 
8

9
 
9

1
2
3
4
5
6
7
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Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

面

5
 
1
 
4

0
 
1
 
0

ー
ー
ー

F
S
S
S
F
S
S
S
S
S
S
S
F
F

99

凹

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

幅

明
明
明

不
不
不

剥

4
 
8

9
 
4

1
 
2
 
3
 
4
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ム
ロ
ー

妾
資

311

■
■
■
■
■
■
四
■
■
■
囲
■
■
■
■
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■
■
御

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ
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2
 
1

1
 
0

ー
ー

型
型
山
山

99
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凸

整
整
調
調

1
 
3

ー
ー
ー
ー

ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
ー
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ー
ー
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S
S

明
明
不
不

S
S
S
S
S
S
S

Ⅲ
Ⅲ
Ⅲ

1

面

Ⅲ
Ⅲ

凸
凸

表性属片糸2

幅

凹
凸

接

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

16

3
0
9
3
5
7
3
9
0

3
6
6
7
フ
7
8
5
1

4
4
4
4
4
4
4
5
6

5
6
1
9
1
9
2
4
1
3
8
5
9
1
4
0
1
9
7
4

4
4
4
4
4
4
4
4
5
5
5
5
5
5
5
5
5
5
6
6

第71表プロック10出土石器観察表

遺物NO.図NO.大グリソド北南西東層

AD8 694 297 Ⅲ

AD8 755 346 Ⅲ

AD8 726 445 Ⅲ

AD8 907 371 Ⅲ

AD8 928 355 Ⅲ

AD8 946 379 Ⅲ

AD8 965 384 Ⅲ

49 436 ⅡbAD 8

第72表プロックⅡ観察表

遺物北.図NO.大グリノド北南西東層

AH6 144 184 Ⅱb

17 AH6 181 198 Ⅱa

AH6 151 225 Ⅱb

AH6 123 233 Ⅱb

AH6 73 522 Ⅱb

第73表接合資料・1剥片属性表

標同

71.115

71.050

71.120

71.085

71.238

71.252

71.201

71.378

分類

FL

FL

最大長

78.2

70.1

16.フ

68.3

61.0

105.フ

117.2

66.6

プロソウ j丘1勿NO

最大幅

42.2

40.6

60.フ

48.フ

47.2

58.26

49.5

57.0

備

厚さ

10.5

8.5

10.4

10.3

5.5

162

11.3

12.8

条11馳長剥雜幅

70.175

70.268

70.217

20.257

70.385

重量(g)
31.3

28.4

68.5

26.1

18.8

74.1

57.3

38.6

Ⅵ縄文時代草創期の調査

分類

石材

最大長

90.フ

99.フ

105.2

93.1

26.9

81.8

65.4

72.2

82.フ

58.0

45.3

82.1

78.6

86.0

82.3

67.0

52.2

68.8

95.5

60.0

79.フ

89.2

39.0

母岩

4

8

打

最大幅

58.8

53.」

33.1

46.6

22.4

57.4

20.フ

47.9

32.6

16.5

22.4

20.5

13.3

18.3

47.9

13.8

29.1

19.1

69.5

51.1

41.0

65.1

63.6

29.5

35.6

8.フ

70.3

97.フ

83.1

64.3

74.5

58.3

42.フ

97.6

70.フ

69.4

52.6

86.4

65.2

58.8

57.0

79.0

43.8

49.0

被熱破損

厘さ

14.6

6.6

19.8

15.2

フ.フ

フ.3

フ.フ

フ.6

5.2

14.2

フ.8

8.9

Ⅱ.8

11.4

12.9

15.1

14.5

20.1

4.フ

6.5

1.8

厚さ

22.1

12.フ

9.2

フ.1

5.3

種類

節理

剥離

複剥

剥離

剥馳

調整

剥離

節理

剥雜

調整

剥雜

複剥

複剥

複剥

調整

重量(9)

83.1

74.8

27.8

29.4

2.4

備

形状

平坦

平坦

平坦

打

位置

石材母岩被熱破損

径

5.フ

不明

1.1

平坦

山型

平坦

平坦

平坦

山型

山一

山型

平坦

10

第74表

プロフク遮物NO

Ib

備

不明

接合

資科

不明

不明

剥離長剥離幅

1且

複剥

自然

剥離

剥雜

山型

42.3

65.0

67.フ

46.5

50.3

73.4

57.5

59.5

不明

不明

不明

1.9

備

打

平坦

平坦

平坦

30.0

43.2

37.5

41.9

19.フ

49.8

18.6

24.フ

37.2

59.2

52.5

58.4

53.2

50.3

64.0

54.4

61.5

82.6

厚さ

8.9

15.5

22.1

14.フ

6.9

14.2

12.5

10.2

15.8

14.1

種類

複剥

自然

節理

複剥

複剥

自然

複剥

剥離

Eお理

自然

1.5

形状

山型

平坦

平坦

山型

不明

1]

位置

占

径

バルプ

牙3 E毛

Ib

不明

平坦

平坦

不明

13.2

2.3

3.4

2.3

1.3

Ib

Ia

Ⅲ

標高



第75表接合資料3剥片属性表

接合
プロソク j勤NO 剥籬長剥雜幅

質料

127 3 51.5 46.0

274 3

454 3 46.0 53.0

37.フ458 3 41.フ

519 3 54.3 62.0

62.0 47.4521 3

523 3 61.8 86.4

527 3 61.0 86.0

528 3 97.0 58.0

545 3 72.フ81.6

59.フ557 3 67.2

568 3

587 3 48.3 40.0

第76表接合資料4剥片属性表

接合
剥雜長剥雜幅」女物NOプロソク

資料

44 4 25.5 15.5

60 4 65.055.5

100 4 72.6 56.3

231 4 44.0 35.0

283 4 64.0 47.5

389 4 33.252.0

32.5455 4 38.3

497 4 95.3 84.フ

500 4 63.8 106.8

504 4

508 4

67.7 132.4511 4

515 4 62.4 5」.2

第77表接合資料7剥片属性表

接ム
J出勿NOプロノク 剥離長剥雜幅

資村

1 189 7 30.5 36.0

64.21 593 7 28.9

1 532 7 61.0 59.0

第78表接合資料 8剥片属性表
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第Ⅶ章縄文時代偉創期を除く)の調査

縄文時代の遺物出土状況を図版90に示した。遺物は段丘面上の平坦部分では比較的希薄で、主に斜面部

分から出土しているとくに、 AH4 ・ 5 グリッド周辺から遺物が集中して出土していることがわかる

竪穴住居跡S11がAG5 と AH5 グリッドにまたがって検出されていたことから、これらの遺物はこの SI

1と関連する遺物である可能性が高い。 S11下の斜面部分から主に出土していることから、 S11からの廃

棄場であったと考える。ただし、士器は大木6式古段階と新段階の土器が混在している。この斜面で土器

が出土した包含層は黄褐色を呈しており、細かな分層はできない状況であった。したがって、両者の士器

を層位的に分離することができなかった。土器の出土状況を検討するとほかの地点でもおおむね大木6式

古段階と新段階の士器が混在して出士しているここでも遺物包含層が層厚10m程度と薄いため層位的に

両者を分離することはできない

結果的には大木6式古段階と新段階を分離できるような層位的な所見は得られていない。ただし、これ

は主に堆積状況の悪さによるもので、両者が共伴することにはならない縄文時代前期の遺跡の性格等に

ついても大木6式の士器が混在して出土しているという状況をふまえて考える必要がある

遺物の出士状況咽版90)

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査

検出された遺構の中で確実に縄文時代のものと考えられるのは、竪穴住居跡1棟、集石遺構3基、ピツ

ト1基(pit15)のみである。竪穴住居跡・ピットは西地区に位置し縄文時代前期末葉、集石遺構は東地区

に位置し縄文時代中期前葉のものの可能性が高い。

1 号竪穴住居跡(S11 X図版91、写真図版122)

AG5・AH5 区に位置する。南に向かってなだらかに傾斜する緩斜面にあり、北側の壁面が検出された

にすぎない。遺構検出面はⅡb層上面である。また、埋士がわずかに汚れた口ームで地山との区別がきわ

めて困難であり、遺物もほとんど出士していなかったことから、当初、竪穴住居跡と気づかずに旧石器の

確認、トレンチを入れてしまい、北西隅と北東隅を壊してしまった。西側には立木があったことからここで

も壁面は検出できなかった。したがって、平面形は Pitと壁の関係などから推定せざるを得ないが、約5 m

四方の隅丸方形になるものと思われる。検出された掘り込みはきわめて浅く、壁面の高さは 8~15卯であ

つた。また、壁面の内側で幅約40cm、深さ約20師の溝が北側でのみ検出された。住居跡内でPit は4基検

出されているが全て柱穴であり、一辺が2.5~2.8mのほぼ正方形に配置されている。柱穴の平面形は径40

~25Cmの円形で比較的小さいが、深さはいずれも70cm以上あり、pitl・ 3 ・ 4 は住居跡の内倒1に向かって、

Pit2 は外側に向かって傾いていた。また、 pit3 では柱痕を確認、することができた。炉は、 4 本柱穴の中

心からやや東にはずれたところに地床炉が設けられているが、撹乱によって一部を壊されている。掘り込

みかきわめて浅いため埋土の性格等はよくわからないが、ローム層を由来とする自然堆積土の可能性が高

2 構(図版91、写真図版122・123)遺



2 遺 構

いと考える。出土した遺物はきわめて少なく、埋土から縄文時代前期末のものと思われる地文のみの土器

片が少量出土しているにすぎない。

1 号集石遺構(図版91、写真図版123)

AG13区に位置する。構築された生活面は(以下生活面)Ⅱa層中と思われる。礫の分布範囲は約2.5m四

方で、とくに中心付近の約1.3m四方に礫が集中する。集石遺構を構成する礫は径5 ~20mの円礫・亜円

礫で、いずれも被熱して赤変しており、中には被熱のため割れているものもある。礫が上下差を持たずに

面をなして出土したこと、下に掘り込みが確認できなかったことから、士坑を伴わない集石遺構と考える。

この士坑の北東約3mから縄文時代中期前葉新崎式の同一個体破片がまとまって出土した。東地区で時期

の判定できる士器はこれだけで、集石遺構の時期を示している可能性が高い。

2号集石遺構(図版91、写真図版123)

AHI0区の北東隅に位置し、一部は隣接するグリッドにかかっている。推定された生活面はⅡa層中で

ある。礫の分布範囲は南北2.6m、東西2.9mで、比較的密集している。中心から南東寄りで礫が円形に希

薄な部分があるが、これはこの集石遺構を切って掘り込まれたSK38の範囲である。集石遺構は被熱して

破砕した礫片によって構成され、個々の礫片は径5 ~10mのものが多く10mを越えるものは少ない。破砕

前の形状は円礫・亜円礫だと思われるが、接合作業を行っていないためその大きさ等は不明である。ほか

の集石遺構と同様に礫が上下差を持たず面をなして出土し、下に掘り込みも確認できなかったことから士

坑を伴わない集石遺構であると考える。この遺構に伴う遺物は出士していない。

3号集石遺構(図版91、写真図版123)

ADⅡ区に位置する。推定された生活面はⅡa層中だが、Ⅱb層上面とのレベル差はわずかである礫

の分布範囲は南北約2.3m、東西1.6mで、とくに中心付近の径1.2mの範囲に密集している。集石遺構を

構成する礫は径5 ~15卯の円礫・亜円礫でいずれも被熱して赤変しており、中には割れているものもあ

る。ほかの集石遺構と同様に礫が上下差を持たず面をなして出士し、下に掘り込みも確認できなかったこ

とから土坑を伴わない集石遺構であると考えるこの集石遺構に伴う遺物は出士していない

Pit15(図版91、、写真図版123)

AD5 一Ⅱ区に位置し、長径43Cm、短径33Cm、深さ34Cmのピットである。埋士は自然堆積と考えられ、

4層に細分可能である。いずれも地山の口ーム層に由来する士で埋土の識別には困難が伴った。埋土上部

に食い込んで1群土器4類の底部が出士しており、このピット検出の契機となった。

3

帰属する時期にもとづいて土器の分類を行った。破片資料が多く、器形が十分に把握できないため文様

を中心に分類を行わなけれぱならず>必ずしも根拠が十分ではない部分もある。所属時期による士器群の

設定は以下のとおりである。

第1群士器一ーー前期末葉の士器

第Ⅱ群士器・・・中期の士器

第Ⅲ群土器一・・後期・晩期の士器

A 士 器(図版92~94、写真図版167 ・168)

物遺



①第 1 群士器(1~59)

出土した縄文土器の大部分がこれにあたる。大木6式の士器を主体とし、わずかに北陸系の土器がこれ

に加わっている。また、大木6式の古段階と新段階の土器が出土しているが、これらが混在して西地区を

中心に出土している状況である。したがって、ここでは古段階と新段階が層位的に分離されて出士した福

島県法正尻遺跡〔松本1991〕、新潟県猿額遺跡〔滝沢ほか1995〕を参考にしながら、文様にもとづいて細分した

本来であれば器形による分類を行った後に、文様による分類を行うべきと考えるが、出土土器の多くは破

片資料で器形が復元できるものが少ないため、個々の土器の記載の中で器形が推定可能なものについてこ

れを述べることにする文様にもとづいた第1群土器の分類基準は以下のとおりである

1類:口縁音Ⅲこ縄側面圧痕が施されたもの。

2類:粘土貼り付けによって複合口縁状に肥厚した幅の狭い口縁部を持っもの口縁部には楕円状の区

画がもうけられている

3類:口縁部の下端に三角形状の彫り込みが施されたもの

4類:幅5mm前後の連続する爪形文が施されたもの。

5類:爪形文の施された幅5m前後の隆線を横位・斜位を基本に施すもの

6類:肥厚する上下幅の狭い口縁部に沈線で文様が描かれたもの

7類:板状に胆厚する口縁部に沈線で文様が描かれたもの。

8類:沈線の側縁に爪形文が施されたもの

9類:細い粘土紐を貼り付けて文様を描くもの粘土紐上に細かい爪形文が施されることが多く、描か

れる文様も4類に比べると幾何学的で複雑である

10類:半裁竹管による半隆起線で平行沈線、渦巻文が施されたもの

Ⅱ類:その他分類不能の文様

12類:口縁部に無文帯のめぐるもの

以下、この分類に沿って出土士器の説明を行う。

1 美頁(4)

4は丸く肥厚する口縁部に撚りの緩い LRの縄側面圧痕が施されたものである波状口縁を持ち、頸部

の屈曲から胴部にかけてゆるやかに張った深鉢になるものと思われる

2類(5 ・ 6)

5.6は複合口緑状に肥厚した口縁部に楕円状の区画が施されたものであるいずれも、胴部が円筒形

状となる深鉢であろう。

3類(2)

2は口縁に貼り付けた粘士紐の下端に三角形の彫り込みを施した後、その下にさらに粘士紐を貼り付け

たものである口縁は4単位の突起を持ち、この突起には彫り込み前と後の粘土紐によって区画か設けら

れ、その中に3本の粘士紐か補鄭二貼り付けられている。頸部下端の隆線によって頸部と胴部が区画され、

胴部にはLR縄文が施される。器形は胴部上半の張った深鉢である

4 類( 3 ・フ~11・ 14~18)

3は胴部の上半に連続する爪形文で文様の描かれた士器である。口緑部と胴部は横位の2条の連翫爪形

文で区画され、胴部上半には斜行渦巻文とその下に鋸歯状の沈線文が描かれている胴部上半と下半は横

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査



3 遺 物

位の連続爪形文で区画されている。器形は胴部上半の張った深鉢となり金魚鉢型にはならないようである。

7は頸部に2条の連続爪形文が横位に施され、肥厚する口縁部の下端に浅い刻みか加えられている。口縁

はゆるやかな波状口緑である。 8は幅の狭い肥厚する口縁部に2列の爪形文が施されたもので、口縁の内

側は小波状を呈する。器形は円筒形状の深鉢であろう。 9・10は同一個体と考えられ、板状に肥厚した口

縁部に連続爪形文で同心円の文様が描かれたものである。同心円の中心にはポタン状の突起が貼り付けら

れているが、 9では剥落している。また、口縁部と胴部が横位の連続爪形文で区画されている。Ⅱは肥厚

した口縁部に沈線で楕円文が描かれ、頸部には横位の連続爪形文が施されている。器形は円筒形状の深鉢

であろう。14・15はいずれも胴部破片で、 14には 1条の、 15には 2条の横位の連続爪形文力瑁忍められる。

16・17・18も胴部破片であるが、隆線の脇に沿って連続爪形文が施されている

5 類(12 ・ 19)

12は口縁に沿って2列の隆線が横位に施され、その下には隆線で幾何学的な文様が描かれている。口緑

部は肥厚していない。19は胴部破片で横位の隆線とそれに連結する2条の斜行する隆線が認められる。

6 類(13)

13は厚く肥厚する口縁部に横位と斜行する沈線で文様が描かれ、口縁部の下端には楕円形の刻みが施さ

れている。器形は円筒形状の深鉢であろう。

7 類(22~24)

22は横位と斜行する沈線で文様が描かれたものである。23は口縁部に2条の沈線で横位の文様が描かれ

ている。器形は22・23とも円筒形状の深鉢であろう。24は外傾した口縁部と強く張った胴部を持っ深鉢で、

口縁部には沈線で鋸歯状の文様が描かれている。

8 類(21)

21は外傾した口縁部と強く張った胴部を持っ深鉢で、口縁部から肩上半にかけて文様が描かれてぃる。

文様は口緑、口縁下の屈曲、肩の中位に施された横位の沈線で口縁部と肩部上半の2つの文様帯に区画さ

れている。口縁部には斜行する沈線や鋸歯状の文様が描かれ、肩上半は平行する斜行沈線で文様が描かれ

ている。

9 類(20 ・ 25)

20は複合口縁状に肥厚した口縁部を持っ円筒形状の深鉢である。口縁部は細い爪形文が施された隆線で

楕円状に区画され、横位の隆線と沈線で区画された胴部上半の文様帯には2本1対の隆線で幾何学状の文

様が描かれている。この2本1対の隆線は、まず2本の粘士紐に細い爪形文を施した後で粘士紐の間に沈

線を引き直すという手法で作出されている。したか'つて、沈線を引いた後にその側縁に爪形文を施す8類

とは明らかに文様の施文方法が異なる。25は肥厚しない口縁部の上下端に横位の粘土紐が2条貼り付けら

れたものである。器形は円筒形状の深鉢であろう。

10類(32 ・ 33)

32は重層する沈線で横位、縦位、同心円状の文様が描かれたものである。33は重層する沈線で横位、同

心円の文様を描いた後、先の鋭く尖った工具で放射状、縦位の重層する沈線が施されたものである。また、

いずれも同心円の中心には円形の彫り込みが、33には三角形状の彫り込みが施されてぃる。これらの士器

は、新潟県柿崎町鍋屋町遺跡第Ⅲ群第3類士器〔寺村・室岡"196のに類例を求めることができ、北院系の

士器であると考えられる。



11類a ・ 34 ・ 35)

1は口縁部が外傾し、胴部上半の張った深鉢である。口縁部には山型に隆帯が貼り付けられ、これに斜

めの刻みが施されている。胴部は LR の結節縄文による地文のみである。34・35は横位に粘土紐の貼り付

けられた胴部破片で、35には粘士紐上に縦の刻みが施されている。

12類(26~3の

26~30は口縁部に無文帯のめぐるものである 27は波状口縁をなし、 28は口縁部と胴部が隆線で区画さ

れている。

その他の土器

胎土などから無文ないし地文のみの破片の大部分は前期末のものと思われる 37~48は底部の破片であ

る。37は金魚鉢形の深鉢の底部である。40・42は胴部との接合部で円盤状に剥離した底部で、大木6式土

器にしばしぱ認められ、士器製作技法を反映している可能性のあることが指摘されている〔丹噺,・本間ほか

1991〕。48の胴部に認められる地文は条の太さの異なる単節のRL縄文を縦方向に回転したものである。49

~59は無文ないし地文のみの胴部破片である。単節のLR原体を横方向に回転したものが多いが、撚りの

緩い LR の縄側面圧痕(53)、網目状撚糸文(54)、結節縄文(55・56)なども認められる。

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査

②第Ⅱ群士器

中期の士器は新崎式の同一個体破片が東地区のAGB区でおよそ50伽四方の範囲からまとまって出士し

たのみである。これらの土器片はいずれも細片で、明らかに同一個体のものでありながら接合閧係があま

り認められない完形に近い士器が廃棄されたというよりは、何らかの別の行為がかかわっていた可能性

が高い。あるいは、耕作の影響を受けているのかもしれない。ここでは、これらの土器片の中から接合に

より大型破片となったものと底部のみを掲載する。60aは突起部分の口縁部破片である。横位の竹管平行

沈線と連続爪形文によって口縁部と頸部の文様帯が区画される口縁部文様帯は格子目沈線で充填され、

頸部文様帯は無文である 60bは胴部破片で竹管平行沈線による縦方向の区画やB字状文の中が格子目沈

線で充填されている。この土器は1号集石遺構の北東約3mから出土しており1号集石遺構の所属時期を

示している可能性が高い

③第Ⅲ群士器

所属時期の明確な士器で縄文時代後期から晩期のものと考えられるものである。61は口縁下からLR縄

文が施されたもので、胎士・調整などから後期のものと思われる。62は無文の口緑部文様帯の下に横位の

連続する刻みか力nえられたものである。口縁部には突起が設けられている 63は折り返し口縁の士器で無

文である 62・63は晩期後葉のものと思われる。

すでに、士器の記述で指摘したように、出土土器の大半を占める前期末の士器は主に西地区から出土し、

東地区から出土した士器で時期のわかるものは中期前葉のものだけである。したがって、それぞれの地区

から出土した石器も大枠では土器と同時期のものと考えることができる。そこで、ここでは石器を西地区、

東地区に分けて掲載し記述することにする

B 石 器



3 遺 物

①分

石器は石鍬、石匙、箆状石器、不定形石器、磨石類などの各種トゥール、剥片、チップ、石核に器種分

類した。これらのうち、五丁歩遺跡における高橋の分類に基づいて不定形石器をさらに細分した(第79表)。

各器種の分類基準は以下のとおりである。

石鐡

鋭利な先端部が作出された小型で薄手の石器を石鎌とする。

石錐

調整によって鋭利な先端部が作出された石器を石錐とする。また、調整によらない先端部に磨耗、微小

剥雜痕などが認められた石器も石錐に含める。

石匙

ノッチ状の二次加工によってつまみが作出された石器を石匙とする。

篦状石器

細長い打製石器で一端に長軸と直交ないし斜行する刃部を作出した石器で、 D字形の断面形を持ち、幅

の最大値が石器の刃音Ⅲ寸近にあるもの。また、刃部は片刃であることが多い比較的硬質の石材が用いら

れることが多いが、本遺跡例では軟質の石材も多用されている。

両極石器

対向する辺ないし端部に両極剥離によると思われる密集する剥離痕やつぶれを持つ石器、または両極剥

雜によると思われる平畑でりングの密集する条1隅隹痕を持つ石器いわゆる、ピエス・エスキーユ、両極石

核、両極剥片がこれに含まれる。三者の識別については、個々の石器の観察にもとづいて石器各説で示し

たが、点数が少ないこともあり十分な根拠があるわけではない。

打製石斧

細長い打製石器で一端に長軸と直交する刃部を作出した石器で断面が肩平なもの箆状石器と比べた場

△、 軟質の石材が用いられることが多い。仁1 、

磨製石斧

細長い磨製石器で一端に斧状の刃部が作出されたもの。

磨石類

表面に磨痕、凹み痕、敲打痕の最低1つが認められた礫を磨石類とする。

不定形石器

剥片ないし薄手で肩平な礫を素材として二次加工が施された石器で定型的な形態をとらないものを不定

形石器とする。基本的に五丁歩遺跡の分類を踏襲して細分したが〔高橋1992〕、①五丁歩遺跡における H.J

類は微小剥離痕ある剥片として剥片類に含める、②資料数の問題などから各分類内での細分は特に行わな

いなどの違いがある。分類の名称も第79表に示した五丁歩遺跡のものと同じとした。

石核

ネガティヴな最終剥雜面を持っ石器。不定形石器の一部や礫器類との区別が困難だが、最終剥離面の大

きさがおおよそ20mを越えているものを石核とした。また、剥離の大きさ以外に規則性、連続性を基準と

する場合もある。以下の4類型に細分した。

A類:作業面転移、打面転移を頻繁に行って剥片が剥離され、多面体を呈するもの。

類



第79表

分類

不定形石器分類表

部形刃

A類
スクレイバー

中型・急角度

B頬
スクレイバー

小型・急角度

連続剥離

C類緑

状

大型・急、角度・鋸菌状剥離

連続剥雜

刃部ライン

中型・小型

雜

外轡状

素 材

縦長

横長

縦長

横長

縦長・厚手

横長・厚手

縦長・薄手

横長・薄手

急角度・鋸菌状剥

大型・急角度剥跳

外轡状

D類

厚手

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査

傾

大型・浅角度剥雜

(高橋1992、表28より)

側縁

府縁・側縁

側縁

府縁・側縁

側縁

底縁

側縁

底縁・側縁

片側縁(一方の片側棚1古い剥哉面や折断面等をチ帰する)

両側縁

片側縁(D 1類に同じ)

両側縁

片側縁(D 1類に同じ)

片側緑(D 1類に同じ)

両側縁

側縁

底縁

側縁

底縁・側縁

側縁

側縁と底縁

底縁・側縁

底縁

側縁

次

J 1頬

中型・小刑条隅佐

J 2 類

加

K ]類

K 2類

K 3類

複合

E類

工

大型ノ

大型

部

ソチ

・中型

位

/1、型ノ

大型

F頒中型・小理!・不速続剥雜

拓入剥雛

厚手

yチ

・中型

細分類

A類

拓入剥雛

G頒大型・中型・浅角度・不連続剥離

内捗状

薄手

厚手

H類
無加工

中型

縦長・厚手

横長・厚手

縦長・薄手

横長・薄手

縦長

縦長

横長

縦長・厚手

横長・薄手

内轡状

1類揣音Ⅲ二小型・連続剥雜

(使用痕あり)

小型・浅角度

端部に丸味

C 2頬

J 類無加1 (使用痕あり)

D 1類

不連続剥跳

D 2類

外轡状背面は自然面底縁・側緑

K類

両面加工(調整)石器

刃部平面形は波状、側面観はジグ

ザグ状

D 3類

D 4傾

石銑

端部に丸味

複合 A~K類の組み合わせ

※ゴシック以外の明朝体は、一般的傾向を表す

縦長・厚手

横長・薄手

E 1類

E 2類

縦長

ヅ而割')

端部

側緑

側緑と底緑

底縁

底緑と側縁

ほほ全周(円形・楕円形)

ほほ半周(半円形状)

K ]・ K 2類は以外(不整形)

外轡状

F 1傾

横長

F 2額

G

二

状
状

線
轡

直
内

状
状

線
轡

直
内

状
状

線
轡

直
内

鋸
菌

石
器

鋭
利
な
尖
端
部
を
持
っ
石
器

状
状

線
轡

直
外

拓
入
石
器
(
ノ
ッ
チ
)

直
外
線
轡
状
状

直
外
線
轡
状
状



3 遺 物

B類:ーつの打面から連続的に剥片が剥籬されたもの。

C類:周縁から中心に向かって求心的に剥雜が行われたもの。打面と作業面を入れ替えて剥離が進行す

るため、周縁が鋭く円盤状となる。

D類:打面と作業面が固定されて縦長の剥片が連続的に剥雜されたもの。いわゆる石刃石核に近いもの。

②石器各説

西地区から368点、東地区から82点の縄文時代の石器が出土した。それぞれの地区での石器組成は第80

表のとおりである。また、表面採集資料など出士地点の不明な石器が54点存在する。観察表は図示した石

器にっいてのみ掲載した。本文、観察表、実測図、写真の遺物番号は全て統一してある。観察基準は第16

図のとおりである。

西地区出土石器(図版95~103、写真図版169~173)

石鎌 1点出士した。 1(実測図番号)は西地区出土であるが、表面採集のため出土地点は明確ではない

凝灰岩製の有茎石鍬である先端と基部をわずかに欠損する。

石錐 1点出士した。 2は珪質頁岩製の石錐である。先端側左右両側縁の調整によって錐状の刃部が作

第80表縄文時代の石器、器種・石材組成表
西地区

石鑛錐形石器石匙箆状石器 両極石器打製石斧 磨製石斧磨石類不定"拓゜ 石核 チップ

頁 2 13 10

珪質

凝 灰岩

チャ

砂

ホルンフェルス

粘板岩

21

チップ

2

368

東地区

2

2

質頁

灰岩

質凝灰岩

紋 石

石 央

n直 3

4

石鎌錐形石器石匙箆状石器両極石器打製石斧磨製石斧磨石類不創拓器
9

みIL

玉

チヤー

る少

ホルンフェルス

粘板

安山

升

26

6

24

2

0

7

98

2

2

0

82

0

23

3

剥片

64

7

141

2

18

13

8

2

4

1

Ⅱ

2

6

2

2

計

99

Ⅱ

183

3

27

21

12

3

84

0

3

47 23

石核

2

261

剥片

B

3

12

9
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1
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出されてぃる。調整は両側縁七も両面加工で、いずれも主要剥離面側の調整の方が背面調整より新しい。

篦状石器 3点出土した。 3は背面に自然面を持った凝灰岩製の厚手の剥片を素材として、両側縁を中

心に調整が施されたものである。調整は半両面加工で素材の主要剥離面を大きく残している。刃部にはあ

まり調整が施されておらず、未成品の可能性もある。刃部左に樋状剥離が1条施されている。 4は両面加

工で仕上げられたもので、断面形はD字形というよりはレンズ形に近い。石器の表裏の判断か嘆隹しいが、

刃部の形態から判断した。頁岩製である。 7は頁岩製の箆状石器である両側縁が両面加工で、基部側の

端部と刃部が片面加工で調整されている。調整は比較的大振りの加工によってなされている。

両極石器 5 は流紋岩製のピエス・エスキーユである。上下両端には両極剥雜によるものと思われる微

細な剥離痕とっぶれが認、められるまた、左側縁の古い横方向からの剥雜面以外は全て両極剥離による0

6も流紋岩製のピエス.エスキーユである。上下両端には両極剥離による別惰隹痕が見られる。10は剥片素

材の石核を素材とするピエス.エスキーユである。上下と左右のやや尖った端部に両極剥雜による剥雜痕

とっぶれが認、められる。凝灰岩製である。 8 は流紋岩製の厚手の両極剥片を素材としたピエス'エスキー

ユである主要剥籬面に左倒絲象から施されている剥離は主要剥離面を切っている。したかって、この石器

は両極剥雜による素材の獲得、但11緑の調整、ピエス・エスキーユとしての使用という過程を経ていること

がわかる。 9 は頁岩製の両極石核である。上下と左右に両極条1惰隹による剥離とツブレか認、められる0 石器

正面の上からと右からの剥雜はいずれも両極剥離による。断面が明瞭な樮形にならないこと、比數的大き

な剥片が剥離されていることから両極石核と判断した。

打製石斧 Hは薄手の横長剥片を素材として、刃部を除く周縁に両面加工が施され器体が整形されてい

る。調整が周縁付近に限られるため、素材の背面、主要剥離面は大きく残されており、半両面加工の打製

石斧ということができる。刃部が薄く、比較的小型の折れ状の条嶋隹が認められる頁岩製である0

磨石類 12は肩平な円礫の表裏面に磨痕が認、められるものである。また、周縁にはまぱらな敲打痕か認

められる安山岩製である。13はなめらかな磨痕を持っもので粘板岩製である

不定形石器出土した48点の不定形石器のうち34点を図示した。内訳は B類5点、 C類9点、 E類6点、

F類13点、分類不能 1点である。 B類はいずれも剥片を素材とし、 14・18・16は典型的なスクレイパー刃

部が、17は厚手の剥片、15は石核を素材として厚い刃部が作出されたものである。14が頁岩、18がわル紋岩

の他は凝灰岩を石材としてぃる。 C類はいわゆる鋸歯縁石器に相当するもので、いずれも剥片を素材にし

てぃる。 21.27のように小型の熟隅隹を連続させてーつのノッチを構成するものと、 1枚の大型の条幅佳でー

つのノッチを構成するものとがある。E類は快り状の調整が連続しないものでいわゆるノツチ、挟入石器

に相当する。29が連続する小型の剥離でノッチを作出している他は大型の一枚の剥雜がノツチを構成して

いるいずれも剥片素材であるが33.29のように比較的薄手のものと、 28・26・31.32のように厚手のも

のとがある。 F類は不連続な調整が施されたもので、素材の形状をほとんど変えないものである0 王て剥

.43.40.46のように縦長剥片を素材とするものや、 30のように節理割れ剥片片を素材とし、 34 ・ 36 ・ 38

を素材とするもの、長さと幅のほぼ等しい厚手の剥片を素材とする35・37・39'41などがある0 調整は素

材の側縁や末端に両面加工、片面加工を施すものが多く、特に両面加工の割合が同く、35のように大きさ

にぱらっきのある剥離が連続するものと、 36のように不連続でまぱらな剥雜が施されるものがある045は

分類不能のもので箆状石器の基音剛犬の加工が施されている。末端は背面からの折断によって失われている0

石核出士した23点のうち18点を図示した。内訳は A類6点、 B類2点、 C類8点、 D類 1点、分類不

能1点である。 A類は打面転移、作業面転移が頻繁に行われたものである。48と49は同一母岩の凝灰岩を

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査



3 遺 物

石材とするが接合関係は認、められなかった。円礫を分割した後、それぞれの分割剥片を石核としたものと

思われるが、剥離された剥片の数はそれほど多くない。 2点とも被熱している。 51.52.50.53はいずれ

もサイコロ状を呈する石核で、石材は51が凝灰岩、 52が頁岩、 50・53力荒失石英と硬質の石材が多く用いら

れている点に特徴がある。54と郭は B類である。いずれも厚手の剥片を素材とし、 54は素材の主要剥離

面を打面、側面を作業面として、55は素材の背面を打面、主要剥雜面を作業面として剥片が剥離されてぃ

るいずれも剥離された剥片は長さ3Cm幅4~5Cm程度の横長剥片であったものと思われる石材はいず

れも凝灰岩である。56~63は C類の石核である。いずれも厚手の剥片を素材とし、打面と作業面を入れ

替えながら求心的に剥片が剥離されている。石材は59力雉失石英、 61~63が頁岩のほかは凝灰石である。64

は頁岩製のD類の石核である。剥片ないし分割礫を素材とし、一枚の大きな剥離面を打面として連続的

に縦長剥片を剥離している打面調整、180度の打面転移は認められない。頭部調整、稜形成などが行わ

れていたかは不明である。また、作業面の長さ、幅ともに小さく大型の整った形態の縦長剥片はそれほど

多くは剥雜されていなかったものと思われる。65は厚手の剥片の素材を切断し、この面を打面、素材の背

面を作業面として剥片が剥離され、さらにこの作業面を打面、素材の主要剥雜面を作業面として剥片が剥

離された石核である。打面転移、作業面転移を行っていることからA類に分類できるかもしれないが残

核の形態が異なるため、ここでは分類不能とした。凝灰岩製である。

東地区出士石器(図版103~108、写真図版173~176)

石錨 66は頁岩製の凹基の石鉄である

石匙 2点出土した。67は剥片に両面加工による調整が施されたもので、製作途中の折れで欠損した破

片と思われる。つまみ部は遺存していないが調整から石匙の破片の可能性が高いと判断し図示した頁岩

製である。68は剥片を素材とし、全周に両面加工で刃部とっまみ部の作出された石匙である石材は良質

の珪質頁岩である。

石錐 1点出土した。69は凝灰岩製の大型剥片を素材とした石錐で、微細な調整によって錐状の尖頭部

が作出されている。主要剥離面右側縁には素材の打面と主要剥離面との稜線を除去する調整が詔、められる。

篦状石器 3点出土した。70は凝灰岩製の剥片を素材とし、素材の打面を除く全周に両面加工による調

整が施されている。特に、刃音酎寸近は細かな調整で整形されている。71も凝灰岩製の剥片を素材とした箆

状石器で全周が両面加工によって調整されている。特に、左仰俳示には顕著なツブレがぎ忍められる。主要剥

離面の刃部付近は使用痕と思われる磨耗が認、められ、刃部に直交する線状痕が肉眼でも観察できる。79は

凝灰岩の剥片を素材とし、両側縁に調整が施され素材の鋭い縁辺を刃部としてぃる。左側縁の調整は両面

加工だが、右側縁は素材剥片剥雜時に生じた折れ状の剥雜面から背面に施されてぃる。これらの箆状石器

はいずれも軟質の石材が用いられている点に特徴がある

打製石斧 76は流紋岩の薄手の節理割れ剥片を素材とし、ほぼ全周に両面加工が施されてぃる。特に両

倶俳及の基部側半分には、着柄痕あるいは着柄のための調整かもしれないツプレが,忍められる。72は肩平礫

を素材とし、基部を除く全周に両面加工の施された打製石斧である。両側緑の基部側半分には76と同様の

ツブレが認、められる。ただし、刃部の形態が十分に整えられておらず、未成品あるいは失敗口の可ず性も

否定できない073は凝灰岩の剥片を素材とし、刃部を除く全周に両面加工力坊伍されてぃる。刃邦は片面加

工による調整が施されているが形状は十分には整えられてはいない未成品の可能性が曹い 75は粘板山

の横長剥片を素材とし、全周に調整の施された打製石斧である。素材剥片は背面に礫面を大きく残した貝

殻状の剥片である 7フ、78は砂岩の剥片を素材とし、両側縁に両面加工の施されたものであるいずれも、



片面に礫面を大きく残しており、貝殻状剥片を素材としたものと思われる。80は凝灰岩の剥片の全周に両

面加工の施されたもので、打製石斧ないし箆状石器の未成品と思われる。

磨製石斧 3点出土した。いずれも折れで欠損しており完形品はない。折れは3点とも器体を横断する

方向で縁辺には小剥離が認められ、使用による破損と思われる。81は凝灰角礫岩製の基部である。両側縁

とも研磨で仕上げられており、断面は長方形を呈する。82は側面の研磨はそれほど行われず、断面は楕円

形を呈する刃部の平面形は円刃、断面形は両凸刃である。凝灰角礫岩製で基部側を欠損する 83は砂岩

製で、平面形は最大幅が刃部付近にある。側縁の研磨は比較的顕著で断面形は隅丸長方形となり、刃部の

平面形は円刃、断面形は両凸刃である。砂岩製で基部側を欠損する。

敲石 84は砂岩の乳棒状を呈する礫の先端周辺に敲打痕の認められるものである基部側を折れで欠損

する。

磨石類 85は花崗岩製のやや肩平な円礫の表裏面にそれぞれ2か所の窪みを持つ。表面状態が悪いため

敲打痕等の有無は不明である。

不定形石器出土した17点のうち 9点を図示した。この内訳は A類2点、B類 1点、 C類 1点、 D類 1点、

E類1点、 F類2点、 K類 1点である。86・87は同一母岩の A類で節理面で接合するいずれも素材を横

方向に用いて、大きな剥離を連続させて厚いスクレイパー状の刃部が作出されている 88は玉髄製で横長

剥片素材のB類である素材の末端にスクレイパー状の刃部が作出されている 90はC類で一枚の剥雜

でノッチを形成しこれを連続させたもので凝灰岩製である。89は E類で緑色凝灰岩製である。91は D類

で基部側を折れで欠損する。両側縁へのまばらな調整で尖頭状の刃部を作出している。頁岩製である。92

は凝灰岩製の剥片の右側緑の主要剥雜面に調整の施されたF類である。素材剥片の末端はヒンジフラク

チュアーを呈する。94は断面三角形に両面加工された K類で頁岩製である。裏面下に残された古い剥離

面は素材の主要剥離面で剥片素材であることがわかる。両面加工ということで不定形石器K類としたが、

断面が甲高の三角形ということもあり、石核との分類に問題を残している 95は凝灰岩製の厚手で大型の

打面再生剥片の右側縁に大きさの異なる剥雜で調整の施されたF類である

石核出士した3点を図示した。96は頁岩製の厚手の剥片を折断しこれを打面、右側緑を作業面として

剥片が剥離された石核である左側縁でも素材の背面である自然面を打面とし、主要剥離面を作業面とし

て剥片が剥雜されている A類である 97は打面と作業面を入れ替えなか'ら周縁から剥片の剥離されたも

のでC類である。凝灰岩製で素材は不明であるが、厚手の剥片素材である可能性が高い。98は厚手の頁

岩製剥片を素材とし、主要剥雜面を打面として剥片を連続的に剥離した石核である作業面の裏側は折れ

面によって失われている

出士地点不明石器

表採品などで出士地点の不明なものから4点を図示した。99は両面加工で返しのない棒状の石鉄であ

る。先端には平坦剥離が認められ基部は折れており、これらは石鍬としての使用中に生じた衝撃剥離であ

る可能性が高い 100~101の 3点はいずれもF類の不定形石器である。101は緑色凝灰岩の剥片を素材と

し、素材打面側の主要剥離面に両面加工による調整が施されている。両但絲暴にはまぱらで不規則な調整が

認、められる。100は凝灰岩製の剥片の周縁にまぱらに加工が施されたものである。素材の末端はヒンジフ

ラクチュアーを呈する。102は凝灰岩製の剥片を素材とし、右側縁と末端にまばらな背面加工による調整

力坊包されている。

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査



3 遺 物

石鎌 先端を上、基部を下

先端

ψ鳳

是則{.゜是剛{.゜、、J'1,゛、甑電豊,歩睡猿y歩睡
k

錐形石器 先端を上、基部を下、主要剥
離面ないし馬平面を裏面

先端

篦状石器:基部を上、刃部を下、主要剥
離面ないし肩平面を裏面

幅 ^

基部

長さ

刃部

左

厚さ

基部

、
太、

バ,ゞサ'

長さ

石匙

幅

右

つまみ部を上、刃部を下、
主要剥離面を裏面

長さ

側
縁

幅

つまみ部(基部)

両極石器:両極剥雜の方向を上下、肩平面を裏面

磨製石斧

刃部

刃部を下、基部を上

厚さ

長さ

上端

刃部

幅

長さ

厚さ

打製石斧

側
縁

下端

幅

刃部を下、基部を上、主要剥

離面ないし肩平面を裏面

幅
基部

^

刃部

不定形石器

厚さ

厚さ

刃部

主要剥離面の方向あるいは石器の長軸を上下、
刃部加工を正面

幅

長さ

長さ

.^,."^:、三

磨石類:長軸を上下、肩平面を表裏面

刃部

第16図縄文石器主要器種の実測展開方法と部位名称、計測基準
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第81表

器種

縄文土器観察表
出土地貞

グリッド遺構

深鉢 AD5

深鉢 AG6

深鉢 AH5

深鉢 AD5

深鉢 AH4

深鉢 AH4

深鉢 AG3

深鉢 AH4

深鉢不明

深鉢 AH 5

深鉢 AH5

深鉢 AH4

深鉢 AE4

深鉢会異1
深鉢 AH5

深鉢 AH5

深鉢 AF7

深鉢 AD4

深鉢 AG8

深鉢 AG6

深鉢 AF8

深鉢 AH5

i条全本 j§11§
深鉢 AG 8 ビット15

深鉢 AG8

深鉢 AD 5

深鉢 AF7

深鉢 AH4

深鉢 AG9

深鉢 AD5

深鉢 AH7

深鉢 AH5

深鉢 AH5

深鉢 AG6

深鉢 AD 5 ピット15

深鉢 AH 5

深鉢 AD5

深鉢 AH5

深鉢 AH5

深鉢 AH5

深鉢 AH 5

深鉢

深鉢 AG9

深鉢 A 18

深鉢 AG3

深鉢 AG6

深鉢 AF7

深鉢 AD6

深鉢 AG5

深鉢 AH 5 ビット15

深鉢 AH 5

深鉢 AD 5

深鉢 AE3

深鉢 AG9

深鉢 AD5

深鉢 AH5

深鉢 AD5

深鉢 AG4

深鉢 AF7

深鉢 AG13

深鉢 AG6

深鉢 AH6

深鉢 AG5

層位分類

長石・岩片

t去

ロイ至

36.6

32.8

36

H

量

底径

16.2

地

LR

LR

LR結節

文
色 調

にぶい黄榿

橦

にぶい黄糧

にぶい黄糧

にぶい黄榿

にぶい黄橦

にぶい黄糧

榿

にぶい黄糧

橦

にぶい黄榿

にぶい黄糧

にぶい黄糧

榿

にぶい黄榿

榿

にぶい黄榿

にぶい黄糧

にぷい黄糧

榿

にぶい黄榿

灰褐色

糧

明黄褐色

にぶい黄糧

にぶい黄榿

榿

にぶい黄榿

にぶい黄糧

にぶい黄糧

榿

にぶい黄榿

にぶい黄榿

にぶい黄榿

胎

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査

LR

LR

石英・岩片

長石・玉髄片

石英・長石・赤褐色岩

石英・長石・岩片

石英・長石・岩片

石英・岩片

岩片

石英・長石・岩片

石英・岩片

石英・長石

石英・雲母・岩片

長石・岩片

石英

石英・角閃石

石英・長石

石英・角閃石・岩片

石英

石英・雲母・岩片

石英・長石

石英・岩片

石英

石英

石英・岩片

長石

石英

石英・岩片

石英・長石

石英・角閃石

石英・長石

石英・長石

21.2

27.6

Ⅱb

LR

LR

LR

岩片

石英・長石・雲母

石英

長石

29.5

LR

LR

52と同一個体

LR

LR

LR

10.2

14.5

11.フ

8.3

10.9

8.フ

9.9

10

フ.5

9.4

9.5

LR

LR

にぶい黄糧

榿

にぶい黄糧

にぶい黄榿

にぶい黄糧

にぶい黄糧

にぶい黄糧

糧

にぷい黄糧

明赤褐色

糧

にぶい黄糧

糧

にぶい黄糧

にぶい黄糧

石英・長石

石英

石英・長石

石英・岩片

石英・長石

北陸系

北陸系

RL

LR

LR

RL

LR

LR0段

LR

網目状

LR結節

LR結節

岩片

石英

角閃石

岩片

長石

Ⅱ群

Ⅲ群

Ⅲ群

Ⅲ群

岩片

岩片

長石・岩片

石英・長石

長石

長石・石英・雲母

岩片

角閃石

長石・玉髄

石英・長石

糧

にぶい黄糧

にぶい黄糧

糧

10.8

LR

LR

LR

にぶい黄榿

にぶい黄榿

にぷい黄褐

にぶい糧

榿

にぶい黄糧

物

片

土
岩

Ⅱ手

石長

混
英石

0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2
3

n
ロ
ロ
ロ
北

0
0
1
ー

ー
ー
ー
ー

3
4
1
2
2
4
4
4
4
4
5
6
4
4
4
4
4
5
9
8
7
フ
7
9

a
 
a
 
a
 
b
 
b
 
b
 
b
 
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

b
a
b
b
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9

a
 
a
 
a
 
b
 
b
 
a
 
b
 
b
 
e
 
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
岳
Ⅱ

榿
糧

a
b
a
b
b
b
b
a
a
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

b
b
b
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

b
a
b
a
b
b
3
b
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

a
a
b
a
a
b
且
且

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
a
 
a
 
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ



3 遺 物

第82表縄文時代の石器観察表①

出土地点 分
層位

グリッド南北西東

^表面採集
2

3

AF 4

AH 5

AH 9

AG 8

AH 6

AG 7

AH 3

AF 8

AG 8

AF 3

AE 4

4

5

6

266

16

411

7

類

種分類

鎌

錐形石器

箆状石器

箆状石器

両極石器

両極石器

箆状石器

両極石器

両極石器

両極石器

打製石斧

磨石類

磨石頬

不定形石器 B

不定形石器 B

不定形石器 B

不定形石器 B

不定形石器 B

不定形石器 C

不定形石器 C

不定形石器 C

不定形石器 C

不定形石器 C

不定形石器 C

不定形石器 C

不定形石器 E

不定形石器 C

不定形石器 E

不定形石器 E

不定形石器 E

不定形石器 E

不定形石器 C

不定形石器 E

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器 F

不定形石器

不定形石器 F

不定形石器 F

核A

核A

核A

核A

600

56.1

8

562

Ⅱa

9

43.0

凝灰岩

法

長さ

37.8

33.0

349

接合の結果1点

925

495

174

190

Ⅱb

110.3

52.9

AH 5

AG 8

AG 7

AE 4

A E 6

AD 5

AD 5

AE 4

AH 5

AG 8

AG 8

AF 9

AH 4

AH 5

A質 5

AD 6

AD 5

AG 8

AH 3
AD 5

地点不明

AF 4

AH 5

AF 6

AE 4

AG 8

AG 8

AE 6

A 1 8

AH 7

A F 9

AC 9

AH 6

AD 6

AF 6

AF 9

AH 5

地点不明

AE 4

23.フ

14.5

15.0

78.フ

Ⅱb

Ⅱa

Ⅱa

78.0

46.5

58.0

9].0

17

408

6.フ

5.2

25.164.5

34.0

39.2

69.0

46.5

重量石

569

143

Ⅱ.3

14.2

34.5

20.8

19.3

42.0

59.6

36.0

42.0

2.3

2.1

86.3

15.5

41.0

67.5

45.0

45.4

55.0

36.0

42.フ

右側縁折れ

541

14.3

54.5

52.フ

凝灰 岩

珪質頁岩

凝灰岩
卑」」

頁 えヨ

流紋岩

i宗糸文岩
,1」

頁 石

流紋右
邑」J

頁 石

岩凝灰

昆」J

頁 ^

立!山岩'

粘板岩

頁
'」.'

右

岩凝灰

凝灰岩

岩凝灰

1肌紋石

8.2

19.6

22

材素

37.8

5.3

49.3

34.9

2

23

80.5

82.5

27.5

24

76.9

112.0

26.1

18.1

23.4

8.4

材

79.4

118.2

21.2

138.1

横長剥片

縦長剥片

78.1

71.4

74.3

71.4

53.4

47.フ

26.5

22.0

9.フ

18.1

フフ.フ

27

備

57フ

28

38.3

43.9

46.2

フフ.2

104.3

23.0

51.8

93.フ

46.8

51.8

36.1

29

27.5

剥片

剥片

両極剥片

剥片

剥片

横長剥片

礫

84.1

11.9

11.0

42.フ

60.5

62.1

64.2

考

501.1

」37.6

78.9

318

凝灰岩

37.4

32.フ

24.5

18.8

33.3

19.2

21.0

89.フ

右側面折れ

69.8

60.9

70.9

81.9

61.9

16.6

108.9

32.3

1肌紋石

707

57.4

49.8

56.4

86.0

左側面折れ

52.4

52.9

347

116.9

フフ.2

左側面折れ

両側緑ツブレ

190.9

流紋岩

81.8

72.2

102.5

64.5

105.1

伽L 紋石

17.5

24.1

57.9

59.0

縦長剰片

石核素材

剥片

剥片

横長剥片

縦長剥片

横長剥片

横長剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

縦長剥片

剰片

縦長剥片

剥片

縦長剥片

剥片

剥片

横長剥片

縦長剥片

剥片

剥片

縦長剥片

横長剥片

剥片

縦長剥片

横長剥片

42.フ

81.フ

21.フ

38

53.4

73.0

22.0

126.5

39

」3.9

34.1

先端折れ

先端節理折れ

先端折れ40

45.5

87.8

50.1

147

23.0

41

74.8

鉄石英

凝灰

貞

施紋

嚇灰岩

珪質頁岩

凝灰岩

凝灰岩

42

18.6

44.0

50.8

727

78.フ

43

26.1

44.6

54.フ

69.8

97.0

51.2

147.2

244.9

67.8

51.フ

44

43.6

35.3

48.8

37.0

43.5

16.4

21.6

184.4

節理割れによる欠損

凝灰岩

鉄石英

凝灰岩

41.5

12.4

79.0

47

」フ.8

25.9

72.4

93.9

115.5

92.0

86.0

56.5

48

16.6

949

23.3

64.8

68.9

26.8

15.0

180.2

81.フ

15.8

13.6

29.0

617

79.3

45.5

60.8

115

両側緑折断調整

51

8.4

347

21.フ

21.0

17.5

右側縁折れで欠損

先端折れ・箆状石器の

Ⅱ8

54.0

65.0

78.フ

32.6

83.5

60.3

83.4

珪質凝灰岩

凝灰岩

左側緑切断

左半分同時割れ

下半分折れ

節理割れ剥片素材

64.0

石
石
石
石

さ

量
厚古

田市

岩
岩
岩

灰
灰

頁
凝
凝

器
石

岩
岩灰

頁
凝

岩
岩

紋
灰
流
凝

岩
岩

灰凝
頁

岩
岩
岩

岩
岩灰

頁
凝

岩
英
岩
岩

石
灰
灰

頁
鉄
凝
凝

7
 
0
0

4
 
0
3

3
 
8
7

0
 
6
0

8
 
7
ー

8
 
」
6

8
 
3
 
5

8
 
2
 
3

b
b
b
a
b

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

3
 
3
 
8

4
 
1
 
6

0
 
1

ー
ー

2
 
3
 
4

ー
ー
ー

5
 
6

ー
ー

3
 
0
 
6

3
 
9
 
3

8
 
9

ー
ー

8
 
8
 
8

8
 
1
 
3

0
 
1

2
 
2

a
 
b
 
a
 
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ

9
0
9
8
6

5
2
1
8
9

9
0
8
6
2
2
3
0
4
8
3

2
9
7
6
5
8
7
6
8
8
2

部
部

a
 
a
 
a
 
a
 
b
 
b
 
b
 
a
 
a
 
b
 
a
 
a
 
b
 
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
誓

6
1
4
7
ー

5
4
2
8
6

0
 
1
 
2
 
3
 
4
 
5
 
6
 
7

3
3
3
3
3
3
3
3

2
 
6
 
8

5
 
4
 
5

2
 
1
 
8

3
 
9
 
9

a
a
b
a
b
a
b
b
b
b
b
b
a
a
 
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅲ
Ⅱ

6
8
2
7

6
 
9
 
3
 
9

5
5
6
8
8

3
 
6
 
3
 
8
 
2

5
 
6

4
 
4

8
9
9
2
8
6
8

5
 
3
 
6
 
6
 
9
 
5

9
 
0

4
 
5

7
 
5
 
6

2
 
4



第83表 縄文時代の石器観察表②

分土地点
層位

ド南北西東

244 881 Ⅱb

123 598 Ⅱa

813 490 Ⅱa

588 143 Ⅱa

859 992 Ⅱb

出

グリソ

AH 4

AD 6

AF 5

AG 5

AH 7

AG 8

AE 6

AH 5

AH 4

AH 5

AG 7

AC 6

AE 5

AG 8

AHⅡ

AHI0

AGⅡ

AFH

AG13

AG12

AF12

東地区
長1血採染

AG12

AG12

AG12

AFⅡ

AF12

AG12

AGⅡ

AF12

AFⅡ

AE12

AF12

AH12

AFI0

AFI0

AHI0

AHⅡ

AG12

AHⅡ

AF12

AFI0

AGⅡ

AG12

AG13

AF12

AG12

表面採集

表面採集

表而採集

表面採集

32.590.4

59.1

類

種分類

核A

核A

核B

核B

核C

核C

核C

核C

核C

核C

核C

核C

核D

核

鍛

逃

)'

錐形石器

箆状石器

篦状石器

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

打製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨製石斧

磨石類

磨石類

不定形石器 A

不定形石器 A

不定形石器 B

不定形石器 E

不定形石器 C

不定形石器 D

不定形石器 F

片剥

不定形石器 K

不定形石器 F

860

85

315 Ⅱ b

289 Ⅱa

666 Ⅱ b

450 Ⅱa

439 Ⅱb

258 Ⅱa

565 Ⅱa

110 Ⅱ a

543 Ⅱ a

182 Ⅲ

460 Ⅱ b

600 Ⅱ b

715 Ⅱa

9 Ⅱ a

フ79 Ⅱa

392

法

長さ

39.8

70.4

53.8

12.1

28.0

50.1

節理による分割礫素材

節理による分割礫素材

39.8

45.フ

52.3

29.4

39.2

Ⅶ縄文時代(草創期を除く)の調査

61.3

121.4

39.2

49.0

重量石

44.フ

62.9

73.6

83.6

43.8

55.1

65.9

87.1

42.5

71

65.2

72

頁

鉄石

76.9

187.フ

30.1

34.6

18.349.フ

65.2

112.0

220.6

88.0

材素

40.1

40.]

57.8

54.3

221.6

28.フ

63.フ

52.フ

51.2

75

21.5

21.5

76.1

67.1

材

985

72.6

フフ.5

76

凝灰岩

凝灰岩
旦」」

凝灰岩

鉄石英

凝灰岩

フフ

32.6

25.2

80.8

65.3

37.2

36.6

64.8

備

28.0

51.2

55.0

旦」J

凝灰岩

55.5

52.5

17.5

718

不定形石器 B

不定形石器 B

不定形石器 B

83.8

94.1

38.8

26.9

80

544

58.8

40.8

32.4

15.フ

26.0

29.5

フ.6

節理割れ剥片素材

折れで基部側を欠損

考

193.1

卑」.

962

220

578

83.1

73.2

156.3

28.フ

60.5

71.5

43.5

2.9

94.5

8.8

8.8

100.フ

0.5

4.6

12.3

524

478

266

422

38.5

3.0

108.5

93.8

27.8

18.9

45.9

52.9

59.1

40.2

87.8

48.フ

68.2

135.9

105.1

57.2

20.2

80.フ

珪質頁岩

凝灰岩

凝灰岩
昆」」

L,.Ξ

凝灰岩

ホルンフェルス

凝灰岩

凝灰岩
'」」

粘板岩

流紋岩

岩砂
邑」」

砂 ^

凝灰岩

凝灰岩

凝灰角礫岩

凝灰角礫岩

砂 岩
ι」」

砂 右

邑」」

花尚岩
盟」」

1.Ξ、1

109.8

83.フ

102.8

89.3

107.0

45.8

78.2

41.2

18.6

フ.5

9.フ

89

,」.'

9.2

21.6

2」.0

39.1

90

185

661

珪質凝灰岩
'JJ

凝灰石

旦JJ

凝灰岩
'.EJ

凝灰岩

62.1

」5.1

23.フ

」0.8

53.2

662

4.E.●

」1.0

58.0

52.2

76.9

40.5

48.6

74

540

製作途上の折れ

先端から樋杁剥雜

47.1

19.1

204

94

剥

79.3

69.2

25.2

27.3

41.4

片

礫

剥片

横長剥片

横長剥片

剥片

剥片

剥片

剥片

78.2

85.フ

151.3

99.6

122.3

45.5

]」2.0

20.2

25.」

20.9

38.3

48.6

36.2

610

308.9

83.フ

89.9

99

節理割れ剥片素材・未

未成品

860

473

386

60.フ

101.6

83.3

93.0

37.6

2.4

133.1

136.フ

62.フ

69.8

33.2

51.フ

141.4

17フ.2

51.6

59.9

56.0

95.1

485

139.4

642

552.9

536.6

586.フ

」9.8

39.1

両似1肝条ツプレ

14.3

17.6

78.9

22.フ

39.0

94.267.3

割礫

割礫

片

片

片

片

片

片

片

片

片

32.1

130.8

348.2

35.4

4.フ

28.6

10.6

6.2

18.6

96.0

折れで刃部側を欠損

折れで基部側を欠損

折れで基部側を欠損

折れで基部側を欠損

27.3

33.1

岩
英
岩
岩
灰
灰
凝
凝 片

片

片
片
片
片
片
片
片
片

さ

量
厚古

田φ

岩
岩
岩
岩
岩
石

石

灰

頁
頁
頁
頁
凝
頁
頁 片

片
片
片
片

器
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石
石

岩
 
M
 
岩
岩
岩

石

灰

頁
頁
玉
凝

岩
岩

灰

砂
頁
凝
頁

岩
岩

灰凝
頁

岩
岩

灰凝
頁

片
片
片

A
 
C
 
B

核
核
核
鉄

石
石
石
石

2
3
4
5
6
7
8
9
0
1
2

5
5
5
5
5
5
5
5
6
6
6

1
 
0
 
3
 
3
 
4
 
4
 
2
 
0
 
5
 
0
 
8
 
7
 
0

1
 
5
 
7
 
フ
 
7
 
9
 
2
 
3
 
4
 
1
 
フ

3
 
4
 
5
 
6
 
7
 
8
 
9
 
0

6
6
6
6
6
6
6
7

袷
% 5

 
4
 
0
 
6

2
1
7
6

8
 
9

フ
フ

剥
剥

a
a
a
a
b
b
b
a
a
a
a
b
b
b
b
b
b
b
b
b
b
a
b
a
a

Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
Ⅱ
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2
 
3
 
4

8
 
8
 
8
 
8

9
 
9
 
8
 
8
 
0
 
3
 
5
 
0
 
0

7
 
8
 
4
 
8
 
8
 
5
 
7
 
2
 
6

創
鯏
鯏
駒
割
剖
剥
別

部
部
釘
朋

剥
剥
剥

3
2
6
0

フ
フ

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^

剥
剥
剥
剥
剥

田
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遺 構

第Ⅷ章歴史時代の調査

検出された歴史時代の遺構は土坑47基、ピット14基である。士坑の多くは埋土に炭化物、焼土を多量に

含み、底面、側壁などに焼け面が認められた。同様の士坑は阿賀野川SA予定地内の他の遺跡でも検出さ

れており、 A地点の報告書では炭窯として報告した。第Ⅲ章の調査方法やA地点の報告書で示したよう

に、これらの土坑は縄文時代の遺物包含層であるⅡa層を切って掘り込まれている。また、士坑埋土に含

まれていた炭化物を用いて放射性炭素年代測定を行ったところ、13~14世紀という年代が得られた佛Ⅸ

章参胴。したがって、これらの土坑が歴史時代に構築されたものであることは疑いがない。ピットにっ

いては性格不明のものが多く、縄文時代のものも含まれているかもしれない。すでに述べたように遺構の

確認作業はⅡb層上面、Ⅲ層上面で行った(第Ⅲ章参照)。特にことわりのない限り、遺構検出面はⅡb層上

面である。

構

平面形.
断面形

1類(円牙分

jj'A士 力し(図版109~113、写真図版124~13D

SK I(図版109、写真図版124)

AL15区に位置し、長径1.2m、短径1.1mの円形の土坑である。断面形は箱升久第17図参照)で深さは0.3m

である。埋土は6枚に分層され、全て自然堆積士で炭化物を多量に含んでぃる。底面と側壁に顕著な焼け

面が認められる。

SK2 (図版109、、写真図版124)

AJ14区に位置し、長径1.2m、短径1.1mの円形の土坑である。断面形は箱形で深さは0.25mである。

埋士は3枚に分層され、全て自然堆積土で1・2層は炭化物、焼士を多量に含んでぃる。側壁に焼け面が

認められる。

L

Ⅱ類(楕円形・ L之1.2 X W)

1 類(箱形)

.

第17図

Ⅱ類(皿形)

士坑形態分類図

Ⅲ類(隅丸方汗分

Ⅲ類(ロート形)

遺



SK 3 (図版109)

A115区に位置し、長径1.1m、短径0.9mの楕円形の土坑である。断面形は皿形で深さは0.25mである。

埋士は3枚に分層され、全て自然堆積士である。

SK4 (図版109、写真図版124)

AH15区に位置し、長径1.4m、短径1.3mの円形の土坑である。断面形は半円形で深さは0.3mである。

埋士は 4枚に分層された。 4層は口ーム、黒色土、焼士が混ざりあっており、士坑構築時に床面に貼り付

けられた土(以下、貼り土)の可"ヒ陛がある(SK14の記述参照)。 3層は中心部分が盛り上がっていることから、

人為的に埋め戻された土の可能性が高く、黒褐色で炭化物を多量に含んでいる。 1・2層は自然堆積士で

ある

SK6 (図版109、写真図版124)

AG14区に位置し、確認トレンチに東側を切られており、長径を測ることができない。短径はおよそ1.2m

で、平面形は楕円形を呈するものと思われる。断面形は口ート形で深さは0.3mである。埋土は 4枚に分

層され、全て自然堆積土である。 2 ・ 3層は焼土、炭化物を含んでいる。

SK 7 (図版109、写真図版124)

A113区に位置し、長径1.郭m、短径1.25mの楕円形の士坑である。断面形は箱形で深さは0.2mである。

埋土は 3枚に分層され、 3層は貼り土、 1・ 2層は自然堆積土と考える。東側の側壁に焼け面力靖忍められ

る。

SK 13(図版109)

AH4 区に位置し、長径1.2m、短径1.2mの円形の士坑である。断面形は半円形で深さは0.25mである

埋土は 3枚に分層され、 3層は貼り土、 1・ 2層は自然堆積土と考える。 2層は多量の炭化物を含む。

SK 14(図版109、写真図版125)

AG13区に位置し、長径1.8m、短径1.7mの円形の土坑である。断面形は皿形で深さは0.3mである。

埋士は 4枚に分層された。 4層は口ーム、黒色士と少量の炭化物の混ざりあった士で、より上層の埋士と

比較するとしまりが強い。また、土坑の底面に沿って 3 ~ 5Cmの厚さで均等に堆積している。こうした埋

土の特徴から、この層は士坑構築時に貼り付けられたものと考える。 4層上面で底面と側壁に焼け面が認

められる点からも、この士が貼り士であることは間違いのないものと思われる。 2 ・ 3層は中心部でより

厚く堆積していることから人為的な埋め戻し土、 1層は自然堆積土と考える。

SK 17(図版109、写真図版125)

AG14区に位置し、長径1.4m、短径1.1mの楕円形の士坑である。断面形は箱形で深さは0.2mである

埋土は 3枚に分層され、全て自然堆積士である。 1・ 2層は炭化物を多量に含んでいる。

SK 18(図版110、写真図版125)

AG13区に位置し、長径1.6m、短径1.5mの円形の土坑である。断面形は皿形で深さは0.2mである。

埋土は2枚に分層され、全て自然堆積土である。

SK 19(図版110、写真図版126)

AG13区に位置し、長径1.9m、短径1.7mの円形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.3mである。

埋土は4枚に分層され、全て自然堆積土である。埋士は全て多量の炭化物を含んでいる。

SK20(図版UO、写真図版126)

ADⅡ区に位置する。確認トレンチに南側約半分を切られており、正確な大きさ、平面形を知ることは

Ⅷ歴史時代の調査



できない。Ⅱa層上面で検出した北側半分から推定すると、平面形は長軸2.6m、短軸2.5mの隅丸方形、

断面形は段を持った箱形になるものと思われる。また、北西側を直径0.8mの撹乱に切られている。埋士

は 5枚に分層され、全て自然堆積土と考える。底面と側壁に焼け面が認められる。

SK21(図版110、写真図版125)

AHI0区に位置し、セクションベルトにかかっているため西半分をⅡa層上面、東半分をⅢ層上面で検

出した。埋土は 5枚に分層され、 5層力唄占り土、 2 ~4層が自然堆積土、 1層が人為的堆積土である。

SK 22(図版110、写真図版126)

AE12区に位置する。 SK23の北に隣接しているが、切り合い関係は認められなかった。長径1.9m、短

径1.5mの楕円形を呈し、断面形は皿形で深さは0.3mである。埋士は 5枚に分層され、 5層は貼り土、]

4層は自然堆積士と考える。

SK 23(図版110、写真図版126)

AE12区に位置する。 SK22の南に隣接しているが、切り合い関係は認められなかった。長径1.1m、短

径0.9mの楕円形を呈するが、南側の一部は直径25Cmの撹乱に切られている。断面形は皿形で深さは0.2m

である。埋土は 2枚に分層され、いずれも自然堆積士と考える。

SK 24(図版110、写真図版125)

A112区に位置し、長径1.25m、短径1.15mの円形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.2mである。

埋士は4枚に分層され、 4層は貼り土、 1~3層は自然堆積士と考える。全ての埋土が炭化物を多量に含

んでいる。

SK 25(図版110、写真図版126)

AH 12区に位置し、長径1.om、短径0.9mの円形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.2mである。

埋土は 4枚に分層され、全て自然堆積土と考える。 1・ 2層は多量の炭化物を、 1・ 3層は焼士を含んで

SK 26(図版111、写真図版127)

AH12区に位置し、長径1.9m、短径1.3mの不整形の土坑である。断面形は皿形で深さは0.25mである。

埋士は 3枚に分層され、全て自然堆積土と考える。1層は多量の炭化物を、 1・2層は焼士を含んでいる

SK 27(図版11の

AHⅡ区に位置し、長軸、短軸とも1.1mの隅丸方形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.1mである

埋土は2枚に分層され、いずれも自然堆積土と考える。 1層は多量の炭化物を含んでいる。

SK 28(図版111、写真図版127)

AHI0区に位置し、長径1.1m、短径1.omの不整形の土坑である。断面形は皿形で深さは0.15mである。

南東側の一部を直径0.2mの撹乱に切られている埋土は2枚に分層され、いずれも自然堆積土と考える。

1層は多量の炭化物を含んでいる。

SK29(図版111、写真図版127)

AF11区に位置し、長径1.4m、短径1.2mの円形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.2mである。

埋士は 3枚に分層され、全て自然堆積士と考える。 1~ 3層は炭化物を、 1・ 2層は焼士をそれぞれ少量

含んでいる

SK30(図版HI、写真図版128)

AFⅡ区に位置し、長径1.8m、短径1.6mの円形の土坑である。断面形は口ート形で深さは0.5mである。

いる



埋土は 7枚に分層され、 7層は貼り土、 1~ 6層は自然堆積土と考える。あるいは 3層は人為的な埋め戻

し士かもしれない。 7層上面の東側壁に焼け面が認められる。

SK 31(図版112、写真図版128)

AG9 区に位置し、長径1.65m、短径1.5mの円形の士坑である。セクシヨンベルトにかかっていたため、

北側半分はⅡa層上面、南側半分はⅢ層上面で検出した。断面形は半円形で深さは0.4mである。埋土は

4枚に分層され、全て自然堆積土と考える。

SK32(図版IH、写真図版127)

A18 区に位置し、長径1.4m、短径1.2mの円形の土坑である。断面形は半円形で深さは0.4mである。

埋土は 4枚に分層され、 4層は貼り士、1~3層は自然堆積土と考える。3層は炭化物を多量に含み、 1・

2層は焼土を含む。

SK 33(図版112、写真図版129)

AH8区に位置し、長径1.8m、短径1.65mの円形の土坑である。断面形は箱形であるが北側に段を持ち

上端が広がる深さは0.45mである。埋士は4枚に分層され、全て自然堆積土と考える。 3層は炭化物を

多量に含む

SK 34(図版112、写真図版129)

A19 区に位置し、長径1.75m、短径1.45mの楕円形の土坑である。断面形は箱形であるが斜面に構築

されてぃるため、南側は浅くなっている。深さは最大で0.郭mである。埋土は4枚に分層され、全て自然

堆積士と考える。 3層は炭化物を多量に含んでいる。

SK 35(図版112、写真図版129)

AG7 区に位置し、長径2.om、短径1.8mの円形の土坑である。断面形は口ート形で深さは0.65mである。

埋土は5枚に分層され、全て自然堆積士と考える。埋士には炭化物、焼土などはあまり含まれず、 4層に

少量の炭化物が含まれたのみであった。

SK 37(図版111、写真図版127)

AD12区に位置し、長径1.2m、短径1.1mの不整円形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.25mであ

る。埋土は 5枚に分層され、 5層は貼り士、 1~4層は自然堆積士である。南側壁の 5層上面に焼け面が

認められる

SK 38(図版112、写真図版129)

AHI0区に位置し、長径1.45m、短径1.3mの円形の土坑である。断面形は皿形で深さは0.3mである。

埋士は4枚に分層され、 4層は貼り土、 1~ 3層は自然堆積土と考えるが、あるいは 2層は人為的な埋め

戻し土かもしれない。 3層に炭化物、'焼士が含まれている。

SK39(図版H2、写真図版129)

AF7 区に位置し、長径1.5m、短径1.4mの不整円形の土坑である。断面形は箱形で深さは0.35mである。

埋土は4枚に分層され、全て自然堆積士と考える。埋士は炭化物、焼土などをあまり含まないが、 2 ・ 3

層は炭化物を少量含んでいる。

SK 40(図版113)

AE9 区に位置し、長径2.om、短径1.85mの円形の士坑である。断面形は口ート形で深さは0.55mであ

る。埋士は4枚に分層され、 4層は貼り土、 1~ 3層は自然堆積土と考えられる。埋士1・ 2層には炭化

物が少量含まれる。

Ⅷ歴史時代の調査



1 遺 構

SK41(図版113、写真図版13の

AE6 区に位置し、長径1.1m、短径0.95mの円形の土坑である。断面形は皿形で深さは0.2mである。

埋土は4枚に分層され、全て自然堆積士と考える。埋土1・2層は炭化物を少量含んでいる。

SK 42(図版113、写真図版130)

AE6 区に位置し、長径1.1m、短径1.05mの円形の士坑である。断面形は箱形で深さは0.45mである。

埋士は2枚に分層された。 2層は炭化物を多量に含んだ黒色土で、炭化物を少量含んだ地山由来の士がこ

の上を覆っている。いずれも人為的な埋め戻しの可能性が高い。西側の側壁に焼け面が認められる。

SK 43(図版113、写真図版130)

AD6 区に位置し、長径1.6m、短径1.45mの円形の土坑である。断面形は箱形で深さは0.4mである。

また、南側で上端が広がっている。埋土は 5枚に分層され、 5層は貼り士、 1~4層は自然堆積土と考え

る。特に、 2 ~4層は多量の炭化物を含んでいる。

SK 44(図版113、写真図版130)

AD6 区に位置し、長径1.65m、短径1.5mの円形の士坑である断面形は箱形であるが、北向きの斜面

に掘り込まれているため北側で浅くなる。また、南側に段を持ち、深さは最大で0.4mである。埋土は 5

枚に分層され、 5層は貼り土、 1~4層は自然堆積土と考える 2層に多量の炭化物が含まれている

SK45(図版Ⅱ3、写真図版BD

AE8区に位置し、直径1.8mの円形の土坑である。断面形は上端の広がる皿形で深さは0.35mである。

埋士は 5枚に分層され、 5層は貼り土、 1~ 4層は自然堆積土と考える。 4 ・ 5層は炭化物を少量含む

SK46(図版113、写真図版13の

AH8区に位置し、直径1.3mの円形の土坑である。断面形は箱形で深さは0.4mである。埋土は 5枚に

分層され、 5層は貼り土、 4層は自然堆積士と考える。 4層に炭化物が含まれる。

SK50(図版111、写真図版128)

AC15区に位置し、長軸1.6m、短軸1.15mの不整形の土坑である断面形は箱形で深さは0.15mである

埋土は4枚に分層され、全て自然堆積土と考える。埋土はいずれも炭化物、焼士を含むが、特に4層が炭

化物、焼士を多量に含んでいる。

SK 51(図版111、写真図版128)

AD7 区に位置し、長径1.3m、短径1.15mの円形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.25mである。

埋士は3枚に分層され、 3層は貼り土、 2層は人為的な埋め戻し土、 1層は自然堆積土と考える 2層は

炭化物、焼け礫を含む。

SK 52(図版111、写真図版128)

AD8 区に位置し、長径1.om、短径0.8mの楕円形の士坑である。断面形は皿形で深さは0.1mである。

埋土は3枚に分層された。全て自然堆積士の可能性が高いが、浅い士坑であるため十分な根拠があるわけ

ではない 3層は多量の炭化物、2層は多量の焼士を含む

ピツトの多くは所属時期、性格ともに不明のものが多い。中には縄文時代のものが含まれてぃる可能性

も否定できない。ここでは、唯一性格がわかり、炭窯と思われる Pit1のみ記述する



Pitl(図版Ⅱ4、写真図版13D

長径1.1m、短径1.omで平面形が円形のピットである断面形は皿形で深さは0.2mである。埋士は 5

枚に分層され、全て自然堆積土と考える埋土の全ての層に炭化物が含まれ、特に4層に多量に含まれる

出土した遺物で歴史時代以降のものと思われるのは砥石1点と近世以降の陶磁器の破片数点である

れらのうち、砥石のみを図示した。

2

1は凝灰岩製の砥石であるこの砥石は縄文時代の2号集石遺構の北東約 lm、 SK38の北東約2mか

ら出士してぃる。形態、機能面の状況から明らかに歴史時代のものと考えられるので、あるいは SK38と

何らかの関係があるのかもしれない。 6面全て機能面となっており、特に表裏左右の砥面は使用により凹

面状になり強度の使用を物語ってぃる。これらの面には主に長軸方向の擦痕、線状痕力靖忍められるが、中

には斜行するものもある斜行する擦痕、線状痕には右下がりのものが多い上下面にも砥面、擦痕、線

状痕が認、められ、機能面であったことがわかる舐面の形態や、断面三角形の線状痕のヰ割敦から金属製の

刃物の研磨に用いられた砥石と考える

A砥

物

石(図版108、写真図版176)

Ⅷ歴史時代の調査

第84表

遺構番号

S K I
S K 2

S K 3

S K 4

S K 6
S K 7
SK13

SK」4

SK17

SK18

SK」9

S K20

S K2」
S K22

S K23
SK24

S K25
S K26

S K27

S K28

S K29
S K30

S K31
S K32

S K33
S K34

S K35
S K37

S K38
S K39
S K40

S K41
S K42
S K43

S K44

S K45

S K46

S K50

S K51
S K52

PITI

歴史時代の士杭観察表

図版番号グリッド長径

図版109 AL15

図版109 A J」4

ⅨⅡ誠109 A 115
区Ⅱ1反109 AH15

図版109 AG14

図版109 A113・14 1.55
図版109 AH 4 1

図版109 AG 3 1

区Ⅱ坂109 AG14 」 4

図版110 AG13 1

区1】披ⅡO AG13 1

図版」10 AD11 2.6

図1勗【110 AHI0
図1扱UO AE12 」.9

図1坂」10 AE12 1.」
25凶版」10 A112 1
.0図版110 AH」2
.9図版ⅡI AH」2

図版UO AHⅡ .1

図版ⅡI AHI0

図捗心11 AF」1 1.4

図版1」1 AF11 」.

図版H2 AG 9 1.65
図版ⅡI AI 」.4

図版」12 AH8 1
図1坂112 AI 1.75

2.0図版Ⅱ2 AG 7

区Ⅱ版」JJ AD12 1.
図1板112 AHI0 1.45

図版H2 AF 7
2.0図版Ⅱ3 AE9

図1坂113 AE 6
図1坂U3 AE 6
図1扱113 AD 6

区1版113 AD 6 1.65
図版Ⅱ3 AE 8 1.

」.図1坂113 AH 8

図版111 AC15 1.

1.図1振」Ⅱ AD 7
図j坂111 AD 8 1.

区Ⅱ坂H4 AK14 1.

短径 深さ平面形断面形

10.3

0.25

Ⅱ0.25

10.3

Ⅱ0.3

Ⅱ0.2

10.25

10.3

Ⅱ0.2

10.2

10.3

Ⅲ0.5

10.25

Ⅱ0.3

Ⅱ0.2

10.2

10.2

0.25 不整形
0.1 Ⅲ

0.15 不整形
0.2
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上ノ平遺跡C地点出土炭化材の樹種同定

第Ⅸ章自然科学分析

上ノ平遺跡C地点出士炭化材の樹種同定

試料は、 S11Pitl(縄文時代)、 SK 13 ・ 20 ・ 30 ・ 42(歴史時代)より出士した炭化材で、各地点 3 点仏.b.

dずつの計15点である。

炭化材は割折して新鮮な基本三断面(木材の横断面・放射断面・接線断面)を作製し、落射顕微鏡によって

75~750倍で観察した。樹種同定はこれらの試料標本を解剖学的形質およぴ現生標本との対比によって行

つ、-0

A 試料と方法

15点の炭化材はいずれもクリと同定された。なお、炭化材においては、炭化の際に収縮膨張してぃたり、

黒色の炭化物となることから表面構造の一部しか観察ができない。さらに横断、接線、放射の各面にっい

ての良好な破断面の作成が非常にむずかしい。したがって、同定の精度は生材に比べ遥かに劣ることは木

めないため、このことに留意する必要がある。結果を第84表に示し、章末に各断面の三動敲鏡写真を示した。

以下に、同定された樹種の同定の根拠を記す。

.クリ Castaneacrenatasieb. etzucc ブナ科(図版17フ)

横断面:年輪のはじめに大型の道管が、数列配列する環孔材である。晩材部では小道管が、火炎状に配

列する。早材から晩材にかけて、道管の径は急激に減少する。

放射断面:道管の穿孔は単穿孔である。放射組織は平伏細胞からなる。

接線断面:放射組織は単列の同性放射組織型である。

以上の形質よりクリに同定される。クリは北海道の西南部・本州・四国.九州に分布する。落葉の高木

で、通常高さ20m、径40伽ぐらいであるが、大きいものは高さ30m、径2 mに達する。而井万性強く、フK戸

によく耐え、保存性の極めて高い材で、現在では建築・家具・器具・土木・船舶.彫刻.薪炭.椎茸ほだ

木など広く用いられる。

B結 果

古環境研究所

参考文献

島地謙ほか 木材の構造.文永堂出版, P.20~100.1985



第85表樹種同定結果

I pitl

I pitl

I pitl

S K13- a

S K13- b

S K13- C

S K20- a
S K20- b

S K20- C

S K30- a

S K30- b

S K30- C

S K42- a

S K42- b

S K42- C

料

86237

樹種 (和

2

Castanea

Castanea

CaSιanea

CaSιanea

Castanea

Castanea

Castanea

Castanea

Castanea

Castanea

Castanea

Castanea

CaSιanea

Castanea

C2Stanea

A C年代測定値

試料の"C/"C 比から、単純に現在(1950年AD)から何年前(BP)かを計算した値。"C の半減期は5,568年

を用いた。

放射性炭素年代測定

名

arenaιa

aren2t2

arenata

arenata

arenata

arenata

arenaιa

arenata

arenata

arenata

arenaιa

arenata

arenata

aren2ta

arenata

Ⅸ

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.
Sieb

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.

Sieb.

自然科学分析

名)

86238

試料の測定,'、C/"C比を補正するための炭素安定同位体比("CルC)。この値は標準物質(PDB)の同位体比

からの千分偏差(%。)で表す

B

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC .

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC.

ZUCC .

ZUCC.

ZUCC.

δ C測定値

C 補正'C年代値

δ"C測定値から試料の炭素の同位体分別を知り、"CパCの測定値に補正値を加えた上で算出した年代

過去の宇宙線強度の変動による大気中"C濃度の変動を補正することにより、暦年代を算出した。補正

には年代既知の樹木年輪の"C の詳細な測定値を使用した。この補正は10,000年BPより古い試料には適

用できない。表中の上段には交点、下段は 1σの値を表示してある。

D 暦 年

第86表放射性炭素年代測定のi餅斗と方法

代

よ料・名地点・層準種類

NO.1

NO.2

S K13

NO.3

S K20

NO.4

炭化物

S K30

NO.5

前処理・調整

炭化物

酸・アルカリ・酸洗浄

ベンゼン合成

酸・アルカリ・酸洗浄

ベンゼン合成

酸・アルカリ・酸洗浄

ハt ン→ξン合・h艾

酸・アルカリ・酸洗浄

石墨調整

酸・アルカリ・酸洗浄

ベンゼン合成

S K42

S 1 1 Pltl

炭化物

炭化物

測定法

炭化物

β線法

(標準)

β線法

(標準)

β線法

(標準)

力腿器質量分析怯

(AMS)

β線法

(長時問)

第87表放射性炭素年代測定結果

i式*斗名

A. D.1,285760士70 -26.フ 730士70

ADI,250-1,300

A. D.1,300700士60 -26.5 670士50NO.2

ADI,285-1,315

A. D.1,290740士50 -27.3 710士50NO.3

ADI,275-1,300

A . D.1,205NO.4 900土60 -27.4 860土60

ADI,165-1,250

NO.5 5,9m士110 -26.9 5,6m士110 BC3,926、 3,875、 3,810

BC3,975-3,715

NO.1

14C時代

(年BP)
年 代

δ13C

(%)

側定NO

(Beta ・)

86234

補正14C時代

(年BP)

86235

86236

暦

学

ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク
ク

式
二
一
而

a
 
b
 
c

^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^
^



1 旧石器時代の石器について

第X章

A 石器製作技術

本遺跡から出土した旧石器時代の石器の製作技術を検討する。すでに、A地点の報告書で行ったように、

石器製作技術を石材の獲得から石器の廃棄にいたるまで運用される石器の製作・整形・変形の技術と定義

し、石材の獲得、剥片生産(石刃生産)、トゥール製作・使用・再生・廃棄の各段階について検討するなお、

分析の対象とするのはブロック出土石器である

旧石器時代の石器について

ま

①石材獲得段階

本遺跡出士石器の石材は大部分が珪質頁岩で、これに玉髄が一定量加わる。珪質頁岩を主体とする点は

A地点出土石器と共通するが、 A地点では珪質頁岩の他に凝灰岩、鉄石英が認、められ、細部では異なる。

原石の状態で遺跡に持ち込まれた母岩が認、められない点もA地点と共通する。石材の産地は、珪質頁岩、

玉髄とも新潟県北部から山形県と考えられるが、良質の頁岩は新潟県内ではまれなようである印酷m995〕。

と め

②剥片生産段階

本遺跡のトゥールの素材は大部分が石刃であり、剥片としたものも石刃技法の枠の中で理解可能なもの

がほとんどである。ここでは石刃の属性分析の結果から石刃技法の特徴を記述する用いる属性は第41表

に示したもので、計測基準は第5図に示した。

形態

計測可能な石刃の長幅グラフを第18図、幅厚グラフを第21図に示した。長幅グラフではA地点とよく似

ているが、 C地点の石刃の方が若干大きいようである。剥離長50・10om^付近を境界として、小型(8点)、

中型(9点)、大型(3点)に分類可能なようにも見えるが、 A地点では大きさの変化が連続的で分類が不可

能だったことを考慮し、グラフを示すだけにする。

背面構成

20点の完形石刃を背面構成によって分類すると、 1類が7 点(35%)、Ⅱ類が9点(45%)、Ⅲ類が4点(20%)

であった。この結果はA地点よりもⅡ類の割合が高いものであった。

調整技術

石刃技法における各種調整技術にっいて頻度を見てみると(第認表)、打面調整は47点中31点(66.0%)、

頭部調整は51点中8点(15.フ%)に認められる。また、稜形成痕のある石刃の存在から稜形成が、接合資料

8から打面再生がそれぞれ存在していたことがわかる。石刃技法関係の接合資料が少ないため個体を単位

とした石刃技法の特徴は不明だが、本遺跡の石刃技法が各種調整技術を持っていたことがわかる。
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旧石器時代の石器について

剥離技法

打面のサイズ、打面形状、バルプの形態、打点の位置から石刃の剥雜技法を推定する。打面のサイズは

A地点と同様に比較的小さく薄いことから、打面の大きさをコントロールしゃすい加撃方法を用いていた

と考える。そして、打面形状は平坦、凸状、山型のものが多く、バルブの発達したものの割合も高いこと

から、具体的にはパンチを用いた間接打法によって石刃剥雜が行われた可能性を指摘しておきたい。打点

の位置はla類とⅡ類の比率が均衡しており、稜上加撃と稜間加撃のどちらかに偏る傾向は認められない。

トゥール製作・使用・再生・廃棄段階

主要トゥールであるナイフ形石器(以下ナイフ)、彫刻刀形石器(以下彫刻刀)とトゥールではないが石刃に

ついて検討する。

トゥールの製作

ナイフ形石器、彫刻刀形石器は大部分が石刃を素材としている。一部は剥片を素材とするものも存在す

るが、打面再生や石核整形剥片を用いている例はない。たとえばB5 -10の素材は剥片であるが、これも

石刃剥雜に失敗して剥片になったものと思われる。石刃、ナイフ、彫刻刀の幅厚グラフを比較すると大型

の彫刻刀を除いて、ナイフ、彫刻刀の幅厚が石刃のそれにほぼ収まることがわかる。さらに、ナイフの素

材には幅20mm、厚さ10m以下のものが、彫刻刀の素材にはそれより大きいものが主に用いられてぃる。第

24図では彫刻刀とナイフの基部加工にっいて角度を比較してみた。その結果、角度には両者間の違いを認

めることはできない。薬師堂遺跡〔菅沼1993〕や A地点での分析とは異なった結果であり、さらなる検討が

必要と考えるが、ここでは両者に用いられた調整技術は同じものであるとしておく 0

使用

A地点の報告書ではナイフの主な機能を刺突具とし、彫刻刀にっいては多様な用途に用いられた可能性

を示唆した。C地点では新たな方法の分析は行ってはいないが、基本的にはA地点での結論を変更する

必要はないと考える。ナイフではやはり先端を欠損し基部のみが出士する例が多く、 B7 -51のように衝

撃剥雜と思われる破損を先端に持っものもある。彫刻刀にっいては、使用痕分析などによって先の可能性

を検討する必要がある。石刃では、 B5 -5 +B5 -48のように倒俳象に明らかに使用痕と田われる微小剥

離痕の認められる例があり、一部の石刃が道具として使用されたことは確実であろう。石刃がどのような

脈絡で使用されたかを明らかにすることは、石器群の機能構造を解明する上で重要課題である。

10
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再生

ナイフの中には明らかに再生されたと考えられるものはない。また、 A地点の報告書で指摘したナイフ

から彫刻刀への器種替えについては、C地点でも類似した形態の彫刻刀は出士しているものの接合資料な

どの確実な証拠は得られなかった。ただし、トゥール製作で指摘したナイフと彫刻刀の基部加工の共通性

は器種替えの可能性と矛盾しない。彫刻刀の再生システムについては次項で詳述したい。

廃棄

再生が行われず、基部だけが出土することが多いことから、ナイフは破損によって機能を果たせなくな

ることが廃棄の契機となるものが最も多いようである。彫刻刀は刃部再生が頻繁に行われ、遺跡間を持ち

歩かれてぃることは確実であり、ナイフとは異なった廃棄パターンを考える必要がある A地点では将来

の使用のために彫刻刀を残していった可能性を指摘したが、現実には、データを用いてこの仮説を検証す

ることは困難である。ただし、キャッシュ、デポなどと詔、識できる出士状況がみられない点は、こうした

戦略の果たした役割がそれほど高くないことを示しているのかもしれない。まずは、実資料を用いて石器

の使用.再生.廃棄のパターンの実態を明らかにすることが先決と考える

B 神山型彫刻刀形石器における刃部再生と形態変化

本遺跡ではⅡ例の彫刻刀の刃部再生に関する接合資料が得られた。これらの接合資料を通じて刃部再生

の手順やそれに伴う形態変化が検討可能である。個々の接合資料の事実記載はすでに行っているので、若

干のまとめを行いたい。

得られた接合資料は、接合資料2・5を除いて神山型彫刻刀の刃部再生のものである。削片は最高でも

2枚接合しただけで、接合資料だけで形態変化を明らかにできる資料は多くない。その中で、接合資料3

.4.6は特に刃部再生に伴う彫刻刀の形態変化をよく示している。この接合資料から明らかなのは、①

素材石刃の長さが残された彫刻刀よりもかなり長い、②刃部再生が素材石刃の長軸方向に後退するように

行われる、の2点である。したがって、彫刻刀は刃部再生の進行によって長さを減じるだけで、それ以外

の形態は大きく変化してぃない。接合資料6の彫刻刀B5 -70の素材となった石刃は幅、厚さから同一母

岩の石刃 B8 -3 +B8 -12とほぼ同じ長さであったと思われ、刃部再生によって長さが約半分にまで減
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第28図彫刻刀形石器の刃部再生工程模式図

少している可能性が指摘できる(第25図)。また、接合資料3 では石刃 B7 -81の打面よりも彫刻刀 B3

46の素材石刃の打面の方が遠いことから、やはり素材石刃の長さと廃棄された彫刻刀の長さには大きな差

があることがわかる。接合資料4も接合資料6 によく似ており、同じょうなあり方が想定できる。

また、接合資料から彫刻刀面作出に先行する調整の実態が明らかとなった。接合資料4・6.Ⅱでは調

整が先行する彫刻刀面の末端と素材石刃の但嚇象のなす角か'小さくなったときに行われてぃることを示して

いる。さらに、接合資料4・6では一度彫刻刀面末端と素材倒絲象の角度が調整された後は、その角度が小

さくならない限り調整が施されずに彫刻刀面が作出されていることがわかる。また、接合資料Ⅱでは2回

の樋状剥離の後、彫刻刀面末端と素材側縁の角度が小さくなったために集中的に調整が施されてぃる。接

合資料6のB5-18や接合資料9では彫刻刀打面付近にのみ調整が施されており、彫刻刀打面と樋状剥離
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を施す作業面とのなす角を修正したり、先行する樋状剥離によって生じた

「ひさし」を除去する役割もあったことがわかるもし、彫刻刀面末端と

第1削片素材侭俳象との角度が小さいまま樋状剥離を加えた場合、剥雜がスムースに
再生削片

抜けずに末端がヒンジ、ステップ等を生じる可能性がある。また、彫刻刀 計

打面と作業面のなす角が不適当な場合には、樋状剥離がスムースに抜けな

いかあるいは素材石刃を縦割りしてしまう危険性もあろうもちろん、実際の調整加工には彫刻刀面の打

面付近から末端まで連続して施されてぃるものや、一部のみに調整が認、められるものなどの多様性は存在

する。また、これらの調整が使用のために刃部の形状を修正する役割がなかったとは断定できない。むし

ろ、調整後に樋状剥離が行なわれずに廃棄された接合資料12はこの可能性を示唆している調整部位が刃

部として使用されたかどうかにっいてはやはり使用痕分析などによる検討が不可欠であろう0

しかし、調整部位の使用の有無にかかわらず、彫刻刀面作出に先行する調整が彫刻刀面末端や先輪の角

度を修正することによって、素材石刃の長軸を後退するように刃部再生を行うことに重要な役割を果たし

てぃたことは間違いない(第28図)。この石刃の長軸を後退して刃部再生を繰り返すシステムは、刃部再生

に伴う石器の大きさの減少を少なくするもので、一定量の石材から得られる刃部の長さを指標とした場合

きわめて効率的なものであるまた、第89表のような彫刻刀削片における再生品の多さとも矛盾しない0

第26.27図で示したような刃部再生によって刃角が変化しないことにもこれらの調整が寄与しているもの

と思われる。このように調整を駆使してコントロールされた刃部再生を繰り返す様子は、石器に現れた昌

理の原理と呼べるものである。そして、この刃部再生システムは A地点の報告書で指摘した彫刻刀を携

帯することによって必要な道具を確保するという、当該石器群の技術的組織の根幹をなすものであったと

考える神山型彫刻刀は製作者の頭の中にある目的的な形態というよりは、こうした石刃を素材とした刃

部再生システムの表現型とはいえないだろうか

第89表彫刻刀面刃部再生時
の削片の数と割合

点数%

16 16.フ

80 83.3

96 100.0

X ま

石器群の編年的位置づけ

と め

A地点の報告書では、本石器群がいわゆる杉久保石器群であり火山灰分析の結果からAT降灰以F牛に位

置づけられることは述べたものの、いわゆる東山石器群、国府石器群との閔係にっいては言及しなかった0

新潟県における三者の関係にっいては、別稿で概略を示したことがある〔沢田1994〕そこでは、東山石器

群をAT降灰前からAT降灰後に渡る石器群と位置づけ、杉久保石器群がこれに後翫するとした0 そして、

国府石器群はこの中に一時的に流入してくる石器群とした。具体的に国府石器群と並行する石器群にっい

ては明言しなかったが、東山石器群の一部がこれにあたると考えている。この編年観の根拠となるのは東

北日本において東山石器群がAT下位と上位から出土していること〔中川ほか1995〕、上ノ平遺跡A地点で杉

久保石器群がAT よりも上位から出土し、層位的には AT よりもむしろ AS-YPK のFヰ灰層準に近いこと

である。

この編年観は東山石器群の年代幅を比較的長くみている当然、東山石器群が細分可おヒなのかどうかが
スクレイパーの形態、問題となるであろう。現時点ではこうした視点での検討をほとんど行っていないが、

鋸歯縁石器や台形様石器の有無などによって細分できる可能性を今後検討してゆきたい0 また、石刃技法

の差や石刃技法以外の剥片剥離技術の実態も明らかにする必要がある

いっぽう、杉久保石器群の細分にっいては A地点の報告書でナイフの形態によって細分できる可ぢ.性

を指摘した。具体的には新潟県檎ノ木平遺跡〔中村1978〕、秋田県鴨子台遺跡〔小林ほ力、199幻、岩手尿和貞仙

C



旧石器時代の石器について

人遺跡〔和賀仙人遺跡研究グループ編1984〕、新潟県荒沢遺跡など長軸が素材石刃の長軸と一致するような二
1)

側縁調整のナイフを一定量保持する石器群と典型的な杉久保型ナイフを主体とする石器群は分雛できる可

能性が高い。さらに、検討の余地はあるものの捨ノ木平、和賀仙人遺跡で尖頭器が共伴してぃることから、

これら二倶俳象調整のナイフをもっ一群が杉久保石器群の新しい段階である可能性が高い。それでは、こう

したナイフの形態の差が遺跡の機能すなわち移動システムの中での脈絡の違いに起因する可能性はないの

だろうか。 A地点やC地点出士石器群に見られるようなトゥールや石刃を主に携帯するシステムでは遺

跡の機能の差が石器の形態や組成の差として現れにくいものと考えられる。さらに、ナイフの主な機能が

刺突であり、あまり刃部再生による形態変化のみられないトゥールであることを考慮するとその可能性は

きわめて低いといえよう。

東北日本における後期旧石器時代の編年作業においては、より資料の実態に基づいた検討の必要性を痛

感する。杉久保石器群、東山石器群といった概念は一定の有効性を持ってはいるが、石器群内での変異や

石器群間の中間的な様相の把握において限界がある。石器群の差と地域性との関係もさらに検討する必要

があろう〔石川1993〕。今後こうした視点での分析を行った上で、稿を改めて東北日本における後期旧石器

時代の編年について論じょうと思う。

2

縄文時代草創期の石器群では、 7母岩9例の接合資料が得られた。とくに、接合資料1.3.4では数

多くの剥片が接合しており、技術的な検討が可能である。すでに、接合資料の事実記載は第Ⅵ章で行って

いるので、ここでは接合した剥片の属性分析から接合資料の特徴を検討する。

接合資料 1(第29・30図、第72表)

BI一脇0を境に2段階の工程に分雜した。前半の工程は原石の節理面、自然面除去の段階といえるもの

である0 この工程で剥雜された剥片は大きさや剥離角には'らっきがある。また、打面の種類も節理面、自

然面が多いいっぼう、後半の工程では剥片の平面形にはばらっきがあるものの、剥離角はⅡ0度を中心、に

比較的まとまった分布を見せる。打面も調整打面、複剥雜面打面のものが増え、とくに調整打面は形状が

山型のものが多い。後半段階の剥片の中にはブロック 1から他のブロックに搬出されたものもき忍められる。

接合資料 3 (第31・32図、第73表)

この接合資料は原石の自然面除去にほぼ限定され、複数の工程は認められない剥片の形態をみると平

面、断面とも大きさにばらっきがあるが、剥雜角は100~104度を中心としてまとまる点が他の接△資料と

は異なっている0 打面では調整打面が1点認められるものの例外的で、形状も平坦なものが多い。また、

ブロツク 1から搬出された剥片は 1点だけである。

接合資料 4 (第33・34図、第74表)

この接合資料はやや肩平な円礫の自然面除去のものである。 BI-389より後を後半段階の工程とした。

前半段階は肩平な円礫の周緑で打面と作業面を入れ替えながら交互剥籬を行い、自然面を除去するエチ0と

1)これらの石器群を茂呂系ととらえ、杉久保石器群とは別のものと考える研究者も多いが、筆者は彫刻刀の類似度
を重視し、大枠で杉久保石器群の中で理解してぃる。

A 接合資料からみた石器製作技術

縄文時代草創期の石器につぃて
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2 縄文時代草創期の石器について

考えられる。この工程で生じた剥片は、大きさにばらっきがあるか剥雜角は一定している。これはこの工

程で交互剥雜が規則的に行われていたことによると考える。後半の工程は周縁からの剥離がかなり進行し

た後にさらに求心状に剥離を施している段階である。生じる剥片はやはり大きさにぱらっきがあり、剥離

角も一定ではない。ただし、調整打面を持つものが認められる。後半段階の剥離順序の新しいものはブロッ

ク 6から出士している。ただし、ブロック 6 には同一母岩のチップは認められず剥片か貌1出されたものと

思われる。

出土した縄文時代草創期の石器群にみられる技術的特徴にっいて述べたい。使用されている石材は頁岩

の角礫・亜角礫・円礫である。表面に節理面を持っものも認、められる。高橋春栄氏によれぱこれらの石材

は、遺跡から 3kmほど離れた長谷で産出するもの〔阿部1995〕にきわめてよく似ているという。

得られた接合資料の多くはこの原石の自然面や節理面を除去する工程のものである。接合資料2・5で

は節理面による分割が行われている。いっぼう、接合資料3・4では分割が行われていないことは確実で

ある。分割は原石の状態に応じて採用されたりされなかったりする技術といえそうである。自然面除去は

原石の稜線を手がかりに行われることが多い。こうした稜線をはさんで交互剥雜を行う接合資料1.4や

片面にっき数回ずっの剥離を繰り返す接合資料2 ・ 3 などこの作業にもバラエティーがある。この段階で

生じた剥片がトゥールの素材となったり他のブロックへ運ぱれたりすることはきわめてまれである。自然

面除去がある程度進行した接合資料1・4では続いて石核整形と思われる段階の剥片が接合してぃるこ

の段階では前の工程で交互剥離の行われた接合資料1・4でも同じ作業面から数枚の剥片を連続して剥離

するようになり、打面がやや固定的となる。割合は低いものの打面調整も行われるようになる。この工程

で生じた剥片にはわずかではあるか附だ長のものや比較的形状の整ったものがあり、こうした剥片の中には

他のブロツクに搬出されているものもある。石核整形と同時に整った形状の剥片を剥雜する意図も生じて

いるのかもしれない。

接合資料5個体1・接合資料8はこうした石核整形が施された後の石核である可能性が高い。前者では

数枚の剥片が接合しているが、節理割れなど不規則な剥雜が含まれ工程は明確ではない。後者は石質が母

岩1によく似ており接合資料・1に後続している可能性があるが、接合関係は詔、められなかった。ただし、

石核の形状は接合資料1にみられるような整形剥離と調和的である。接合資料5個体1.接合資料8とも

石刃を連続的に剥雛しているが、剥雜技法は大きく異なる前者は、節理面を打面として小型の石刃が連

続的に剥離されている。打面となった節理面を作業面として幅広の縦長剥片を連続的に剥離する工程も見

られる。後者は、打面調整・石核調整を行いながら大型でゃや幅広の石刃か剥離されてぃる。出士石器に

は47点の石刃が含まれており、これらのなかには調整打面を持っものも多い。これらの点から本石器群が

石刃技法を持っていることは確実である。得られた接合資料の多くは中心部分が遺跡外に搬出されてぃる

ものが多いが、石刃石核ないしその母型が搬出されていた可能性が高く、接合資料からその形状は比較的

粗い剥離面で構成された両面体ないし多面体であったものと思われる

本石器群は①大型の尖頭器を伴うこと、②石刃技法を持っことからいわゆる神子柴.長者久保石器群の

特徴を持っている。石刃素材の彫刻刀形石器の存在もこの編年観を支持してぃる。ただし、当該石器群の

主要な器種である石斧を本石器群は組成していない。

神子柴'長者久保石器群が石刃技法を持っことは以前から指摘されてきたが、その内容にっいては不明

B 石器群の編年的位置づけ



瞭な部分が多い。長野県神子柴遺跡峡沢・キ村961〕や新潟県村杉遺跡〔阿部198幻のように円盤状の石刃石核

が認められる場合と、青森県大平山元1遺跡のように円筒形の石刃石核が認、められる場合とがあり、両者

の関係は不明である。本石器群の接合資料8にみられる石刃技法は神子柴・長者久保文化における石刃技

法のあり方を接合によって示すことのできる貴重な例であると考える。石刃石核の母型は断面がD字形

となるような両面体であり、その断面凸形の面を石刃剥雜の作業面としている剥離された石刃は調整打

面を持ち幅広で、背面に石核整形段階の横方向の剥離面を持っているこのような石刃の特徴は他に図示

した石刃(図版61-58~60)にもしばしは'認められ、こうした石刃技法が本石器群の中で特異なものではな

かったことを示している。いっぼう、接合資料5個体1にみられるような石核は今回類例を見っけること

ができなかった今後の課題としておきたい

ところで、得られた接合資料の多くが中抜けで石核が遺跡外へ搬出されていた点は、当該石器群の石材

獲得.消費システムと集団移動とのかかわりを考える上で重要である。石核が搬出されていることから、

石核を携帯して必要に応、じて石核から石刃、剥片等を剥籬して必要な道具を確保するようなシステムの存

在が予想される。ところで、搬出された石核はいわゆる両面体であったわけだが、こうした両面体はしば

しば石核とトゥールの二面性を持ちながら携帯される石器であることが指摘されている〔阿子島1991〕。本

石器群でも遺跡から搬出された両面体がこうした二っの機能を保持しながら携帯されていた可能性を指摘

しておきたい。上ノ平遺跡C地点出士石器群からはこれに関するデータはあまり得られなかったが、今

後このような視点で縄文時代草創期の石器群を検討する必要がありそうである。

いっぼう、神子柴.長者久保石器群にはいわゆるデポがしぱしぱ認められ、こうした石核運搬システム

とデポを当該石器群の技術的組織の中でどのように位置づけるかは今後の重要な課題といえようまた、

上ノ平遺跡C地点から谷を隔てた吉ケ沢遺跡B地点でも当該石器群が出土しており、これらは両面加工

石器、剥片、石刃を主体としてぃる〔飯坂1995〕。両者の石器群を合わせて検討することによって、神子太'

長者久保石器群の技術的組織がさらに明らかになることが期待される

X ま と め

第1群士器とした縄文時代前期の土器は大木6式ないしそれに並行するものであるこれらの士器を主

に文様から13類型に分類したが、福島県法正尻遺跡〔松本動、1991〕や鹿島遺跡〔丹野、ほか1991〕での層位的出土

例によれぱ、 1~ 6類が大木6式古段階、フ~12類が新段階になるものと思われる。近年、新潟県東蒲原

〔滝沢ほか1995、南1995〕、福島県会津地方〔芳賀・丹野1990、丹野・松本ほか1991、藤谷'芳賀1993〕で大木 5 ~ 6 式

期の資料がまとまって検出され、阿賀野川流域における様相が明らかとなりっつぁる0

本遺跡出土土器は全て深鉢で、器形は口縁が外傾し頸部に屈曲を持ち胴部上半の張るもの、いわゆる玉

魚鉢型のもの、円筒形状を呈し口縁部のわずかに外反するもので構成されている。また、本遺跡の大木6

式の土器には東北地方中北部でみられるような沈線による胴部のX字状、対向線状の文様は認、められな

い〔興野197の。この点はすでに法正尻遺跡の報告書でも指摘されており、大木6式における地域差として

とらえられる可能性が高い〔松本肋、1991〕また、10類としたものは新潟県柿崎町鍋屋町遺跡第Ⅲ群士器第3

類〔寺村.室肌,1960〕に類例が求められ北陸系の土器と考えられるこのように大木6式を主体とし一部北

陸系を伴うという本遺跡出士士器群は、阿賀野川流域の前期末の土器の様相を示しているものと思われる0

最後に遺構、遺物を合わせて、本遺跡の陛格を推定してまとめとする検出された遺構は竪八住居跡1

3 縄文時代前期末の上ノ平遺跡C地点
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棟、ピット1基である。したがって、遺跡の性格は拠点的な集落というよりは、キャンプサイトとしての

性格が強いといえる。しかし、竪穴住居が検出されていること、土器が大木6式古段階、新段階にまたが

ることから、ある程度継続的に利用されていたものと考える。具体的にはある季節に繰り返し利用された

枝ムラないしキャンプサイトが想、定できょう。石器では不定形石器が多く、石匙、打製石斧、箆状石器と

いった当該期の特徴となる定型的なトゥールが少ない点も、本遺跡がキャンプサイトであるという解釈と

調和的である。近年の調査例の増加によって、拠点的集落、キャンプサイトというような遺跡の性格を視

野に入れながら士器、石器など遺物のあり方を比較することによって、阿賀野川流域における当該期の集

落生業システムを実証的に検討できる状況が整いっつぁるといえよう。

本遺跡で検出された焼士坑はほかの阿賀野川 SA予定地内の遺跡でも検出されており〔沢田ほか1994、藤巻

編1996〕、本遺跡例を含めた総数は百基を越えるものと思われる。これらの士坑にっいてはこれまで時期

が不明のままであったが、今回放射性炭素年代測定を行い13~N世紀の年代が得られた。 A地点の報告書

では遺構との共伴関係は不明であるものの、平安時代の士器片が出土してぃることから、士坑の所属時期

が平安時代になる可能性を指摘した。今回の分析結果とはかなりの開きがあり、この原因として①土坑の

構築年代そのものに幅がある、②平安時代という解釈に過ちがある、③測定誤差などが考えられる。

今回の年代測定では年代測定値に対して、BC測定値による同位体選別の補正や年輪年代による過去の

"C濃度の経年変化の補正が行われている〔奥村1995〕。ただし、この補正プログラムの中に半減期などの他

の補正が含まれているのかは不明であるとのことであった(古環境研究所早田勉氏のご教示)。近年分析技

術の向上やこうした補正によって放射性炭素年代測定法による詳細な年代測定値を得ることが可能になっ

てきた〔町田ほか1995〕。このような高精度の理科学的分析を生かすためには、われわれ発掘調査担当者が分

析の原理・方法を十分に理解すること、試料の採集・取り扱いに注意を払うことが必要となろう。

今回分析に用いたサンプルは士坑の底面ないし埋士下層から採取したもので、土坑の時期からはずれる

可能性は低い。また、 4つのサンプルでほほ同様の年代測定結果が得られてぃる。したがって、現時点で

は今回の年代測定結果をこれらの土坑の所属時期の基準とすべきと考える。ただし、年代測定の補正方法

などに不明な点などもあることから一応の目安としておきたい。今後、類例の検討、年代測定を世やして

ゆくことによって年代の上下限を検討する必要があろう。

最後に士坑の性格にっいての所見を示す。土坑の構造はきわめて簡単で径1~2mの円形の土坑が掘ら

れただけのものである。ただし、底面や側面に貼り士の認、められるものが一定量存在する。複数の焼け面

の認められる例がないことから、焼成は 1回だけで繰り返し利用された可能性は低いと考える。埋土は大

部分が自然堆積であるが、一部ではあるものの下層に人為的な埋土を持っものが存在する。遺構の性格と

しては炭焼きを行った士坑の可能性が高い。士坑の構造が簡単、土坑の配置に企画性が訳められない、生

産されていた炭も軟質で質の悪いものであったことなどから、小規模で家内的な炭焼きに伴う遺構と考え

る0 また、年代測定とあわせて樹種同定を行ったが結果は全てクリであった。生産形態と樹種との関係も

今後検討してゆく価値がありそうである。

これらの土坑は、構築年代、遺構の性格を含めて分析例、類例の増加に期待する点が多いが、古代後半か

ら中世にかけての小規模で家内的な生産形態に伴う遺構の可能性があり今後も注意を払う必要があろう。

4 歴史時代の焼士坑につぃて



1 上ノ平遺跡C地点は新潟県東蒲原郡三川村大字上戸谷渡字上ノ山6270ほかに所在する。遺跡は阿賀

野川左岸の河岸段丘上に位置し、標高は約67~73mである。

2 調査は磐越自動車道阿賀野川サービスエリア建設に伴い平成3 ~ 5年に行われた。調査面積は

10,10orイである。

3 調査の結果、旧石器時代、縄文時代草創期を中心とし、縄文時代前期、歴史時代を伴う遺跡であるこ

とが判明した。検出された遺構は旧石器時代のブロックフか所、縄文時代草創期のブロック5か所、縄

文時代前期の竪穴住居跡1棟、ピット1基、中期の集石遺構3基、歴史時代の士坑47基、ピット14基な

どである。

4 旧石器時代の遺物は全て石器で、手掘り出士"6点、ふるい出土188点の合わせて697点で、大部分は

7か所のブロックから出士している。 7か所のプロックには母岩の共有関係が認められたので、これら

は同時期に形成されたものと考える。遺物は、ナイフ形石器42点、彫刻刀形石器95点、二次加工ある剥

片佑刃)5点、石刃130点、彫刻刀削片148点などである。ナイフ形石器は杉久保型、彫刻刀形石器は神

山型を主体とする。石材は珪質頁岩を主体とし、ほかに玉髄、チャートなどが認、められる。

5 縄文時代草創期の遺物は石器および礫で、 924点で、大部分は 5 か所のブロツク、とりわけブロツク

1から出士している。ブロック 1からは661点の遺物が出士しており、接合資料の存在から剥片生産を

主体とした石器製作が行われたことがわかるブロック 6からは母岩S6がまとまって出士しており、

この母岩による石器製作が行われたことがわかる。ブロック9は3点の尖頭器破片以外は剥片・チツプ

類で尖頭器の最終的な整形が行われていたようである。ブロック10・Ⅱはそれぞれ7点、 5点の剥片・

石刃からなり、ブロック 1から搬出された石器が遺棄ないし廃棄されたと考える。ブロツク 1・ 6 ・10

・11では母岩の共有が認められ、これらの同時性が検証されたが、ブロック 9 は他のブロツクと母岩を

共有しておらず、時間差があるものと考える。

6 縄文時代は西地区と東地区で主体となる時期が異なる。西地区では竪穴住居跡1棟、ピット2基が検

出され、遺物は土器234点と石器368点が出士した。西地区出土士器の大部分は縄文時代前期末のもので

あり、石器や遺構もこの時期のものと思われる。士器は東北系の大木6式の士器を主体とし、わずかに

北陸系の土器が加わる。とくに、福島県会津地方との類イ以性が高い。石器は石鍬、箆状石器、ピエス・

エスキーユ、不定形石器、石核などで、凝灰岩、流紋岩、頁岩、鉄石英を主な石材としている。

東地区では集石遺構3基が検出され、遺物は土器数十点と石器82点が出士した。東地区出士士器で時期

のわかるものは中期前葉新崎式の同一個体の破片のみであり、石器や遺構もこの時期のものと思われ

る。石器は箆状石器、打製石斧を主体とし、石匙、不定形石器、石核などが加わる。

7 歴史時代のものと思われる土坑が47基検出された。これらの多くは、底面や側面に焼け面を持ち、覆

士に多量の炭化物・焼土を含んでいる。 A地点の報告書で炭窯としたものと同じである。また、底面や

側面に貼り土を持つものも認、められる。放射性炭素年代測定を行い、13世紀から14世紀に相当する年代

が得られた。この年代はA地点の報告書の9世紀後半という年代観とずれがある。今後の分析例の増

加を待ちたい。また、炭化物の桂仟重同定を行い、全てクリという結果が得られた。

要 約
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固版2 遺跡全体図(1)
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遺構全体図(2) 図版3
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図版4 旧石器時代・縄文時代草創期発掘調査区図
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ブロック 3a遺物分布区 図版5
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図版6 ブロック 3b遺物分布図
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ブロック4遺物分布図 図版7
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図版8 ブロック 5遺物分布固
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ブロック 7a遺物分布図
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図版10 ブロック 7b遺物分布図
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図版12 ブロック 3a出土石器実測図
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ブロック 3a出土石器実測図
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図版14 ブロック 3a出土石器
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ブロック 3a出土石器実測図 図版15
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図版16 ブロック 3a・3b出土石器実測図
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ブロック 3b出土石器実測区l 図版17

,~~〗~30 〗［口：
~ <:::::¥ 70(63-16) 二三~ 71(B 3-8) 

t11ilロ - llri ~(~f3 昇((Ifi .t== 73(63-110)~·'" / ' 

＼ 
t ¥ I I I / 

~74(83-58) 

L> 
，， i I ¥ ¥ I I . /零

~•'''':(B3-116) 心〗゜
i 12: 3/68~75) I 5t 彦戸~75(83-60)

. c:;:> 77(B3-120) ℃ 78(B3-64) 
ヽ

Bl(B3-118; 

D 

゜
1 : l (76-81) 5 cm 



図版18 ブロック4出土石器実測図
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ブロック 4・5出士石器実測図 図版19
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図版20 ブロック 5出土石器実測図
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プロック 5出土石器実測図 図版21
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図版22 ブロック 5出土石器実測図
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ブロック 5・7a出土石器実測図
図版23
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固版24 ブロック 7a出土石器実測図
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声
177(B 7-12) 

4今 180(B7-4)

こ

~ 

0 l : 1 (188・189) 5 cm 

零 ，1

乙ニニシ 178(87-132) 

疇

こ 183(B7 -126) 

委

(7 188(B 7 -123) tl 189(B 7 -90) 

図版25



図版26 ブロック 7a•b 出土石器実測区］
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ブロック7b出土石器実測図 図版27
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図版28 ブロック 8出土石器実測図
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ブロック 8・ブロック外出土石器実測図 図版29
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図版30 ブロック外出土・表面採集石器実測図
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表面採集石器・接合資料実測区 図版31
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接合資料実測図
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図版34 接合資料実測図
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接合資料実測区］ 図版35
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旧石器時代母岩31~35・単独母岩遺物分布図 図版41
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図版42 ブロック 1遺物分布図
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ブロック6遺物分布図 図版43
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図版44 ブロック 9遺物分布図
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図版46 縄文時代草創期の石器実測図
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縄文時代草創期の石器実測回 図版47

こ

こ
こ

，
 

6
 

ー．
 
B
 

，ー、8
 

こ靡苅
0

4 (B 1 -312) 

) -~-~』
Q:i,- 5(81 -616) 

~ 

~ 

~ 

三
7 (B 1 -325) 

6 (B 1 -679) 

＜ 戸

0 

麦
こ こニニ7

~ 



図版48 縄文時代草創期の石器実測図
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縄文時代草創期母岩1遺物分布図 図版49
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図版50 縄文時代草創期母岩2・3遺物分布図
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図版51縄文時代草創期母岩4遺物分布図
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図版54 時代草創期接合資料1模式図
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縄文時代草創期接合資料1実測図 図版55
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縄文時代草創期接合資料1石器実測図 回版56
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図版57― 縄文時代草創期接合資料1石器実測図
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縄文時代草創期接合資料 1石器実測回 図版58
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図版59 縄文時代草創期接合資料1石器実測図
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縄文時代草創期接合資料1石器実測図 図版60
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図版61 縄文時代草創期母岩1石器実測図
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縄文時代草創期接合資料2実測図 図版62
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図版63 縄文時代草創期接合資料2個体1実測図

n
v
 
l : 2 5 cm 



縄文時代草創期接合資料2個体1石器実測図 図版64
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図版65 縄文時代草創期接合資料2個体2実測図
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縄文時代草創期接合資料3実測図 図版66
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図版67 縄文時代草創期接合資料3模式図
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縄文時代草創期接合資料3石器実測図 図版68
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図版69 縄文時代草創期接合資料3石器実測図
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縄文時代草創期接合資料3石器実測固 図版70
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縄文時代草創期接合資料4実測図 図版71
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縄文時代草創期接合資料4(その1)実測図 図版72
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図版73 縄文時代草創期接合資料4(その 1)模式図



縄文時代草創期接合資料4(その2)実測図 図版74
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図版75 縄文時代草創期接合資料4(その2)模式図
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縄文時代草創期接合資料4石器実測因 図版76
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図版77 縄文時代草創期接合資料4石器実測図
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縄文時代草創期接合資料4石器実測図 図版78
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図版79 縄文時代草創期接合資料4・母岩4石器実測図
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図版81 縄文時代草創期接合資料5個体1実測図
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縄文時代草創期接合資料5個体1石器実測図 図版82
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図版83 縄文時代草創期接合資料5個体2実測図
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縄文時代草創期接合資料5個体2石器実測図 図版84
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図版85 縄文時代草創期接合資料5個体2・接合資料6実測図
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縄文時代草創期母岩5・6実測図 図版86
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図版87 縄文時代草創期接合資料7実測図
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縄文時代草創期接合資料8実測図 図版88
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図版89 縄文時代草創期母岩外石刃．剥片実測図
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図版91 縄文時代の遺構実測図
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図版95 縄文時代の石器実測図（西地区）
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図版97 縄文時代の石器実測図（西地区）
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縄文時代の石器実測因（西地区） 図版98
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図版99 縄文時代の石器実測図（西地区）
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縄文時代の石器実測固（西地区） 図版100
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図版101 縄文時代の石器実測図（西地区）
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縄文時代の石器実測図（西地区） 固版102
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図版103 縄文時代の石器実測図（西地区・東地区）
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縄文時代の石器実測図（東地区） 図版104
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図版105 縄文時代の石器実測図（東地区）
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縄文時代の石器実測図（東地区） 図版106
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図版107 縄文時代の石器実測図（東地区）
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縄文時代の石器（東地区）・歴史時代の砥石実測屈 図版108

こ

1 : 2 (95-98・100-102) 
0 5 cm 

1 : 1 (99) 5 cm 

ご 96 

二喜バニ

◊ 
97 

璽鳳》

◇ 
99 

歴 1

~ 
102 

l: 3 (歴1) 10cm 



図版109 歴史時代の土坑実測図
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図版111 歴史時代の土坑実測図
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図版113 歴史時代の土坑実測図
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図版162 縄文時代草創期
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図版168 縄文土器
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図版170 縄文時代の石器

（西地区）
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縄文時代の石器
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図版172 縄文時代の石器

（西地区）
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図版174 縄文時代の石器

（東地区）

T 

73 

76 

79 

ふ

72 

75 

i
 

]l 

n 

7.1 

80 



縄文時代の石器
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図版176 縄文時代の石器

（東地区）
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上ノ平遺跡C地点出土炭化材の顕微鏡写真
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